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多くの大mr~1 な大'.'/:にはiiJI 'jëJ川が|的問されており，本'-;:にも 13の研究所がある。

本学:にはこれにJJIIえて，センターと総粉、される17のJjIJi，泣がI;HWi:されている J 学部や

研究所にも.センターと 11子ぶ地l没が附かれていることがあるが，ここで説明する合

計の30の施，;止はそれとは民なり大ヴ:に l!(~~ するもので，大学を十憐梓!成￡する「日』古剖i'Iν|

ある。

1.附置研究所の設置目的と規模

センターの中には.~fl.~が研究lりi と始と I ， ;J じものもあるが，その態依l立後維なの

でそれについては 3 で必~ifjすることとし，ここでは研究所について包{，号的な説明を

する。

本年:の{iJf究Jijj'は 1q.:総l命 日 大学の組織で:'~J~ したように，大正15年 (926)

にI札;止された化学:{iJf'先刈から， II({利42年(1967)1羽目立の京長矧{i北究l好まで¥総数13

にZえんでいる。 {iJI'先JiJj'，i2: i('I' ! 1 的は，以前は学部で'五行することに凶;~I~ のある引・~の

li)l'究を泊}Jに1if;往するということが多かったω しかし，これとは別に.いわゆる総

合研究の1ft進をH的として設l宵ーされた研究所もある。学部における研究・教育の体

制が整備されるにともなって，対象分野が自然にl占|定されていく ftfili'Jにあったが.

学問の発反に伴い，異なる分野間の交流の主安tl:が認識されてきたわけである。

本学の附l買研究所の脱伎は，研究部門(研究所では，学部の議!慌に当たるものを

「研究部門J，r研究領域J，r研究分野」等と称する)の数で見ると， 3白I¥I"Jから20

部門まである。一部の研究所・センターでは太郎門制をとっている。一般に人民・

施設・予算等のrflIで充実している場合が多し、。

2.共同利用研究所

昭和27年 (1952) 本学に湯川記念館が建~I止されたが，当 U.ÿ丈剖;手?で，共 1 ，;JfiJf'先を

効果的に実施できる制度が検討され，その最初のH体化として，この記念館が~::

国共li'1利用の基礎物理学研究所に発挺することとなったりその後，大規模の問、工大

学に多くの「共liiJ利用研究所」が附設され，本学:にもHJ{和38年 (1963) に数理解析

研究所と原子炉実験所，昭和42年(1967)に霊長頒研究所が附置され，子Jえ8if (1996) 

には防災研究所が全国の共川利用研究所となった。
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これらの共jIiJ干IJ別fiJ)ヲ''eJ9j-は，J9j t-1によるのけEと並んで，その分野において令国的

な脱悦で/iJf'先行のJ七)，iJiiJf冗を J業，組織.実施することを iな業務としているc研

究飢域によるA174はあるが，他大学の11庁究fj'が参)JIlして，その』立11mを1))~ 、て'j~験を

行ったり， ?付申の1i庁究会を開催したりしている。これらのjjJf'允l川には， ・42にこの

ための施f没， ii11im， 事務組織が整備され， また )-5;'が;iI卜ーされているい例えは，費

用のかかる 'k.~~z材料及び装慣を特定の11汁先Jvj に筒:いて，うそ|巨!の研究計の共 )'iJ の利用

に供するというのが，共)ii)利用研究所のーつの典明である ο またそれぞれの分野の

優れた研究計を集めて，その研究を推進しようとするのもこうした研究所の本本的

な考え方になっている。このような設立目的から，各共)，i)利llJ/iJf究JI}rでは，外岡の

研究者との交流も盛んに行われているυ

3.各種のセンター

前述のように， 本学:には17の「センター」がI没iiliされているが， JEi白日的は多岐

である。東南アジア研究センターのように研究所と的と変わらないものがあるほか.

大型計算機センターのように大学の教H等に研究，教ffのための112怖を.lUIJさせる

もの，総合博物館や総合情報メディアセンターのように教育を主援するもの，保健

管瑚センターのように専門的業務を行うものがあるυ

4.大学院への関与

研究所やセンターの多くの教日は傾彬的に大学院教育に参加|し，大学院の運営に

も問5している。これは，大学院学生の指導が.各教'(cの/iJf究fj'としての出動に益

すること，及ぴ学問的後継r;.を主主!えできることを一毛祝した結果である。

大学院への閑fJーには樟々の形態がある。教育の1Mについてみても，講義やセミナ

ーを.j'11当することから学依論丈の作成を指導することまで，かなりの幅がある。ま

た特に兇 L系の研究所やセンターは，大学院のi重'討にも参加している。

本学大学院全体の制度的な事項については r京都大学大学院審議会」と「評議会」

が紋終的な審品機関である。各研究所長と若 FのセンターIえは，各研究科長や各学
部長とともに，これらの会議の構成員となっている。
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大 LF.4 if (191!i) ，羽ft:の五(都大学期学:in~の前身である京都併[Ii[大学用科大学に

化学特別研究所が設i汗され，サルバルサンなとJの r~:trl;il のliJf冗・製造が開始されたの

その後， t伏;どぷ，.う、1芋j

設:烹Iす7計l凶州由判iが)丈ミ現し' 大正15年 (1926)，i化学:に閲する特殊事項の学潤及びその止、用

を究める」ことを 11的とする化学研究所が発足した。lI(j干Jl4年 (1929)，JJ~ 紅の高

槻市占的 i~:I~ にliJf冗!川本館が竣1.， 9つのilJf究本の移転を終えてII(jf115年(1930)， 

問所式がiiわれたい以後，戦前戦後を通じこの地で40年を過ごしたのち， lI{j干1143年

(1968)点都大学の研究所総合計i由iに伴い，宇治市五ケJI:に移転し今Llにオiっているい

平成8年 (1996)に創伝70問年を迎えた。この!日j組織のトーでは，ほほ20年毎に大

きな変革があった。終戦までの20年間は，ほとんとJの研究宗主iT:は珂，民， T，農

学部の教}';i:が1責任して， ii庁'先Iviの運営が行われた。この時期は，地学部附属の化学

特別研究所当時から引き紋がれた有機ヒ素薬剤の改良とl臨時三1，1::、用，ツンドラの利用，

無水銀船底喰料の開発，人造石油とポリエチレンの高正合成，強打人造繊維やポリ

100方ボルト電子線分光型
高分解能電子顕微鏡

ピ、ニルアルコール系合成繊維の党明，ガラ

ス繊品jL抗生物質，各種防虫剤の開発なと二

多方1MにJ.l::.用の成呆があけ、られたu またこ

れらの応用研究と並行して，当時の新分WF
であったコロイド化学，高!七化学，高分子

化学，窯業化学.合金学，アセチレン化学，

微生物生産学，植物成分化学などの幕礎的

な学理を究める研究が進み.戦後の研究所

の発反をjl!った多くの研究者が育成され

た。また昭和14年(1939) には原子十五科学

の研究:主も青かれてサイクロトロンの也1;立

が企I由iされ，核放射線化学の研究も開始さ

れた。

日{i和21年(1946)以[;年専任教托の地Hが

言十られた。部門制が施行された11日和39-{t'.

(1964) までの聞に，研究所の迷併の中心
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はi斬次咋任教N:に移ったが.研究所z没Itu与の煙fL1は厳怖に'.j'られてきたυ 部門制施

行時lこ分子'j:_物'芋，酔素化"'j:. fJ;(f十五反応. n;( f-絞干、[-"{:の 31;1¥1"] 1 地"立が新しく置

かれたのもその結果のーつである。化学の総合的研究機関としてIJ;(J七十五科学から分

f-'''-物学にでる多様な{ijf冗に加うるに各分野聞の'引~~~的iiJI 究やJijiY~. 外の共同研究

もi1fj!tされた υ

研究所f没。:の目的に脅かれている化学に関する特殊事瓜の|付与は. il，¥'とともに変

化してきた。川:代の姿ボにu引.1:、し，化学研究所にはII({利50年(1975) に附属新無機

合成開発施設が新設され，後に大部門として，新機能材料研究部1"]，抗崎医薬開発

研究部1"1.材料物性本健研究古1¥1"]，他に'lo体機能設計研究部I"]，附属核階情報解析

施設が新しく設けられ. また原寸こ核科学研究施liltの組織換え及び'j-:i白地区移転が行

われたο

このように焼模の折、大した研究組織を時代の梨請に!必じて比11'1し.より効1十的で，

析しい課題に:柔軟に対処する研究態勢を整えるため，平成4年(1992)研究所全体

を太郎門制に改組lした。この時，生体反応設計研究部1"]に新Iii(域が明設された。

化学研究所の教育機関としての機能は.設立の当初より尖質的に存紅していたが，

II({和37年(1962) 正式に研究所に大学院制度が取り人れられた。各部門及び施設は

埋， -I ~ t 1.農.薬の各研究科に所属し，その専攻分科として，修 h世ぴ1こ博士後期課

程の学生の教育と研究指導に当たっている。平成5年度に L学部から始まった大学

院重点化によって関連の研究科の大学院生の定員は地加|しつつあり，平成 5年度ーの

修士課程ぞJ:籍名数が751'1であったのが，平成9年度には121名と増加し，博士後期

。深程でも72YIから102?'1と地加している。

さらに平成 6年から医学研究科に所属する研究領域も加わり，教育機関としての

役割が増大した。Il{j和41年(1966)以来，化学研究所に配属した大学院生は修士課

程では理学550?'1. T学445名，農学167名，薬学154名また博士後期課程では理学

4311'1. 工学225名，農学161名，薬学128名，医学3名に達している。大学院研究科

の分布からも明らかなように，本研究所は化学に関する幅広い研究分野を擁し，大

学院教育においても各分野の壁に捉われることなく，部門相圧に密接な連携を保ち

ながら，化学の総合的教育と研究を進めている。

B.研究の現状

研究所の現状についてはホームページ www.kuicr.kyoto-u.ac.jpに掲載され

てしミる。

組織と機能

化学研究所の研究部門，及び附属研究施設は次表に示す通りである。



iiJl :;C i¥l;門

附同研究施設

構造崎平和i.Jt鎚iiJI究古1;門(3 i;ii域)

卯liti物↑'1=.1リ|究白IWJ( 3 i;i(域)

1無H県t什t機匙-素素材化学{研l肝庁究部|ドい門1η勺?リJ( 5符飢lυJ域i或tうち，答各貝 1) 
材料物↑刊11:υ一j応t削{礎佐酎{州u川i究部t"門'J(4 i;従似i良{域うち答貝 1) 
イ仇J市機戎材料イ化ヒρうザlよ

イ{バf俄設f介t"J成4戊j比o法走{t桂釘E釘/i計片，先奇剖部|山;汁l門"吋lリJ( 3包似u域攻う ち答H1 ) 
F川H本判!え刈J'(::'IEtJHijf究部門 (3色U攻)

'1:.体i[{機能研究部門(2 Iiii域)

'L 1存分子h'i幸u研究部門 (3似域)
仁IJ;(f校科学研究施設(2符l域)
十主眼情報解析施設
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fiJI:究('a)門は 9太郎I"Jに属する28M究領域(うち 3Iiiリ或は客員)で構成され， r約属

研究施ri立は 2施設， うち lつは 2Iifi械で構成されている。

4(研究所の成果は研究発火会を5f1同開催.し， I~大丈必 (Bulletin of lnstitute for 

Chem ical Rest'arch) を年6号刊行するなどして公夫して米た" Rulleti日はHfi平[14年

(1929)に発FIJ;され，古1;1'1の研究成果の .;;:fjがJJ;t1号論文.総説として拘載され， ま

た各部門によって学術雑誌等に先・夫されたl論文，解説等が年旬:にリストとしてまと

められ，研究成果の公開の役割を!来たしてきた。しかし，研究所の幅広し、研究分野

と規院から，次第に Rulletinが研究所令体の研究活動を利介する手段として必ずし

も適切ではなくなってきた。そこで Rulletin を)ij~し，それに代わって各領域の研究

メンパーと研究出動の来日介及び、研究報子..リストをまとめた AnnualReportを平成 6

年(1994)から刊れすることになった。 さらに社会に対しでも化学研究所の現状

を紹介する化学研究所広報“黄紫"を平成6年ーから年 2間の予定で刊行している、

社会との連携や派学交流の促進を同るため，研究所の研究活動を公開する化学研究

所公開講演会を平成5年度から実施している。本研究所は前述のとおり，平成8年

(1996 )にfllJ烹70周年を迎え，記念講演会や民示会などの記念行事が催された。ま

たこれを機に，化学研究所国際シンポジウム ICRIS・96(Institute for Chemical Re. 

search lnternational Symposium '96)が開催され，以後毎年行なわれることになっ

ている。

本研究所では，平成6年9月に自己点検・評価報告書「京都大学化学研究所の現

状と課題」を，また平成9年3月に外部点検・評価報合書を作成し，化学研究所の

発展と研究，教育の推進に努めている。
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I 研究部門及び附属研究施設

構造解析基礎研究部門

構造角平和I'}，l~{従 !iJI 允 ;';:I ， I"J では X 線分光"丘 f分光， q)~U'H)r，尚分解能屯 f顕微鏡

等をfljo、て， liili+:Ni，'II'，ペJfJj分fなどの物TTの構造，屯 f状態，反1.[:.機構の解明とそ
れらのためのiiJf究千IjJ，災前の間企等を行っているの

第一研究部門(教托 li'JIII 殺，助教民伊藤嘉II({，似~T' 1)，松博英・}'，'!!'J林太

nJj) 

X線. y線，nu-， 1湯i託子， if(イオンなどの!!日射によるIJ;(.rの|人H投励起と電離，
J{zびシンクロトロン紋射止によるn;((-伎のlij}j起にf'l'って放11'，される放射線やX線吸

JIJ/.スペクトルを測定することによ 1)，IJ;((・・分(-の屯 rt偽造やIJ;((-1人j屯 fの動的な

振る舞いについて研究している(1)1 膝・中松・ li，川1)

ブ]，傾々の化fr物について， xifiの!比11¥• I吸収スベクトルを高分解能X線分光

技術でil判定し.分 f-軌道I去によるI也命;H-mと比較することによって， 1it-f状態に関
する情報を得ている(伊藤・中松・ li'J111 Jυ また， illエネルギ-x線分光で、主要な
多11'11J集分光素子の開発とその'["1・能，iffll!Iも行っている(伊藤・ li'J山)。

新しL、 Jlx:. 身、H札ト~tn\ 出として O.3-1100K の lよし、温度管U~.Ii に :HI.[:、できる比例百十数

管.100e、V-50keVの広いエネルギー飢域に付するい':íf~~ ~惑 I，[:.~~比例計数管や経伝導

体放射線検，'1¥持の開発を行っているリこれらの検出時を共鳴電子メスパウワ一分光

や1氏エネルギ-x線分光lこlむIIIしてllil体物用の研究も行っている (g'!!'-I-J。
第二研究部門(教托 小林1;正史， llJJ教民-機回正二，ll}J手 小川村也・似本隆)

生物，Jド'1物を問わず伽l々の物質が示す多様な性質や機能は，各物質を構成して

し、る JJ~(rや分{'の集合様式，すなわち幾何学的構造と，原 f，分子内の電子の分布
状態とエネルギー状態に?制去に関係している。 従って物質の示す諸現象を理解し，

制御するためには.この幾何学的構造と電子構造の凶j苛を知ることが必要不可欠で

ある。小林，機田らは，このような観点に暴づき， 11意分の lcm以下の小さい物

点も見分ける世界最高の分解能を持っと1;，1時に1O-21lgという超微量試料の電子状

態でも分析できる電子線分jÏA~超高分解能電子顕微鏡を創設した。これにより原千，

分子イ尚一イ闘でも分析する Efi..-JJ;( I分析i去の確立を目指している。これを用いて磯

田，小川は，各種機能材料の超微粒チ，超{制俣等の構造， とりわけ格子欠陥の構造

や微量不純物の存在様式，及び構造形成のプロセス等を研究し，試料の物理的性質

との関連性を追求している。小林，根本は電子エネルギー損失分光法や走査トンネ

ル電子顕微鏡法等の手法を駆使して，結品の成長機構，国体表面iで吸着状態にある

原子，分子の電子状態と構造，反応機構の研究等を行っている。
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第三研究部門(教J受凶作1iL-:，助教綬 辻 lE修t，助手柿1I1健iu'笠阪雅総
・村 l-_n-:J 
当ti)f:)目的JEXは，前i分(-材料の化学構造から高次構造に点る構治解析により，憐j造i2主1 I 
と物，↑↑門'jの

アモルフ 7 ス(無}定とJI形|杉予， JI 会 ~11l11t1)， iiU I¥?I，給品， これらの俊介状態の共{-{系，及び

ポリマーアロイなど制的化された尚分子出介系である。品.分解能屯f-:i!:l1微鏡

(HRB1) iJ:による分(-レベルの形態縦祭 x線jQJ折j去による胤則構造のjiiJ定とタ
イナミ、ソクスを特色とし，これらの成果を活用した析しい高分子後合体の設計とキ

ャラクタリゼーションを行っている。;主な研究テーマは:エラストマー及びi~~分 f­

ゲルの構造と物'l'tに閲して，1)モデル制目及び尚t!能エラストマーの蝉'I'f:.挙動(絢

符)， 2) ゾルーケ‘ル転移点近{舎における系の憐造と料i作i'l"t(絢11-， itfJ[lI). 3) 高分

子制Hにおけるトポロシー的制 1[-作用の解明(浦1[1，糊芥);結品'1"1:高分寸この凶体

構造に閲して， 4) HREM i去による ~Iつりよ料品(ウイスカー)の構造解析 (j上.笠阪)，

5) 単料品 q~ の績肘欠陥の構j宣告IJ-Hli- (笠阪 j土)， 6) 時分割X線回折システムによ

る高分子凶体の延{1J1j邑松並びに配|旬結品化過程のliJf究(村上)，等である。

界面物性研究部門

特殊条件ドにある液体， j剖体及び坪l剖状態を構造論，エネルギー論，機能性， タ

イナミックス， )え J，i:.~'ltの悦IIから研究する部門。物質とその環境を対象として，紋

新の化学:的主11見と手段による均ー・不均-系の解明と開発に}Jを人れている。

第一研究部門(教i1: 中JJ;( J除助教綬悔村純三，助手松本|出現・松林{ftlキ)

生命現象と我々の'Li市をえ;えている水と水溶液，界l白i，IJ英，コロイドの構造とダ

イナミクスに関する新現象の開拓と解明を目標として研究を進めている。

~i=_体肖分子水溶液の機能性と )xJi:.;'I"tで重姿な鍵を握るとされる fJ疎水性水利のダ

イナミクスJ，'H本膜のモデルである「リン脂質二豆脱の水和l構造とダイナミクスJ，
反応のダイナミクスに関係する「分子摩擦係数に及ぼすi夜十I1クラスター化の影響」

の問題を高圧，低温などの条件ドで NMRによって研究している(中原)。

機能性をもっ I向ー観媒↑生物質の水l自i上民開単分子膜や，それを凶体基似上に申[1~写.

累積したラングミュアーブロジェット膜の分子構造や配向状態を FT-IR分光j去を

用いて研究している。それを基礎として，新しい焦電素寸こ等の開発をもくろんでし、

る。また，ハンダとフラックスとの相互作用についても FT-IR反射分光j去により

検討し，人体に有害な鉛を合まないハンダとフラックスの開発を目指している。

(http://kaimen_kuicr_kyoto-u_ ac. jp/JU/) (梅村)。

界耐・コロイド化学の研究分野では，複合材料構築を目的とした有機結滞脱ぷ1M，

たん白質二次元結晶表面および困体表面聞の水中における相互作用}Jの原子-間)J顕
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微鏡的11'(ii:: iHlJ定 uJiu化， JJsJi伴lミセルを合む{f機分f-会合体組f:削，i:.rの物'1'1・機能
州|羽構i立の似fllil.~ it: (-~.([i放311的 iiJf';'ëがれわれている(松本)，

さらに. Jj(7:えび有機i存在日iの物件と!ぇl必-1ザ|を制御するがを 11(J{Jとして，広い温度と

併!立範IJfIにわたる溶液の物Jljl化学をわーっているυ 机{t・は，特に，超臨界水及び水溶

液の構造を，統rn'jJq:県諭・コンビューターシミュレーション・ Nlv!R分光j去を用

いて，研究している(松林)ο

第二研究部門(教ほ佐藤(1'(樹，助教托 ìU~耕礼助手 六多保夫 -Jf田町、幸)
分.c.集合体の構j立と物性の村11羽に?見点を前き，より高次の機能をもっ新たな分子

システムの自iJ.i;!iを f1指して 種々の特徴ある分子集合体の構造や電子構造の解析を

行っている。とくに.尚分f-を合む白ー械化合物の刷体やi持股の物例化学的研究と，

IJ:.物細胞・ /1見高分二fìl~~ì，.マイクロカプセルなとaの誘電ít(J研究を投行している。

分-{-集合体の物性化学研究は. {千波長官i({域の光がしばしば関与する有機半導体の

電子物性(yじ電気， 光電物'1"1ーなど)に注目し，分二子の動的挙動がより高い特性や

付加価値を砕くような分子システムの構築を日襟に.光'.lt{.分光iJ;による電子構造

解析を lつの紬として，分子集合形態と物件との村|問解明に/I1Jけた研究を，佐藤と

IV旧らが進めている。ープj. 議電スベクトロスコピーを主法とする沼気的測定法を

fH ~γに ミクロからマクロにや:る稀.々のレベルで，分子集合体の不均質構造の解析

も行っている。尖|療に. ilHt!.らは方法論の開発をiJtめつつ.水中の脂質二分子膜や

，t_ f本映さらには生物事UI月包などの構造機能相関， ff: 多は泊i分子il~品などが示す非線形

活電特性の解明についてそれぞれ研究している。

第三研究部門(教J乏 松井正手[1.助教托 梅谷亘:夫.助手佐々木義弘・長谷川

)
 
K
2
 

'
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リン円安，備階イオンなどの栄建庖の残存する海域に nMレベルの鉄を投入すると，

fk蕊額が十数倍に増加することが最近検証された。 海洋中の微量化学穂は，このよ

うに CO~消費につながるプランクトンの一次生産に影響をうーえるなど，その役割が

it I=!されている。当研究部門は.将来人類が当iftiする温実効果，エネルギー問題な

どの対策の一助となるために，次のような水iをlにおける微量化学種の循環の研究を

進めている(松井，長谷川)0 (1)海洋中の微量生元素ーの循環とその化学形による培養

効率。鉄などの生元素の循環は，海洋における食物連鎖，微生物による分解の情報

を得る。とくに，鉄はその化学形により，一次生産に大きく影響すると考えられる。

とくに CaC03の殻をもっ種を増加させると，海底堆積物として闘定でき，温室効

果の有望な対策となろう。 (2)海洋中超微量元素の循環。ピコからフェムトモルの

未測定超微量元素の循環解析を通して水園地球の巨大なトレーサーとしての利用，

核分裂生成物の拡散予測を行う。 (3)琵琶湖の生元素.超微量元素の動態。
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その他イオンサイズ認識のための内凶伝子設計と分向性分析への適用(松井，梅干子)，

fヒ学 Jfz における )1:*j~Jf.fJ~象(佐々木)なとごの \i)1 ヲ主を進めている。

無機素材化学研究部門

磁件{本，超fょ;導体，あるいはたザ:ガラスなど機能性材料として量裂な無機物質の

自IJ製と物件の);tdi珪的研究をfJっている。ミクロな構造設計とユニークな合成法が特

徴となっており， 4 ，~:I; 1"]， 1客員部門で構成されている.)

第一研究部門(教t':.t新JI・輝也助教綬組|糸伝H，助手 1:生攻)

;包尚♂呉常茶椅j去を月jo、て金属人 L裕子を作成し，その峨怜やfぷ特性を研究してい

る。人 1:栴子とは， 11切手を原子f.;'(，¥Jji.f立で市IJ御しつつ，複数の元素を規WJIEしく積!詳

した多l付t事股であり， I日(子レベルのl32言|閃にしたがって合成された新物質である。

人仁絡 fは:次元の物'1"1=ゃ界1Mの性質を調べるためのモデル物質として主要である

とともに， iJr L l-寸.~能の発現が!切符されてきたο iRit'{総{ヒを持つ人1:格子が光協気
記録材料として，いー大政気J氏抗効果を示す人 1:格子が鋭気ヘッドとしての可能性を
持ち，応用への民開が始まっている。研究テーマとして，微細加 L慕板 1:で、の人 L

格子の介成と物'1''1=.(新作)， I J:大級気抵抗と鋭気構造の相関(細糸)，遷移金属一希
上預金属人 1・絡rの構造と路'1''1:(T:'I::)などがある。 x線，電子主ii，中性子回折，
メスパウア一分)t，磁気iWliと.総気低抗測定， ESR， NMRなどを用いて金属人1:

裕子の研究を総合的に進めている。趨1氏j見強磁場中のメスパウアー測定は本部門の

特色ある泣備のひとつであるの

第二研究部門(助手 池田清司11・寺嶋与を{一)

新しい機能'1"1材料を開発するため，際化物磁't'l:体，高i昆超伝導体などの滞膜，微

粒子， lMf{ ~i，の合成や微細構造解析.さらに 電気的 磁気的性質の研究をわーって

いる ο 寺l嶋らは高温趨伝導体を重点的に取り上げ.新物質の探索や薄膜作製技術を

用いた人1:格子結品の合成に関する研究を民間している。その成果の一つは，分子

線を照射することにより原f-，分子!凶t引なで関空化物を結品成長させ，電子線鋭IfIi反

射強度のil!リ定により，成長をその場で観察しながら結品構造や膜厚を制御する方法

を発見したことである υ この手法によって超薄膜や 2種類の酸化物を交万.に lない

し数単位格子ずつ積回した人工格千結晶を作り機能性素子の開発などを行ってい

る。一方，池田らは新物質の探索や反応機構の解明のため超伝導体や能性体の状態

同の研究を行い，さらにlji_*古品の育成を進めている。

第三研究部門(教授高野幹夫，助教授康井善二，助手東正樹)

遷移金属酸化物は，誘電材料や磁性材料，電池材料，顔料など実に広い範聞で平IJ

用されており，またそれを支える学術的研究は，科学全般のなかでも最も長い暦史

をもっといえる。しかし， 1980年代半ばに至って， 1由i期的な新民間の契機が訪れた。
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つはj也昧ではあるが)~二常に大切な，電 f構造の新しい埋解の提起 (1984年)で気

1) • もう つはいうまでもなく，全く予期されなかった後合剣円変化物における高、

，Wfムj阜の発見(1986lf)である。そしてこれらは共に，近似的にしか考慮されな布、

った「強l¥i託子+11関」が草裂な怠|味をもつこと，さらにそれに応づく新のな物性、

株子fとして)墾移金属椴1ヒ物が新たな唱.，泣刊ーを，;17びることをポした。
、1'，，¥1¥ /"jは，その純子γゴくりの合ゾ」なれ去として高){合成j去をJ制している。平R
5年に 8))主ur:を淀川 4できる ¥i:}jアンピjレ型両Jf.装ifl':を設計し，数々の新しい複九

州内変化物を合成してきた。その'{Jには.特異な制Li戊と構造iをもっ新しい超伝導体九

外に主演スピン液体状態を~:t.fjL して ìt:TIされた悌子型構造をもつはじめての内

出変化物 SrCu~O:li.J{ある。析しい記子物性材料の 1m拾に líljlt. 悼の努)}を傾ける。

(伽h飢1は川t印p:/ /八九w川、，司明w川@ι机、明W、

第四研究部門 (救tほ受 横横、iI尼己引1俊変{主桁d，助教J長え是' 4宇d坂反紡lιiム、光.UJ肋Jプ手子 |内勺野野f降n吋;J.林創)
1. ガラスはが1tillとは異なり，乱れた14(子閉じダIJを持つJIニtill質である。このような方、

ラスのn;({-配ヲIJ を X~波及び ~l'tIJ線 [uj J"Ji ì去，多校 [~jf本i当分解能 NMRあるいは ab

initio分 f事JLJ立法計算によって識lべることによってガラスの本'1'1:を明らかにすると

ともに，ガラスの構造と物性の閑係を明らかにし，機能性ガラスの設計指針を与え

るためのfiJf)'t:を11'っているけ!員t/-6・内野)。

2. 次世代の光コンピュータ・光.i!宣伝1の素手として開発の急がれている非線形光学

材料を開発するために.ifi:金l冊目変化物尚7.1-1'ガラスや遅砂金属際化物薄IJ県を作製し，

それらのJ~MR 形)Ï:/r:特'/"/を，tffltti している。)1:.学.，J/ò線形刊の活王IL機構を解明するとと

もに，高非線形光学材料の日立i汁指針をHiう立てるための研究を進めている(横!毛)。
3. ゾルーゲル法と呼ばれる析しいill;ilitl合成i去による機能性セラミソク基材料の

創製を行っている。 金属イオンをfr む i容ì1t を!日発物質とするこの"!ji去の4~'長を活か

し，異種物質のナノ復合iUA.ぴ微細組織制御による析しい危機能・電子機能の創出

を図っており.m夜とくに光半導体i制英電根のfl製ならびに太陽電池としての性能
討価に関する研究を進めている(憤Jtt.卒採)。

客員研究部門(教長・ 小松dij行，助救援 陣j木英典)

第一，第二，第三部門と協力して X線回折法による人工裕子や新規無機化合物の

構造の研究や酸化物超伝導体の基礎研究を行っている。

材料物性基礎研究部門

高分子の種々の状態(溶融体，ゴム，ガラス，半結晶. iit品，ゲjレ i谷被など)

における巨視的な性質を高分子が作る多様な/$皆j訴構造と分子選動の立場から解明

し，高分子材料の高性能化・高機能化の基礎原理を追求する。
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第一研買部門(教ほ尼崎邦公， ll)J教1'1: iJむを宏，助手井上正志)

本部門は分子レオロジ-iiilMをfll.当しており，高分子を中心とする1(機材料の機

古旨の'L'jU土iFNiしい機能の間発のために，材料特↑午を分(-レベルで桝明している 0

fl'i弾性，流動料'/"1:，，:秀百分肱'Je散乱，A(1遠心itl糸動的複tlfliJj-などの実験的手段

と市1e汁}J''f:などの県11命的手法、を丹i1，、て，;jこのようなii封ヲEを行っている。 37，のスタ

ソフがほぼ吋~~にすべてのテーマに|刻ワーしているり 11)物質の流動と変形特性(レオ

ロジー):粘!主， l;fr.'I't'がなどの物十1:定数，)，i::.力の緩和時間や緩和機構などの.分子
レベルの湖畔， 121両分 r物開化学:荷今の状態での高分子の構造，拡散， 1人j部運動
の理論と測定，及びい:倒的特竹との関係の解明ο131表ll!i.界iiliにおける有機分子の

特性:分 fの吸ず1状態と運動の測定・解析i去の確立，吸着=分fの機能発現機構の解

明， u，反者状態の制御。 (41{fr.~カラスの特性:分子運動とガラス転移の機構.および

}J学的・光学的制作の発現機構の解明，折規材料の設IlI-0 liff究の現状u:ホームペー

ジ:日1Olrheo_kuicr. kyoto-u. ac. jpに利介されている。

第二研究部門(牧民従慶輔，助教長会fF利iii，助手両国幸次)
高-ぅtf-科学における県本的に中;裂な Jと解決問題を主に放乱j去(中γ1:子.x線・光
散乱)を用いて分f-スケールの立場からその解明を日指している。現在の主要研究

は次の通りであるυ11!高分子の結品化(梶・令m。高分子がからみあった状態か
ら結litzl化する I:r，~に，からみあいをどのようにiJド除していくかの初期j)品位を明らかに

しつつある。さらに複雑な高次構造(球品や繊維構造)の形成過程的解明をも目指

している。 121カ、ラス転移(金谷・椛)0 7モルファスi高分子が温度上糾と共にどの

ようにしてガラス状態からゴム状態に変化するかを，中性子散乱で、分fi逗動を直接

測定することにより研究しているo 13)高分子電解質溶液の構造(両国・椛)。高分

子電解質水溶液はiJJitし、静電反発))のため特殊な構造を持つが，高分子濃度や定イ庁街

1支を変えたり， fl~分子塩を加えたとき，その構造はどのように変化するかを静jべて

いる。(-1)高分fゲル(金谷・粍)。高分子溶液をゲル化する場合，生成ゲルの構造

は架橋点として働く微料品のfjご成感度と白i;:JのJE〔凶となるミクロ相分離速度の兼合

し、によって決まるが，それらの速度とゲル化条件の関連を研究している。

第三研究部門(教J受蛸井丈敬，助教授制烏良祐，肋手梶弘典)

高'1"1:能高分子材料の構造制御を目指して，高分fの同体構造や水素結合などの付l

可~f't.:用を1i赤字Eするとともに， I耐街l苧'1"1ーなどの巨視的性能と材料中の多様な分子 i:~言動

との関係を明らかにするための悲礎研究を行っている。主な研究は以下の通りであ

る。 (11結品，液晶，芳ラス，膨澗状態における構造及び分子動力学(刷~I: ， tJD : 

一次元及び、二次元国体 NMR法により，高分子鎖を構成する個々の構造単1立につい

て， 1Hz程度から1012Hz程度の広い周波数にわたる分千運動を精需に解析し，各
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状態の尚分 fの動的な !}'~J 微を調べている。 121iá8l，形成機構(綱向，早川井) :リオト

ロピソク ì(~fjl，と液十jl の共合 i山総付近での分 f 構造・配111J の変化を迫跡し，転移機構

の過程をi調べているυ131セルロースの構造形成(.ljniJI:，子井):バクテリアセルロ

ースの'1合成，結品化.高次構造形成過程並びにこれらに影粋する凶c.を NMR.

電子顕微鏡などにより tl汗先している。 (41溶液状態でのダイナミクスと構造発現(綱

島):分子の構造や分子形態の安定・不安定'I"j・は熱的・流体力学的条件下での系の

ゆらぎに関係するリ実!~平衡J坊や定常流動場での関係を散乱i去で調べている Q

客員研究部門(教J受 問中三千彦，助教崎藤本道也)

次世代の先進複合材料の開発に必裂な某礎研究を行っている。特にポリブチレン

テレフタレートやポリアミドなどのエンジニアリングプラスチックやた学活性ポリ

シラシの開発及び構造と物件の関係を追及している。

有機材料化学研究部門

史研究部門では，高分 fの分f特性と材料物件の相1聞の現解とこれを恭礎とする

新規高分子材料の設計局〔用の開発，ならびに.常!士及び白川反J.ιを利用する特異構
造を持つ新規炭化水素分子極の合成を目的とする研究が行われているu

第一研究部門(教綬日本武明，助教段踊旧 ~i~~~ .助手辻)1:敬'l{・箕EH雅彦)

当部門は1960年の開I没以米，高分子の分{-特性，すなわち，う分〉子』量士と分子i量量分布，

v. f体本規則'1"刊性ゾq午t.共重合f体本
イ作作午乍，用などを精?需子詩Jに角解干析するための理i論7翁命と:尖iι:験J技主仲術Jの篠Jカ7:を目的とするm研f究 (高高企分子
特'1↑竹1"性Iヅ''j:乍h解析) に取 tり)主抱組i仕iんできた"1印97河5年及ぴl印99児2年の 2J度支の改組を粁た{後走も， この間

に以ーわれた技術と知識は研究の慕礎をなしている。

現主は，高分子の分子特性と材料特性高分子分子特性高分子材料特性(構造，物

件.及び機能)の十rl関を明らかにし有用な新材料の設計原理を与えることを主な研

究目的としており，その研究内科は合成化学的側}白iと物性科学的側1Mを併せ持って

いる。 H体的には. (1 )化学修飾によりセルロースなどの天然多糖を. ìr~品，ゲル等

の機能材料に変換する研究 (7:f本，石二j毎).121高分チブレンド系の相溶性の制御と

分子配liiJに関する研究(幅田). (31糖その他の特殊なグループを有する新規高分子

の合成とその構造・機能に閲する研究(箕回). (41j高分子 LB膜の構造と機能に関

する研究(辻井). (51制御ラジカル重合の基礎と応用に関する研究(幅四)0 (http: 

/ /yuzak. kuicr. kyoto.u. ac. jp/index. html) 

第二研究部門(教授小松紘一，助手森貞之・工藤清・阿長亨)

本部門では，有機化学の根幹をなす炭化水素を中心として，天然には存在しない

特異な構造をもっ分子，イオン，ラジカル種などを創りだし，その構造と機能や物

性との相関を明らかにすることを主な目的として研究を行っている。特に， π共役
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系の広がった構造をιj象として，これらの'1年質について埋論的な解釈を加えること

により，新しい機能性分 fの設HHfi$1を比いだすことを[1指している υ ハ体的には，

小松， 1判長らにより， 1 II 0"ーπ州内:1'OFlをもっ新しいπ1ttF系を合成し屯子移動な

どの特徴的なずl質を，;)iiJべること， 121C(川こ代表される球状の炭素クラスター，フラ

ーレンの化学変換により析しい機能を発現させること， 131大上最状ならびにIA:鎖また

は交え共役型π電子システムを合成しその電子的性質を明らかにすること，などを

目的とする研究が進められている。さらに， ~， .l:藤らにより超高正以応を利用す

る多分子縮合引以)，[::.及び，尚!.tJ又)，l::.を用いてー円安化炭素や二階化炭素などの小分f-

を金属錯体触媒で、活性化し.尚付加制irtiをもっ有機分子に交換する!え比、についても

研究が行われてし、る。 (http://133.3. 40. 20/komatsuJ. html) 

有機合成基礎研究部門

新しい機能'["'1，材料の介!えや，新しい医薬品の開発を目的として，主として有機合

成化学的側liUを強調しながら本健的研究を行っている。本研究部門は合成/i止、設計

領域(第一白川'])，精術有機合成WiM:(第:当日1"1)及び合成理u命領域(客員部¥1勺)

より借成されている。各fií!J点の lijf究 l人j谷は下 ~iじにぶすとおりである。

第一研究部門(教ほ 玉!己自民、ド，助教托 年光II({)(，J.t)J'f- M内敦・ IIIU茂弘)

本部門では，有機合成における新しい hiL諭の開拓及び:.~)i しい構造をぬーする化合

物の合成と機能の発.fJIを主目的として研究を進めている。特に.これらの研究に典

型元素及びj霊移金属の特tf:を的かすことを中心テーマとしている。主なものは以下

のとおりである。(l)省機ケイ素化学:高配位ケイ素化合物中のケイ素一炭素，ケ

イ素ーケイ素結合なと‘の i ，~-tf:化のイ 1:剥lの解明とこれに来づく新炭素反応及び新反

応剤の開発(河内)0 (21遷移金属錯体触媒を用いる環化反応，カソプリング反応及

び触媒的不斉合成の開発 (('1日)0 131新規パイ共役高分子およぴI高配f，i:ポリシラン
などの非天然有機化合物の自IJ製と機能発現 (i口I内， ILJ口)0(4116族高間期ヘテロ原

子化学:特に有機イオウ反ぴセレン慕を合むカチオン中間体の関ワする丘体選択的

合成反応の開発(年光)。

第二研究部門(教托 iJ士葉，助教綬田中主，!!)J手川端猛夫)

本部門では複雑な構造を持つ生理活性物質或いは特定の分子認識能を持つ機能性

物質の合成，及びその為の新しい合成反応，特に不斉合成反応の開発が中心テーマ

である。不斉合成に関しては(11エノレートの化学に新しい概念を導いた“不庁記憶"

に関する研究， (2) C2対称、を有ーする化合物の不斉合成への利用として不斉 Wittig反

応及ぴメソジアセテートの酵素加水分解とその合成的利用， (31光学活性ピナフトー

ルの機能開発， (41不斉プロトン化などに関する研究，更にこれらの基礎研究に基づ

く生理活性天然物の不斉全合成などが行われている。また不斉分子認識，スイッチ
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機能などがIしい機能成いは新しい惜造をのするむ機分 f-のs没計，介成なと材料化学

的ii仰i)肝j庁f'究7先Eがもう -つの十ねiとしてでfちつつあるふ"史にJ抗jιtCJ桶存高iu川円R一'1↑r刊1"門"1化f合?物の分 f-;泣首計|と合成
il術I}肝j庁f'究先をrfドJ，心L心、と した/外生1=-一=J理型}川i円号斤引，↑性I

客員研究部門(教任 中回 止lし助教J短支受 11山11F附十什jII/!' )..犬~)

本部門ではイt埋活性尺然物及び機能性)~ニ天然、物の合成に閲して経験的投ぴ非経験

的分 j土軌道計算により r-め反叫の¥/.1本化学.{，i: if(選択↑午などを予想しながら行って
いくことを主目的とした合成的研究をわーっている。

生体反応、設計研究部門

蛋白質，核隙，静素など生体分子による高選択的・出j効率的な生化学反1.i:;.を有機

化学観点から挺え，その機構を探る。また，梢街構造認識を主主株とする生物活性分

f-の作用発現機構や生物機能・細胞機能のfI 組lみ・制 i~jJ機構の分子理解とそれに慕

づく新規機能分-[-のJ1}~-t を民間する。

第一研究部門(教J受大[!l-I"!字I1助教伝中村薫.lIJJ手河合消・杉山車)

生体内反比、の布機化学:レベルでの解明と.その知識を1.i::;附した新しい合機合成化

学:反J.i::;の開発を目標に置く。特に大の燥な，i果題をヰJ心にfiJf究を進めているο

1 )補酵素の閑リーする生体反応を取り上げ，その有機化学的なモデル反r.i::;の機構を

検討し，生化学反止、の機構を解明すること。その知識を仏、用して品利!な条件下に高

選択性を持って進行する有機合成化学反応を開発すること。酵素が化学進化する過

程についても，実証的に考祭を行う(大野，中村・.河合)。

2 )微生物や醇L45等を触媒として用い，両選択的な有機合成化学[えJ.i::、を構築する。

li'ーなる搬出子反応ではなく，有機合成化学が必裂とする11去を持った化合物(光学異性
体)を任意に.かつ，人為的に生注することを目的とし，いかなる反応条件の下で

し叶、なる形の化合物が生産されるかを解析 検討する。最終的には，生物体内で進

化する化学反応の法則を確立することを目標に置く (中村，大野 iQJ合)。

3 )希土類元素を触媒とする有機化学反止、の開発(大!l'j-，杉山)0 (http://boc 

kuicr. kyoto-u_ ac， jp/index-j， html) 

第二研究部門(教段杉浦幸雄，助手森井孝)

本研究部門では化学と生物学のインターフェイスとして君主要な生体活性分子によ

る高分子受谷体.特に DNAの特異的認識機構を分子レベルで解明し，そこで得ら

れる知比をもとに新規機能分子の開発を目指している。

プレオマイシンやエンジイン型抗生物質なと、のユニークな抗癌剤による特異的

DNA認識機構及び作用発現機構を有機化学的，物理化学的，分千生物学的手法を

駆使して解明に成功した。この研究成果に基づいて，塩蒸配列特異的 DNA切断能

を有する人工分子の論理的分子設計が活発に展開されている(杉浦)。また，クロ
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モプロテイン， DNA ~:ij 介長 ['1 質，亜鉛フィンガ一転写凶子などによる後般の精街

構造認識.1宣{ム f発現の制佐11機構，十支般の修飾や修復I JG;h~i と制痛などの中:変:な，!

体反Lí:ーを化学的に ff~解するための新しい試みが精 }J的になされている(杉浦・森

井)。将米の「ゲノム j から「薬物」へのIl.y代にli'Jけて，創J来本礎科学に百献が!切

符される。

第三研究部門(教J受 1'.旧同従，助教-t.{ HJ中静行 比jJ子安達員:立:J

化学の重;袋なJ，i::Hj分野の・つである医学，特に臨床'!:.化学への発以を期待して平

成6年に発起した本研究部門では，遺伝子と遺伝'情報発現の制御をテーマに，蒸礎

科学と臨床医学の融fTを目指して研究を進めている。

貝ー体的には，アルツハイマー病を中心とした神経変性疾忠の遺伝子， mRNAお

よび異常形質の発現機Jj-;を分f'遺伝学的，細胞生物学的，蛋白質化学的手法を使っ

て解析している。この研究により，既にアルツハイマー病が特定のアミロイド前，~I~

体蛋白質の発現過多によること，アポリポ蛋巨l質 E4がi晩Jt)j!ie 4!I:型アルツハイマー

病の危険凶 fーとなること，このタイフ。の遺伝子をもっ忠者では.記憶に関連の深い

大脳皮質のiilj:馬Ii((J点が特に特しく主主総することを比11"している。

一方，こうした遺仏;(.疾辺、が遺{ムーによるものの他に， DNAの損傷とその修復不

全による場合が少なくない点にii=Uし，遺伝-f構造の維持・監悦機構についても研
究している。特に九研究部門のメンパーがその発見1'i'の一人となった“第一の松阪"

[ポリ (ADP-リボース)]の DNA修復泊'1"1化機能については.間際的な共同研究を

進めつつある、

また，遺伝f.i会断を臨床I骨子:へ導入・利用するシステム構築にも積械的に取り高dl

み，特に高!自主な DNA/RNA検査j去の開発を目指して，蛍光色素を使った 1M(イ

ンターカレーション・モニタリング)-pじRì去を世界に先 ~Iiけて尖用化しつつある。

さらに，日常診療に不可欠なj宣{ムー fデータベースと検査22間通信ネットワークにつ

いても，他研究25と協l;iJで構恕を!日本化しつつある。

生体分子機能研究部門

酵素なと‘の生体機能性高分子ーの高次情造，触媒機能，楕w，'riJ，必機構を，百字素科学.
分子生物学，結晶学等のrruから研究し，高度な機能を有する生体高分子や，新規な

有用キラル化合物の合成法の開発等を行っている。

第一研究部門(教授小出}IIR-，助教授平竹 1閏，WJ手加藤博幸)

X線結品構造解析.遺伝子 r:学的手法および有機合成化学を駅使し，酵素をはじ
めとする生体触媒の京体構造と機能の関連，および反応機構の解明を行っているυ

特に， ATP依存性アミド合成酵素である Yグルタミルシステイン合成酵素，グル

タチオン合成酵素，およびアスパラギン合成酵素のす;体構造をそれぞれ解明すると



464 3 li~" MfヲtlリIと七シゲー

ともに，以J，~‘の合機化学的理解に尽ついて梢衝に I没~jj. した遷移状態アナログドII ~，古斉 IJ

を合成し，それをプローフとして，向子率一の詳細な jえ J，~;機構のみならず遷移状態にお

ける醇素の構造的報を得ている。また，高い分f-ii!.!，~訟能と触媒ì8'1"'Eを 1ìf せ持つ抗体

触媒の開発も行い，人i:的な触媒t!:'7ンパク質の機能解析をねっている0 ・方，酵

よ fi. J，~;の q1 r. tJ 体や ， J又 J，~;に 1f う酵素の動的構造変化を粁川的 lこ追跡するため，

Lallt' ì去による ILy問分割 X 級料 rill構造解析を完施し，両手*~1i.J，L:;、が進行する過程の憐

造的知見を何ることを 11的にMf究を;1i:めている。 (http//pclsp2.kllicr. kyoto.u. ac 

jp/) 

第二研究部門(数十三 川崎fJ芳，助教民 r片付倣，助手 来以達夫)

微生物化学，酵素科学，分て子生物学， タンパク質 L学等のlIIiから，微生物酵素の

機造や多様な機能と触媒機構を俳究している O さらに，醇素の機能を似IllIlj的に鳩悩.

高度化する補酵素やバイオフ 7 クターの役割を明らかにするための総合的な研究を

民間している。特に. ピリドキサル酵素々 NAD酔素について，一次及び高次構造

と触媒機能，活性域における動的指街反応機構を解明すると共に，光学活性アミノ

内丸ペプチドの両手素合成をはじめとするLι矧1Mも開発している w:崎)。また，セ
レン等，微量泊素の代謝や生体触媒に付する必m作用について，無機生化学の江場
から研究を行っている(宋原)。また，高い'氏定'1生を 'J~す|耐熱性醇素を áf熱 l拘から

t科離し，その構造や安定性発現の分チ論的機構，遺伝n:学による改変， 白・用キラ
ル化合物生産や分析への応用等を研究している U.{付)。
生体分子情報研究部門

核融とタンパク質は生命活動の基本となる情報を.jl[う高分子である。その情報は

塩基配列およびそれに対応するアミノ限配列の形でそれぞれの分チの中に書き込ま

れ I高度な制御のもとに発現し，生物体として機能する。本研究部門は生物情報の

流れが生体高分子の機能発現をどのように支配しているか，核般およびタンパク質

の構造と機能の十11閲をさまざまな観点から研究している。

第一研究部門(教J受向矯 1仇 .tt)J教括畑安雄，助手持 f~絃・藤井知実

・芥川亨)

生体の機能を却っている蛋白質は20種類のアミノ酸が何百個と結びついてでき上

がった巨大分チであるが，そのアミノ酸がつながって出米た長い鎖は折りたたまれ，

蛋白質の種類ごとに決まったある特殊な形(立体構造)をとって初めてその蛋白質

国有の働きが生まれる。この立体構造の形成は生体内では自律的に起こるが，アミ

ノ酸配列からどのような立体構造が出米るのか，我々は未だ予言することが出来な

い。第一研究部門では蛋白質立体構造の構築原理の解明と，構造から機能がどのよ

うに発現するかを明らかにするための研究を行っている。一つのグループは， (1)蛋
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自質結AllのX市JH市f'd，WI州fによる¥i:体構造の決定を広に構造と機能の村i関を研究し

(畑，藤~j.)， 12iX 線ノj、frjItx i1iL i};で蛋自民党一合体の構築過程を追跡している(持)v 

13沖物理化学的-下j去を!日し、てミオシンの会合係式の研究をわっている(芥111)けまた.

I-!I蛋白質|勺の安定なj見l1iJ構造(三次構造)がどのようにして立体憐造の肢になるの

か，生体映との相Ir.1'rHJなどを通して三次構造がどのように機能とかかわっていく

のかの研究も行われている(尚僑)。

第二研究部門(教ほ 凶 惨宏，助教J受育二山中.史，助手 後藤弘附)

生物が'日'むさまざまな'LhIJJJI象の遺伝的制御， 41'にi高等M物細胞の増刷・分化の

市IJfj朗lのメカニズムを，遺伝子組換え'X験反び汗三百転換植物を利用して.分一f-レベル

で解明することを主日的としている。 J~ 体的な研究課題は111高等刷物の細胞内外の

環境変化を核に伝えるシグナル伝達機構及び、それに1.1:..，衿;する遺伝子ー発税調節機構の

研究， 121花・ 15の形態形成のj宣伝的制御機構の研究， (3)細胞分裂刷!tJJの制御機備の

研究， (4)十l自物病i);([単!と十l古物細胞との十tl1dHtJにおけるシグナル伝達の研究， 151M物

細胞への遺伝 h~人法投ぴ‘人為的説導会場系の開発，などである。 IIX3Wに関して

は. タンパク質キナーゼ及び燐円安タンパク質フォスファターゼによる燐酸棋の綬受

がj架く関わっていることを明らかにしつつあるい 121に閲しては，ホメオドメインタ

ンパク質など稀々の転写l事~t!íJl刈f-による j宣{ム子治JJI調節機構の附!凶憐造と形態形成

の関係を研究している。 (51に閲しては析しいベクターやステロイドホルモンによる

発現誘導系の開発などを行っている υ

第三研究部門(救Jt 金久 町，助一下 'h斗 jli .絡Jjt守之)

DNAに舎かれたi宣伝情報は， l'Rの保#のために純から jこへと伝えられ， 111i1体の

生存のために RNAやタンパク買に発現する。 生命的動を可能にしている'l_物↑)件11

の流れを遺伝子・分子・細胞レベルでコンピュータ解析し遺伝情報を-t[[う生体高

分チおよびその相11.作用ネットワークの機能発現原用を理論的に解明していくこと

が，本研究宗のEHmである。そのため，分子生物学関連の各種データベースを整備
し，新しいデータベース技術とデータ解析肢体Jを開発して，核酸・タンパク買の配

事IJ・立体構造パターンと生物機能の関連解析，とくに分子間相1i.{'I:用の配列解析と

立体構造解析，細胞内で分子やj宣伝子が形成するパスウェイの解析，ゲノムの機能

予測などの研究を行っている。また，丈部省、ヒトゲノムプログラムの一段として，

代謝系およぴシグナル伝達，細胞周期，発生など制御系のパスウェイについて，民t

知の生物学的知識をコンピュータ化し，ゲノム解析がもたらす各生物侵のj宣伝 fカ

タログと対応付けを行った知識ベース KEGGを構築している。なお，本研究本の

研究成果は，ゲノムネットデータベースサービスの一部として国際的に提供してい

る。
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附属原子核科学研究施設

~，~史的役割を終えた蹴[.ーのサイクロ卜ロンを閉鎖し，宇治地lベにてイオン線形加

速協をはじめ JJll.i圭おとその J， ~;)fj に間する;刷iJt IJH 発M究 lえび粒 f ビーム・)\:;fビーム

による JJ;(f.似をffむ本健物質問究ならびに''f:I人j外への主政研究を行っているο

粒子線発生研究領域(教托 !J!JHI 阜，助教段 仰木 JJ乙助手 ドIJf二敏之)

1;ll ~tt f\!~ rの加速機構の解 I~J に本づく }JII;宝出の効本己主持及び新たな加速}j式の開発

をはかるとともに， i'cli屯粒 f集合体の(役十Hヤ間|付における挙動のllJf~先， '9::に})[I;宝探

の J，~;丹l に悶する iiif究などを本{楚!え L~:ji汁先 í;((l点と協 }J してわーっているはまた高速に))[1

迭された粒 f ビームを坪]し、る以f-干支反 J，~'"特に少数多体系の{iJf究も行っている。

!日本的には野HIはビーム長績加速リングへのビームの入.11'，射j去の{iJf究.14民間電

1\日効果の ~fi 1i'な(1'¥:エネルギー (50keV) でのビーム輸送系のjiJf~先.がん治療専用の

小引陽子シンクロトロンの閉経と定資問ビームJ!~~射系の)，q佳開発及び、以身、I光ilJ;(用リ

ングrt'のビーム物地学のjiJf}cを行っている。仁I)j:は RFQ}盟及びアルノ〈レ型からな

る7tvleV 陽子線形加j主将 N_ びディスクロート、引のlOOMeV'，託子線形加速~~中のビー

ム物用学とビーム診断並びにこれらの加速需の大電力尚""1i皮系の開発とiil'算機によ

る令系の制御に主として従事している。布lj本はこれらの加速協の利用に加えて，全

国共IHj利用の大阪大学怯物理研究センターのサイクロトロンをmし、て人射粒子と)息
子絞l人lの桜子やクラスターとの付11-1.作用等に閲する実験的研究を行っている。

基礎反応研究領域(教1'1: )十卜: iふ助教民 松本fIE'ι 助子 山卜芳久.I;Y;J本

'J.d.'，) 

粒子~:J~)tll:.研究領域と共 I ， ;J で粒子加速出とビームの物理の研究をhっている。特

に{'iドは新しい DAW型とよばれる商工ネルギ一線形加速待問の加速管の開発研究

を3次元計算コード及ぴ試作モデ、ルでfJい，現tt:その高効ヰ¥'1"1ーを実両iE機を製作して

確かめつつある。|首j本は主として非中性高速ブラズ、マの安定性解析.及びイオンビ

ームのエネルギー幅を憐端に縮める方法，いわゆる「クーリング」に閲する埋論的

研究等を海外の研究者等と共|口]で行っている。さらにJI:上を中心に民間との共同研

究としてイオン注入用の量イオン RFQ線形加速器の試作開発に成功するほか多目

的の陽子線形加速器の慕礎開発研究などを行ってきた。

またビームと物質との相互作用を用いて!京千絞などの慕礎物質の研究を行ってい

る。特に松木はレーザーにより放射性核などを偏極させ，その電磁的性質をifilJ定す

る研究やレーザーで生成した高励起原fーを用いて字自の未知の暗黒物質候補の素粒

子アクシオンを探索する研究などを行っている。また井上は学外の研究者と共同で

中間エネルギーの粒子ビームを用いて原子核の高励起状態の研究を行っている。
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附属核酸情報解析施設(他l没民 救民 |品J f喜宏.助教民 相自i1'Jj，、十助手íiZ~

;~IJ 航)

I!l'分{-'I物'[:UJ十5'Ltí:l~ 門を rt'心に.本Mf究 19j'ではかねてから DN ，\構造{リ|冗や剥l

換え DN，¥ XI\~! の)，I~iiJti lrJii)f'先を 1Jい， また DNA構造解析1去のJ主術議'FI会の11N催や

キu換え DNA'jJt売にJljし、る f村長酔去;の1Jtりなどをj邑じて. r~j 述 iiJf究計へのイi)f究協 }J

を傾倒UI~ に11'ってきたけこのような状出札丈出11 行の組換え DNA 実験1fí~1 に恭づ

き. 1I{j干IlS4ij:)主にド3レベルのキIl換え DNA尖験施設が. lIij平1156年度に本施設がI没慨

されたの胞1立の主な 'Ji::Rは.¥11 DNA情報の解析. ¥21組l換え DNA)~験の広礎とな

る J主術 11日 ~ê. l:l!キ111奥え DNA~k腕l没 11mの共 11刊IJJtlであるυ(11に閲してはゲノム構成

のiiff究.また. 11; 1't ~tmに t~J りする f付制IlIlJ包成分のIJ:.化学的，物理化学的研究をj泊

して， fi似'_I:.物のj立f1;'I，'1幸IAの公正lLとその調節のう)-[-機構の解析を進めている， (2，に

関してはi毛 ~IÚljffi DNAシーケンスj去の問先にjilJけて本fi是J主術の(iJf究11日姶をhってい

るけその政:として.1ft年 Ifl:'~f主体I に問するitII究会，品1守会などをx施している、l

なおーこの施:立は文:ií;l~ 1i /f:祢I寄li.f¥会の部l換え DN.....fW世組織の構成機関として.実

験1;立体l を "?II~ をÓ.fìめ他 JJjJ: の/IJI先行の利則に 1j~ している}

E 主な研究設備

極低温物性化学実験室

本実験不は. 'Ydi地lベ5(i)1究所の:ttlliJ利nJのH的でlIij干1144年度に化γ:/I)f究，ijj'[こI泣

障されたもので.液体ヘリウム.;afドチソソを供給し.かつ正験本，実験扶!ii'r'を

共IIiJ利用にilhしている J

NMR室

昭和57年度にz泣Rをされたもので.400MHz 液体及び:'[riI1杓iIij片j並.ぴ1こ2001¥IlIz[Ii]体

用NMR装置を備えている。溶液の111及びl:lC核の‘次l亡及び二次元 NI¥1R. 多恨|市|

体高分解能 NMR. 豆;水素凶体 NMR. などのiWl定が可能であるけ

600MHzNMR室および固体 NMR室

平成8年度に設置されたもので，それぞれ6001¥111z治法制およひ、400I¥lH z同体Jlj

NMR装置を備えている。 溶液については. IH. l:lCをはじめ多似のー次 Jl:-多次

元 NMR測定が可能である。また，軽水の溶液のIHNMR;WJ定も IIJ能である.[8[H、

試料については，多核国体高分解能 NMR. IH CRAMPS. DOR. SASS. [.'，1休多次

元NMRなどの測定が可能である。

超高分解能分光型電子顕微鏡棟

lA近い分解能を1-1・するとともに，電子線エネルギ-tO失スペクトルのil!iJ'，とを'11'

い， しかも特定のエネルギーを持つ電f-線だけを用いて糾ifg1 させて Il:ぷの 11え判 II~ 分
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1ti も明維にできるよう l没百|ーされ I~S!自主 l山i像記録装 iÍ'Y: や前i 解{象 }J テレビシステムも

備えた屯(*)~分 Jt}~!超高分解能'，11> f- ~fí微 lîl: (1.000KV)が』泣附されているい PEELS

を備えた200KV補助屯聞のほか，超高真情士、JJ，ιの STMもIi2i位されているυ
極低温超高分解能電子顕微鏡室

何日jlliML(4.2K) に冷却したJA料の尚分解能{象を観祭し，イメージングプレート

に記録できる400kV電子顕微鏡の他，通常の200kV電Wi.スロースキャン CCDカ
メラを持つ高分解能200kV 電 ~fi. 最新型の並 fJ 検1'1\(，注射電子エネルギ一分析装罰

(PEELS)付きlOOkV電顕等，合計5台の電f顕微鏡とi由i像処理を行うためのye学

変換装置が設医されている。

中央電子計算機室

化学研究所内の~-}_:術研究促進のため.1I{j干1149年度に中央電子計算機が設罰された。

fJUI:は FACOMfy[-1600/6とFujitsuS-4/2000カf稼働しており，研究!好の¥¥'¥nvサ

ーバー (http://www.kuicr.kyoto.u.ac.jp).各研究本の実験データ処理，大学問

ネソトワークを通したデータベース検索などに利用されている。

ス-1'¥ーコンビューターラボラトリー

'U水分f'i'f'j:報研究，Wi門を中心にれわれているj宣伝情報解説の研究を始め，学問の

発民にN/，[:;、する ~Jí しい研究環境整備のため，半成 3 年度に本ラボラトリーが設置さ

れたむ子成8年度に導入されたシステムはベクトル計算ーサーバー CRAYT94と超並

列計算サーバー CRAY Orignin2000を中心に構成され，ネットワークを通してスー

ノfーコンピューターを各liJf究-{j'のワークステーショシと統合して利用できる分散処

地I;;tfえを提供している。計算化学のソフトウェアが整備されているため，学内の他

百li同からの利用も多い。また，分

子生物学関連のデータベースと解

.桁システムを開発・整備し，ゲノ

ムネソトデータベースサービス

(http://www.genome.ad.jp) と

して国際的に提供している O

ベクトル計算サーバー
CRAY T94/4128 
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A. 人丈fl.'、戸li.汗先iifrの概要
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本MI究所は， 20研究部門と I附胤研究施設から成るが，研究の使，([!--これを日本

・東方・阿洋の 3部門に分けているυ 事務自liは庶務掛・会計掛・図書掛・東洋学文

献センタ一事務掛の4掛から成る。議決機関・協議機関としては，協議員会・所員

会・企l由l委員会・通営委員会及び研究弁会議などが設けられている。(下表参照)

f~r 1七
{i}f究市1;1"1 

日本思想古li門
fl 本文化部門
日本社会部門

'1' [吋思想、部門
中間討会部門

東;:y.与 t';学剖i1'， 
JJL 1t中 llij;'{i; 1"1 
l'可if，t.lt， 1).1，庁1;1"1 
l何 ii会文化 111)門
凶 iln公的;門
文化交沙山主1;1"1 
げ史地 ffl!Mi門
ぷ制:j 史自1; 1"1 
科/;t: ~と 'ìrl~ 門
宗教史世li 門
-r f 訪史部門

十1:会人知li:(': itl; 1 "1 
比較文化部門(符m
比較社会部門(存只)

日本学部門(容員)

附属研究施設一一一一ー東洋学文献センター

「一庶 務 掛

トー会 計 掛

事務郡一一+一一図 書ー 掛
協議民会 」一東洋学文献センタ一事務掛

所長会

金同i委n会
運営委員会(講演・出版・資料・図書・渉外・所報・内規)

特別委員会ーーァ一一研究審査委員会
」一人事委員会

研究者会議

、
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人文科学研究所 本館中庭

本úJI'先， i)í の lli物は!.~(行11Ilik>;(lx: ，rnll '1二/

'/:c IIIJの収ー条の「本航Jと， 1，，11ベJヒ"1川東小

filllf'17の北1'1111の l分飢」との 2かげiに分か

れる.liii (íは 11日干1I ~9{f'. (19S-1)以米，長らく

本ji)1"先川のIE1分自白として仙川してきた建物

を. lI{j干1150年(19(5) にうで1(!I(I(Jに新改築した

もので，王lL{1ーでは， 事務機構と{明党本並びに

H4:i¥'Iiと同洋自[i関係の宍Jil{がここにii'iかれて

いるυi走行は11日干11S年(1930)日IJ建の旧本館

で. mÚ: はi:として\fi: i，(-"/・丈 I~}.、センターの

施l没として利Jllされているが 1門KJ関係の貴

if( な i与格と資料は太郎分がここにí-~tr されて

いる ，i上自白は、ドhJ(:811'(1996)から9年 (1997)

にかけて令1(li的な改修を行なった l また県;ー

条の本館のl何iWIに|碕持していた llJ'1!よ化研究

所の移転とともに. lI {j 和57 年 (198~) より.

その建物を本研究所が使片jできるようになり 'jltjfifi J として共1"IM究本，資料収

/1:&引がi汗かれている ο

沿革

土羽j見u冶1:の人文丈:f訓干宇利:1十"、下j
に f介f一イ干右1今したリ点uιi 文化i附iJ冴]庁f卜，究7先''é l所り肝i7及えび[内均珂iiげ干丈化{倒iJ訓IJI~究?先i'é l川リ川rカカがf合{体+小;して. lI {j 和 ~4 :r (19~9) 1 月

に誕'1した研究機rUlであり. ::3研究所の伝統と業績を発民的に制軽水しつつ，世界丈

化に閲する人文科学の総合liJl究を行うことをその目的としている。

:i研究所の中でii誌も村J_tの11iい収方文化研究所は， lI{j干114年 (1929)，中国文化

の'手術/IJI允を 11ÍIりとして，外務 tìの助成を受け，東京とよ，~(者15に設立された東方文化

学院点者liliJI"5'eli)j-の佐身である、この研究所は，最初，所長狩野jfl:-~~干のもと研究員 4

?'I ・助手 .qうにすぎず，そのゆí-1i~:も本学丈学部|凍71)館(現博物館)の一隅を借用し

ていたが，千戸lIij干"5年(1 93l)) 11 jj 北白川に ~)í- ， ~í-);せが完成して引き移った。いまも

本研究Iviの分自白(\fi: if~'? 丈 l臥センター)として借用している白亜の建物がそれであ

るο ちなみにこの建物は当日YM究所の評議員で、あった元本学総長演田耕作らのア
イデ fアをもとに， -!;jdIH，i!:--:l¥;カミ没言|したスパニッシュ・ロマネスク干羨式の駆めて

ユニークなもので，今日にでるまで人々の?i:[1を集めているの

Hfi和13年 (1938)東方文化学院が改組され，京都研究所は独立して東方丈化研究

所と改称された。この頃には，研究員・副研究員・助手・嘱託など30名以上のiV[員
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が，粁ヅ:・丈"'{:・ j;.~救.}くよ)t千 H: ・!が 1と・考占の 6 fiJf究本に分lチ;して中['l11立;化の総

合的な~:?仲;J iiJf'先に j;t ポしていたυ

ーー万. 1何i干ー丈化/i)f究所は， IIM[19年 (1934)によ己H¥jf.tl体としてl没、7されたドイツ

文化fiJI究所を，終戦佼の11日干[[21年(1916)に改組したiiJI究機関で，数字lの研究員を

委嘱して11句作文化のiiJf冗を行うことになっていた。しかし， jyj"J誌を始めJ試合その他

匂Jの設備が， ， 'ií;!'lW: に政JI>i.されたため，その i，~-動を件， 1-.せざるをえなくなった。

その後t~JIii.~nなとともに， U也・， yj')-j~は本学に治不j";され，すでに発J.l.していた現ず1:

の人丈科学研究所の所以に帰した。なお，このIl~ ドイツ丈化研究所の建物も，村野

l熊Mi.:のI出;1にかかる特色ある秀作であったが，維持管理を始めとした多くの問lli:i

のため， 11計千[l19年(1974)に伐念ながら11'X.り壊されたv

最後に111人丈干'1-?iiJf究所は， *11巨に関する人丈科学の総合研究を行う目的で， II() 

千1114年(1939) 本学に附附されたけ 3当初，川h~は本部情l付の， rfl央Iχ|書館jlLj~ヒにあ

った木造建築があてられ，作業粁i汗・十12;J)えび教育・丈化交渉!となどの古I;I"Jに分か

れ，本学の文:-i}; .民.*主流 fγf-:{'H~の主Jえを交けて， 20t，余りの所員で発足した J

このIU人丈干1-'引jJf究所をrt'似として， tIげi丈化研究所と 11可洋丈化研究所を併合しよ
うという動きが，終戦後II¥Jもない111)干1121年 (191¥6)におこるυ まず阿洋文化研究所

を解散し没備などすべてを本学に市川しようとする IliJ研究， i)j-H~，事会の虫、 Jí'J を受け

て，当時の総長烏主主利了--:111;は，京Ji文化研究，i)j，ijd毛のよJ:J川 字らと協Mi1し， 3研究

所の統合の実現を目指したい

こうして11行手/123年 (1948)，取:Jj丈化llJI究所が外務省から文部名、の!リf行に移され，

ついでHifll1f二2013， 3研究所を代Jえするjifj-t13t，による公開講淡を契機として，

事尖上の統合がr&;1)， '151日IHJI21¥年 (1949)，11部t1fJ，教J受11，助教民14，助手19t，

で構成された，新しいJX都大
ザ:人文科学研究'yi-がI正式に'Je
J.l.したω その後，社会人知学

(1959) ・附洋，m~J.\ (1964)・

日本文化 (1969)・刻代rjl[王l

(1975)・宗教!と(1980)・Ii 

語!と(1988)の各部門が1(7設

され，また，比較文化(1978)

・比較社会(1981)・日本学

(1985) が客員部門として新

設されたο このうち，比較文

化は囲内の客員研究荷を併任 人文科学研究所分館
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教J受.ll)J4'x托としてJ{れ、ているが.比較干|会は近現代の[14(・rj'lliJ. j内IJxの社会構
造・統治株式.'1:.1木構造なと、についてだiilHI(J比較研究をLI的とし，またEI本学は，

l司|努:[1会における11本丈化・丈H)Jの構造と変併に関する総合iiJf究を目的とし，いず

れも壮界各[IJの催れた附'先{'i'を加料してj豆fljしている J なお，こうした国際交流と

関係して， Il{付115ï 年 (198~) 9 JJに公イtiされた外l王|人教員任問法を令怪lで最初に実

行にうつしたのも本研究所であるのlI{j和54年 (1979) は， ，j..c{iJI究所の前身のひとつ

束力丈化学:1~}tJ~(都lijf究/9j' 7.i '11IJ 反されてから ;1埼 50周年に :li たるため，制。'50周年の記

念式典が施行され，詳細なj{}弟:を記した「人丈科学Mt究所50年」がIH版された。

B.研究の現状

本研究所の研究活一動は，個人研究と共liiHiW先の二つの柱によって構成される。す

なわち，研究者は，それぞれ個人研究のテーマをもって研究に従事すると liiJ時に，

所内で開催ーされる共同研究班に所属して，そのj~ Jl~~' と li汁先のj呈!廷に協力している。

とりわけ本研究所は，人文科学系の研究機関としては世界でも最も平くから共同研

'先(本市Ijを組織し，これを通じて人文科学に関する学際的な ~íi~li)f究を推進してきた。

人文科学にかかわる知lは多分野にまたがり広領域に及ぶので，本研究所の共同研究

の運営においては，大学の内外を|昔jわず，できるだけ広範聞な守門領域の優れた研

究有を求め，受け入れて，学|祭的な共 IIiJ研究を研究川動の Jli~姿な柱に似えてきた。

1997年度におし、ては，総数21の共liiJliH究雌が進行q'であり，研究成に参加している

所外の研究者はのべ368人に及んでいる。

共同研究は，原則として毎週もしくは隔週2-3時間，定則的に開催されているο

これには，専任のlijj-ti (比較丈化はfJj:1f:.tH受)が班長となって通営の責任を負い，

19j内並びに19j'外からや‘I"Jの研究計の参加をよびかけて')ミ施する。期間は 3年ないし

5年をb;〔則に，テキストの会読，研究発表，討論などを行い，それらの成果はなん

らかの形で公刊されることが義務づけられている。平成 9年(1997)に行われてい

る共同研究並びに個人研究は以下のとおりである。

〈共同研究〉

日本部

明治維新期の社会と情報(1996-2001)班長佐々木克

変革期において，権力か動揺し社会と人の流動化が激しくなると，場・流説をふ

くめさまざまな情報が飛びかう。権力も個人もそうした中で，情報を求めかつ自ら

も発信してゆく。情報収集のシステムやネットワーク，情報の取捨選択等々，明治

維新という変革期における情報にかかわる問題を 総合的に検討することを課題と

している。
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日・中・朝聞の相互認識と誤解の表象(1996-1998)f:1f長 ジョシュア・フ寸ー

ゲル， [jJ~if， l.' 

日本・ 1+'If<J・刺鮮の〈同聞には|雑緩した政治社会として相fiの"/.i~'i:づけをめぐっ

て認、識卜ーのギャァフ。が存tl:しているu 本研究では自民族r:T'L、主義そのものを前提と

しつつ.そうした"と識ギャァフ。や誤解が，いかに版史的に形成され，いかに反復・

1云7(.，されてきたかをi先L汁Hし.新たな民放聞の相1:(.認識の枠組1を臼IJ/[¥すべく dst行的
議論を承ねているο

言語力の諸相についての試行的研究(1997-1998)班長 横[I[俊夫

人聞社会における討l治の媒介能)Jの質を，多様な事例研究により検討するu おも

な対象は，過去および現紅の日本における話し託業と書き丙葉である。本研究は，

社会や自然と}千葉とのかかわりについての総合研究のjji去をさぐるための予備研究

である。

東方部

中国音韻史の研究(199:3-1998)斑長 ~jHIII.~ lr:jf. 

中国託制!とのなかでこれまで比較的側究の遅れていたi別清時代を取り ttfる。こ

の時代の奇官民!とが総体として解明されるならば，それは今日の際iit誠に.'-2る下(話発

展の具体的な安となるはずであるω そのための本礎研究として，このl時期の撰述に

かかるm1学舎を中心として関係資料の収集に努め Jf;肱の精読と1付谷の分析をi益し
て各資料の性格解明を Htfiすυ

中国近代の都市と農村 (1993-1998)班長森時!多

都市と農村の関係は中国近代社会を理解するキーポイン卜の一つである。この関

係を主軸にすえて，中国近代史を長いタイムスパンで縦断的に捉えなおす悦燃を雄

)iーするため，原史・最長i斉を始め，多彩な分野の専門家が学際的な研究を行う。

北朝後半期仏教思想史研究(1994-1999)政長 荒牧典俊

北朝後半期から陪!汗期にかけてのftf史的変動の中において，仏教思想とは何で、あ

って， どのような雌!と的役者IJを演じたか，そこからどのようにして附府の禅思想巡

動が成京して行くのかという似本問題が，いまだ，ほとんど解明されていなし、。本

研究班は敦也lと料を考究し，その活用によって北朝後半期l仏教思想!とを解明するこ

とを目的とする。

中国の札制と礼学 (1994-1999)班長 小南一郎

中国の封建社会を特徴づける重要な要素のひとつである札制度とそれに関わる文

化の探究を行う。方法論としては 札に関する古典的なテキス卜の綿街な解読とit

釈の作成を行いつつ，実際の場における儀礼のありかた，&びそれについての経学

的な議論の意味を，中国文化全体のなかで考えようとするものである。
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文献と情報¥1994 -1999)腕以 11糾J村山

主IljUJ十と'luWHIに分かれる 文IIiUJfでは. q'i五|えjiK'下.lJ J.:I/tの~Ir{.れを跡、つけ，

そのi1{'~さの制纂を I1 的とする υ ' 1"11fIJ.mでは，内外のi笑籍データベースの集街と漢籍
'l'u:-t1:化のための県本的なJr'，J.ill・J.t:.mソフトウェアのl)fJ')色にJlJ~IIをii'i，いている J
唐宋美術の研究(1995 -2(00) HE k ';"r.fti川 'tt 
|栴I，(]'!えひ'11:代.米代の美術を』泣い，この時代の美術についてより精確な品識をめ

ざす，.H体的なん-ìl~ としては，が:jlhIと出，行問、子院などの仏教;ωl、J.陶完や金主i!{器

などの l.iEを11¥1.1) _Lげ，伝lIU'8，11¥ t-.文物のみりJを資本|に考祭する。班員の研究発

友を中心とし， fjj二せてi山I，i命，書，i命などJ川'J諭の会説をh'う。
訳経僧伝研究 (1996-200])班長 采山正;lli

!と料が似端に少ない北jlljインドから'j'央アジアにわたる地域の 4-8世紀に関

しこの地を歩いて， t'i寸に人ったれ粁例たちの L~~;i~ を ri-Mf . :， i'~教. ftl~ ~となど多分

野の専門家の多 flJ 的視点から会〆しし!が ~'h'f 干li として j.，~ JlJ 寸る liJI 究。王~Uc ~梁尚

1将{工~.! を抑止う υ

中国技術の伝統(1996-2(01)蹴長 出'1-1 淡

中国.J:ld的の伝統と特質について. 'Li百科学技術を中心として検H十を加える。 H体

的には，技術と干'1-";::の作l関，技術{i-と社会， '1:，川科学:の特質，少数民族の技術，等

の主題に関わりつつ，農業，医学，土木建築，紡績，数/'{:，天文学，化学，その他

の何!城をJLi~今する』また l亡・:r wの1(，';1古ー』をテキストとして会~1é~)Uì:をすすめる。

唐代宗教の研究(1996-2000)班長 r'i) 11忠夫

府代において.道仏I刈教は新たな)RI井jを遂げ、たυ 六'iJJI時代以:米の道仏両教の抗争

と融合の}が史をひきついで、，道教はより l討の教義の強化をはかった" 1ガの立京の

~~h の ìi:釈はその典出である O ー}j， 中国化された仏教とパーわれる縛仏教が興

降し， J，lf代のみならず後世に対しでも多大の影響を fjえた。本研究班は，かかる府

代の宗教のiI計十Hを究明するためのーつの手だてとして神清撰『北[1[1.むの会読を行

い，その訳ii:をぷよみる。神j青は9ilN己の濁の併である。

辺境出土木簡の研究 (1996-1999)班長問符ボ

1973-74年にかけて，およそ20.000簡に達する大;量の木簡がエチナ川流域におい

て11'，士し，また1979年，およそ1.000的以上の本簡が敦位，I.!礼笹|汚において発見された。

私たちの研究班は，これらの!I'，土資料を市丈書学的手法を通して読み解くことを目

的としている。木簡現物によって研究することのできない私たちは，次蕎の策とし

て木簡の写真岡版による会読を行い，従来の釈丈とは別途に新しい釈読 .it解の作

業を進めてし、く。
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中国共産主義と日本:思想・運動・戦争 (1997-2001)lif.k 狭間 I~I樹

月I{I:のけ，[tlは111["1共 I}i~: 党の主配する I jt- I平 t ，l~J の lli] 家である日 l ド llil 近代!とのー

つの帰結としてこのlt'i'([:人l(Jt干Illlilの11，妊'1:.にいたる粁j且を1M'J 返るには，二十[11:紀

において主I!~S の村山現象として 11\現した IU:Wの Jt ，li~ 主義との関連でとらえねばなら

ないが，そのさい11本(中jJ併をffめ)とのwdえなかかわりの1t;}ミがとりわけ必要と
されるのである 1 本fiJf'J'eU:. 1 j '[1<) J1，: 1ヰ主義のありょうを u本との関連において.思
想・ i主動・片!~ '[1 の，i~1l!lllili から j自ろうとするものである J

西洋部

近代社会における研究者の組織化 (1994-1998)釧長 |以卜 孝

住数の干、1.'下{iの↑品川による干|学/J汗先U:. とりわけ近代打会になると. lijf究_i，j"象IiJ'i

I或のN:大と他)jでのfiJf'先)jd;の梢常化.'，'/1"1化にともない.いっそうば!符なものと

なるいこの共I"Jfi}f'先は. 19[11:紀後、r-.以降にfi:t仇されたli)fずepJI. 学会あるいは学派に

焦点を、討てて，それらの比較fi]f究を行うことで，研究'1'i'の組織化の尖態と問題点を

Jltることを 111行しているリ

主体・自己・情動構築の文化的特質(1994-1998)此長 !日小作ー

本研究のI1的は.まず文化.tl会人ガ!学の分野では伽|人について十分な考察がな

されてこなかったという反行に決づいて. 1同人中心の民族品、Ii己j主の可能性を探るこ

とである ο そして制定の丈化で伽l人や情動がしゅ、に珂解されているのか，その丈化

的特買を隙 1). ;11!f;/ζti的に使Jtjされてきた 1~司人をめぐるさまざまな概念 (person ，

subject，川lf.agl'nt. illdiviclual など)を険討することをめざしている l

コミュニケーションの社会史 (1995-]998)班長 前川和也

コミュニケーションのあり }jは. nHtにより，社会により，異なる、とりわけ屯

子メディア以前の社会においては，人と人との111会いや，人と物の移動が，情報流

通の不可欠の前促となるつコミュニケーションカf行われる:l'#i.そこでの人々 のイ乍i1ふ

公権}Jとの関わりはどのようなものであったのかを，主としてJ:業化以前のヨーロ

ッパ.イスラム[U:W.東アジア諸社会について検討する。

インド文化史の諸問題一古代インド王権とその周辺一 (1995-1998)此長 Jt: 

5'.):蝋介

占代インドにおいて，本オミは独'，i:した文献群として発生した「法典」と「王権政

略論」が次第に十tjlf影響を及ぼしつつ統合されていく過程を焦点に1'1，1;えて.権}Jと

権威との関係構造とその腔史的民間の考祭を阿る。インド学各分野の専門研'先1'iの

1ir1I }Jのもとに， ~J.事詩『マハ一川ーラタ」を当 iMの焦点に州えて ii)F允を j住めるけ

アウプンギャルド芸術の研究(1997-2001)班長 宇佐美斉

20世紀初頭において芸術慨念と表現理論とを大きく転換させた，いわゆるアヴァ
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ンギャルド主体Jをノifl的なm点から総合的に再検討することを主1IJ.tとする。諸ジャ
シル付l江mJの関わりや[Iijj;会的な千千j現象ないし波及効*にも切迫;しながら，時代区

分としては20llH己初日良から30年{にまでをljy'り扱う。

1789年人権宣言成立過程の研究 (1997-2000)班長 日永茂樹

1789年8月に成，'(した「人と dfl(の権利の1目ftfJは，その後200年にわたり世界で

人間の権利が問題とされるときのひとつの参H~t点でありつづけてきたが， Xはその

成，':の過紅はけっして、j~JII なものではなく， また完成したものでもなかった。本研

究は当日j二の議会の内外で公夫された多数の'r'f-，-f案を訂制にE読み解く作業をつうじ

て，近代の政治文化の11'.5E点においていかなる社会編成の原理が佼宗されたのかを

探ろうとするものである。

客員

植民地主義と人類学 (1997-2000)班長 山路勝彦=

近代の附欧諸[EJが生みi'f'，し， また日本も世界史の流れの中でそのー撰を11¥った植

民地主義は i未聞社会」を「丈明化」させていく -)j，地球kの随所で様々な社

会・え:化変化をもたらした。そればかりか，植民地主義は，現夜においても「多丈

化主義J iエスニシティ J iエスノ・ナショナリズム」などの概念でくくれる社会問

題と深い関係がある。人類学の観点から，そして学問としての入額学との関わりか

ら， f(1[民地主義を考察する。

〈個人研究〉

日本部

教抵 飛鳥井純迫:日本近代丈化史の研究，佐々木 克:19世紀における明治維新，

山本有造 i日本植民地fii;国J の経済的研究;助教綬 機山俊夫:前近代日本の文

明史的研究， L11宗{言近代東アジアにおける日本のjよーと政治，水野直樹:近代朝

鮮の政治と社会，能作成人:戦前期日本のーt:業化と華僑ネットワーク;助手 落合

弘樹:土族の研究，安臼 ぷ:貨幣の研究，瀧井一博:ドイツ国家学と近代日本，

安田敏L1JJ:近代日本のri諸政策，小林博行:江戸時代天丈医学の丈化史的研究

東方部

教長 山川忠夫:六州:育!者精神史，狭間i附討:中国近代社会思想研究，桑山正進:

南アジア亜大陸北同地方の肢史考古学研究，小南一郎:古代中国の伝承丈化研究，

荒牧典俊:原始仏教起源論，曽布川 克:中国美術の様式と意味，田中 淡:中国

建築の様式・技法・空間，森 II~彦:近代中国の綿紡織業，萎谷邦夫:道教思想研

究，高田時雄:敦士皇主要本の言語史的研究 ;助教授 勝村智也:中国中世土地所有

市Jjの研究，冨谷至:中国古代中世の法制 浅原達郎:先秦時代の金丈，金文京

:中国の小説，演劇及び講唱文学のi寅変，井波陵ー:清代の文化と社会，岡村秀典
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:古代rI'l王lの与一日1"f:l i}f究，止UfIU.\r~ : 1ド|主l科学の某礎瑚"命. {;-~I:茂樹:近世中国の

財政と社会;WJl おiJl"-i"i-lij :市lt1('11¥1における天丈学:と丈化，船I11 i故:インド

・中['lilにおけるl唯識仏教の蒸位と-1¥";~;， D-JI--陽子:明清U.f代のれ僚制度，水島史雄

:中国Jf'llI:令制l'どの研究.み賀 e忠:It'lil小学!と， fi日本従'1:.: 1ドl可仏教美術jの研究，

矢1-: 殺:f'lIJ近代刷用jの政治制!主と社会制度， 1賓EEf麻欠:iiIj:jJi氏小説Ii1f究

西洋部

教i'~ 1佼[-- Jf:: tllJ哉と干|会制度，両ii川和也:シュメール行政・経済文書の研究，

-f!:狩猟介:rti代インド・ヴェーダf正式の権造と脈史的民間のliJfi'E.'j・佐美 術:フ

ランスの詩学助教綬 干吉永茂樹:フランス革:命と近代的政治主体の成な，田中雅

一:l-t.iアジアの宗教と干i会，大浦康介:丈学瑚論の研究，藤井正人:後期ヴェーダ
丈献の成¥1山liJf}'E，小lli fti:初期j近代ポーランドの政治えー化;助手 上野成利:

フランクフルトマ:派の政治思想.尚回京比子:中 i吐イタリアの「家j，北対iIJ~ :フ

ランス第三共和政における共和思想，森本i字f(::ボール・ヴァレリーと20世紀フラ

ンスの忠:tl

C.研究成果

本研究所の定期l刊行物としては，東方文化学院時代のlI(j和6年 (1931)に創刊さ

れた「束力一学報」とII({和25年(1950)創刊の「人丈学部i」，及びHfi和32年(1957) 

創刊の欧文紀要 'ZINBllNjがある。「取ー万学報」は現伐691111'を数え，主として東

方自1;関係の諭丈を，人文学報」は， 日本・問i羊部関係の論文を載せ，現在80Wl'に，

また 'ZINsUNjは阿i宇部を中心に 3部m員のfi大丈論丈を載せ.31m!'に達している。
東方文化研究所以米，本lijf究所において公刊した共同研究・個人研究の報告書は移

しい数にヒり，学術的1116債を昨界的に認められているものは枚挙にいとまがなし、。

特に戦前の水野j白 A らによる主|刈石結の調査報竹「雲[歯j石窟」全16巻や，戦後，本

研究所の共同研究にー同期をi由jした，桑原武夫らの「ルソー研究」等はその代表で

あろう。

本研究所の海外学術調査は，旧東方文化時代からしばしば行われてきたが，戦後

は，昭和34年 (1959)から 7次におよぶイラン・アフガニスタン・パキスタン仏教

美術調査をはじめ. II({利47年 (1972)からの 3次に貝るヨーロッパ民衆の生活怠識

調査なと依然として活発に行われている。なお，本研究所の内外で、の学術調査の

成果は，正式の報告書の他に，速報を兼ねて昭和27年(1952)以来「調査報告」の

形でも刊行され，現if37号に支っている。

この他，研究所の刊行物として，共同研究・個人研究の進展状況などを広く紹介

する小冊子として所報「人文」を年 1回発行し，現在43号に達している。
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1":{lJI先!リ1(/)1 01 F~~ :<'.iri['土， 4UJ{;I;が戦前から.fJUI:まで， tI '[玉!と似めて1伴'，'.j:広な関係を

J;つ JJ， ，14; 千百1;は1;))，仏 111，j";1;も外[.[1人のI1本{i)j'先行ーとのかかわりが術採で，省:

t l1iJI先Llをはじめ共川li)↑究会への外[fJ人のll¥JH，-I'i'も少なくなし~
うじflりの公iJfJ，ぬ演会として， 本/IJ卜先川で、は史 WJ 公iJ~J，ij¥¥':J<ii， IJfJ刈記念議決会と{千年ill

IGic念川Yj:i'tif~?を 1泣けている、引に， if)年史に1)われる反則公[JH議時はiえいItf叱を持

t)， ~Q: "11亡にも;見しまれてし、るu

D. ¥Uif学丈IfiKセンター

本liJf究所の附加;施設として， II(j 布 140年 (196~) 4JJI別l没され，凶占:大学の 5文献

セシターの-っとして機能している υ !;j{i{;;:，とりわけ|日中[.Jに閲するえ:r旬、・資料

においては， [11:味合数のF(と:4を収!比する本M究lリiにおいて，それらを朱{従礎に，球束( 

(バ1下{ノ
Eヰ取収u汁洋:ソ，.学、子Jι:の学i市H仲術術4小村什|トN、寸:]'11附1'1'内'1I伴宇判縦j{;川目t動!必bをj遂丞iJすることをI=lII作的f甘Jとしている υ 1-'li)fヲc!ifjは， 東洋学:関係
だけで20JJ111]-を必す111q， ["Jの芹絡をのするが，その'1'で¥'¥)L与であった中国の明

治11.'t代の丈集や地Jj必，近代の*JIlffJ• ~f九五などを，現イl マイクロ・フ f ルムなどで

鋭志愉光につとめている 近い将米，わが[...Jに刷{fーする1l1'+'[至|聞係の丈献のl付，主

裂なものはすべてセンターで閲覧/1¥米ることを」つのUt)~ としている。'I'r'j報 j首動と

しては， 1:1五lにおけるj支給の!りj{UlJMftを，東l;C)(学l↓ur文化{i)f究Iifj'I(!t以来洋学兵;献
センターとjHII.してすすめているじまた， 1リw全['...Jの['XI;ft館職Hを対象として i美
総.;if:ひ‘に漢字の泡算処地の講1J司会をiJNHilしl災以;をあげているu

東洋学文献センタ一書庫

この{也.センターでは， II()干1154年(1979)よ

り，学内の大)};~!日 I'$H~セシターの協力のもとに，

i英丈使用丈献の'1育報検索に閲する業務を開始し

た。その成果は iCIIINA1， ClIINA 2Jなどの

中国学データベースとして公開されている。さ

らに，11}一年定期l的にFlJhされ， [仕掛i的な首|ιirtliを

「 15ている「東洋学丈i欽類目」も電算機処理で細
集され，データベース化 ('CHINA3J) されて

し、る。

※本研究所のインターネソト・ホームページ

(http://www.zinbun.kyoto-u.ac.jp) には，

研究紀姿の総目次，研究報告・刊行物一覧，ス

タッフの業績一覧などが掲載されているので，

参照されたし言。
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3 胸部疾患研究所

A.胸部1九世、iiff先!リJの概要

沿革

本研究所は. II({利1611'.(1941) 3，J-J.京都大学科I絞{i)!:究!リjとしてnlj.;止され， ・liI I.~ 

「亡kEHri.jJ として恐jしられていた肺結松杭をr)llj!.1XするためのJ.'、伐1"山::(I(JJtびに臨床
医学的iiJl究を行い，そのt-J(I~ に沿って多くの成果を挙げてきた

その後， {i)f究!リl'の発以と社会の要求にflって研究分野は次第にJ仏大し. II({ 手114~tr

( 1967 ) 6 j J.その?'If{j;を粘校胸部疾忠研究所と改称した。以米ii)f究テーマは結伐

のみにfyiまらず.)1一定型!抗般的症，非結核tt肺感染杭，月rn:li引をはじめとする肺I!<R場，

気管支附，む. IJ:tj勾腕をはじめとする慢'1''1:問:Jffitl:Hrn侠!と，サルコイドーシス，特発性

Ilij質性肺炎、並びに他のHrb級車:ji:liIを合む間質料肺疾，官、について，それらの病[kl. 病態

に関する )t~ {J:是 lうど字的 liJf先や"会断， if;療に閲する臨床医学的研究がiiわれるように

なったけその成果を尽ぬとして.II;{干1163年(1988) 4 月には研究~4l~i\V.を f!j、 }-:êX組し，

名称も以針巨大学胸部疾}，).l，liJI究所と改め，発).Aを妙jしている U さらに. N~ {i:是分野にお

いては. 11ヂl岐部挟忠への閃i主性を怠1;故しつつの在化，免疫，細胞分化.移十l自にWJす

る研究が急速に発民しているじ

機構

本研究刈は. 4 大{iJf'先古lí 門に年~する 12M:究分[!!f' ( 1分野は守口分野). 1 {iJf究施，没.

及び|制属病院で憐1&:されている。|ヰI属病院は 4診療flより成 1). 160ltをのし，臨

床研究のみでなく，医学部学:/1:，.大学院生，研修医の教行実例にも市fJーしている υ

/iif究部 1"1
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;/1;'] 

I;(J JIJ.i胞 112

「十世t fl' 庁1;
ト欣射線内1;

"， 央ト(T仰Ji%J 
I;~ ~布施設ト(麻酔古1;)

ト(愉 Il/l;flD 
L(付料i¥1;)

1i ，注目1;
来内IJ i百;

感染免皮革/J物実験施ぬ

，I'XI i守本
(jb泊施I没トト'Ht"j'ー顕微鋭本

LI< 1 ')却rZbI!ii没

事務川;ーイ

B.研究の現状

人間環境学(客員教J1: 福地義之助)

「庶務.J-J卜
日県ー十一経 ~~! J:f卜
」施』没 JJト

」収
'H 掛
人.J-Jト

1 .問主'l"UJIP疾忠 (COPD)の病凶， HJ.j態及び治療に閲する研究

大勾ilJ¥.lさや喫燃は肺気脈，慢'1''1=気管支炎の拘Aj[1、lに悶fjしている。このような環境

IJ，;l子に付する倒体の感受性には大きな変動性が存u:する事が知られている。全国の

専門施設かられ年性肺気腫の症例を集めてその病態を解析し，該当例については遺

伝子分析を行う作業が進行中である。またJfi::JII'肺気股の柿符績減少手術の適応に関

する本手liにおける統一見解の設定にむけた検討を進めている。 I喫慨が気迫ムチンに

及ぼす影響についても遺伝子学的研究を継続してねっている。

2. 低限素性肺高l血圧の遺伝子治療

111;円安素環境で生ず、る肺高血!七は月i!i疾忠に続発する肺↑'!A.、のモデルとなる。ラット

に作製した{氏敵素性肺高血l七に対して NO合成醇素 (NOS) を組み込んだリポソー

ムを経気道的に導入して治療する研究の初期段階の成果が得られている ω

3.膜下性肺疾忠の包括的治療の研究

環境呼吸器病学(教民泉孝英)

目指息，慢性閉塞性肺疾患(慢性気管支炎/肺気服， COPD)，ぴまん性汎細気管

支炎などの閉塞性肺疾患の基礎と臨床を研究課題としている。

1. COPD，特に肺気腫病変の発生素因・機序に関する検討

COPD は喫煙刺激による疾患であるが，喫煙による慢性炎症の病態を炎症細胞メ
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ジエターのレベルにおいて"昨日な検Mを行うとともに， COPDが.すべてのl喫矧字i-
に起こるわけではなく. タハコ~~さ受十!のある 10-15% の l喫舛t-.fiにのみみられる病態

であることから， タパコ!必受'1"1ーについての遺伝学的検討をも行っている。

2 _ 11附1;/1川附;/1品品1，品，j，臼弘、 . '惚|腿役剖，↑性|

J抗ι炎4叫，1':~ゑ柴且集、.主勾t管主J拡tι、 d必:l~ぐ，糸朱一のJ投立りtj_イ{後走の動態' 薬剤jの相1'1作用の検討を通じて臨床効

果の効本化を IIff，~とした険，iナを行っている。また， 11.-1受谷体的抗物質のIIj品息治療

築制としてのJ.i:.;用に附する十会"ナを開k台している。

老化生物学(助教民細川品川)

{同体の老化機構の解ゆJ.右化

lこ1'1':い'iE:};1する伺今の決比i、

(老化問迎がj態)の!iE:};1機構

の解明，老化および在化関連

病態の発~Ù 制御ならびに治療

法のfJfJ!iEが研究ぷ足立である。

!日本的には，促進老化と老化

関連病態のモデル動物とし

て，老化促進モデルマウス

(SAt¥!) を開発し，一l二ii己のli庁

究にHll、ている ο。!U:以ドの
研究を主に進めている。 G)老
化関連病態のうち，老年'1"1:骨

粗器出1:.変形性関節佐，老化

老化促進モデルマウス(SAM)はすべての個体力昔、識別され

ており，個々のマウスの生活史(寿命T 老化度，老化関
連病態の程度など)が記録されている。研究室と飼育室
問でコネク卜された PCによる飼育管理ならびにデータ
ー管理がおこなわれている。

に伴う学科・記憶機能l隼 '~:t 老年半1:感覚臨機能障害，老年tt: '1育動|倍古老年性アミ

ロイ卜:'1，L 老化に1-'1"う肺機能障害，老化に伴う免疫機僧l泊客の発"lE機構の分子細胞

生物学的解析。②上記の老化関連病態の責任遺伝子の解明。③上記疾忠の発症を制

御する万法の開発。④老化の速度を制御する機構の分子細胞遺伝学的解析。⑤個体

内での細胞の構造と機能の加齢変化をもたらす機構の解析。⑤システムとしての{同

体に老化をもたらす機構の解析。

感染・炎症学(講師 網干千良一)

難治呼吸持感染症並び川こ気道炎症性疾患に関する臨床的，実験的研究が本分野の

主たる研究課題であり，これら難治疾患に対する治療法の確立が最終的な目標であ

る。多斉IJ耐|宝菌が問題となる結核，近年忠者数の増加と病態の変貌の顕著な非定型

抗酸菌症(とくに凡lycobucteriumuviu>>I complex感染症)，局所的または全身的抵抗

減弱患者ーに合併しやすい真菌・細商感染症，慢性気迫感染症などが研究対象疾忠で
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Jあ長ら〉る JJ見uιl正:i(L i J 1 jい'Uの)f州l川川!昨1')先ElJ深it:i出1出i込}と しては， い 主気(;迫且の i依f技i 爪必|ド肋;均心静仰御Il川tf.九E十情降である*'品村粘'1'叫l'山'ii法11従U#心iお料i料紛~kL

ク1リ)アう J スに Iι‘I 寸す-る 1機丸H能~i'1的(J . J形|μ;1態L虫~'，!:ゴIYJ な|附市'， Î;:[仏川人川j J 

1ル~ IN:門j~ r'r:il~，<: i~J;，:.制限 IW 気迫'6栄 J1'，.主(1'\' }Jhliアスペルギルス:};，'なと)による各

怖感染仙の'ÍtJ;Itf.~1 j'; の解明と ~(ì除外J式の 1 1/ 15色 .3Hir:問 Ifi に付する il_l，;主 mNiJ;の研究，

1) Ih!i f"t 食料11胞の殺|有機構の桝f~J. 5)憎'I''J:Yμ駄などを"~-する気迫炎 :}，'， 'O)州態角材Jj-.

1)) ?付，~サイトカインの H‘J'- I比日住民 lLi、におけるは訓の解析. 7) 1¥¥1 ;ili :hi.j WJ~ との多施512 共

Ilil fl}l'先によゐ.11"ζ 司HÎL限 I~卜'J;， ， lldi f{ I半ij;，ーの~，~態解 Hj-J. ifi:除外rAの探ぶなどがあるら

これらの此県を II J'- I既日日感染:);d:1 での"れなを通して臨 lぷへj~}乙すべくう'f}Jをip:ねてい

るU

免疫学 l救長十I~ 義元)

胸II泉で作られる Tリンパ球のすc'L.分化及び俄能に閲するliJf'先を i=.裂なli県足立とし
ているοTリンノ¥J;.Rは免疫反!必において中心的な役訓をiIlっている、この科11胞は骨

髄中に{f{!:する造IflL幹細胞にII:l米する。あらゆるlilL液細胞を作 f)tI ¥す能}Jを持つ造

IIfL幹細胞からT系列の細胞に限定された幹細胞がつくられ，胸I[泉へ移行し，胸腺の

環境からのシグナルによっていくつかの異なる機能を持つ T1)ンパf;.Rtnが作られ
るυ この道筋を細胞レベルで明らかにすると共に，遺伝((ニ組み込まれている細胞

分化にかかわる機構を明らかにしつつある。さらに.この辺筋にi，HAする他の剥11胞
系ゲI[への分化や. T細胞の機能についても研究を進めているυ

臨床免疫学(助教1'2 長JI化子)

長JI:仙j七!UJJ.r:ci山.三回ífd~ (ωJ千人{I，竹範夫(助手)および大学院生.fiJf究

i1をチームとして. I[市 'L検で維定I診断された特発'l.tllllj*)~*g'l;r~. ij~ I!;(1jìJ'1ゾHI\jttttllilj 炎，

サルコイドーシス.'1当性べ1}リウム防li.，i過邑敏，↑1"1:肘月肺d市iI臓鼠炎を中，心L心、lにこ問質i↑刊Iイ可'1刊1:川目rli

1杭;に炎4品a(.急包，竹|性竺t.慢'1"門't引l七一づ) の:Ij仏病A内ì.j態とその修復過紅程.の過剰でで、ある線縦縦維t化の質的-1~:的異

常に1，1.'.//、をおいているυ

気管ム:JWI[包i-jti争;1;で、:Iji.j変古1;，かより採取されたiIUYI:成分，制III[包'1'1成分を用いて， 1片肉士勾l 

月牙-:I[脈E損fi:1I形|杉三引!成戊↑性'H:疾失!忠よ

ンとその「謝品却j節l凶刈f-の検t汁iト吋、-t， プロテオグリカン， アンギオテンシン変換防素. 活性型

ピタミシ Dなと£の_iji_似f:.R分化. f/LI~U足:/J~tìË:などに及ぼす作用の検，_jす)を解析してい

る.'IJIIえて，ステロイド薬の作肘と病態における虫、義の検討のために，サルコイド

ーシス拍例の単核球におけるリポコルチン発現の意義.転写日MJuIi凶子を合めたステ

ロイド作用発現と調節の状ilcを検討している。肺線維化に|対しては，肺生検標本を

用いて，帝京維化の病態(未成熟と成熟)におけるヒト肺線維芥細胞の収縮能，アク

チンJ食合様式の病態を倹討し，これらの指標に及ぼすステロイド作用の検討を行っ

ている。
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臨床生理学(助教J三 大J/: ;じ111';)

f付'[(0)11'['-1\反日;f:j九也に i'i'う 11ヂ IV.H九lì~l;に作や|山側J f!:~lì Ë: I;"~:'， i;ーの JJj日!，I. 11i.F.!l民を{iJIプEし i台

fがやt-I切に['(1献することをハ(1なとしている， JJ~ fJ: ，i[U i rj'のliJI冗は. 1) :(各千F極重11呼|呼子11吸及日保F 

}侠i丈二':1也よ』tl1、'判lに二ご，恨l限技↑刊'1午引刊1:μ川一1川lリ川Jrl市i山主L叫IH(のf行険f夜E白能巨|附;主何符1';ポ;Ft¥け;ソ刀t;作;?:と主1T釘'tJド附;kりI市J，;Ei 

2引) 急，/，'刊t!及えrひび止〆、1↑l世↑刊，'/生仰/:1づ川11'[千刊，寸Il吸!及えイ不〈汁づ令での{州1リ川j月1:先， 41 にJH)袋的なH千|投:i¥'Jf~:Ìl、の Il↑17E や眼IIltllS の 11子

l吸|泣"i~ の iiJI 党. 3) j辺助 1\熊ド J品供勾 ');1' わし mーなどの愉，i-Jによる立，ú'í\dドJ~ ，色、識的な

l呼吸Ifl仰の，ilMtiiJ体系のWiolリ!の他，-1)主化'1会物，}:分野とのJt.1， ij{iJf先 -c~化促進マウ

スをJHいた11史州ゾJ験による主化. J15~ ，t'li. IJ:Jj主(lJtfiの十tll(，関係の険M. また. 5)大|以

パイオサイエンス iiJf'先所とのよ七!日j{iJ卜先により IWlill1守 I)~ 山幸[lIIJ包と IJrlil町民制!胞の分離J;';:

主主に成功しており， f段階ぷ'l'tlJllilillri'稿料1のメカニズムのiiJf光や.ARDSの発'1十九Ij-:，

1I11i1総計{I年御池れなど}，Idi，定(J(J，キIIIIJ包'L・物'下(1句な:)liJ態'j:_JfllのiiJ!冗も進めている。

臨床的にはIiJf冗!リI'I;fjI，1:'11i.j 1山の II'['-I!反(，:;:I)~ :f /'1411; )，idll、九T主療科の っとして.M修[!，<を

w片lし， j也の"釘M干/-との問にローテーションを行って，広く H)必できる 11ヂ /1及(，~I人j 科

医の育成にう子めている i

胸部外科学(教J乏 人見滋樹)
I1予l吸出合同|ーを咋」文している， IJ:li.縦/;吊. 1I旬慌を{i)f'jciifU点とし.rWrx，J 象は月IIiHiiを
はじめとするIJ示場が多いが，自然気胸. 1民胸，肺結核，胸部外傷. ;M)~l胸などの交

!杉胸主|吋iもある υ !肺Jrl仙d市j:)i市胤i存伝ヤ抗: >ぐやぐヤ>'止巴止"、~'1"け↑↑f門!ザ"/

するはか'化学1長iL免疫療法，放射線Wil;などとの合fiHI，'t!il、をfiJflcしている， 'ii， 

*'1i.な切除外科のみでなく. 1呼吸機能のilllt{{やIrrl仰をH隙とした件JA.Hl)j気IJ曜に対す

る谷量減少やI:(I'\:.気管や主(1~1:j(の管状切除端ii，'!JJl0{t十|、J. 人1:1(ll管による L人;静脈問

J呉市'/:j， k心);jベJ大動脈の介jif二切除市|ずなとなの{i}f究も行っている υ

補助臓器学(助教1'1 平11111;手じ)

当分野は胸部外科学(人見i:i~fM教J受)とイ本化して， ~く!別 11乎l吸不全，也、1'í'の 11佐 の

j削京iJ.:であるIJlliftMのl話;;!，-}:1ヒにli'HtliJf究とネソトワーク1'1:りに努}Jしてし、る，{ijf究

では1)肺移村l気管支吻合部のj合宿機転を検討しステロイド早期l投'jがiti般に無:i?

であり， 2) 免疫抑制斉IJ (FK-506) が肺移fll'{に有効であることを明らかにし， 3) 

!友人T細胞白r(il球出米凶{. (i¥ D F) の舛iii(流階'古抑制効果をウイルス{i)f'jclijiの凶

作淳叶教J乏と J~li;J研究している。また4) 長時間保存可能な肺保イlì伐の 1 )f.j')E;を /11: 仰

の研究施設と共同で行い. 5) 凍結保存による免疫抑制療法の不裂なH荷主(~r-\:移 fll i，

i去の開発を行っている。さらに6) リポソーム転移系を用いた免疫療法のIlf.J発を1.

学部の砂本Illf[三教授と共同研究している。 肺移梢臨床化のため，大'下院ノ[:.をIfl心に

トロント大，ハノーパー医大，ワシントン大，ハーバード大，ツルーズ大にiJl¥j立し

ている。また，スタンフォード大，延位大，ソウル国立大と保存械のJU，iJiiJf允をし
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ている"lriW、lではiE従移十，i(ネットワーク，近畿レシピiエン卜選定委民会に参加し体

制11'1:(Jをねっている υ

分子病理学(孜托 鈴木康弘)

ijrfiの微紺|構造と機能について研究を1-1'っているけ特に，気液界I(，iで‘の一夫ItMtUJを
ドげて. IJihのl.ffi脱を防く肺炎l自iiifi'l'l物質の凶作発現と脂質の形態形成におけるアポ蛋

内の機能をtf'心に倹討を行い.アポ蛍杓 Bが悲本的に弔[告さな構成成分であることを

明らかにしたυ 現在，この物質の政't'.車III!J包である肘iLI I~J上皮細胞による分泌制御機

憎，あるいは，火i自ii古'1"1物質の代謝におけるマクロファージの機能なと:肺を構成

する樋々の細胞との付I'f作用を合むその代議I調節機構に閲しての某慌的研究の他，

臨床分野との共j;iJ研究として収凶不明の肺疾忠である月rnlt包五三r']i;l:についてアポ蛋白

央常の観点からその成立機Jj-;の究明をi試みているο

細胞生物学(数段 永田和宏)

ストレスL与符の分子機構の解明を目指すJ テーマは大きく二つに分けられる。

第一は，ストレス蛋白質の機能の解析であるο 巧研究本で発見.1宣{五f-クローニ

ングに成功した HSP47は，コラーゲンに特異件ーをもった分子シャベロンであり.

小胞体に存イ1:して，プロコラーゲンのプロセシング，輸送などに関ワーしているd ま
た HSP47は常にコラーゲンの発現と共役し，この HSP47の細胞内での機能をあき

らかにするとともに，発現機構を解明することは，体内でもっとも多量に存在する

コラーゲンの動態を生nるうえで， またコラーゲンに関連した病態を埋解するうえで
軍一安である。

第二の研究テーマは，ストレス長白質の発現調節の慕本的な機構を解明することで

あるの、~研究雫で発見，クローニングされた新しい転写凶手 HSF3及び HSF4が，どの

ような機構でストレス蛋白質の和、写を調節しているかについて研究を進めている。

御前島市崎..r
由-岨伺

HSP47の作用機構(モデル)
分子シャベロン HSP47は小胞体に存在してプロコラーゲンのプロセシング，
輸送などに関与している。
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腫蕩学(教托 l[iJ矯正iti) 

nrn:助~~?分野は，胸部:/t:l" 1 腕場に閲する);!~礎的，臨床(i(Jli)f究l i"l・ i山i をもって， 19891ド

1月にj)fL満したい恭{世的には，微ノl、十五アソセイ I去による焔i削奈効恥子iJ!lJに閲するliJf

究.放射線j:';')~D! ( ):I;I)!必)作間に問する invitro ;if;_びにInV1VOのiiJf':先，放射線と抗

NiiJ'¥IJのjjj:ltJ ~長 i去に閲する {ijl 冗，放射純肺炎の成収機I( と防護に関する研究などが合

まれる。臨'*的には放射線療j去，化学療iλj昆熱療iJ;などの非外科的療j去によって，

月市摘にnする新しいifJ'~Mì}、の修女を目指して研究を行うと同時に.これらの治療法

による隙;与を彬小化する{i}f究もれわれる。

C. 1/付属施li立

附属病院(病院長 人比滋樹)

本院は， JI{i 手[116年 6 月に開!日，現紅病床数1601札呼吸器!感染41i~科，呼吸器内科，

呼吸保外科及び埋学l呼吸器干:1の4，i会療科より成 1)，呼吸器疾忠について診療を行っ

ている σ 丈部省所管でl唯一・の|呼吸掠侠忠に関する総合的な研究所ド付属病院であり，

時代の要請にLιじて結絞研究所ド付属病院，結核胸部疾jt研究所附属病院， IJ旬 ~~r~侠忠

研究I~r附属病院へとその名称を変史して任務を遂行してきた。

診療対象は，肺4高等:止¥'1''1=.帳場， IlJ来性別i疾忠，間質'l"ua仏大皆、， t1E ì合'l"U感染出ii~，呼

吸不全等の事IHMが挙げられる υ これらに付してH千l吸納付科系(呼吸器感染杭科・呼

吸保内科・理学呼吸得手・1-) ，呼吸~~外科，放射線部の協 }J による集学的診断と治療

がfれわれている。呼吸機能の改持を|立|る RCUの充実も大きな日係である。さらに

H市の不可逆的難病に対する最終的治療法である肺移植の実現には，内科と外手|及び

コ・メデイカルの協力のもとに数年前から肺移柏を lつの大きなテーマとして取り

組lみ，体制を整えつつある。肺移十|任以外に救命i去のない呼吸器の難病に汗しむ忠訴

の救われる日が← 4 日も早く米ることを念l.yJlしている。また当li丹究所附属術院は，医

学部|付属病院と協}Jして，その教育体制のもとに，学部学生，大学院生及び研修|災

の教育にも努めており.医学自1¥附属病院の呼吸器疾jt診線機関としての役割も果た

している。

附属感染免疫動物実験施設(施設長助教授 前田道之)

施設は，研究所の'1"1:俗上!感染実験をより確実に行えるよう H11和56年(1981)に改

築，「感染免疫動物実験施設」として運営されている。現在，感染，非感染， トラ

ンスチeエニックマウスを合め.マウス，兎，ラ y ト，犬など多種頒の動物が飼育さ

れ，基礎から臨床にわたる多様化した研究にn献している。
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4 エネルギ一理工学研究所

へ ':L才、ルギーヱ'l!1:'IliJ卜先Iijj の~!)['t.:: 

沿革と目的

エネルギ-flH1ゾ;::tiJf'光州ーは， 25f年}ド三r.附附i打削lリHが杭iザ涜J先LいてきたIl川l;lf工エ-ネルギギ、一{似iJ川iJf'打>.づ，ヲ究?先G}¥財Iji.Jカが三f、エネルギ

一に|陀問主則山lυJ述虫する，う、1下i

るべく'へリ寸オ-トロン松融{;-liJf'先セシ宇ーと介体して改革Il.中J、挽し.‘ド!え 8年11996) 

5 Jj 11 11に発足した

Il;( rエネルギ-/iJI 究所の;1J;lは.点者1;'1甘い!大"n~!'I:科大学が I>H 大，}:と JIj!， fl たうどに

分断した人:1ト:3'1' 1191-!J 4 JJ'こ. 1利，大'';::に削l没された'1'リと克服}ijfを端緒とする、 J

その後. lIi何1116年(194 1 J 11 W2HIに 1:ザ:jiJI究所が祈ri，立されたひlIiH113011:，1195SJ 

Il;l F}J 味本ij;のiIllJ'jιにより本的fドjなIl;((-}Jの研究がI)IJiJ.tiされることとな 1). 1:-'/:/iJI二

冗所は1J;({-)J分野のfiJf'先をfl[うこととなった、以後， 1.'、f:fijf'光}ijjには研究刷版 H}i

建設本部がfjj:.i止され， lI(j干11:18:4='に大阪府熊取IIIJに1m，没された/iJf究刑IJ;(f-'t} i の 1\!.t ljtTI1:~n'

I，liiの-!fi;正にあたるー }j， II(Jt1131 年以降.既存研究{jj;I"JのI!;(f}Jへの転換並び、にtJiυ立

が/110次i止められた 以上のII.¥，WJ. T学研究所は本よ?-rJ{田構内にあったが. H(JtIl41tj" 

(1966) に本学の開 L系/iJf究所総{tlill山jの先制唱を切って本学宇治構内に移転した】

そのfえ1I(j干1146年 (1971) 4 Jj に'Il;(子エネルギーの開発と利用に悶する ~l:月とそ

の止、片jの研究」を，i;Zii"dl的とする， Il;( (-エネルギ-jiJf究所へと:(， f~; を変史したら

原 f エネルギー研究所は J~( 者1;大学における総合的・学際的 L学研究の -);4 を-j'1[

い.品目(-エネルギーの開発と利則の}.!;:fl是あるいはこれにI1J述するいくつかの先端的

Iiii域においてはるべき成果を挙げてきたのその結果，研究飢域は，エネルギ一変換，

システム 1N:.物質・材料 1:学，環境仁学なと¥主としてエネルギーに間述する，
よ1)11山、I.~子:分野に拡大した。 ー方，科学技術耳礎研究における大学の役割，さら

には大学附前研究所のあり方が問われるようになり，研究所の使命と将米の}jlilJ'こ

ついて. lI(j干1160年頃から長期にわたって検討を重ねた。すなわち，エネルギー恐慌

I:?研究所または応用物理研究所などへの転換，あるいは大学院エネルギー科学!iJ1

究科への参111'iが険討されてきた。いずれにしても，原子エネルギー研究所のこれま

での伝統と実績を恭憶とし，エネルギーを中心的研究課題とした新しい研究教行の

傾城をmうことによって，その社会的・学術的要請に応、えるべく，組織のflH;!ni成に
ついて全学的次場から検討を行った。その結果. 2部門その他の貢1'8y，の教'(fが平

成8年度新設の大学院「エネルギー科学研究科」へ移行し，残りの研究部門は.へ

リオトロン核融合研究センターの2研究部門とともに. [riJじく平成8年度(1996)
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に改組の rエネルギーの'11&， '企J興 bえぴ干IJ 川の l，~!jJi 化 l こ I VoJ する MI 究」を l出品:目的

とずる 3自li1"1 (12M究分型I").I;OI，.y!，iill允センターからなる「エネルギ-Jfl! I :/f:lill'先川 J

へ参i由iすることとなった l

ヘリオトロシ怜M虫合liJf允センターはII({手115111'(1976)にIiIiiqされた，fi}f冗の特徴は，

本学独自の発足1になるヘリオトロシ政N'Jによるプラズマの閉じ込めとその松融介へ

のIL:用にあるの端緒は. II{{千11:1311'(1958人当川のJfHi/自li，.1:，]:i';liのM究グループの

結成にある!仲u~(，ヘリオ卜 u シ A ーヘリオトロン Dìvl 決 iì'，'を IIJ ~、たプラズマ閉

じ込め，加熱'Y験を iiい，プラスマの閉じ込めのための段通な政場内~i;~ を傑究したリ

ヘリオトロン Eは11日利55tド (1980) には災情カ勺と!えし 'jJ~1( を 11~1(i[iした。この続のをL

i問としては[ll卯紋大であり， HuU~が T )j l主級の r~白jjjifL フo ラス‘マがつくられた。 II({利5 (ì

年度(19811には.出Ir'，iil主JJIぽJ¥の研究を U3的とする補助(I(j装計としてヘリオトロン

DR装併による研究もIlrJ/Ariしたけ

研究所の特色

エネルギーの今[1(10 ， iq~un( j:. ますます深刻化してゆく地球環境問題や人[I間足立等

とも?引をに悶係しており，より141品質でしかも初公的受千げ1:に?;fむ安定したエネル

ギーへの則刊ニがますます高まっている。関連する学J'fHのjiJド先は， 人制の将~とにとっ

てますますその京製'1"1ーを附している 1 エネルギーの・形態であるたや粒f紋も，そ

の機能'1"1:やJ.i::Tl J 範 l州が.~~'..ì虫 lこ li、がってきおり， また， さまざまな先進材料や生物が

持つ機能等は，エネルギ_1ft!1:-';よ:の似点からも興味i架いiiJf:先対象となりつつあるけ

このような:1犬削のもとで，エネルギ一理r:学研究所はエネルギーの生成.変換およ

び利用の高度化に閲するjiJf'先をii立[月一目的として12研究分野， 2客員研究分野からな

る3(大)研究部I"J，および l附属センターの陣王寺で発足した。とくに，センター(附

属エネルギー復介機憐研究センター)をrt1心とし所外の研究所との共I，;J研究やプロ

ジェクトiiJf究を積初ぇ的に.jiH且している。
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研究所の組織
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大学院教育

本研究所は，京都大学大学院エネルギー科学研究科の各専攻分野(エネルギー十l

会・環境学，エネルギ一法礎科学:エネルギ一変換科学，エネルギー!必用科学)に

協}J議時として参jlbjし，講義を111.当すると共に，外国人留学生を合む大学院学生を

交け人れて{J]ド先指導を行っている。また，大学院I:学研究科および L学部各学科の

特別研究の指導や講義にも傍わっている。

研究成果の公表

本研究所におけるfiJI究活動を広く所外にも公表する目的で，以トーのllJ1J物の11¥版

をわーっている。

1 )京都大学エネルギ一理 L学研究所年報(年度末発行)

2 )京都大学エネルギ一理ーL学研究所ニューズレター(年4回発行)

3 )京都大学エネルギ一理T学研究所リサーチレポート(不定期j発行)

これらの刊行物は海外，国内それぞれ約200の研究機関に配布されている。また，

本研究所のが{介がインターネットにおいて， http://www.iae.kyoto.u.ac.jpのア

ドレスでなされている。
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B.研究のm状
エネルギ一生成研究部門

高品位エネルギーの生成について研究する 3 量子，粒子，プラズマ等エネルギー

の高品位化は学術的にも. またエネルギーのtI会的受存'1オーを高めるうえでも緊急の

課題であり，そのために新しい尚品依エネルギーの生成J!日開反ひγ1:成技術について

研究する。

量子放射エネルギ一研究分野(助教授 千葉明NJ.助手 山本iE雄)

ノトiり:紀の物 .P~q:において催、7 されたJ:i;:[- )J" 'f:は.~だに )t、礎的に理解されていな

い側I(IIが多く， ー方，単一f効果の)，U日が期待されている，そこで. f尽:1昆強儀場中の

凶体において観測される ~:.f効果の恭俗的解明とその応用を日指した研究を行って

いる。すなわち，金属. .'1':金属;ゃ半導体などの[，1i[体における電子物性にかかわる量

チ効果や.品j~MLJfil (.ょょj阜の機憎解明にJ;Jして'合}Jな{正次一応スピン系におけるおiしい量

子効果の発凡を目的として. [!H属エネルギ一線合機能センター北 1サ棟(マグネト

プラズマx験装[資本)などの設備を用いて尖験的研究を行っている。H-体的には，
低i昆強臨場中における[，'d休の鋭気プラズマ効果，非線形・非半衡電気伝導現象.半

導体の酪気電気効果とレーザ一作m.111次元スピンスピンギャップ系の彼自~i気共鳴

等である。これらの研究はjt'-(流からマイクロ波.赤外線の長波長官[1或をカバーし，

新しい位M4，w:子デバイス創生の悲礎となる U
原子エネルギー研究分野(教綬 )1: t信半，助教綬山本消，助手神保J'e-.')

核融合勾:は海水から無人↓1誌にとれる重点素を燃料とするエネルギ-iWであり，安
全IIliでは抵-定が起こらないなどの優れた特性を備えている。どこにでもあるエネル

ギー資源であるから，これをめぐる国際緊張や，輸送にf'~う広域汚染事故などの心

配もなし、。本分野では.十支融合かの設計研究とエネルギー源としての詳価研究を実

施している。

陽子一個と電子 .1聞からなる水素原子は，電子が一個欠けると正イオンになる。

逆に電f-がv イ間加わると負イオンに変わる。水素の負イオンは核融合装置の炉心プ

ラズマの加熱に必要で，これを大量に発生するイオン源が開発された。しかし. JK 

素負イオンの生成メカニズムについてはまだよく分かっていない。そこでこの研究

を行うとともに，一般に負イオンの応用研究も推進している O

粒子エネルギー研究分野(教授古川 潔，助教授大問正視)

イオンや電子の自由空間での運動を板めて高い精度で制御できれば.まったく新

しい機能の発現する可能性がある。例えば，光速に近い電子ビームを彬めて小さい

位相空間内に集中させ空間的に周期性のある静磁場中を通過させることにより波長



490 :3 i;';: fiIf究，ijiとセンゲー

I1 J 変で似めて*Hj_'の I~':j ~、 1'1HI屯(-J._..-→「ーが '1:.I& lIríì~ となるけ他にも:2 ! 1 1I:~:~の光

刈，j利''tL!(W，の'"で，F:'法1深起とされている向先})中11日以エネルギ一生{輿， 9~ (-ij'(: q.J)t， 

Jl.i住?を削({'i ([) -:1lIl')のうHj--C'klllí ヒ心)，:七めには 1~:iiιねfの『白品い.. rl，'lj f古紙:lill佐Ilil、
のIJ日発およびその機能'Ie.fJLの機備に閃する/iW先がイ、IIJ欠とされている 本分yfj.では

そのような Mt山より I~:j 匂~;十:ド~H:!i正(-レーザ-'It.Jk 十IIH，秘的T江子ビームの11'(-t長エネ

ルギー!交換.衝突ビーム'Wttt静屯閉じ込め似融介， i)-3Hl'級制fTプラスマのl口l転、

政J易による定'ji?、|三伶j:1;11仰すーの/iJIヲEを行っている

プラズマエネルギー研究分野(教J是 )，: 'I 1 f~';!、，助教短 水|付 字，助手長崎

行。11) 
正;1jlliプラズマをJll~、た十五融合 1)~1 発の本礎となるプラズマ物'1"1 の物 J'~ (iサ・L"ji:的解

IVlを過して.プラズマ閉じ込めヤUiEのIIIJt-.，伎組合エネルギー制IMJや安定化，熱・

粒(-.不純物輸送の制御 r~匂 iML7"ラズマ J，[:;、月J など，十支f組合システムに|占1 1'， なプラズ

マエネルギーの市11術lに|対する学埋の体系化をめざしている ρ 品・1日Lプラズマの'1:.1戊-

})II熱・動qY'I'tの，;hJlil.illll仰J，プラズ‘マと|占|体の相7f作HJなどの実験.J~."命解析によ

1) ，未知1の紅!城の多いヘリカル担船場配f立の閉じ込め特性の}阿佐的解明が>.l'iIf1iのtj

付:である、 H体的な研究テーマとして， (1)ヘリオトロンプラズマの閉じ込め特'1'1:，

(2)プラズマエネルギー輸送制御， (3) ヘリオトロンプラズマの'屯f加熱とItidl制

静IJ，(4)プラズマ主共粒子の供キ合判Fil'，市11任IJ，(5) プラズ‘マ・l6体Jti:W IitiJyldこおける原
子・分 (-Jえ1，[:;.，などがあるけ

先進エネルギー評価研究分野(外国人客員) (教民 }j 発楽)

先進エネルギーaf1rlliiiJf究部門では， 111;公害・安全性等により特徴づけられる社会

的''2:'向性の尚い尚 I[J~lt\Î: 先進エネルギーの慨念やシステムに|勾わる ;ifúlli研究をわう。

本分野では平成9年6月現千五.中国北~Jt科比大学材料失効研究所の)j 発長z所長を外

凶人客員教ほとして迎え， I!原!点~( f-ゾj力J，及反ぴび、核融合エネルギ一.システムの放射'1"判竹"1注1:構造j廃挺

求栄:物を7成i従EりE腿起的に{私悦l氏bl，減1成北させる1低氏放身与射.ナI化憐j造込材半苧料:1のI}間}耳羽i日J!i姶色とそのJ峻主合'1"刊1"門ゾ"1の3川正川.

している O

エネルギー機能変換研究部門

エネルギーの機能的利用にとって必要な，エネルギ一機能変換の高効率化，高度

化について研究する。そのためにエネルギーと物質との相正作用の原型・機構の解

明，新しいエネルギ一変換原理の解析エネルギ一機能材料の創製とその1.[:;.用などの

研究を行う。

複合機能変換過程研究分野(教J受香山 見，助教授加藤雄大，助手竹内右

人)

将来の新しいエネルギー源の実用化や宇宙開発に際して，その応用形態に特有な
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f~~J先 l、において j，夏れた機能刊・物Jl!l(J(J'I"I:Il't . ti:~倒的'1'Lt!iを発れ1;し*11:+与する材料を開

発することが不IIJ欠である}例えは‘以前ilfrエネルギーをゾミ刻するには.145し、エネル

ギーをイiする料 fーや出(-と物質・材料との付11(.竹間をフェム卜秒のオーダーの素i品

位から IE備にJlI!併することでよ踏の環境iifiJ戎での材料学動を日l!リし，それに本づい

て材料問先をi1tめる必安カfある i 本分野では，新点材としてii=llされるセラミクス

系先進複fT材料や次!りl十五融fTカi材料の本命と 1iわれるjl¥M(身、11ヒフェライト銅のミク

ロ構造市1)術lを什むIllJ'IsiiJ卜先を進めるとともに.これらの材料と尚エネルギー粒子・

単寸三等の惚uJ劫との十11fl.1'OiJ等に閲して， tlU\'枝子ビームを用いた材料')~易会や理論

.シミュレーションによるiiJI''Jcを行っている、
エネルギー輸送研究分野(教托川崎健.(il)， U)J下旬1/ こ.~>)

レーザーは，無 1~[" ~~:.高速. kt主制!. )ドアース'1"'1:等の止の本米の特性と，エネル

ギ一集't'↑t.11]" l'マt沙J止歩ゲ判'}'レ川川ミVサイ'1↑竹l'
ている、ο、このili妥2れたエネルギ一作機主白能色と↑h付怖!f市1Vj浮干1).付J抑11パf体+本;十i足E能に』将'iUし.;jdtに)}とめられるク
リーンな '1ミ斤':J~1 .t~iや尚!主情報化社会を先導する新しし中1.，1:技術11AZの維 \f を H 的と

して， レーザーによる尚機能・尚品質な光エネルギーの'1:.1成・制御・干1)丹jに関する

fiJf究を行っている、、特に，フ工ムト秒|時間主主でテラワット以上の光パルスを発'1.で

きる尚強度レーザーのIlfHc. 1，;)レーザーでアクセスできる彬限物理領域での原子・

分子・ l，'ilf1'衣lill十11h. 1'I:Jfl によって発現する ~H異動論的JH\J~JI:~光学過程やコヒーレン

トな尚街!主 ib'JJ起現象す:の探~・解明，及び.成果の 1:学的応用として，初\'#1.波長域

の高崎!主コヒーレント光iJJ;(.民(f・分子レベルの物質制御プロセス，高分解能科学

ahJ!川、等の1m発/I)f究を行っているけ

エネルギー貯蔵研究分野(教J笠 木村弘i多，助教J受 内藤静雄，助手 山本羽{博)
将米のエネルギ一事情を考lgしたJ易合 高効率的なエネルギ一変換・ Jtj';誌は必須

の条件であり，システム・プラントを構成する材料の高機能・高性能化及び長3仔命

化が禦まれている。本分野では，先進原 f-)J材料，水素l吸1法材料. 1剖{本触媒及び1・5

状記憶合金等のエネルギ一変換・貯蔵材料の高機能・高性能化を目指すとともに，

プラント安全保守の判断準にかかせない，被 IH~環境下における材料のミクロ的・マ

クロ的挙動の予測及び理解を深めるための研究を理論と実験の向jIfIIから行ってい

る。特に，高エネルギー粒r線!照射下や高!士水素ガス環境 fにおける点欠陥の生成
過程あるいは水素原子の存在状態及びそれらの集合体の核生成，成長ならびに熱的

崩壊過程を速度ロ論命的に考祭しι.第一原理計計-算や分子動力学i計:汁十!鈴算鈴算.の各手i法去を用いてそ
れら集合f体本の分布形状が材料ヰ射拘特特J4寺~i'性l

た特性を持つ新しい機能材料を開発することを目指している。

複合系プラズマ分野(教授佐野史道，助教授花谷清，助手附田浩之)
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肖jh況温目昆TLフωラス、マをもちいたエネルギ一.物質.構造(け'1附|

ナミ aツゾクスσの)s解}鮮午町明jとその利f丹刑}日1(t似主品融虫合) のための lじ，竿学手:の;恕尽尽尽:1，礎桂カか〉らL比と.)刷打までの{体本系化
をfH折行している J と〈に' さまざまな峨))線トポロジーの関与する尚一Jiltフ。ラズマの

諸現象を解析， f-iJ!IJし，それを利JHすること，すなわち尚iitプラスマを 1:学的に取

り扱うための:I，t~礎となる学即ーを惚合系の物性学という\ì:場から構築しようと考えて

し、るρ!日本的研究テーマとして， (1)呉全M~場配伎の実験憎造解析 (2) ，i{t鍛場・

プラズマf具合系の瑚解とILm， (3) プラズ‘マの輸送の自J刊能化， (4) 高エネルギー

粒子の挙動のJ里町fと止、用， (5) 高機能プラズマ加熱シナリオの追求， (6) イオンサ

イクロトロンj皮によるプラズマifuU$tj]-什ji!;1]待IJd;のr:f.J)色などであり，閉じ込めMi場配

f，i:の先進化のための;棋般的研究を追求している。

クリーンエネルギ一変換研究分野(客員) (教托 官井秀!}I;，助教民 菊池純一)

クリーンエネルギ一変換と関連の深いプラズマ材料プロセスについて，その機構

を学術的に解明するウ場から研究をJ止めている。とくにプラズマ・壁キ11任作用研究

のー環として，放7E管壁へのカーボン・コーティングやボロン・コーテイングによ

る不純物流入制御及びプラズ、マ特性の改持の本礎的研究を進めている。また，リチ

ウムをもちいる新しい第ーー樫調整il;についても，アメリカの TFTRなどの実験と

述鳴しなカfら石丹ヲEをわっている。
また r人J:おIJ製分子が，生命体と同じように自己組織化し.増納し.さらに進

化して布用な物質を{'I'1) 11'，すシステム」の構築研究も行っている。すなわち，ある

分子が，人1:細胞膜として組織化し，触媒機能分子をトリガーとして自然に酵素を

憐築しつつ，十品築醇素を進化させるシステムを現尖化しつつある。

エネルギ一利用過程研究部門

エネルギーの高度利用を尖現するための研究を行う。そのために.物質生産シス

テムにおける複合過程の解明，楠干f;-6 高性能なエネルギーの利用に関わる物質科学

的な研究ならびに高効率化学生産システムの構築に関する研究などを行う。

複合化学過程研究分野(教託児形コドt.助手 作花村犬)

高効ネなエネルギ一利用を実現するために，界i古i.市場，光f-場等の複合場にお

ける物質あるいはエネルギ一生成に関わる化学現象の研究を行っている。光による

物質生産を目指し，出体液体界IfIiや凶体表HIIを反応場として光が介在する化学過程

の研究を進め，国体表面形態の制径11と機能発現，光照射下での半導体/溶液界Tlii現

象の研究を行っている。また，環境観和性に優れたこ次エネルギーである水素製造

に関わる電械触媒機構の研究を開始している。また レーザー光のような波長や指

向性がよくそろった良質な光を“道具"として用いた材料解析の研究を進めている。

これは上記の界面の関与した複合場を解析することを目指しており，具体的には，
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〉日xfiL分光による液体，衣1(liおよび、作1M物性の角材Jj-， レーザー励起による衣i自i蒸発

挙動の解析.等の物J~!化学的{日f究を行っている。

分子集合体設計研究分野(教段以ffl 誠，助教J宮 本下 íE~.ム助手塩JI:*~ 久)

本研究分野I"で、は，分 fの組織化機構と分[-集合体の構造制御・機能設計j去を解明

し，これらを高効ネ，環境IiIMfl1型物質・エネルギ一変換系構築へIIIJけて比、用するた

めの研究を行っている。 1)機能性分子構築物の構成 :J}cと油両許に鋭利性をもっ

i面j純煤件分子からなる分千集合体を鋳明として.ナノメゾ微細構造をもっ機能性材

料の創製。 2)分子集合体形成と相花作用との関係:多くの構成要素ーからなる分子

集合体問の相 l{.fl'f!'Jと組織，構造形成とのt¥lJ係. I (大分子や粒子問の特異な相瓦作

用の発現機構などの解明。 3)分子集合体の利用:両親媒性分子集合体と惇素. ~I七

導体超微粒子などとからなる惚合体系を月lし、た，環境調和型高分子合成以応、や大量:

処理可能なタンパク買の高効率分離系の構築， )'é'化学エネルギ-'~換材料として

の半導体超微粒 f材料の作成法などの解明。

機能性先進材料研究分野(教綬大久保捷敏，助教段小瀧聖子，助手水i~保

男)

人頒と共に多くの動梢物が生存する地球において i自然環境の悪化を焔かない

人鎖社会の反H央」を閃るため，環境汚染物の排iH抑制と仙渇化にrrlJかう化石燃料に

替わるクリーンなエネルギーの'l:j平方法の確v.は，食料の確保・疾病の抑制・文化
的社会の構築等と共に械めて中;裂なことである。機能性先進材料研究分野は，化学

・生化学を築総として，これらの課題に対Lιすべく，目下のところ，環境汚染物質
(C02， NO" SO" 者|叶i・産業手J・機従来物等)から次世代クリーンエネルギー(水

素.メタノール，エタノール.ヂエメチルエーテル，メタノール転換及びヂエメチ

ルエーテル転換ガソリン等)の生産に rllJ けての研究を進めている。 CO~ ， NO，. SO，. 

都市・産業有機廃棄物等は 微生物にとって栄養源となり代謝(物質変換)経路に

組み込まれるが，生命維持に必要な高エネルギー物質アデノシントリフォスフェー

卜 (ATP) を作った後 C02として排出してしまう場合が多し、。したがって，代謝料

路の制御・新規構築が必要となり，新しい生命体の宗IJ日1も必要となる。さらに，ク

リーンエネルギーを実際の量的生産を行う必要があり，バイオリアクタ一等の設，n.
も考えている。

生体エネルギー研究分野(教授牧野士l祐.講師足立基斉，助手原田敏夫)

「エネルギ一生産・消費と地球環境保全の理想、的調和」は既に火急の課題である。

生体エネルギー研究分野ではこの実現のための試みとして物質生産に関係する生物

機能システムの人為的向上を行い，これらの再構築によって新規エネルギ一生産シ

ステムを創生するための研究を行っている。特に，遺伝子発現効率の向上や機能発
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現の I;!l';作|刈 f に I~J する i立七、 (1)1 物のす色刷制 í~1l:')のN、健iilUEならびにフリーラシカル

を ff む|竹川十11刈(-守による.1l:t(ょ、 (-.Hl備を包ff した I~で 7!λ変宍必発による機能変1lJ!:iiJトYL

をiiい， ! 1 íドエネルギ -'1: 戸i'システムの十1~ ~ií~である公1，民間千ぷヤトの機能 IIIJ L等に1.i:.，IIJ

している l また，このようなjjJf究においては分 r レベルでの竹川機l リ|解 I~J は必~j'(と

与え，的主Lj七I!(¥i去をはじめとする分光J}:的liJ;をIIJl 、たJ.l~íi釘i)l'lc をわっている、

附属エネルギー複合機構研究センター(セシタ一長救J元 大引何弘，助教段

大槻 徴，助手 匂 {11・之 (:N:(-エネルギーiiJド先分間:と J1，:J<iJ{iJI-;c l . r.IIJ静政(記

f字放射エネルギーMf究分1担別肝}りザr-とJ共七U，μ引I

1，川l日斗iJμ{i}fヲ究'El)

:liセンターは，エネルギー別 l学ft汁光刈の附I，~脆 li主として l没 ii"i されており. liJf'先

l川がHi'1(Jとしている「エネルギーの生成，機能変換および千IjttJ.i品位の高度化に|勾す

るM究」を推 i並することにある ο そのためには.このぷ足立の .lF~~: な liJI 究~ーら誌である，

エネルギーの'U&:.交J終・利 IH などにおけるさまさまな彼fT条件ドでの物~I~的・化

学的，ìVi俄備の解明がイ~liJ欠であるいこれらのliJf'先を総合的に11(進するため，当Mド先
}引での"f:i，小l的資政およびiIJI究施l泣を)，長官主として， I!正イf- の f付~(4'.; i;'I': のイd~的かっ幼ヰ:

的な ì，~nJ ，斜í. m_:KW1' の，ì!.t ~it. 解析ソフトの 11日発をはかるなと. iリ|究所全体での横路If

的なi1Jf究のql怯的な施L没として， また J七l'iJlitf究の窓11としてエネルギー彼介機構

li)f究センターが機能するべくi市助している。その他， ri炎話会を!日J1催L1N.分野におけ

る/i)1究行ーJ<iJJ:の千I一機的公流をl文|っている l

刻化，センターの中似となる，i'.t1Ini・機部は，ヘリオ卜ロン E彼合プラスマ'.t験

施，iに俊介材料1m祭・，iA%食屯nSi1放鈍などである。さらに. {J)f究川のli!i:fJii1・機器の
允主も実施しており，平成 8年l主は.水itアルコンレーザ一党i"k}2ili':. fl~屯雌プラ

スマ JH是物 J:IIU~~妓'弘前， レーザー顕微1Qなどをl没i汗した。

じ.主な研究設備

200kV 分析電子顕微鏡(附属エネルギ -f具合機構研究センター I-~j 1サ槻)

力IJ.if，t!:I+Z00kVの透過屯 j三日'n微鏡及びエネルギ一分散X線分析装i民より構成さ
れる。材料のミク口組織，名ilAll構造ならびにミク口組成等の解析に供されるの本装

ií'9':は岐路'1"1: 1十'"i ，式や，..':)"・a の解析がuJíì~ な 11十本となっている。

ナノインデンター内蔵走査電子顕微鏡(附属エネルギー複合機構研究センター I~j

1号棟)

走査電チ顕微鏡内に超微小ダイナミック事tl込み試験装置(ナノインデンター)を

組み込んだ装置であり.A:査電子顕微鏡鏡筒|付においてナノインデンテーション試

験を行うことが可能である。本装置は，先進複合材料等の異相界i白!の強度特性評価
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るο

収束イオンビーム材料加工分析装置

(附r.~エネルギー仰介機構fiJI 究セン亨

一|判 1)j'械)

JIJCsUイオンビーム材料，IJIII:分析殺前

は， j氏エネルギ-Gaイオンのマイク

ロビームにより I~，j 体材料の超微細川 L

及び分析を行う装i円である υ セラミク

ス系複合材料のようなIJ危'1"1かつ不均質

な材料の超{敬和IIIJIILが可能であり.ま 』

たマイクロビームの定資により:次イ

オン{象または::;kH'i:{-f象を得ることが

できる。

エネルギー月!1 :q:M 'jì: i~í' 495 

I~ 
ナノインデンター内蔵走査電子顕微鏡

高温液体伝熱流動実験室 (m\~エネルギー複合機構研究センター I.~j 2サ悼)

試験部として.最高iMI!l:90Q'Cで液体 Naのl削除尖験が日j能な，形状の異なるー;

つの自然対iAi')lll]倉試験f'iISと強illllk.J'流ii)!l騰試験古I;を持つ高i抗it主体ナトリウム伝熱実験

装慣が設置されているリ本装 1;;: はディジタル lil・~:機で制御され， J.道転は計il!lJ制経1I本

から遠隔操11:によって行われる。

プラズマエネルギー直接変換実験棟(附I，p';エネルギー複合機構研究センターI事j3 

サ棟)

核融合力iプラズ、マを111:.1'表エネルギ-'Bc:換して発電するfj式の実験研究を行う設備

の外に，十支局血合妨iからのj崎洩プラズ、マとリチウムとの化学反応を利用した液体金属

方式排気方式の実証のための実験装置が設置されている。

マグネトプラスマ実験装置室(附属エネルギー複合機構研究センター北 l号機)

多量の液体ヘリウムを使用する低温，強磁場を用いた実験を行うための設備で，

15T超伝導電磁石， 24GHz大電刀パルスマイクロ波実験装置，パルス法棺磁気共I!f;l

吸収・緩和測定装置.光物性実験用7T超伝導電磁石等がある。

ヘリオ卜口ン E実験装置(附属エネルギー複合機構研究センター北4号棟)

ヘリオトロン E装置はヘリカル・ヘリオトロン磁場と呼ばれる 2本のヘリカル

コイルに|司一方向に電流を流すことによってドーナツ状磁場のプラズマ符揺を作

り.プラズマを閉じた磁気闘の中に壁から離れて定常的に閉じ込める。ヘリネトロ

ン磁場は強い磁気の回転変換“ひねり"とシアー“ずり"を有していることが特徴

で.無電流の高温高密度プラズマを安定に閉じ込めることを実験的に示した。
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これまでにj主成されたプラズマ請量の最尚怖をまとめると次のようになる H

I1屯 (-.11-iケロトロンJtqq加熱 (ECRH) により r包f-i品UAU.lkeVをj主成。

:: ) 1" jシサ fクuトロシ jt附加熱 ([CRF) により. イオンilu¥_J:lt1 .6kピV をi主成。

:{! Ij''I''IP: (-人4・j加熱 lNBl)によ 1).平均ベータ1ilI2%を達成。

.11 NBI り11 男性とベレゾ卜人射により，電子街!主 1.8XIO~llm-':1 を何ている。

このヘリオト口シ E'Kit'i:の)ミ績をもとに，現在超伝導コイルを!日いた大型ヘリ

カル呉川LlIDのil¥，，2:が文自li省絞融合科学研究/ijjでj1!iめられている ο

高度工ネルギ一機能変換実験装置(川1阿附可約I属エネルギギ‘一複合機構{研u冴f究セン夕一北 2サ
?隙取およびび:'.1北.1化仁!.~り;

jた4ぐ.-‘fにI打jけるユエ二ネ jルLギ一早某玉縫!研l冴庁究として. ~4i'しいアプローチにより :)H{~jUf~ .非平

向IlfJ:{!]に11，(i)組む「総合・複雑系の科学」が発!廷しようとしており，高j昆エネルギ

P 物Tiにかかわる惚合・惚雑系の'x験研究は「複合・複雑系の科学」の a分野とし

二 .1三千、 Il-ギ--}Itl I ~ '-;::における重要なぷ也となっているO このような観

しい七 Lヤ一のユエ二ネルギ一f彼u{什i-t機込f憐降f州d叶「門ヲ究Eを効呆的に迫J求永するための:尖主与免システムと

しe工C. ";]じ込め布 ;{~J.'djj1白lí まで'liü気チI:fÎ特性を1-1ーするし= 1女体磁気事!ll酉己位のプラ

スマ t験Kii"，'(飽合エネルギ一実験装抗)と複合加速粒チを用いた材料尖馬食装i置(抜

:~-P: r ビーム・付料実験装 í~，')とを有機的に統合した:長崎食システム(高!主エネルギ

一機能交問x験如何)の導入を倹，;ナしてし喝。本装慌により，従来の研究形態の限
lがを.j fi岐し.これまで氷解~VJであったプラズマ挙動や材料挙動. またそれらに関わ

るエネルギ一学助についての深い埋解と新たな研究の民間が実現で、きるものと則fι
される L

真空容器

装置諸元

.トーラス大半径:1.2m 
-ヘ幼加イル小半径 20cm
. 7'ぅ].'1小半径:15-20cm 
.磁場強度:1.0-1.5 T 
-回転変換:0.45-0.75 
• ECH加熱:53GHz 600kW 
• NBI加熱 30kV 1.5MW 
'ICRF加熱:27MHz 3 MW  

フラスマハラメータ参考1蓮
・平均電子密度:3xl0日 cm-3
・電子温度(中心) : 8∞eV 
-イわ温度(中心) : 5ωeV 
.1:11じ込め時間 3rns 

L=l立体磁気軸プラスマ実験装置



5 木質科学研究所

A. 本質科学研究所の概要

沿革
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本研究所は. H!j利19年(1944)の段、'(以米，木村のJ訂是的N.'f'tの解明を初め，樹

木における木材細胞惜の形成機悌l!L..び細胞岐成分の位合成.'1:.分解機怖の僻flfJ.水

質材料製造技前及び肖IIIH久性・機能性木材の開発，本質環境が人II¥Jにjえほす心開的

.生理的作用の解明等について多くの研究成果:を Lげてきた。

これらのilJf'先をj凶じて.木村は.1也材料にははられない多くのユ二一クでi走れた

特性を持ち.それらは，令て樹木の'1:.(，古川動によって作られた側めて精*j:z な組1J1~1:，~

構造に特.{j'のAL質である「水質」に山オぐすることが明らかとなったい

本研究所は， ülJiì立当初からの物~'H/f:.化，、f:. '1:物，'f:の 3ii)f究TiJ;で分tflされた木

材物理，木材化学，木村'1::物の3t，:I¥I"lと，その後I4411没された特定分野をN象とした

木質材料， リグニン化学，尚耐久↑t~、材 IlIJ)E;の 3{\H~ の合;ìl" 6 (，'I;I"Jによって研究を

進めてきたリしかし. iiW先の進民に伴¥". ・つの品川|何でも研究の|人r作が多岐にわ
たり，部門間のI克 YAi正!域における研究カ{Þ;{/ え，多くの l~j.W的研究が比られるように

なったο それに伴って i白川刈¥;1川1;山;け|門I“可tリjの十作1いちや分野を越えた共|ド同ii叶iJl研ij肝!庁「究やl作同玉司lい内j外の{川iJ叶)片f究機閲との

共|ド附d吋H研ij冴j対f究が

そのため. lI{j手1148年(1973)に常設の村米i汁jUlj委員会を設所し.この委員会を中

心に恒常的に研究所の:1守米を)氏招し，それに対1.[::、できる研究組織のu:IJ方を検，;干し

てきた。その結果. r-.述のすt~廷を j茎げてき t.:.liff究領域でLある「水質科学」を研究対

象とする新しい研究体制の必袋性が明らかとなった。平成3年 (991) 4月には，

「木材研究所」は，「水質科学研究所」に名祢を変更し，研究組織が従米の 6研究部

門から. 9つのIJ_;し寸iJf究分野を包i，liする 3 (大)研究部門(木質生命科学ii]f 究t";I;I'~.

木質パイオマス研究部門，水質材料機能研究音「ふ門)と l客員研究部門(水質環境問

究部門)に再編されることになった。新研究体制の主な特徴は，水質の遺伝子・生化

学的研究， 十4質系構造物と材料機能に関する研究，及び水質住環境に関する研究I;i!

域が拡充，強化されたことである。

本研究所には，これらの研究を推進するため，木工・製紙・繊維似の 3試験 L場

を初め，虫害研究のためのシロアリ飼育室，木材標本の収集，識別を業務とする付

鑑調査室が設置されている。

構成

本研究所は. 3 (大)研究部門と 1客員研究部門で構成されている。人員構成は，
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.t-~ ，( ;":;6 れゆえ十1::¥. [t}J4'H2t>. ， ~YtJ1iIj 1 .日VJr 9). "存H教行 1*ノ，. 事務'1';"6手/，. 1主
1:' 1 *"・ 'Ji í~5 flYdH 1 ~{ì 9 *". )ぐ下院'1:， 56 *". .)1 常 ~'i)Jli)f究11等:3*". '1.1(iiW先tl11 
*". MI 先生予 ~qノ，. 'I 1b~判別研究員:) *"である

部門構成及び教官配置

‘I( JJ.li: 9 {Ie 4 )j 1 LI fJUI: 

4、'!'f'1. (.ii fl 'I /!庁究 A，1'[ノfイオマス/ijf究 本'f'tjj利機能 liJf究 ィ、'{'[J~11北 M 究

( )( I ，';/;1“l (大)自I;I"J {大) ，¥1;I"J ( [kll)']従L1I刈;1"1

lむ{ム r1UJ~分目f パイ寸マス変J興うf型J' 惚 fT材中|う)'~'j・ 得li教Ji:

f( 托:it可Jl:'1:;;久夫 政i-1:: ~と h;( iE (;1: 教 十三:ィ:j1!;( "土久 '，:';111どn/;

助教托:休 院久 助教托:iIむ圭 1:圭，;J 1J)).{!H'1: :今村村ilHr'iJ

1I}J T: ，'1.¥111 'c之 JlJJ 子:本111 Ij 日UJ T・:，1111 {を角二

'1' i七，';'::liljf，!jl jHf' 1たiiE'I'I，'::jj)' (-， 劣化ililJí，!j1 分~'Í'

.r~ f): ，I:.j 1I 1件 I、 物十l.ililJi制1j)''J!f' 教民:J ~~ ，'j柄行事:

助手'd): tbji事 f'izIVJ ~k J2: t!lJ J己 l“. 白t、 助教l1:: flllll nた
助 r-: 1Jf~i'， I; 止に丈 lめm2:f:lfiliuJ I!政f!}j 助 T-:山村 剛

手IIIIJ包情 ih: 険能分~Ij' ロ，~ f:lfi: 111 '/， よリJ T!~.&i機能分~!j'

教じ:(JI'+l 1なん l山手:~!Í'十 J 1:干11上 r士 J三:IIIJI 秀
U)J.{!'d'!: :杉111 i'j "J lIJJ T-: )/1. 'Hi文 助教J'2.小松

1I}J l : .I.!jnj '/干 日UJ T:;龍野~.~-:日1;

大学院教育忍び社会的国際的活動

本Mf究所は. lI{j干1140年(1965)以米，農学部林政 1:学科の各講wとともに，本学
人;乍院院学研究科林注工学専攻を構成し，林産 f:学科と協}Jしつつ.会研究所ス夕
、ソフによる大学院生の教育と研究指導.を行っている。本研究所の大学院課程修 f者

は，大学の関連学科，国公立試験研究機関，木材関連会社，紙パルフ。会社を初め，

製集会引.'L~化学・ :1=.物t:学関連研究所等に就職し活躍している。

方. 1I{j和36年(1961)以米，毎年 5月に大阪市内において「木研公開講演会」

を開催してきたが，平成6年(1994) からは，本研究所に木造三階建ての木質材料

実験機(通称木質ホール)が建設されたのを機に.ここで講演会を開催することと

し，研究機関及び木材関連企業の方々に研究成果をわかりやすく解説している。

また. H(j和57年 (]982)以米，農学部林j権一r:学科と協力して，一一般の方々を対象

に，京都大学公開議院を毎年開催し，木材の良さ，資源としての重要性，本の文化，

人と木のかかわり等についての知見を紹介している。
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キ;j，Jf'先，iji'におけるiiJf冗IJX;宋;は， I~J 内外の，}:会 It~.、等に広く 7E夫されているが， 19~ 自

でも年 llllJ欧文必の rwoocl Rcsearc h~ と干11 文;必の r木村 ii耳先・資料」を発|ーIJ し，

外国iiJf先機WJや J IiJI人J iiJI'先償問に 11;く交換，門~ftj している [ ~J 内外ú!f'先行の問でこれ

らの雑誌に刈する計I!lIiは，wjく.交換，配布を希己目する後W]が1';1)JIIしてきている 1

lij際交irr[のIIliでは，諸外|玉|との:!H'iJliW先カf盛んで，これまで.インドネシアL必HJ

物理学tiJf究・防j'5eセンター，マレーシアti干|大'γ フランス科λ?iiJf究li'M物lfJJ分(-
研究所との共Ili]iiW先が行われてきたけまた i法J止 '1'[1<]， ¥i!HE[， WI~j アジア，アフ

リカ，欧州， 1材木;等!Iト県外[1<1からのfJf学J[ーが多くなってきている υ さらに，ドl内に

おいては. 多くの;1だl:市:1;付金が'J1・せられ， また， IiJm;t!， jijf']'e'L，受，¥{iiJI'先tl等の
受入れも年々附力11してきている ζJ

B. 研'先のJ，lW~

木質生命科学研究(大)部門

ノfイオテクノロジーをiifj矧した水質資源の析しい利ftj111J '5e ゃ樹木形成の機構崎町~lJ.J

等の研究をj住民させているが，行1>I"Jには.1宣f.LJ発現jJ"!Ilf'，せ化'(制御分野，判HII包

構造・機能分野がや7まれる。

遺伝子発現分野

樹木III米の.i1i:ItJをクローニングしその泣いn色刷過れや泣{ムー f・，q;物の機能を
研究している. また.1宣伝 fの導入系を他 Ir.し，イllflj宣伝 (pf.物の，;(IJ:.や，本質子f
i民{育成をめざしている. ilJl'~先テーマは以|、の 4 つに大別できる.

1)細胞位のゆるみに悶するiiJf究:成長する樹木細胞監においてオーキシシにより

誘導されるエンド 1，4-sグルカナーゼの機能を解明する.

2)セルロースの生合成に関する研究:綿繊維細胞からのセルロース合成昨索i宣伝

子のクローニングおよびセルロース合成薗の分子育極よりセルロース生合成系を解

明する.

3) 樹幹形成に関与する遺伝子群の研究:心材化など木本柚物にl剖有の瓜象に|羽リー

する遺伝子の単離と構造・機能を解明する.また I字本fl古物にはない本に特徴的な

遺伝子とは何かを樹幹遺伝子群の解明を通じて明らかにする.

4) 木本植物の形質転換系に関する研究:木本植物を付象とした Jf~質転換系の縦 /r

と一過性遺伝子発現を利用した遺伝子機能の解析を行う.有用遺伝子作物の発現や，

新しい形質を導入した木本植物の分子育種を目指す.

生化学制御分野

セルロース，へミセルロース， リグニン等の木村成分は， 主に，森林十It(物によっ

て合成される一方，森林微生物によって分解される。これらの生物体による合成と
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分fiJ!þ1止 Li:.，は，向子~~の倒U ，き(触媒fHt4J (これっているけ

本iiW光分肝では， 'U~Jえと'1'.分解 Iえ止、の制佐/1熊併と，両手素!え止、の泊j効 3十:と I虫j;宜 11~

↑Tの似併をWioll，lJし，バイオテクノロジーの開発にJ.i:.，!TJする研'先を行っているけ

i'なiif1'eテーマは大のi凶りであるu

1 )樹木村イlの '1: .fIVi ， ~'/"1 物質(.1)グナン等)の '1'. 介成憐構の解明。

~)キノコ守ーの木村 J品約 (ij におけるシェウ階介成僻去の特'1"1:解明と遺伝子クローニ

J グ

3) !肉杓十1[1'ーl早niiのワェニルアラニンアンモニアリアーゼ (PAL) ii斤1"1:発邸機構の
解明とそのほ;引け

ー1) R'I'.I 'ij 十J~ l 'ij と点林IM~"の十11 r(. f'j井]に問わる'[:化学的研究υ

細胞構造・機能分野

本liJI允分野では.本質資 i!t，(の育成と i~~必及びその千J 効利fIlのために.樹木のつ二百t;

ì' ，~~'jJ を細胞の情i主と機能の l白l から lifJ らかにする研究をおこなっている。特に.小;質

細胞1¥tJ:えびそのF.lj瓦分であるセルロースの合成や趨v授構造に問し. io't1f顕微鏡i);や
免疫子t去をiTll、て細胞レベル及び分子レベルで研究を進めている。また水イ木t質資i源{ 馬原

の4品訓品制l引先正j及えぴ‘:'，1;J土峨:誌iJ地t免tν.. 学、1了下;'子iた:ベや)J与号;'，市t九片，ヅr'，/ρ‘
t矧(iをおこなうとともに、村 3鑑監}謝品制l問官青子M守不:の 1~竹:ft!. . ;辺当，日'を通じて' 樹梯識別等による樹種

のi剥1tを行っている ο
tなliJI完テーマは.次のi回りであるけ
1 )キ11111包t艇の構築機情

:.:)天然セルロースの合成と配li'J制1M!，憐造と'1'物積との関係。

山本本削物の組織と分化の分子生物学的解析υ

4引) 非熱!払L干ぱ，f市;

5引) ，生1.:物付和料料|トPの1紐也ミクロt惰存造

解村析r..
6)遺跡11¥土十三材の樹種識別

と古環境の復元。

i) DN.-¥鑑定によるイt材の分

煩。

木質バイオマス研究(大)部門

本質バイオマス資泌を人間

の生川-に役立つ物質や素材に

変換するための基礎・応用研

究を実施しているが，部門に
材鑑調査室に保管されている屋久スギ
(推定樹齢約1000年)標本
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は，ハイオマス変J興分野と機能十l尚分 f・・物'I't制御分野がffまれるけ

バイオマス変換分野

主な{i)f究テーマは，次のj凶りである。

1)水質ハイオマス成分の解析と ~I 刷物質への変換。

木村やそれを構成するセルロース，ヘミセルロース及びリグニンを.微生物や酵

素を用いることにより，あるいはこれらと化学的な方法を組合わせることにより，

アルコールなどのコモディティーケミカル，オリゴ糊， lWx'[:_~句 l早i{~，その他の手.{nJ

物質へ変換する。また，本質iドに{{1'I:する， リグニンー炭水化物惚合体 (LCC)の機
造を明らかにする υ

2)遺伝子ーJ:学的な子法による微生物リグニン分解機能の強化。

:lt! f-[泊の.~:~質転換に用いるためのベクターの構築を行う。この)Jì去の開発により，

リグニンの分解能やリグニン分解酵素生産能の強化された微生物を77種し，これら

をバイオパルフ。の'Uギや.エネルギ一物質生1)[.'のための水質の前処刊に尉いる。ま
た，環境中からの毒性の尚い布機物を取り|添く，パイオレメデイエーションに!必用

する。

3) :tl[-h草lによるリグニン分解機構の解明
リグニンの分解に係わる昨素を11[ fこlli:iから分離し，その性質を明らかにするとと

もに， リグニン分解機構を解明する。

機能性高分子分野

主な研究テーマは.次のj回りである。

1)木質J¥'イオマス成分の構造と機能の解析。

主要木質バイオマス成分であるセルロース，ヘミセルロース，リグニンなどにつ

いて，分子構造と機能との問の関係を解析・する。

2)ガラクタンの結All構i圭角11析。

分子シミュレーションを併用した 分Iモデル化j去を用いて，木材の圧縮あて材

音1¥にのみ，微量存在が確認されているフゲラクタンの結晶構造解析を行うとともに，

ガラクタンが圧縮あて材中で来たしている役割を解明する。

3)セルロース及びセルロース誘導体の物性と結品・非品-ia品構造の解析。

セルロース及ぴセルロースに特定の官能基を導入したセルロース誘導体の分子鎖

特性を計測し.さらに x線結品学やスペクトロメトリーの手法，分子シミュレー
ションによる計算化学的手法をを用いて，分子が形作る低次から高次の静的及び動

的構造を解析して，分子オーダーでの特性が，木材やセルロース系材料なと-のマク

ロな材料特性を形作るメカニズムを解明する。

4)木質系バイオマス成分の機能性高分子への変換。
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セルロースやへミセルロースなとずの両分(-粕成分を素材として，分(-シミュレー

ションと'だ験化'f:(I(J下山を(j同lして，例えば， ，F ::í;o: I，~の選択的l敗者能を持ったキレ

ートボリマー，多ねIf をベースとした力ス分I)~ff股， il証ff，，'!'I"1をすjする多料ff材料， '[一件'J単

行材料などの機能刊材料の分 f-，;;t;]j-. Il~J 拾をねう、

5) 本村のJU伴J化による前J機I}E木村のIJ;J発い

木村の1r街化のメカニズムの角1(1珂と!I~ 縮 ;1犬態のがJ本的な凶|定化のH fiFJ の IJfJ 発 υ

物性制御分野

主なii斤究テーマは.次のj回りであるu

J) 木村J!1_び竹の桃山と物'["1

木村のIW;i!町;1た態における熱軟化学動の解明， I.K.分及び}Jによる木村細胞』法大変形

のレプリカ/えびフーリ工変換Ilhj像処珂j去をItJ~ \た附H!仁木村に吸示ーした水及び~陪

浴似のけかl立がi干11機備の解明. í"J・の }f~'& ，ì過程における物十1:及び構造の発現機構の解明

をfJう i

2) 本 fT系材料の (/i.1.~:Æ特'1"1ο

木村のib~1Ft) ~.)， '[''[:の)，'，ji/t jfJ( ff( {r↑t， クラリネソトJ十jI} ード材の (/i.~!J~.;柏竹の桝I~j と j主

りIHえび~J:f.!.に|刻するII!r'先をfJう市

3) 木村の物f'R.化学:処刊による物刊ー市Jji制，，.

f守徹f込用木材の})''f・/えぴ;応l1*-t:fll機惜の解IりJ. f村長処現による、j-tj;安定'1"1:，振動

~1]'I"I ， 'Jrtt 1主的刊のli'JI'.に収lするli1f'定をfJ'う

4) 木村の償It:利ji 変 }f~の機十I~WÍ' IIJJ と変 11三の永久|ιI'，Lい

木村のft¥'(il利ii学酎JとキIU抜構造に|泊するli1f究，木村のtlkげ木， 1+柿木村，六lili'ff{木

村 ~:S!.; 軟化を'，~;HJ した加 L，尚治・高I!'，水蒸気処JIjU邑科における木材の! I~縞不動に関

するレオロシ一的litf]巳熱/えひ、水蒸気処理ーによる1+，縞変形の永久凶定及び、体1iI:lj応}J

のfLb岐に閲するfijJ究をわう J

5) Wむの社ご1''.]気似'.

本村による温度及びiMI主謝節機構の解明と宅内気候設計に関する研究，各栂ft'む

における本|人ji孔怯の在約l!1Jを行う ο

木質材料機能研究(大)部門

本質資;1);(のより高度で.長期的な利用のための技術開発等を進民させているが.

'i}ll門には，後合材料分野.劣化制御分野，構造機能分野が合まれる。

複合材料分野

木材の持つ比強度，軒与~:tL 異方性，断熱保j昆n. 電気絶縁性等の特性は，未だ

人知の到達し何ない天l!武の高次彼合構造に由来するが，この諸機能を活かした新素

材の設計や高機能性被合材料の開発を行っている。
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主な1iJI究テーマは.;kのj凶1)である υ
1)木村の然変換による炭素新素材の開発とその応則。

木材を析しい炭素材iぷ材に変換するため，続々の温度で熱焼成を行い，発刻する

電気*~↑t. 1ft: ::ie )，'f~ iV.:i. ;.{i↑'1ー.主L体浄化ím)J て.~;を，焼成物の分(-構 i立と t~Jj主させて解明

している l また新しし、f\l {i素材として，炭素粕，fi~':休，微細繊維.起微粉ぶ炭素等を

得，化学安定↑t.断熱似j品，Ht.o.J-iL安定'10'1:.制7凶tのl白i機能性をNi用して，他材料

の持ち何ない料￥で主}J1& I~~!tl の先端材料への以IJfJ をはかつている。

2) 水質・無機k~ f具合材料，本質・{t;:)，~総合材料の 1m 発。

ゾル・ゲルiLW:m(d、や丸十111え)，[::，によって，木村の細胞|人j腔や細胞墜中への金以
や非金属無機物の;具合化をfJい. fjjt境調和生'!の多機能↑t~，質複合材料の IJH 拾を行っ

ているふ

3) ft良斜機能付利のIJfl党υ

アミン，アミド等を合む化合物の過熱蒸気卜での白'j);(1，[::， '1"1を干IJ肘し.木材六回へ

の化学変換や熱変換を1):~、 料与:-.尚~!Í1I主，出i耐熱， IfiH火tt高.loiL安定性の機能
傾斜水質複合材料の tl日発にも ll~ 1)組んでいる。

4)木材のii=人性IIIJL1主体Jの問先。

木村複合化の恭本技術となる液体ii:人↑午のlilJl:について.熱処埋，圧縮処理. 'J:. 

物学的処用等の手iL を，~H;更して取り組んでいる lつ

5) 熱変t興による f~iNln1日j材料の分雌i:t主体Iの 1m 発

廃棄された薬剤処洲本材等を熱分解することによって水質と薬剤lを分離し，薬剤l

の安全廃棄をわうと HWS に.本ft を析しいバイオエネルギーに転換する研究にll~ り

組んでいる。

劣化制御分野

当研究分野では.本1'tujIJ;(のk則的イj効平IJJjj というり劾から，木村の劣化 '~:ll~.

特に，生物劣化に閲する生態学的. '!:)I~学 (I~liJf究等を:来f曜にした劣化現象の解明と，

劣化を制御するためのJ.[::，J打宇10'、?(1') li}f究を行っている。それと liiJn~・に，木村の欠}\ (IJ=. 

物による劣化を受ける.0.hLが:JEう，燃焼する)を除去・料減しながら新たな機能
を付与する加1:方法の開発にjUjする!iJf究も行っている O
主な研究テーマは，次の通りである。

1 )シロアリの総合|功除Q

薬剤だけに依存しない環境調手11J~~の総合防除技術の縫5r.に努 }J している。セルロ

ース消化における腸内共生生物鮮の役割， lt!.!o1!成長制待IJ剤によるシロアリコロニー

の衰退化，見出寄生前による生物的防除法なと、の研究を行っている ο

2)化学加工による物性・劣化抵抗性の向ι機構の解明と高l耐久性水質材料製造校
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i小:Jt!)j品、7

化'/修自iji，樹脂ii人.知機質彼fT化当iーによる寸iJ、安定↑'1=， '1'.物劣化低抗'1"1:，難燃
'1"" t!) jilJ ，.機構の解 Iljj とその l士jl~H 久'1"1・水質材料製造への適用についてli)f'先を行ってい

る J

:~) tJI別木村保存薬剤lのi盛問。

f各千悌1化ヒじじ'J

1分〉州角僻!t七i過品r科jなとを険Ii汁、十Iするとともに，京l付/えび、野外試験を経て， より安令でfJ;iJ完への
Oj~J の小さい ~lS 斉IJ の 1 >>J ~8 を指 /ílJ している。

-l)木造住築物の維持管理システムの催。..0

i:/:i水， 'Ijl~' 水，士淡水分，結露など水分の佼入・発生にともなう木造建築物の!肉

十')・シロアリ被/;:j並行過位ーを追跡、し.維持管煙システムの催ウを日指す。

構造機能分野

本付の繊維細胞は，セルロース・ミクロフィブリルカザ累旋状に配列した川筒形の

fl'i Jl;t~: シェル偽造を持つυ この繊維細胞は，整然と J方 /ílJに配列(以下配jilJ) してお

り.令体として片しい jJ学的異1i'l"'1を持ち，配/uJ方/ilJの}J学的性質が優れている。

木村は，このような精税な俊介構造を持っているので，強度に付する欠陥の影響が

小さく(組織敏感性がffh、)， 1従J疋Cつて j単i

.~骨止叶凶f付lι也材宇料|に比べて JI宇常に尚く (例えば， Jii.f卜位、吹吹京j量￥当たりの引張強!皮主は鋼材の5

fAυ)，大!日構造物の竹組みとして用いるのに適している ο

しかし.木村素材には節や繊維の傾斜(目切れ)が存itし.木材が本米持ってい

るこのような催れた}J学的性質を十分に発揮させることが困難である。この点を改

降するために，素材を小単位に分割し，諸欠点を分散，又は除去して丙構成させた

IIJ':j I"t ~.頼性本質構造材料の開発およびこれを用いたt-:質構造に|刻する研究を行ってい
守

r~(， 

i:なliJf究テーマは，次のi邑1)である。

1) 材料|付の欠陥と強度の関係の解明。

2)欠陥の分散方法と合理的な木質構造材料の開発。

3) 機能性十t質構造材料の開発。

4) 中大焼僕木造憐築物のための綾合構i去の開発とその機能の解析。

5)水質系構造物のl耐}J・|耐震性能の解析。

6)材料と構造の耐久性評価。

木質環境研究(客員)部門

木材及び水質材料によって取り閥まれた居住環境を水質環境と呼ぶ。木材-は，吸

湿性に富み，容積比熱が大きいので，木質住環境では，自然、の温度調節や温度調節
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作用が王11れる，また，結路，カヒ¥ダニの)G'I・-が事11市IJされ. i~;J'HドJである υ 木材は，

断熱性が催れているυ 木材の色十!lは.院かみを!感じさせるい木村からの以射光は.

ギラギラすることなく，紫外線1lIi:分が少なく .llJH'HI主労を起こしにくし、。イ、目慌燃

は，自然でたしいけ木村は J也、liなM!さをおーち安心!長を与えるο 最近，住宅，職j-;lh.

学校などにおいて使fllされる1)'./装材料が.人間の悦，削1 聴覚にjえほす作用.並び

にそれが人民Ijの健康. '1埋，心地， さらに，情緒の発注にワえる影響の電製怖がii:

目されるようになってきたn 特に，本質系の材料は.1t成境の内装材料として望ま

しいことが究明されようとしている。 {J環境は，人間jに絶えず影響を及ほし続けて

いるため，常にそれが明ましい状態に保たれるように配慮することは.健康で潤い

のある生iliーを維持していくt-.に似めて重姿なことである。

本部門では，内装にI!j~、られる種今の材料が人間の健康，生~~L 心、別に及ぼす影

響を科学的に究明し，本質系材料が持つ彼~f\í: '11!ーを時j らかにするとともに，己主ましい

住環境を実現するための設計とその保全についてiiJf允を行っているο 本部門で指IIIJ

している研究内向は. I災ザ心開うよ l[・:11刊コトザ 1学にまたがる学|際的なもので.

各分野の知識と研究の方法論を必裂とするため，容民として専門家を相き，共l'iJ{iJf 

究を展開している。
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.入¥ ftけ日f:，(汗H卜，.、1下j

沿革.目的

6 食糧科学研究所

ftr:，(H?M究所は. Ilíi 干1l ~1 年 (19 .1 6) 9月11fl ，こ rft紺の'I，ri'i， }JIlT，利nL及び

trj'li:えにI'AJする{iIf'先」を行う tl的でz没[附された。，j_in'f，戦後のfi::悩窮之のU-S代におい

ては，緊二1、の Ýt~~r -~Jt ↑!?j の打!日!日丈戸干のためのJ，~'， JHiiJf究にJ-p~l.J:がi円かれ， 多くの業績が
'1み11'，されてきた しかし， .f‘十字のi住民やitfi洋|犬態の変化に{'I'-い，食品::'T>It'iは大き

く交化 L. II'H(のft'j:_ Ji i.i !iしく li'Jトーし，食阪，nJ世にNする社会的な関心，要求も

;大前にその II~ を変えて米ている、 fJLú:. lfl保に分体化している飽食j也成と飢餓Jt!!.j-!~主

のIIIJ:ffi.人IJl';'I IJIIに1'1'う|午米の食料不足.飽rtにfドう!友人病 ('1;百科慣がj:J-i2':l:、)の

lN IJII. !'~ll は i丘 (1 、 (j引1 された tlj'l 物の ft:flî(化の問題なと多くの|問題の解決を i自ら

れている、

fCf:I;は.'1'，物そのもの，または'1物が{'Iる物質であるο 食樹を烈取し利則するfWJ

も，人I{¥lあるいは家市という'1物であるけ従って.tt :fM ・ rtr~ll をltJI:~先する食杭l科学

{土. 1目限1災:fら》れた}崎』出:11.均l
に111Mi.仙l日凶I!Iiま/ι三はF和利lリl川するか' というところにJ，I~本がある。このような背討に来づいて
今{交のitt:，，:rltJ 1]に刈処してfJくためには. ft:fM. ftr[1I11はどうあるべきかということ

を)，I:;ji佐川 jC'CIVJ らかにし，その成果をI.~:IIJ liJf'先に会民させて11'くことが必要である I

引に.成人，，~ f-I坊や健ufのキlii，¥" . l'/I，illi機能を作

つ↓Ijft，'，，'，の112日" 11見いはifi:fムj-f'制'Ioされた新'1'.
物のYt'f:，f化などにWJするはぬIYJ. J，必IH的li)f'先

(ム ftl:，( :tt ;I!;(が之しく，か〆)，'::j r~;Îf ヒ1' 1 会を t! 前

にし 4三Jl(:が1[1においてのみならず， ~IIII:紀に子

江lされるIII:WIねなftt:Uu:t誌を政済するためにも

休めて中:安な }j4'iとなると与えられるけ

そのためには.fc刊を'1'，1)[: • }JII 1・利JlJ. ttj' 

械のケJJJから.Jltえるのではなく.'1'，(.仕利:? J);1 

J必利~f:~ 健b成矢利，}、Y予?なとど、の7分，)-tl野ザとの，.、γ下J戸:1際際↑f刊'1をj必強j虫iめ

た新しい食?怖i量i干利:1学が必必、攻.であ lり1).人.f食E干料杭附ih括i:• f食tUl」品1

あlり)!方iにl閃刻する学f理里の6係背1な，'，とそのL比とω、:)別{打jをf日H桁行す
ことカが¥'Y:出強d虫iくF烹Pまれるようになつた O そこで， 平

成7年(1995)年4月，従米の研究目的を「食溜 食糧科学研究所五十年史
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に関する，'tJI[! 及びその J，~;m の{リ|究」に変児することが11立められ. :{ (大)ldf究部I"J( 9 

研究分貯)の研究l川に改キl卜折、允された。平成 8年(1996)9月11日にはお1)な50Jiサ年

を迎え，記念式典，記念議演会や 'h十年 lと I の~4ni ~1 を行い，疋なる発民を!りl した

ところであるけそして， rtl'IIT，の憎jE・機能/えぴ成分II¥Jの付11T.1'FnJ. '{1I本↑'1:.栄主主'1"1:.

安全性，リ雌機能，/，'1ーなとB:樹.ft~r~の本質に ;D る jた jiJì): íiJf允を，ノ、イオテクノロジー

やコンビューターサイエシスなどのTi去を!日し、ることにより飛躍がJに党民させてい

る。

これまでに食樹科学liJI究所が民自主及びL[:;，外]のil1ijliliにおいて行って米たliJf究の成果

は.質，量ともに高い，i'l'-ulliを受け，r;:会及びH:会にnして大きく l'l献しているu ま
た，これらを通じて大'引犯の教育・研究折J弘Î'rrç~f:への人材の供給. 1)[; '(f ，]:との

共働研究，同|祭Jt川I1庁究.外litl人fii学生の救ft. iiJI'究指導なと多}jliliで中;裂な立献

を行っている、

構成・人員

本研究所は京都大学宇治j也1><:!iJf究刈の‘|由iにf\~，~ i，t'，':し. 本館，新自n.-Wj 食品哀ー材製
造実験不，刷物I主的および動物)ミ験本から憎成されている】 3(大)iiif究 ;'í:I，I'~・ 9 研

究分野(トi:x1Jで構成され fijj-k以卜¥教行zst，.事務職員及び、i:k:rc9 :?ノ，.大学院
生約50:?".':t，j{liJf1'et1. liJf'先'1:-その他よりなっている。

研究刈

大学院教育

「一般(Ì~ftf~( 分野

U:: tli( '1 :. f)( J~1 Jt~ i'iIi I"l-f-一一微生物分 rri種分野
L__ttiM環境分野(外["-1人約II

「一食品分什仙分野

食品構造機能部門一一十一-l't，\，'， f~~能調節分~!í'

」一f食Eじ以凶凶A山川品~，'J!: 

「一分 fftt計上野

ft ~;M ，11 ~J I 利丹Jù[，門一一十一-tJj'ft縄日立íll 分~!í'

L__itf.M五寸で干IJm分野

本研究所の全ての教I!~~'・は.農学研究科応用'1:.命科学専攻に属し，常に約 50:?'，の修

士，博士後期課程の学生を受け入れて 研究の指導並びにJ受業を4-1¥当している J 大

学院生の研究教育は，主に各分野の研究実で、行っているが，研究所全体でも遡 11"[

の大学院生セミナーを開催し，総合的な教育指導も行っているο

研究・教育活動の特徴

本研究所は，創設以来教授と同様に助教長・にも研究資と研究宗を配分することに
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よ1)，才7干1のili丹jや{J)I党分担fの広がり及び研究のi丙'/"'1化を1:.<1ってヰぐた。また t攻ー
なliJf究時機'frtはJt.iill t良部えそを.i止けて収納骨即ーし， 自IlJに使用できる体制になってい

るuiiJf究成米ーの公夫に|訂しては， 1rJ: {f 各教Ll'fの ii)f究|人j谷の制介、if~ びに学術総 rtt:への

)l;['1;:論文発夫の:1犬況を rft:f量科学1I)f究1iji報ftf」に抄録として拘紋しているいまた，

1r;: fl集談合(説i寅セミナー)を防J¥， ，て鮫新のiiJf究fiX:*を・発表し.活発な十1111:討論を

行っている。このような 1:夫によって，できる限りオープンな環境をイ午り，研究不
I/\j のH:切を il~ くしているところも本附究所の~守色であり，これらがインパクトの強

い研究を進めるに当たってのゑ裂な嬰素になっている。また，本研究所の活動をは;

くが{介するため.勾-年の秋うさ学術講演会と隔年の国|際会議(今年は第一戸J)を主催

している。なお，研究・教育の現状は r京都大学ホームページ」に掲載している。

アドレス喬号 http://food.food. kyoto.u. acjp 

B 研究の現状

食糧生産環境部門

人頒の食椛は慕本的に般物の光合成に依存ーしている。今後予想されるあらゆる環

境ストレスドでも食憾などの持続的生産を uj"能とする方法の開発を目的とし， M物
及ぴ"1rrk'U?1}の食!f1!生産能の崎大.新しい食品素材の'1:.厳， さらには環境ストレス耐

性機構の解析なとeの{i;lf究を国際的視点に、tって行う。
機能食糧分野(教将 行川正明，助教花井凹』五二， l!}J手竹中康之)

[II:界的な人[]増加と'J:. ii~' レベルの I[IJ とに伴い， ぅJとるべき21世紀には深刻な食絹不

足がf-il!lJされている。 -1j，段々の健康の維持I目j1sに来たす食品の役割が大きいこ

とが医療環境や栄主主状態の良好な先進諸国において再認識されつつあり，特に我が

匝lを合め高齢化社会においては健康の維持噌進及び病気の予防などの機能を備えた

食品に対する需要が高まっているυこのような状況下で、食糧資源に求められるのは，

生体構築材料及びエネルギー源などとして生命の維持に最低限必要な栄養機能のみ

ならず，健康の増進に積極的に寄守する生体調節機能である。このことは，食糧問

題の解決には量的な[fliのみならず¥質的な観点が重要であることを意味している。

以上の観点から，食品に合まれる生体調節凶ム共体的には主に食品タンパク質

から派生する生理活性ペプチドの中から生理作用や作用機構の面から健康の維持地

進及び病気の予防の目的にかなったものを選別し，活性の強さが充分でないものに

ついてはアミノ酸残碁の置換を行って高活性ペプチドを取得する。このようなペプ

チドを元のタンパク質または異種の食品タンパク質中に移植すべく，対応する遺伝

子部位指定変異を施す。これを効率の高い発現系，理想的には作物や家畜で発現さ

せ生体調節機能を強化した食品タンパク質を生産することによって人類の健康維持
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. !軒並にとってJ県出的な食料i素材を得るυ

1.食品rll'こ{(u:L，神粁系，免疫系，術開出系などに作用する'LJ中.活性ペプチ

ドの探;.;}{

2. 食品タンパク質山>I<: 'l照的'1''1=ペプチドの '1:.J'~f乍)fJJ!l..び作用機Jj-;の解明

3.バイオテクノロジーの利用による生体調節機能利食品タンパク質の効5十t的生

j者

4. 改造タンパク質の'U'!!f'lドJfJの確υ，E

微生物分子育種分野(教，t-;t 木村一 光.助教托 Jl・上梓H青，助手 Jt:iR~{ð' .良

野純一，技ul品l本敬子)

本分野では，無la~ ともいえる微生物昨のIj lから峨々な環境に対する適応能 }J に優

れた微生物を検索したり，あるいは遺伝子機作なと守の以外Jによりそのような微生物

を分子育樟し，その生瑚機構を分rレベルで解明するとともに，それを他の生物横
と比較することにより，Ij:_物の環撹適J，~;機構を系統的に瑚解することを試みている。

更に.その成果を食樹~J:.球環境へ機能的にフィードパックさせるための本礎的知見

を得ることもliJf究目的の‘っとしているのまた.11投'1:.物細胞による物質代謝を，生

化学的，分子生物学的に解析することによって， ftlrlパJ[!;~;~品の生産へ活用するた

めの基礎研究もわっている υ

]. i首'門限素ストレスに付する微'J:.物細胞の適応機構に閲する分子'1:.物学的研究

2. グルタチオンの関りする'1:.体防御機構の解析

3.微生物醇素の修飾iによる臨床治療薬への止、mに関する研究
4.酵付の解糖系メチルグリオキサール経路の解析とそれを利用した有用物質の

生産

5. i青j阿の芥気成分の'1:.Jギ制御に関する1iJf¥先

食糧環境分野(外国人客員)

この分野は.欧米先進国、IEびに開発途上国より一級の食樹宇|学研究者を加料し，

本研究所における他の古I;I"J'分野と協力して共同研究を行うためにI没吹された客H

分野である。多様な環境の下で育まれてきた世界各国の凶有ーの食品及びそれらを'[:

産，加工，製造する技術を調査，研究する。これらを某に[It界各国の伝統食品の生

産，加工技術の改良， さらに我が聞の技術との組み合わせで新しい食品を製造する

技術開発を行う。一方，環境ストレスに耐える微生物，植物の分fニ育種などの研究

も国際的視野に立って行う。平成7年度には，インド食品仁学中央研究所コ‘ビン夕、

スワミイ副所長，マハナコーン工科大学タムロン教授およびダソカ大学フセイン教

授，平成8年度にはアンカラ大学ネブザット教授をJ刑事した。

l.世界各地の伝統食品に関する生産，加工，製造技術の解析と改良
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ゴ IIIW;千地-c(j)多以な十lii物， íWt' ''-tめの J~U克ストレス lili1'/''I=の分子機情

食品構造機能部門

jU刊は人lilド)'1 命科in と j'i!': tkU)紺持・ !~iJ ，ì住のために必似であるコ食品を人tI~がIl{-
人で j主択し jH11Y.するとめには，物.f~!・化学「ドj'l'I:1'{ や感覚制作なとの IIUで優れた食
品機ii色村'1"'1を!lえ'ζいることが守Jましいο そのために，食品の機ii日!i'I"jーと食品構成

iJ比Jj'G')Jj' r防 i主とのI'iJf糸を削析し ftJ~'" としてあるべき ;t:についての fl，''t (I(J恨拠を

桝Il)jすゐ

食品分子構造分野 l教十三 ILi'(;頼d)珂，助教N: 州国{戊た，助手 商僑延i'i・111ド
f!l¥j'，}:， 

ft ，'，，'， I~~ tì~ liIf 'i't: 0) i架化と，'i:jJ主の民IJfJには.構造一機能十11悶の研究が不日J欠である
が， 1，ftJf 't't: iHfでは， q!f{こ itr'H1jf幾 íì~~，f十字の発.fJI.に 'IJ心的な役割を来す食品タンパク

'ttに1Vj'11 L，そのけ (HIi，i¥'i:(二a:fi_:}，t，(をおいてliJI究している。 加熱なとによる川11: II!Jの

た品 I~íì色引刊の公明にはk...然尚次構造から変性状態への変換が革製な役割を来た
すため， 宇シパク自の X線，ifI川十，W"i¥'i:角If十Jiーによる天然高次構造の解rJfJ.、並びに変tf:状

態℃の他山中¥'1"'1の桝析をfii:せねっている υ また， 7、 j然一変↑1t: H~ の口I逆的変J契機構

のriHUIをi;jlるため， 世シパク 11の r1nlJ次構造とその玄ー定性に付する古I;f立特 j~(iドJ アミノ

限11¥';恨の幼*の主id化を，試みている、 さらに:'d総〈す匁j泉iM品紡占品A品I，f構蒜造解十析!庁fの去慕与本となる夕ン

I ¥ウ:口H宇h村:，l1川t
f陥i品I}i造主!形f杉仰よμ!成反が氏自~~:t1:I付cのIflj次構造変換機構と IliJ ・の!41理にU:うのかについても償
Jしている

l卜， f食t"1川品JJh!hl 守ンパク T坑tの i浴容釘(波f伐包状l態注での分 f什.十f~，造 J及従びび、i免公公LEE、"性|

~， tJI1 r 1タシパクロ(アルフミン及びトランスフェリン)のX線結品構造解析並
びにタシパクt'[1ポ:

:) 細胞l句、iÞ，び(ニ“んl~1:Tì:1人jでのタンパク買の高次構造形成に関する機構解析

-L微小'Ii:)J f~ì岐ドでのタンパク質結All成長の研究

食品機能調節分野(救綬北品jf{丈，助教授谷史人，助手小閑佐貴代)

;fkがIFJをFTめ先進諸民lにおいては多量の食指消費.過剰な栄去を摂取が問題となる
ヅ'j， 'Í~~民途上の I五lにおいては食帽の不起と慢性的栄養不足に悩まされているとこ

ろが少なくなしんこれらの問題は各地峨事情に日Ilした解決の道が聞かれねばならな

l '"本分野ではヤンパク質， i~1粉などの主製食品成分に主 11艮を置き，食品情造体形

成や物性発現におけるそれらの機構を解析し食品成分の普遍的な機能を明らかに

し.それらの1J似Jな利刷の道を探る研究を行っている。得られた知見をもとに先進

諸国並びに発以途上の凶今における食償資源の省効活用，高度活用を目指す研究を

進めている。また，食品の持つ機能を生理学的な基本的視点と文化的要素をも合め
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た多面的な観点から則併することにより，食Illiのあるべき安を検，;すしている ω

1.食品タンパク貨の加熱公'1" 1 と機能特'1"1 発.fJ~Jt;びにftI~~IJ構造体形成機構(ゲル

化特性， 流動t~J'I"I:，組織化'1''1:，栄主主特性)の1íJ!(十Jj-

2. 甘味タンパク質， ソーマチンの構造と 11-11木市十!発刷機構

3.甘味It香川特'1"1に閲する動物行動学的研究

4. アフリカ地域，アジア地域のタンパク質.#1粉rtill'lの物'1"1と分什体i丘との間

連，ならびに伝統食品の物性と栄箆It

5. 熱ショックタンノ f ク質をJIj"、る~j[-JE' jタンパク質の熱女tl機構の解析

食品感覚特性分野(教長森友l弘助教托松村氏IJ:..助手林 l!IWf・松

本晋也)

食品には栄主主tl:J)えび健全'1"1が健保される必安があることに1)11えて It削i'l"I:の1(11か

らも満足すべき!日i質を!l-えていることがボめられる。 rt削i'I"1に関わる袋索は味，作

り，テクスチャーなどであり.これら感覚特性は食品の美味しさを-k右する袋素と

しての役割を第一に持つが，これに加えて， 't体の諸機能に付する刺激凶子という
新たな役割が認識されつつある。このため.本研究分野で、は物別的 ttm.~の数量化.

多成分系食品の品質，i'l'filtj，'/味物質(特にうま味 九一日未)の知覚機作に問わる研究

を行っている。物哩的食!~~ (テクスチャー)については，感覚的手法によらず物tl

測定から求めた)J /2{:特性仰をに!主としてテクスチャーを定量的にitf1ll1j.分析するこ

とが可能になりつつある。また，多成分系食品のモデルとしてエマルションやゲル

を取りとげ，そのIt削i'l:tや栄主主'1"1の;Wflllj7_えびそのような物質を左右する姿凶の解析
を行っている。味覚に閲しては， レセブターの機能解析やトランスダクション機構

の解明を進めている。

1.味覚及び食!岳の分f-機構

2. 食品の微細構造及び物性分析とテクスチャーの定量化の研究

3. エマルション・ゲルの形成機構及び多閥的な機能特↑~f・に関する研究

食糧設計利用部門

食糧を構成している成分は，食品とし寸形態をとって体内に取り込まれて生命の

4匡常性維持のために使われる。このような役割を果たす成分分子の栄益性や'1:)!jl_機

能性を解析し，有益な分子の増強や有害な分子の除去などを施した新規な食縦の分

子設計を行うとともに，良質な食品を製造するに必要な素材の開発利用の研究を11'

つ。
分子食糧分野(教授鬼頭誠助教授福岡伸一・裏山令子，助手本1I1達哉)

食糧は3大栄養素であるタンパク質，油脂，炭水化物の供給淑である c これらは

極めて多種類の分子・分子種から構成されている。分子食糧分野においては，それ
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ぞれの分子・分子傾の持つ栄公1"1や'1:)理機能'1"1をfVJらかにし. LωHに供することを

11的としているけ王lL{Jーまでに15られた主な成果ーとして，大uタンパク質，特lニグリ

シニンがヒ卜 Iill;古コレステロール波肢を{氏ドさせる約二朋を持つことをぷし. $Jr闘な

特3訂以健川U:i'II'，O)IlIJ発に成功しているいまた.ilhU行を構成する微々の脂肪階楠の'1

f'~fl:Hj をM究してきたが， 4¥・にリノール眼にl-tl米するアラキドン階を結合したリシ

附貨が，ヒト 1(Il小似凝集における情報fムj主系において主体的役割を来たしているこ

とをIVJらかにしJt ーんでは. Ef':¥，や DHAは過剰照11'X.すると生理的にイjリよ:な作川
を持つことを刀、したο また，細胞内におけるタンパク質の品質管哩や輸送なととにつ

いても)(し、なる成果を作ている。このような研究成果を背京に，生化学，分子生物

学.細胞生化q:などのfil、などに))11えて，ナノバイオロジーやナノテクノロシーの

手法を開発しつつ. )たぬ/えび応用の|向iliriで本研究目的にめった研究を進めているο

1. 食料i成分分r・分子桶と健康に閲する)創造及びJ，l:_'，JHの研究
2. 動物*!H胞オルガネラに 4~j: ~~的なタンパク質及び脂質代謝の研究

3. ftlll(デンパク質及びiltJ脂の消化・吸収の分子機構に関する研究

新食糧設計分野(教蛇 l/，jii!f.成，助教長三上丈三助手遠藤 剛・安j主主L

A手)

米干IJ胤及び1氏!主利用素材をJt存I<i-tl:.栄主主ttに市み，かつ健康を維持.m;ftする機

:を1~，えた商品質の食紛・食品素材に設計一・転換し，さらにこのような素材を食糧

食品化寸ることを日的として研究を行っている ν この目的のために， タンパク質

;H.油断素材，炭水化物素材の構成成分及びこれらの代謝に関与する介成醇素や

か解静素の構造をX線結品構造解析なとによって究明している。さらに，遺伝子操

作に然づくタンパク質 l学の手法を駅使して.機能'1'1:食栂・食品素材や酵素の構造

と機能の関係を分子レベルで

明tJj'している。これらの研究

からIVJらかとなる知弘をもと

にして r自jilil質の食干ii・食品

素材及び悶迎する酵素を分子

tilt言t'し，改造した素材や酵素

を微生物や捕物で発現させる

ことによって，その成育を判

定している。台ー効と干IJ定され

た食糧・食品素材に閲して

は，それらを産生する有用作

物の開発を行っている。また， X線結晶構造解析装置
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改造酵素による未利則及び1氏l主利用素材の尚品質素材への転換をI'XJるu 食綴・食品

関連酵素である /3-アミラーゼやリバーゼに関しては，高分解能でのX線紡tih構造

解析に成功している。また r虫iIlJl質な大 t，iタンパク質の分n立uL*iiJil化とそれを
産生するイネやジャガイモなと手の有用作物の開発にIjJ(:.l-))している。

1.食糧タンパク質及び食機関連酵素の機能改質に関するi宣伝子一1:学的研究
2.食糧作物の出'jf.j-)Jfj {rtli傾化に関する分 f生物学的研究

3.食糧タンパク質及び食縁関連酵素のX線給品構造解析とタンパク質 L学的研

究

食糧安全利用分野(教授付間半作.助手橋本捗)

天然及び遺伝-(#Uみ換え食品や他の徐々な技術で製造される食績の安全性を評価

することにより.将*'的に吊:裂な分子112計食糧の安全利用に関する学術基盤を確抗

することを目的としているのそのために 分子設III食縄の生産に導入される遺伝子

組み換えなどの分f-'1二物学的要素と手法の安全性の解析.並びにこれら技術を用い

て製造された食樹に合まれるアレルゲンや微生物毒素ーなどの|付凶性・外凶'11毒tl物

質の生化学的，物理化学的除去j去を開発する ρ また，毒性食糧分子や病原性微生物

に起因する代謝毒性や遺伝子毒性なと、の細胞毒性発現機Jj-;を分子レベルで解析し，

毒性発現の抑制i去を開発する Q 史に.食桜に合まれる毒性物質を高感度で検出する

実験系を権築するため，酵l主を中心とした微生物の細胞増刷・細胞分化過程におけ

る栄養情報伝達機構.多糖のi伴:f(的生理機能の解析を目的とした多糖分解酵素のX

線結晶構造解析及び該酵素を難治性細 l早i!感染 ~il:治蝶薬とする応用研究も行ってい

る。

1 .天然及び、遺伝 HJlみ換え食品の安全利用に関する慕礎と I，~;斥1

2. 食糧分子及ぴ~~iÀj原性微生物の毒件:~e現と抑制の分子機構

3. 高分子 (DNA，タンパク質.多糖)の細胞内取り込み機構と細菌細胞表以i

構造

4.微生物多糖 1)アーゼの酵素工学.遺伝子工学およびタンパク質工学
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7 防災研究所

A.防災1iJ[究川の概'lt

わがI五jの*5.-:~次 IH 界大戦佼IftjもなくのHJJ間は. [lill:の荒廃と十11次¥，¥-c襲ってきた
大 J\~台風守地提のために，厳しい自然災害~fi1むのH.\1にであったv 京都大学では I ，}: 

自fiの畦を越えてこのような災古の総fT的な調査iijl究をfJってきたが，このような総

介ilJl'先 f本市IJ を f:):fj、として，防災干、1.'予をキ1L~:r1 (1甘にlí)f究する iiJf究所を i没。ーする必咲'1"1ーが

~rt1 く ，L~，識され. lI(i干1126f!二(1951iド).災'gO)~'f::f史とそのL七、 HJ の liJl究をわうことを l没例

目的とする防災研究刈が J~(都大学に附 ii'Î: されたU

..当初，キ~jiJf究所はわずか訪日 I"jの構成であったが，伊勢汚台風などの人」災:町一が '1:

じたこと. H:;:~J~Utlの変貌によって自然災古が多様化したこと， λt内外のli}f'先行に

よる総合的なJi~ー I'ij 研究の必攻''(1j:が必々高まったこと等を契機として. ii}f究;'i:l;1"]，研

究センター，主験lijr. 凶 ìllljl討が，従米の所|人jの組織にもji まらず研究所と学NI~の州究

組織をも包合した整:開統介をれいながらJII(ゆく整1Jiiiされ，平成 7年には16M究{ilil"j，

4 Mf究センター/えぴ7'k験所.i1!Jli![Ij所を有する大規棋な研究所に発l足した これに

より，わが[可で問題となる白然災'占では，地1JL，火111.地すべ1)・Uii#L洪水，

l白iM.強風など， ?f7氷，民生.以外のすべての分肝をカバーした珂 1:学的研究のみな

らず，子l会システムをより災:与に吸い、構造にするという，いわゆるソフト付l必のた

めの州究も手がけることになった。その11司. lI(j和45{ド(1970年)には、宇治ti41人jに研

究所の本館がおî.'l:~. され，分散していた叫究部7:ft..び事務自 1;がーケ l川に統介されて，研

究体制のがi*もなされた。
近年の大都111への急激な人11の集rtJによる子i会の災古:に付する 11危出tl:の明大テン

ポは許しく，阪神・淡路大震災を招く結果となった。また，人間活動が地球規模で

環境を変化させつつある中で，再びk災;ぞ頻発の時代を迎えることも懸念されてい

る οl司際的には，わが同が災~;'~:多発国へ積続的な買献をすることが期待されている。

このような防災学研究への!此靖の変化と緊急性に対して，従米の細分化された組織

では十分な対L亡、がとれないことから，平成8年度に，部門・センターの整理統合に

よって， 5大fiJI究部門. 5研究センター制への組織替えを行った。従米力を人れて

きた災主-を伴う自然現象の予知・予測lと災害の防止・軽減のための構造物的な対応

法の研究といった理 Iザ:的な研究と，被災する側の人間及び社会の問題を人文・社

会科学，計i山i科学， さらには危機管理までを含めた研究とを有機的に結びつけた総

合的な研究の推進体制の整備が改組の一つの眼目である。これに伴い，研究所の設

置目的が，災害に関する学理の研究及び防災に関する総合間究に変更された。
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改組lのもう ーつのIIRllli，令Iflの).::I共lriJ利川のiiJf究所としたことであるuR米

から，令同組織であるf'l然災'gfl学総{tiiJl究HJの(1可動の中心として，あるいはliJI允

センターのj引い川IJIf]11的J:<!l'汁をj凶じて，このような'k績を結んできたところである

が， lilf究所全体を令If<Jの/IJI'先行の.tt-I'i]iiJ卜先のI劫としてJJi供し， IEII~公共川 líJI 究の伯仲

的な!民fl日を合めて， [11:卯へIlfJかれた'11';慨す剖パ底地としてのは存IJを県たすことをEI，命

んでいるり
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む.研究教ftのm:lx

j止 fドの .~~'.i~Jí な!EI 1:の IJ~!'itやr1 :i? J~1Jt~の変ずれ二 fl って， 自然災古:の様相は変貌し複

~jt.化するとともに， 大災計の';It'I.7'Ji必!叡されており，長期的な災害対策に資する主主

礎IiJf究のifhitが!変己とされている.， [EI上を守り.人617を保殺し我々が生存する子|会

尽慌を.ft'iWrlドJに繋 biH- るためにはえ';~:の J主防と軒il北の方策を究明する自然災古ー宇|ー

'子・なし、しは|坊!kH';;:のItHM的な発!民にまっところがきわめて大きく，本防災/i庁究!好
のm奇はより・ 'I~III: 大きくなっていると I Iわなければならないω

本I:}j~ょと liJf究所においては. 白然災2?に閲する広範な暴礎研究を推進してきている

が lrz.ì止の地}:RJ~ìN~ 予定化に fドう災'!;:の子 1;右と防災軒減に|刻しても佑械的に/iJI 究の進

民を!'xlるとともに， さらに !lill;~~1功災の十年を契機とし，医]Il祭共liíJM究などを j住民さ

せ，地球規慌での自然災.~~;:の ]'-1坊と料減に 1'{献できるよう努力している。

え~-i;'_に WJ する N;~是 (I~J なM究は，部門あるいは施，没で余|曲i されることが多いが，災

'g ，i};~1tやブロジ JークトIiJf'先においては. l:jflU.yそれらにまたがった種々のグループを

構成して怯}Jに研究を推進しているにl 以 f. 自1，門及び施設別に研究教育の現状を紺

介する U

総合防災研究部門(敦托 |品;JFl:l :'，志夫(古1，門長人亀田弘行. !篠原似しム荻原良じ，

助教Jえ 多キ納付f' 鈴木作之，助手 i'i Jj: t守，非常勤講n!lj 長能正式，渋谷秀
樹. J'ド111博彰 iiJ本紫)

本自1;門は. r以ド11・淡路大災災における複合的都市災害の経験と，近年の者/1市構造

の党以 .111、大の現:}~を踏まえ，より総 fr的かつ長期的な視点に立脚する防災科学の

研究を行うことを目的に設置された。特に，災古リスクのJ、l'制liと防災マネジメント

の}ji};J命(安全のm.多元的な防災fI会構造の提示とその形成論(社会の質).都
市全問の安全制御と都市機能の確保の}j策 ('li古の質J. 及ぴ、社会開発と環境変化

技びに防災施策を共生させる開発企i由iのあり方(環境の質)を研究することにより.

災古吋策の総合化諜也の達成に貢献する。

なお.本音/;門で、は研究・教育の両凶iでできるだけ部門績断的な活動を企i由i.実施

することにしている。たとえば.部門スタッフ全体での研究セミナーの場や部門内

の削iJf究宗(研究分野)所属の学生の参加lによる研究スタッフを混じえてのゼミ旅

行などを部門開設年(平成 9年)より始めている。当部門を構成する分野とその研

究内容は以ドのとおりである。 (533p，図 1参照)

災害リスクマネジメン卜石牙究分野

総合防災における社会的課題に取組むために.自然災害，環境災害など災害リス

クの予測・評価理論をw関するとともに，人間の社会活動の進化・変貌と複合災害
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. i皮及的災'L~;:などの自然災;i; との付11 {.t対係を分析する υ さらに t X.'~;: のリスクヤ十|

会・経済的インパク卜のよHrtlii去の11日発と災'I丈化としての定宥過程を研究するりこ
れに基づき.tI会の「安すそのTl」達成H悼とその似拠を明示しうる災};:リスクマネ

ジメントの総合的Ji法論を者IS-r打診断科学:という i(場から提示するけ

防災社会構造研究分野

総合防災における#11r打診断の -J~1 として，十 1:会慕除他1;立の I~H災化と防災情報JI果凶

の解決を日僚として者1I市本般の診断を行う υ 阪神・淡路大震災における複合的再lirtf

災害の分析結果をふまえ，災'占・現象の I l:f?~問的把握の中で，多元的な災寄付策を jJ街

える防災社会構造の去を捕き，その'五羽への旗本プロセスを構築する。特に，物用

的課題・社会的課題・防災情報課題を包f守する視点を持つような「社会の質J を備

えた，総合的な防災体系のあり方を IJ~す。

都市空間安全制御研究分野

総合防災における物用的ぷ也を対象として，都1↑FHIりの危険度;ifUllifi去の研究と

ともに，安全性と快適刊を備えた質的に尚l立な生j円全 111]を 'X土比するための?~II\j安全

制御手法，都市ツド間構成姿哀の段通信頼性設計法，生活情間防災a.1神ii去に関する総

合的な「生活の質JlilJ [-_の研究をiiう。

自然・社会環境防災研究分野

総合防災における環境的調題を対象として，者1I市域・ 111間部の開発行為及び防災

行為に伴う環境変化によってもたらされる災答のメカニズムの解明とその|坊11-..人

間活動の結果として生じる地J;JUJ.f.悦に及ぴ'í~，る環境汚染災害の解明とその防止策な

どについて r環境の質」向上の観点から研究を行う。

国際防災共同研究分野(外国人客員)

21世紀の世界の災符をf-iRiJ・防御するために，多i自i的な国際共IliJ研究を行う。す

なわち，災害科学の先端的研究者との共liiJ研究，社会・丈化が異なる諸国の災害機

構の解明と災害軽減の技術及ぴ情報の国際運用に閲する共同研究，さらに，災害多

発国の若手研究者・技術fi'との災古科学の本礎教育法に閲する共liiJ研究を行う。

地震災害研究部門(教綬 同校治日li(部門長).人合孝次郎，佐藤忠信， !l!J中袋

二郎，助教綬松波孝治?幸田純男，中島正愛，助手 む出知孝，諸|品l繁洋，非常

勤講師微縦一起，占回望，北勝利)

地震発生・伝播特性・地震動の構造物への入}]特性，構造物基礎の動特性，構造

物及ぴ構造物群の地震時挙動の基礎的学理の究明を行うとともに，地震災告・の|坊l卜

.軽減を図るための総合的研究を推進する。以F'こ不す4研究分野(強震動地震学，
耐震基礎，構造物震害，耐震機構)から構成されている。
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強震動地震学研究分野

地災動災~;i;: の]二 iWJJえびその粁j"'itを!j的として， J也ldEi皮の 'L成 fJ;怖に 1~1 して従 i l!;( . 

I.d耐rflln・サイト特十|に|羽寸る 11百年制'1を解明するυ1) 'dt il);( の物別に本づしけ~J也 IJJ波

党'1一機憎， :.;) J也 í)'til!(の f.L;掃・サイト ~cS'1"1: ， 3 )大地主主Il.iの強震動J'.iWJ 

耐震基礎研究分野

地慌の動的''1''1/えび~{tiíttlJ-.~における地検と構造物の動的十11 1 T:1'0日をIVJらかにし，構

造物)，~jirtiやド {~:r)構造にt.Jーする総合的な/~H'dr~弘治の体系化をはかるとともに， /i!H;足解

析j去や/fIi-jil't化Lil;の開発あるいは地下腿IiE構造物に対する合照的な|耐震設計社、を係

。:するc> 1)人}J地震動特性， 2)地震動モニタリング， :1)地権と構造物の非線形地従

!ム、特別性， 4)構造物系の段通認動制御， 5)構造物の|耐震安令↑'1モニタリング

構造物震害研究分野

建築構造物を ~.t 象に.特に大ヤtIIJ僻j立(シェル， トラス， 11英構造)にiIi，:/~をおい

て，地提動の構造物への人11¥}J特性，情造物及び構造物群の地震H在学動を究明する

とともに，地Î}E~え~~:の防 11" ・申告減を|刈る。 1) 構造物の動的安定ru~界解析il、の開発，

2)来i還と地位・構造物系の動特'1"1の解明， 3)大張問i性Ilfii構造物の動特例および地反

応ft性状の解明と l泣，¥1胤範の雄、i'，， ，1) !['J' 1m\(タンク等科~~状構造物の地震L~; 衿:-1"1:;伏の

解明とl州民投ilh去の催。" 5)大全問構造物の州ifi1，J'1・t性能;if1rHiを取り入れた/IIH1lt，ιiI
i去の本礎， 6)不安定構造物の分ttiと体系化，7)災古:緊急時に於ける似設建築物の1m

')e 
耐震機構研究分野

建築憎造物の耐震'1"Uì~ を埋諭的・尖験f山由f/ilÎ から解明するとともに，より副主な

構造物i肘淀設計j去の確立をめざす(， 1)鉄竹構造物や構造部材の}J学的特性の解明，

2) ilij'収作用による構造応終の解明， 3)構造物地震応終の同現， 4)耐震品j1・への新し

い，:，tみ

地盤災害研究部門(教綬 嘉門雅史(部門長)，千本良雅弘.佐々恭ー，_，奥l均一九

助教托今i村衛，諏訪 i告， rMI判浩，助手勝見止に脅藤|海7tt，竹内篤雄，

中川 鮮，横山康一.，非常勤講siji ir!1村孝，内!判龍馬， II!Iド宏光)

平野I"iS!，における動的現象や人間活動に某づいた各種の地盤災害をl坊ぐための研究

を-llhlliするとともに， 111地や都市周辺の傾斜地における降雨・地震・開発に伴う各

種の地表変動現象による災t与を防止・軽減するための研究を国際的・学|際的に行っ

ている。また大学院教育については，工学研究科土木 L学専攻地稔防災 r学，なら
びに理学研究科地球惑足科学専攻環境地階l科学分科及ぴ|注水物理学分科の講義を受

けもっている。



地盤防災解析研究分野

可動質量型制振装置を用いた
建物の震動制御実験

柱梁接合部の繰返し載荷実大実験
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人間活動が集中する平野部での各種の地税災官の|坊lトーと特減に焦点を巧て， 'p-kH~J 

地盤の変形解析と対策ーLi去の開発等の研究を行うとともに.地盤環境の浄化や!従来

物の地盤工学的対応といった環境地除I:学的研究を傾械的に推進している。 l:.'~ な

研究課題は次のとおりである。

1)有限変形理論による地盤大変形問題 2)地盤改良I:i去の開発と合理的設計一万法，

3)遠心力載荷装置を用いた地盤・構造物系の相可ー作用， 4)地震時の地幣軟化機構と
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その対策， 5) 地盤環境の保全と J1t~物の環境地位 L4的丸l策

山地災害環境研究分野

t-.1iの移動とこれに伴う地形変動に閑述して， 111地において発生する多様な災計

をf'勾|し.被古ーの防11:・軽減をはかるため，短時間の力学過程と長い年月にわたる

地質・地形変化過程の向ー方を考慮した災害環境の研究を進めている。主要な似|究l深

足立は次のとおりである O

l) I11地斜面iにおいて進行する風化・侵食・堆積のメカニズム， 2)山地流域におけ

る水文環境と地形プロセスの相圧作用， 3)土石の移動など， III地災害を引き起こす

現象のメカニズムと山地災害のポテンシャルの地質・地形学的評価法， 4)山地災符

の|坊IL・抑制のための山地環境及び土地利用の改善方法

地すべりダイナミクス研究分野

地震町一や豪j:f:i時に発生する高速地すべりは長距離運動し特に都市城では別院が

小さい場合でも花火な被'出:をもたらす。地震時地すべり再現試験機等を開発し尚

i主地すべり・崩壊誘起土石流などの発生・運動メカニズムを研究し，地すべりノ、ザ

ードマップ作成の技術開発を推進している。主要な研究課題は次のとおりである。

1)地震時地すべりの発生機構・発生予測， 2)高速地すべり・崩壊誘起土石流の発

生・運動機備と通勤範聞の予測， 3)地すべり研究のための土質強度試験機の開発.

4)地すべり発生時間の予知， 5)再活動型地すべりの活動予測とその抑制

傾斜地保全研究分野

都市域の膨張に伴って，居住地や道路，通信線などのライフラインに近接した急

斜ltuの崩落による災害が急増している。特に，危険度予測が難しい無補強斜IflI，及

び白jい岩石質の躍で急傾斜地災害が多く発生しており，総合的な傾斜地防災対策の

研究を行っている。主要な研究課題は次のとおりである。

1 )不安定斜iillの形成過程の解明並びに災害危険度の高い区域の地形発達論的及び

水文地形学的予測， 2)斜面表層の材料物性を明らかにするための地豊富調査法， 3)急

斜i耐の強度評価，斜耐崩壊及び崩落発生子生a，:r~報の発令と避難の慕準を踏まえた
総合的斜l自i防災体制， 4)急傾斜地災害の社会的条件と影響を考慮した傾斜地保全法
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リングせん断型地震時地すべり再現試験での実験風景

水災害研究部門(教托 rl'li 1114:11 riJ (Mi門i毛)， rl~í橋保.椎紫光l胤)j-，[-_利I ll!，

助教提中川一，古川|康人， fi間 1'--，間瀬円安，助手県深H丈，市川 j昆，

吉岡 洋，非常勤講日r!i 11品wr;j建_f:， III 中光宏)
洪水.高i朝， ; .jti.皮上行流なと"， J.K・土砂:lL'Ffに関わる現象の解明と子知・ hJ!iJ.

これらによる災プ;・の )t'H~~怖の究明を fj' うとともに ， J.K災害の|坊11"・軽減を同る方

策の確立を目的として， 七砂流IH災担分野，洪水災古:分野，都市耐水分野，/えび海

岸・海域災害分野の 4研究分野がfI:いに{J'機的述傍を保って研究している。また.

配属された工学部やt:学研究科の学生に対しては，それぞれに特定の研究探題をワー

え，それを迷成するために必要な知識や方法を教授している。

土砂流!l\~ど存分野では.土砂の 'tr経過程と輸送・堆積過程に関わる諸現象を研究

し，土砂流出の不均衡に某づく災害の予測と防11"・軒減のための科学的某礎を得る

ことを目僚として1i庁究を行っている。

洪水災害研究分野では，洪水災古-の発生製凶と発生機構を究明し，そのhWJ手法

及びj共水災告ーの|坊 11-.・軒ifuXを図る方策を得ることを目標に研究を行っている。

者li市耐水分野では，者1I市部における洪水，高i$n， iti皮，波浪，内水や，それらの

重畳による水災害-の発生機構 i毎I伺t舛や埋ウーなどによる都市立地条件の安化が水

災害に及ぼす影響，;j(災害に士、Iする直敏・問娘防御策の立案と評価!など，都市部に

おける防災・減災システム構築の慕礎をワーえることを目的に研究を行っている。

海岸・海域災害分野では，シーフロン卜である海ほ域と沿岸海洋における災'古の

予知と発生要因の究明を行うとともに，自然外力に伴う海岸・海域災害.人間活動

の進展に伴う沿岸環境災害の予防・軽減を図るための基礎研究を行い，それらの成
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れをもとにした1，[::.)11 . )UII {i)I>i''eをねっている J

:jょに， ・li('i[~門の ié 吹':な j i}I'ít ，， 'I~ :lüを f十分肝ごとにぶせば:';くのとおりである j

土砂流出災害研究分野

い4えによるU.ft:::!-.{t外!liLi五の機構に|均するUJ十先， ~) t-.イiiiIE， {;'I~h丸火ML流 1えび

"i' iul山際情にWJする/iJf先 (534p司図 2参照)， 31 Ui:hkl!'，liびM川変動システムに

|りする(i)J''Je，，1)， Ui'J;流IiL ;"'J 川変動の制 í~jJ/えび流Jl"，(: L Wt;' ~~! ，こ関するiiJf究，引1'.1，少

~ L!)，~:i. U~ }~'・の子 i [\lJ と粁 ;I，R' こ l刻する íill'ít

洪水災害研究分野

1) ;]1， '}<.iiI[/!'，貸住機怖の餅iリjとその数似モテル化にPJlするji)f先， 2)洪水のリアルタ
{ム[-;[¥IJ下山のIJfJ;[':に I~J する M 究， :{) )(I;，:-;m悦;'I1J川流域の水循環に閲する!日|究， ，1) 
;11] ) 11・'K)('1t7Wのネ y トワーケデーヲベース化に閲するliJfヲt，5)リモートセシシシ
グIt'jNiを11J ¥ 1 た流h，k)別，'i--(.:I<の lli， l~: に|引するíiJf 先

都市耐水研究分野

II;'JI，'K， ，'，':ji村l. ; l' ;1足なとによる灼il!J川市水'~;'・の分析と hJlリに|均する Mf究 (534p ，

図3参照).~J r，ji tli 水 '~i;:の1ft:1よ， /えび I I\J必 tlU: の f-ì!!lJ と|坊 i~j) システムに WJ するiiJI究， 3) 

i l!. i\~;LiI.\ 11')人li¥j1 J' !fi)]と恨'.i;の|幻j主に附するiiW先， ，1) ;ni;~: 都Jtjh!iZにおける M川 IK!えび L

(，合の流動m，i主に限lする/ilf究， 5) 地ド ;11] 川て干の水坤lWjj立物の，ì1~ili去に IYJする iiJI 究

海岸・海域災害研究分野

1い)i尚~~心山"司iJt冷湖十初判'JJ . i刊|←ηi波皮 . I~-I心いJ

J)変H形;f俄たf情l体tに|限閃2勾jするIiJf允， :{幻)安，定ιi泌1ijりi浜l兵bのj庁形「杉;μl成戊と;1海j毎止ωj山;ドド佼f食Eの制{倒御創卸lに問する1，似州，1川j月|究.，1)海

; ;~: . ;IJj ;"( 怖造物のI度比11;態とlilH;1則、yttに閲するiiJf'先， 5)主li，水'1"1ウォーターフロシ卜

の|みえ隙IitにI¥¥JするiiJlι先， G)I~Hì'l'I" I;lv;Mの海水火1*特'1"1 に I対する{叶先

大気災害研究部門(救J2 十 I~ )11([ ifi (j';li 1"1 K) ， {H!~樹也， MUJ洋[1;，ll)]教民

川'1'11:11，1. {i 111 f1il1:， 助手 Jlu: I 1 )'é!~( )L山敬， l込lfl;fJU1L非常勤講nili )桜井

世]!， J不本 íl~ ) 

大気，f;W[，)， ，j 地主dS~，公l札'ヰミ'tf，台風，大気循環などに p也[!，;Jする異常気象や気

似変化の械情解明.および強風.，f;Li;f[などが主主物・構造物にワーえる影響に閲して総

(j-i'10りJJから大気災計|リ111・粁;'I，&，のiilf冗を行っている。また， .f型ヴ':{i:I$，月一子j:/i介先干+，

1:'字自li， 1 q:jiJ! 究 fl の学 '1 に~，J して，年来 ， ，;m程修 fに裂する間連研究の指導をね

っている、

災害気候研究分野

大気k~l )J.lì:， ;1ぶf. 大気 111百f;;t などの変動から引き起こされる異常気象の発生~I~( 凶，

気候の変動原凶を僻H)jすることを日的として，次の課題について研究を行っている。

1)大気継uえの変化とそのうi\依及び災害への~;f;;lWt 2)オゾン!凶破壊の機構と紫外線
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地加による災'，i;:，3) 人;気大 ili目成の )it~.常による iと i :l:j.I')( ・民 'r~~'，iJj 11 ~ i fl~なと児常勾象

の発生， 4)大川十日な陣lili. iIlJliliと大気の十1111:1'1二川とその気候への J~};科 (535p，写

真1参照)， 5)点アシアにおけるモンスーンのmlととその県常

暴風雨災害研究分野

台加しむ{jj， $Ij'栄1:I:jによるY4常気象の柏村1ftやこれらの現象の党作， /えぴj也JI';と

異常気象深坑との↑lJ，]f系を桝 I~Jすることを I1(1')として次の品目立についてii)1究をわって

いる。

1)台風の機怖とそw二十1: う ~A~J瓜 1:I:j の HH~! ， :2幻)i川:lIt，μ，イ引;

達の角解ギ明. 3幻)人 l仁日:111桁'，¥:J:¥以i己u及えぴユd象与筑剥iと什山，↑'1，'川1，'行tYI刊限iを!パ川IJハし、た1集i長ミ{，リ小lド!云公t引|ド川、4中村札I:jιi.i江主， 夕、ウンパース トなど
のメソ呉常気象の)JJ.¥IIIJ民悦と災'';;:hHlJiJ、の仰に 4)人II¥J'1:， i ，~に jl(1長 WJ係する大気

境界!村内の気象時抗とその地)1';による変JI';， 5) メソ央常勾象mg~の数11{{ シミュレー

ション技術の1I日発

耐風構造研究分野

野外観測， !1tUlliJ実験 (535p，写真 2参照， )，数Ul[シミュレーション等により悠

造物周辺の気iild'l状を解明し，そのIflHJfftげ1:li'LI"，を 11的として次の課題についてiiH允

を行っている、!

1 )券!!1¥lによるill築構造物の彼I点機惜の解明， 2)辿築物の!f;Jj!1/えび者1;1打}:'ノ去におけ

る気iitのiiJfJc，3)}瓜のineれのIj'て‘のiI同の発'1機構とiifEf判長動のii)fプt;， 4)J!白石川;ビル

のj瓜による振動のiliU佐IJに|刻するil汗究， 5)法築物の1m')!瓜l泣iihJ;の縫合:

災害観測実験研究センター(教1.'2 IVoJ 11秀雄(センタ一長)，今本|制定，助教蛇

石士ii奈輔.滞日l世UJJ. ~く本 .;'i， 111卜附ヲj，助手 t-， !V["鉄男，式総桁lllJ.出場氏之，
小問利!と，汗if中Oll，林 若手ー， ~~常勤 jij，\):f: lli 定j且成主主，松田J川1i， 11長川桁--ftl;)

本センターは，令[司:.lt.j，ij11 、 J&~:)'!il!lJ や大相尖験等による :!t川研究を推進し，自然災

害のf'i)!iJ'1坊11"・中長減にrlJする埋J命・尖験反び制iJllJ的研究を行うことを [3的として

し、る。本センターは，災古.水~~ . :Ui少環J克.i毎象気象及びJ也徒動の 4つのfijf究官i[(.hx
によって構成され，センタ一本úl~ と 2 実験liji. 4制il!lJlijiに配l背された12名の咋任教

古によって.上記の1j (I~ にそって他大学:や所内他fiJf究部門との共 l'iJ研究の他，セン

ター独自の研'先も進めている。

災害水象研究領域

豪雨による洪水災害，台風による高潮災'苫，地従によるif:i皮災害なとの水に!災lす
る災害現象の発生機構とその被害の防11".軽減方法について，主として観測及び水

理実験の手i去を用いて{iJf究を進めている。また，Jl<に関する自然環境を保全し，水

際空間の適切な開発と水域生態系における望ましい共生をはかるため， JTO) iile， }瓜

成流，潮汐流， ~存度流といった種々の水理現象に関する基礎的な研究も行っている l
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これらの{卯先は， 'j・:ìtì川水炉t'X験I~I において(千H(の J，l~ (ittiソJ忠実水路・ !K榊ペ)M川-

i巧城・泊illit1の!Kfll'. fI，~ )~~!を m し、て i!f;められるとともに.洪水 ìfrê や i刺 idLの現j也í'iJIiWlもれ

われている (536p‘図4参照， ) また， 1'; liJf允iiiUAは， }.::下院 1:~IliJI 先利 L 本J:

?引攻の|必))，;，WHiとして，防災 1'-;::，~WJ棋の防災水flt"'ì::分野f を~iI'当している ο

本liJI究iiJ'i.ho¥':の主なjiJI允ぷ也は次のとおりである日

1 ) i; .̂i J~X: . i胡?(1のiiILれの制i!!lllえびX耳炎， :2)水即刻象に|叫する険盟実験， 3) i共!Ki定の

組il!lllえび'だ験， 4) JK用構造物の防火椛能に閲する'X験， 5)水瑚環境保令 1:の機能に

IUJする')ミ月食

土砂環境研究領域

地すベ1).IlliJiIれ， ~L1iìfrê ， L砂出世災手;:.液状化など桶々のt-.砂災~~~~:や}端境

劣化を引き起こしている 1:砂移動現象について， X~if的かっ ";::1際的 iijf<先を.jff 進して

し、るけすなわち，料IlliilH t7JやftilYIJ也 11;"~; の j瓜化. 1-::.i'tにともなう不安定土砂のJl一成)M¥

.f'f.をはじめ.1冷i:j，jや fj(ifreに起1)，1する Lu少iftUILi位f'f..波inやj也i}t動に起l刈する水際地

盤の if~:lidヒ過私(を.王IU也似古川、ìÞ.ぴに)( )t~! モデル'だ験を通じて汗来日l に前jべている。

総i%fi:!;li)j観測所では.ì[~火 111 'ÌrHí; を源流とする記iíti~において Lli少の'Hi'J .流!I¥，

M道料'1"1:の42化に<f(.'.'.(を附いた削iWJをゾミ施している J 徳山地すべ1)観測lリiーでは.そ
の.-t，.地条件をi丙かし.情造線沿いの倣li字情地すべ1)のi主税制iltlJに草点をi符いている c

本研究領域の主要な研究深足立は次のとおりであるο

1 )不安定 1:li'!:の'!=.J.1f?.流11'"こ閲する卸ilW，:2) ifre路および(口[応変動の制iJ[lJ. 3) 111休

変形の計測と解体過院の研究， 4)主'11M内の地ド!Kiil[の動態削iMIJ.5)水|祭地般の液状

化・流動変形の尖験的研究。教1'{lMの川郵jとしては， 1学研究科，開学:iiJf究科，1:

，]:古 fí地f;J(Lマ:干:1 等における教育・ iiJf'先指導に僚級Ii'~に協力している。

気象海象研究領域

発注した台I!li1し fli:'><U+ーなどによって!J:.じるJtJ瓜i:l:iの立体構造や強風Lの特↑1 それ
によって']:，じる高iM.異常波浪の発生・発達機僧.及び地震iiti皮の発，t_.i:d爵と，
これらを外))とする構造物の娠動・彼壊， ii1j: iJi， '&:形などを観測する。これにより.
災符現象の解明やモニタリング，さらには観測と数値モデル，物理モデルの併用・

Ij;J化による災t-のリアルタイム日IW.長・知lh)!lJのための来礎研究を行っている。
これらの観測研究は，月一学・仁学研究宇|の院生が参加Iして，以下の3観測l施設の

総合的研究として1ft進されているが，各施設の概略は以下のようである。

潮岬風}J実験所で(.;1:，気象学.JgiLL学の分野の観測研究が行われている。強風の

特性・構造物に作用する風圧力の分布特性・ J瓜の変動に対する構造物の止、答・風に

よる災害の発生機構について観測実験を行うとともに，強風の原凶となる台風・竜

巻などの現象について観測している。白浜海象観測所では.海洋物理学・気象学・
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海洋 L学:の {Îjf'先がれわれているい r\~ji~ijrmiWJ培により KJlJJ iíV:象観iWJ をx施して. ~，t，l， i朝

域から大阪はlこし、たるiIff.fyJi:における高潮・;判皮の観測や， i{~; ~~海洋環境の KWJ変動

の観測をわっている (535p司写真 3参照)"大i?.JiJUiu/f.llil!lJ所で、は. iÎlj:l;~: J:~子:の研究

が行われているけ波浪.i'WU沙制iWJ川住備により. qr叩f，{(ii，仕の佼食iiJj:iいにおける沿
岸海象及び!氏ZJi-i京{沙.i旬t兵変Mの観測IJを行い.;;ザJ日位1(機構を究明するとともに，

j新兵の安定化によるiN:I;!:侵食前Jj払:11J:i去(安定iilj:iF， J: i};Jの大iHJiilJiドーへの適Jfj'111ーの理
論的研究をわっている ω

本研究íitiJ攻の ì~ な M>先 l深題はJ大のとおりであるけ

1)台風・低気Jf・屯巻などの呉常気象のな体構造. ~)胤及び波に ).J する構造物の

L長谷.3) ;iJj:I(liせんli!fl，と、}Jと波浪jJh-との十I!行-.flo月1.4) i正当;~~l1，\'の海水流動の 3 次元制iJ1lJ.

5)漂砂.ihれ兵I1L，ji引兵変形の制iJ!iJ!えぴ海;.~~:侵食制御

地震動研究領域

本研究領域の主な研究課題は次のとおりである。

1 )広情城強反動観il!JJ. ~)地袋波による地盤調資. 3ωH:振i辰t桂草動》ωゴ主:験による大1明到肘+構為j造主物の
耐震特↑'1:.4ω)大}明型射+構誌j造主物の紋何術i. 1.応とι、干符干ヰr付特子tキ)'ツ4性|
!巴ヰ特す↑

地震予知研究センタ一 (教綬 H問f到p中ド手貨u夫↓(セン夕一長)人，安l終底雅孝' 応ru日l光j彦ま弘
' 

住:友友則彦 i甘波!皮主i沿世 兄比;. J山占Ii-{fA『下f f保栄札容各貝教J托2 松i浦甫先光:宏. 助教J受 橋本 学， 柳 1~

1安. il主辺邦彦.大志hllt，人.松村一ー男.fJt総 潔，竹内丈朗.f毎IH康弘，助手 t-. 

尚光， w:t~;1州安.大谷丈夫， n-Iu ii仏森)1・ ゐ_， iJ~1H:fi郎，許4::1: Ih:，地上謙

介，寺石i民dJ、，大比七削，中村fJoli:郎，非常勤講印li 五十嵐:t三，必i事 中身)

地震発生の応{凶と機構の解明なと¥地従予知lに関する本礎研究を行うとともに，

最終的に地震予知l手法を健かし.地震災容の軽減のための基礎的な手法を確立する

ことを目的とする。 9iiJf究ii!'iJ或(内L引で8，答員 1)と 8 観測i~rにより僑成され，

これらは太郎門的に運用され，有機的連携を保って研究している。また，学内外の

研究者との共|口j研究を1<<進している。

「地球内部(各民)J と「地震テクトニクス」の凶j研究領域では，地震発生に関し

て最も基礎的な地球内部の構造や物'11;，及び地震発生に関するテクトニクス等をllii.

1)上げている。その某礎に立って r地震発生機構」研究領域では，観測・理論・

実験の各方面から地震発生に関する研究を進めている。「地殻変動J，r地震i舌動」

及び「地震予知計測」の 3研究領域では，上述の基礎3研究領域と連傍しつつ，広

域かつ多種目の観測・調査に蒸づき，地球科学の諸分野における地震予知に密着し

た研究を進めている。

「地震予知情報」研究領域では.種々の観測資料や研究結果を用いて，地震予知l



526 3 !i' Mぅ;tl川と七シヤー一

千訟を'I17fl~ ，ì命的に州'先しているり

「総fT処Jlj'解析J {i}f究ii!'lhにごは， 各{i)f:i'eiW或との術拡な|ぬ}Jの 1'.に. il、域1'1りかっ

多締I1のテレメータ削iWJデータを総MIなに処N，'餅析している υ さらに Iリアル

タイム地殻活動制'析_j {i)j允 í;ru.~主では定常制 ìl!lJ キItJで必裂と必められた地域ヤ大地'Jjtt~t

， [:地などに機動的に1'1¥動し，効率的かっ多種目の臨tl.l制;WJを1Jっているけまた. I~!r; 

11川見il!lJのデ一宇のリアルタイム処用解析とその結果を関連fiJf究機関与トへ提供してい

るυ なお. (¥制iWJ刈のうち L'i;:.北F札削止¥111.鳥取の 4制iJ!lJJiJiは t二としてl付限
11'( 1'.の地liてを，{ .j 象として|人l イ;~;総 {;-Mlil!lj制を形成している。これらの観測所は寸:iflの

センターの総fr解析本にオンライン・リアルタイムで粘ばれており，地定・地位変

動・地球rL:li込勾・地卜J]<• 放射能などのi皇続制iJ[lJ や調査がhわれている υrtl鶴本，

j主坂山の 2 削ì!!IJI~iではì:として近畿中 Iti 古 I1の地役変動を観il!lJL. 1人11;主11'1卜の地混と

つィリピシ iilj:プレートの沈み込みによる，抗上白I1マントルのj也誌を研究付象として

し、るに f!~ì，，~'，)矧 ìl!lJI川では ì.: として|トJiilf. 1、ラフ沿いのI-J:大地反を対象とし，他大学の削

i l!JJI~í と共に IHiiljrmìJIIJ*IIJの叫1 をなしている心さらに~，¥崎WJliJ!lJJi)j.は主として九州東

lii部特にHI('J灘の地淡を，{'l象とし，地位変動ヤ地誌の刷il[lJ*Ii'Jを形成している (538p，

図5参照)、

当セシターの主裂な/iJf究課題を各州究iiJ'i域ごとにfJ'すと次のとおりである。

地球内部研究領域(客員)

1 )地位及びマントル備造の地医学的li]f'先. 2) 尚H~'k験による物質及び物性構造の

研究. 3) Jlli 'I~\t月比ひ・マントルの }J学的目白tt: 1~1の研究

地震テク卜ニクス研究領域

1 ) i t¥ Ii}r I.，.~:のテクトニクスと地震 l<: J1:JJ 予知計l由j.2)海底日自主tlliJ!ljに法づく海域テクト

ニクスのii)f究， 3)日本ダIJJ，"b地役ffiの数値シミュレーションと長期l予知己h由i

地震発生機構研究領域

1) 尚;鼠尚!卜ー卜の {I_~.イ 1破壊尖験による地震発生機構の中 WJ 予知l の li斤先. 2)プレート

|付地誌発生機怖と断肘モデルの研究. 3)白石破壊尖験装ii'i:の開発

地殻変動研究領域

1 )広域地位変動から厄;)fVr的変動までの観iWJと中期予知の研究. 2)地渓前後の地殻

変動と地震発生との関係の研究. 3)活断!醤周辺の地殻変動と危険度計三仙i

地震活動研究領域

1 )広域的な地震活動の把握と南海トラフiiい、の巨大地反発生の予知研究. 2) iB:下

型大規模地震の短・中期的発生h則の研究， 3)統計的手法による地提発生危険度評

価

地震予知計測研究領域
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1) 地殻l必 }J 変化に il う j也 {If.ijt( ， 地屯inL，地トノk変化の制iWJii!l'先 ~J 白íj 兆現象発.fJl

機構のfijf究， :5)川断片jのi/，p)JJ主のli!!冗

地震予知情報研究領域

1)各種のデータの11:l.M，.処対11， ~)広域データベースの構築， ::lJ地氏子主Il'h'jW，tfillli 

. f:z:;j主システムのioJf':ir.

総合処理解析研究領域

1 )地iU定的似の心、j主システムのWj'先， ~J 波形データベースの他者日と解析ソフトの IJ日

発， 3)多岐I1データにぷづく地点i/i動の総fT的解析¥

リアルタイム地殻活動解析研究領域

1)地震 ìi~動のリアルタイム処f'~ . Wi析のii)f究， ~) C;PS ':~';'j-:'iÎ i技術を利則したリ

アルタイム地役変形に閃するli)f究， ::l)地ii'uili洋列脱出IJによるl!I1ILI的災古子測の研究

火山活動研究センター(教民 イ l lJ;lfll弘(センター t~) ，助教長 )1:1111-:人.助

手 ir煩l市A;，州 潔~，本件;大介， 111本I:計.Ji:'ii¥'勤講r.llj 千林111((.) 

桜島火山観測所

火iJl活動liJI冗センター (536p，写真 4参照)は.わが1.1で肢も出動的な火111で

ある絞尚 (536p，写真 5参照)にiOJf究拠点をおさ "i:外およびIEI外の1，11党fi'との
軒外観測・実験を主体としたj七I"JM究をとおして，火111ザ火1III1ft火]主主11. および

火山災害'tti岐に関するli)f'先を総fT的に111;往することをけ的としている Jそのために.
桜島と霧山火 111'出-の f消火山を)，J 象にÍ'付唱のJ也f;F利学的な倒ìWJおよびfJ~地調査によ

るデータ収集と解析ii)f冗を行うとともに， Jt l ， iJii)f~先を全 jUlj し，件降のデータおよび

資料，施，1止やI没併ilを， JtfoiJli!1究{i'に民供している。刻化， IEII付および国外の研究-/3"と

協力して次の研究諜叫に取り組んでいる。

1.桜島および、保 I~ji;n品川火 111 の[1ft火機構

2.安山岩質火山における火山"''1:地震・微動の発生機構

3.桜島および姶良カルデラのマグマ供給系にI1JJする研究

4.桜島火111の地下水・熱水の起ilJ;lと流動に関する研究

5.姶良カルデラIlttll¥物の年代子:的日石ザ:的研究

6. 古地政気学的手法による火山市一動史の復元に閲する研究

7.火山噴火予知l計i由|に本づく共IriJ研究(集中観測，火LlI体構造保査)

8. インドネシアの火山11点火機構に関する国際共liiJ研究

大学院では，理学研究科地球惑足科学専攻地球物理学分野において，火山物理学

および環境地問科学両分科の学生の教育・研究指導を相当している。また，外国人

共同研究者および外国人研修生を受入れ，あるいは共同研究相手国において，観iWJ

および、解析手法の技術指導を行ってきた。
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水資源研究センター(教托池;)::I)，'，J.. iセンタ一長)， 1叫 ん(11;，小川干lJi九谷

tl教-I-:J: .tXI!;(消r， lIJJ教托 ql~ヒ~--"， 1.~i 事事， /i.杉J:lib:ft，存H助教托 竹|勺成

弘， UJJ l }，.:.{ I i':'， 41:常!iilJ，溝Dlli ，::.，. )1: 宏)
本センターは，地球規偵7ft..ぴ‘行lii↑i・地域規模での水資;lJi(を取りをく自然・社会.fJI

象とその変fヒを多fiJ的にとらえ.ジオシステム・ソシオシステム・エコシステムの

総体としての水資;11;(の保全と IHHeのシステムを総合的にliJf究することを IC](1句として

いる

.fJ~ú:，地球規快での;}:丈{附f誌の子iWH主仲Jの開発，過去から現{tーにわたる長則的な

水丈循環の変i墜を}円かにし地球則般における水・熱循環をq:p祭的・総合的に研究

する地球脱悦水立;術庁i研究iiJ'U&，百lii打化によるi;fEi!1形態の変化.水環境とそれに革

大な{~.;科i を及ぼす水・熱JI'.{ 主;を定.$:的に~'I'伽i し，とくに都市Mで逼迫している水資

源の開発・保令・永続的利JHを1:;(1るliJI'，先をする矧叶i・地J!'Ji:;]¥'文循環制究領域，今後

の者lidil巻|に求められる水J~1!克質の保令・ líljJ'. を計|由j fl lÍ~に加えた ;K利用システムの

マネシメシ卜のんihについてiiJI先する地凶水利mシステム計IJlijliJf究領域の3つの専
任研究似峨と，外出の研究符を容れとして迎え，一定期間集中的に行う水資源共!日j

ネソトワークiJJl究(洋上1)があるο さらに専任・谷口が共11'Jして学内外の全国から

のIill 究協力者の参加を 1~}ていくつかのプロジェクト研究を進めている ο -'jjでは.

;}:WiWIiJf究センターに， Tq~ ;;Ii (1'に地球 l三下科)の 4年生及び大学院J:学研究手:1

修上課程及び博1:後HlJ課税けオリ.学専攻， l~ 本システムl.学専攻.環境地球ーJ:学

専攻)の学生， さらにはドl内外からの研修生・官学生を受け入れ，水丈王子 水文循

環J:学:及び水資源に閲する研究指砕を行っている u すなわち，研究士、l象地域におけ

る作積本丈気象観測，水資i国lシステムにおける諸説象を説明・解明するためのfも;命

モデルの構築，物期実験・数1ir(実験による予測と検証など.フィールドワークから

開論の構築・杉村11といった種々のfUlJIIIfにおいて学生の主体的参加lを得て，教育と研

究とを付1fj~ に街岐にフィードパソクさせながら，多数の成果を上げている。主裂な

研究課題は次のとおりである。

地球規模水文循環研究領域

1 )レーダー観測・数値実験による降雨メカニズム・時??そ問分布構造の解明と短時

間l前半j子iJ!日手法の開発， 2) 1率lki.大気の相l'i.作用の解明， 3)スケール効果を合めた

地球規模の水丈循環の解明と予測技術の開発. 4)古気候・古水丈学に主主づいた水文

循環の長期j変動の解明. 5)酸性雨・酸性雪の流出メカニズムの解明. 6)降iキjFi<<IJと

定性推論を結合したダムの管理・操作方法の開発

都市・地域水文循環研究領域

1)都市・丘陵山林地・低平地及ぴ地下の水の挙動解析と都市化による流出形態の
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変化 (537p，写真6参照). ~)尚分桝能リモートセンシシグデータと地埋情報シス

テムの都市水文学への応m.3);j(.熱Wl(](を考慮した行[1rfj J!主の水丈循環モデルの構
築， 4)降雨の都市|人HtJ'f'tI.泣透・利附システム， 5)健令な;}c丈循環の再生， 6)パン

グラディッシュ及びインドネシアにおける水災2・に閲する[Iq際共[liJli;ff究

地域水利用システム計画研究領域

1 )地域水利用システムの計 l由i諭の構築. 2)析しいJj(文統，i!千I去の提案と総合的ノド

計画の策定， 3)流域・都市の水平IJ胤を与!志した水環境シミュレーション. 4)水需給

のあいまい性を包介した持続可能な水資iJJ;[lil"l由i.5) AI技術を利用した水資源管理

支援システムの作:成

水資源共同ネットワーク研究(客員研究領域を含む)

1)水環境の経済的分析ーと，iflll1i.2)何川の没食..T削責環境と生物の後み場所構造の

関係， 3)琵琶湖水資源・ Jj(環境調官fi}[究， 4)広域限I(li・大気付[1(.作則蹴iRlJ.実験(琵

琶湖プロジェク卜 (537p.写真 7参照))， 5)東1Mアジア・太子洋地域における河

川水文データベースの構築と ìj~ Jj(・沿氷の比較研究(ユネスコ国際水丈学HI-i曲i

(IHP) ) 

巨大災害研究センター(教托 i口J同窓lI{j (センター長)，林泰男.客員教段

笹本正i台，広瀬弘忠， イブラヒム・グーラー，助教ほ 同上欽也，赤松純平，客員

助教授上野官、jι 助手間中 i聡，北JJ;(II{j男，非常勤講師尚橋学)

わが国のような先進国では，都市社会構造の高度化によって，また発民途上国で

は，人口，経済，環境というトリレンマの卜で，災古:脆弱'[11:が大きくなっている。

そのため，ド:大災害の発生が憂慮されている。たとえば，わが国では関東大震災の

再来や東南海及ぴ南海地震の発生で、あり，環太平洋地震情に属する諸国での地震や

津波，台風，ハリケーン，サイクロンによるi.lU<，高i朝，災古:がその例である。巨

大災害は，異常な自然外))のみならず，体めて人間的な安凶によって発生・拡大す

ることがわかっている。したがって， 自然科学と社会科学の研究を融合させた国内

.国際共同研究を行い，総合iJux，災システムを確ょする必要がある。(537p.図 6参照)

研究組織として.本センターの専任教Yf，国内・国外客員数官，研究m当教官及
ぴ非常勤講師と所内及び国内外の災害研究者・によって研究ネソトワークが構成され

ている。また，工学研究科，理学研究科の修士 博士課程の学生の教育・研究指導

と国内外の突発災害調査への同行を通じて 災害研究者の育成を図っている。

本研究センターでは，自然、災害データベースU"SAIGAIJ を構築するとともに，

災害研究者約1，700名から構成される自然災害総合研究班の活動を支援している。

また，巨大災害研究会を毎月公開で開催するとともに，日本自然災害学会や阪神

・淡路大震災を契機に組織された WMemorialConference In Kobe~ 及び地域防災計
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|判定務~.セミナーの')i'{';7!，.Jをill、ljしていゐ

巨大災害過程研究領域

災'11・による人的慣'L1;'を村;1，えするためのiiJI'先をわう i まず. [ff['地域.n!5 d Jの1;心災

}J. 災:守 ~I危\;\]'1''1=..ハザードとしての外 }J!えび災 '1 i~' リスクの定以t'l0な ，:-riJ lli)j i}、を 1)日合

するけそして.これら件以からなる似合d!lJとしての自然災市jパbにの定式化を1Jう"
その解の{岐綻条件:から. 1': k. *-';i;: の ')(';'1 ・ ì)、t!lJ と拡大 '~l人l を fijJ らかじするとともに，

発生危険度lえび人的慨'，i:・日!!lJを総中(10に行う k さらに.その併の特'1"1ーから， 災;与の

地.h!<:'[''!= と村山↑'1 の目.;.，.~Æの付1' (.1刻係を tt!.1， \だす。これらの1.[::、附として，人 1'10tlιÎ::~í fìJ，北

のための各純情fI!.と知!どを品集したil，&:*-システムを促楽するけ

災害情報システム研究領域

:え守"発午後の効宋:的なt.j'l.[::ーを口l能にするためのiiJf究をfj-う，)その前提として災古:

k.tJ，t、を '1官級処:fW.ì品ね!としてとらえ.災古:先生後の事態の!I~ fHJ に閲する Jl~論化を十 1: 会

レベルと 1~占|人レベルの2つの水W， íぐ検，iJするυ! 日本的には，災';;・ H.\' の人 tltj の心開過

科ベ寸j:ifibの瑚制io.防火組織の効果的なクライシスマネージメン卜，地域十|会全体の

似興の3つのレベルでのトー，;己の6ii}f冗l深起を z没定しているυ1m也p)M1Eやヒヤ[)ングを

通しての事実の'Je-tltt!.質問紙や各樋統A資料の解析による 1J..，( iiì~の検証，シミュレー

ションや crs-t fdlrj を用いたりと "~~;:'hti報システムの構築といった千i去によって研究を

.jff進するu

被害抑止システム研究領域

災;守による十|会的被古.を料減するための研究をh十}とくに.大自li市|盗1l1!!.促災??

の被災構造とその時系列的以IlFJ. 各検ライフライシに代夫される施』没・構造物の校

合彼壊とその経済制失の却制liに問する解析を行う υ それにはハザードとしての地震

動の特性や都rH城の社会構造を明らかにする必要がある。そして，地民1;右*-の観点;

からの地域・都市構造・デザイン・計l由iの各，i命を民間して，安全で安心な地域・都

ifJづ、くりの jjì.去を示すO さらに，被古・の長JtJJ化，広域化を ~JI1 IIーする危機管開組織や

コミュニテイ・ボランテイア組織論を民間して. 14・i'}Jなj成災策を提案する〉

災害史・災害変貌機構研究領域(客員)

災害史資料解析から，阪史|時代におけるい:大災宮山のfiJf究を継続するとともに.

災害資料の光尖している近世以降の東京，大阪を対象とした大都市|巻|地震災古の変

貌を総合的に明らかにする。

自然災害研究・情報ネットワーク研究領域分野(客員)

世界的に唯一の自然災害研究者の/i;!f究組織で、ある自然災宮ー総合研究斑がさらに活

発な研究活動を全国的に民間できるようにするため，各地区の災害科学資料センタ

一関で研究ネットワークを僻築し，災害の地域性に関する共同研究を抱進する。
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国際災害情報ネットワーク研究領域(外国人客員)

自然災;i;-にWJする 111:W作1Elの数f，!(， 11リH弘主IliJ、データの交J奥とイシターネソ卜な

どによるデータベースや防災地.flf!'h'jil{などの十111(.利!日を1((，i住して， -;'1パペ的ないll;~?)t

liiJ研究を実施するυ
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}町長
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企図3.大阪湾内の高潮氾濫シミュレーション
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_-円a:注iii"，-~ ‘'D:.r一~“?っ一一

企写真 1.中国西北部乾燥地域における気象観測

企写真2.境界層風洞による実験

企写真3.沖合定点観測矯
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企図4.大阪湾の潮流に関する実験結果

企写真4.火山活動研究センター桜島火山研究所

企写真 5.桜島南岳の爆発と火山雷 (1991年5月18日23時3分)
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企写真6.都市域(巨椋試験流域)における内水氾濫(1986年7月21日)
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!DRSf被害抑止システム
Urban Design and Planning 

災害に強いまちづくりを ~"c、 lこした
彼書抑止め方略を研究する.

恒国災害情報システム
Prepared町田 andSocietal Reactions 

発災後町危機管理を中心とした、山川

軽減の方略を研究する.

DRSの目ざすもの これまでの八一ド中心の防災とソフトな滅災の統合をはかる

従来の防災研究
$lru<;Jural Mlllg剖 lon
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8 基礎物理学研究所

A. 基礎物理学研究所の概要

1 .沿革

昭和24年 (1949).湯川秀

樹博士は中間子論の業績によ

って日本人として初のノーベ

ル物理学賞を'受賞した。本学

では当時の烏愛利一:n!;総長を

中心、に，これを記念する事業

のJ佐進が図られたυ また，学

術会議は全国の研究{Jの[It，;命

を背景に，理論物地学の研'先

を一層盛んにならしめるため

の国家的事業の実施を政l{.fに

要望した。こうしてIl(州127年
湯川博士の執務デスク(湯川記念館記念室)

(1952) .初の全国共[aJ利用施fi止として「湯川記念館」が本学に設置された。さらに

翌昭和28年(1953)には「記念館」をもとに.湯川博士を初代所長に迎えて，子?で国

共同利用研究所として本研究所が発起したのであるυ

本研究所は創設以米長く. 4部門jの小規模な組織のままであった。しかし.その

研究活動は素粒子翁のみならず.原千後上申!日命，物性論をffむ慕礎物理学のfiT分野に

わたる全国的研究センターとして，活発に続けられた。寸:'di物理，生物物理等の境

界領域の研究推進に果した役割も大きし、。国際学術交流のt(uでも，外国人学高-の招

へい，国際シンポジウムの開催等に努力し，実績をあげている。共同利用研究所と

しての運営や人事のあり方についても独自のI:夫をこらし，その後全国に数多く設

置された共同利用研究所の先導的役割を果した。

広島大学理論物理学研究所はIlH和19年(1944).広島大学の前身である広島丈理
科大学に.初め 1部門の小研究所として設置された。設置のきっかけは同大学三村

剛昂博士らによる波動幾何学の研究であった。設置の 1年後，昭和20年(1945) 8 

月 6日広島に原子爆弾が投下され，研究所関係の2教授が殉職，研究施設は壊滅し

た。戦後竹原市に移転，再建され，昭和24年 (1949)新制広島大学の発足とともに，

広島大学理論物理学研究所としての新しい発展が始まった。その後.瀬戸内海に1M
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した占T~かな土器J立の lfJ でlijf'先を

tJし~t， iilJ，i止以米の(ぷ統である

十I1丸J'I't明!li仏字'lIi論等の分野
をqJ心に業績をあtfてきた。

:つのliJf究所はlito:の凶米

と ~'t;_\' 形態は大きく呉なるが

研究対象が理論物理学という

共通点を持つことから，両者

の関係が某礎物理学研究所の

おIJ設の当初Jから問題となって

いた。 →方，近年の理論物理

旧理論物理学研究所銘板

学の発民は，自然界における四つの落本的な力を統ーする埋論の民間をはじめ.素

粒子，原子核， :-j=:Hi.物性等の異なる研究分野が多くのlilIで相互の関係を深めるも

のであった。このような状況の下で，昭和62年(1987)頃から両研究所において統

合の機巡が急速に進んだ。こうして両大学当局の合意、に恭づき，平成2年(1990)

6月理論物理学研究所?と所員の配置換により，両研究所の統合が実現したのである。

統合により，来礎物思学研究所は，理J命物理学全般にわたった 9研究部門放ぴ外

|王l人容良部門 lを有する京都大学附[汗の全国共IJiJ利斤1M究所として，格段に拡充強

化されて新たに発足することとなった。理論物理学の全国的，国際的な研究センタ

ーとして，これまで、に士i?われてきた活動の-tfhttとともに，新しい形態の共jiiJ利用，

同|際交流の研究活動を進めることの検討も進められている。

2.機矯と運営

研究部門と教'r"j定員を表に示

すいこれまで、建物の関係で，広

島大学から移った 4部門(一般

相対論，場の理論，時間全開理

Jj命，寸:'jii:底縫論)は宇治構内で

他は北白川の北部構内で研究を

行ってきたが，平成7年 (1995)

夏に北部構内に新たな研究棟が

完成し，名実ともに統合した碁

礎物理学研究所としてスタート

した。

表.研究部門と定員(0は客員)

lベ 分 教 J乏 助教J・2助手
ー般相対論部門

キ.土品1)J学部門
原子後理論古1;門 2 
素粒子論部門 l 

物性理論音15門

坊の理論部門

時間空間理論部門

宇宙基礎論部門

非平{島I系物理学部門

素粒子論的天体物理
① 

学部門(外国人客員)
A lj 計 9・① 9 5 

/t1》、 ili
つ

つ

4 

3 

2 

3 

3 
2 
つ句4

① 

23・①
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本研究所は全i王l共H利fjJjiJf'光州として，逆~[:_~'・にも令 t五j の明論物上貯tliJI 究-Kの怠比

を反映させるよう努}J している寸このため，研究所の逆Il;~'に閲する ifi: 裂.'Þ・ 1良を審議

する協議員会 (/ijí t1とザ:1人l 委れにより構成)のほか，次の~H 会を l泣けている ο

運営委員会 {リ1"泊リi‘の j正日'に|対する中:汝~':jね五について!リr長の，î奇tHltこJ必ずることを

任務と L.学内7宏氏と';:外委nで組織される。
研究部員会議 研究グループによる選挙で選ばれた側允ií'líH. 辺'i~' 委 H. 所員に

より備成され，年間のJt-I'il干IJflJlりf究μ1"1山iを本議し，研究所のi亙廿等について志凡を

述べる場となっている υ

また，本ii)↑光州の181イJιlil"Jのうち 4古lil"Jは，京都大学大学院理学liW:it科の物開学

・:-j-:'iIi物理，戸10攻に協)J;議内としてJJIIわり.大'手:1児教育に傍わっている o iI)f究刈が
受け入れる大学院'γ→u~n は修I:.r県利~81，.悼と"県利41，である。

B.研究の現状

3.研究

本研究所かr{iJf究"梨坦とする賄品物理学は，物質の究似構造から'f・'diの朕山まで1];

j凡な問題をffむが，それらは多様であるとともに，対象の本質とliJI究の万j去のrjhiu'ti

において共通のものを持っている υ ここでは素粒てれ命，原 f

論' 物↑十刊J介生ι'I:oi'弘".JI;命の4分町野'に大U矧別リJして' 本自Jf究lリJの北部門が行ってきたMI允の概裂を， そ

の背景:を合めて述べるο(カッコl付は/ijrt1y，)

3-1 素粒子論(低川敏英. -:/:ilUミ，静符』謙一，久保'I(豊次郎，佐々木 |包

l剖1x:. i告，野民主保f. tll\ tI~~守丈，守111荷主 líi多)

陽子，中性子， q'l/司fなど，fjくから知られてきた多くの素粒fーは.より jL本的な

要素であるクオークにより憎成されている。これらクオークや， レブトンとH乎ばれ

る電子やニュー卜リノなどの問には 核}Jのもととなる強し、相 tl:作用， 11崩壊等を

引き起こす弱し中日正作別， クーロン }Jなどの電/iMH花作Jtlが働くが，それらの}Jは

..対称性の自発的破れ"とし寸機構に息づいたゲージ}もi命.いわゆる“楳i村民 t~~" 

によってMC-.'Á/~ に問解されている υ あと一つの})である長力相7工作用まで合め自然

界における凹つの基本的な力はすべてゲージ理論の法則に従っている。

素粒子の統一理論はこれら四つの力及び物質と時間と7空間に対する統一的な自然

観の確立を目指して進められている。-般相対性理論を超対称'1"1:を取り人れて拡張

した超重力理論，我々が住む時空間を 4次元から多次元へと拡張する試み，素粒I

は「ひも」のように拡がった系の運動モードであるとする超弦理論のliJf究へと進以

してきた統一理論は，近年の共形不変な 2次元場の理論の研究を通して，統111-))学
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や数学の品分野と術J長ーに関連した広汎な研究を生みlI'，すとともに，量子論としての

近 )j~1j1諭の確すに lílJ けても若).fなlVf究の民間をみている。

また，これまで!;'l，:われてきた場の量I論の手法は.五五偽物開学の他の分野へも広

くその適用制域をN、げてきており.物性系等への積j;.j~的な適用が進められている。

ぷ粒子"命li. 数月i物JIt!~'f: や . ~y 'tli論，絞理論.物'1''1:論等々の恭礎物理学の他の諸

分野と術後に関連しつつ，交流の中からおiたな発JAをみつつ進んでいる。

3-2 原子核理論(松JH1f男，阿部恭久，松尾正之)
元素のイ子百を決めるIJ;({-核は，有限{闘の松子(陽子と中性子)からなる多体系で

あり.これらを結びつけているのは湯川の中間子による核力である。この核力に基

づいて，出{-{-枝の安定性から始まり，その構造及び牧反応機構の研究が行われてき

たり

最近では， 伐 f二に Illi らず ~rt! く結合した多粒 f-の系として原子十去を解明する万IrlJに

li丹究が発民している。例えば，核l付I十I間-(-の白出!支をあらわに合めた絞物質の研究

や，核l付にJ!宣'常の十皇子と異なるラムダ. シグマ等いわゆるストレンジネスをもった

粒ずーを合む原子核の研究である。

もうひとつの発以は，重イオン実験技術の進歩により可能となった，さまざまな

純限状況にある原子核の動的性質の研究であるQ 例えば，人;きな角運動量を持つ原

子核や大きく変形した原子核，不安定な叙峨にある原子枚などの新しい似IJ凶の研究

である。さらに，主イオン反止、によって作られる高励起状態の原子核に対しては.

イJ限白I:Hl主量子)j学:系のJ[，子衡過程として扱う理論の構築を試みている。このよう
な原子核の集什l運動は，熱運動をしている核f-を合んでおり，それらと絶えず相正

f'rmしている。統ijj-)j学で発挺したブラウン運動理論に対!ム‘する非平衡動)j学的な
取扱いを試み，原子核に対する新しい揃像を形成しつつある。また最近注目されて

いる超高エネルギーでの原子核衝突では，枝子の内部自由度(クオーク・グルオン)

が顕になった状態(クオーク・グルオン・プラズマ)が一時的に生成されることが

期待される。この初期宇宙に存在したとされる原子クオーク物質の未知の性質や，

その通常のハドロン物質への進化の過程，その際おこる#if現象のシグナルの予測，

等の理論的研究を行っている。

3-3 宇宙論・相対論(中村卓史，富田憲二，小玉英雄，横山JII(1ー)

素粒子の統一理論の進展は，宇宙の起源を探る研究に大きな影響を与えた。特に

重要なのは，昭和55年(1980)前後に提唱された，宇宙の大きさが極めて初期の段

階に急激に増大したと仮定するインフレーション理論の登場である。この理論によ

れば，従来のビッグパン字筒論では謎であった様々な原理的問題一宇宙はなぜこ

れだけ平坦であるのか，なぜ銀河の分布に見られる大規模構造が生まれたのか一
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について解~をりえることができるQ また ， Qh"~4:UJ理諭にもとづく ~T・ Híの起源の

問題もある v 現 {I:では，素*i~: r ，沿の liJf究と ~Yíií初 ltJJ の研究は不可分といえるほど街

般に間連しつつ進 )t~ しているけ ーん" i'ti:iJt XA札 Y線等のいろいろな観iJ!IJ手段の
発以とともに，大規悦構造， ~.f.! i日Jl'tl ， ~JüuHj司ガス.十'dí背民放身、1.前i赤ji変移天体

等について，近年次キと新しい副社!I]事実がもたらされ それらを1eL合した新しい守:

ui像を1'1るためのJ明論的研究がなされている。さらに，字'1I1"物理"f:的観測技術のi並

立Jは，保々な別:，治的モデルを観iHlJによりチェックできる状泌をIt=_み11¥した。この観

iftlJとJ型論のフィードーパックは スーパーコンピュータあるいは並列型コンピュータ

の強力な子段によって煤介されるυ 理論モデルのr-討する下山の姿を，コンピュー

タによって創造することができるのである。これらのコンピュータは，様々な物埋

の分野に計算物埋の方法論をつくり U¥したが.そのーつの大きな杭は.数値相対論

であり.初期j')': 'd íの構造.中tjJ~.，ブラヴクホール， J'lUJ崩壊と長}Ji皮等，一般

相対命的な車 }J が ip;~な役制を果たすサ:Hí物瑚学的なけずï)J象が多し、。

3← 4 物性論(関本 i謙，シグリスト・マンフレソド，村瀬雅俊，古崎 "日)

物件物理はい:tlL的な物質の性質の解明を目指す学問である U 物質は莫大な数の原

子が集まってできており，その性質には物質中の電子の振舞いが著しい影響をうえ

る。電子は可ーいに}Jを及ほしあいながら複雑にからみあった運動をしており，超伝

導や鋭'1"ーなどの性質はすべて電子問相互作用の効果として現れる。高温超伝導も.

多電子の運動における強い相関の問題と深くかかわっており，電子系の多体的な振

舞いの解明は.今後も物性理論のゑ~な課題でありつづけるだろう。

多くのInJ体は原子が規則的に配タIJした構造をしているが，現実の凶体にはかなら

ずなんらかの乱れがあり ガラスのように構造にまったく規則性のない物質も少な

くなし、。乱れた系では，電:{-の同省f化現象やガラス転移のように，単純な平均的性

質を見るだけでは理解できない興味深い現象が現れる。この問題は最近n:目を集め
ているメゾスコピック構造の物性の理論にとっても本質的課題である。

熱平衡に近い状態にある物質に関する物性論の成功は，たえず外界からのエネル

ギ一流入にさらされている非平衡開放系の研究を促した。開放系のもつ非線形性は，

平衡に近い系では予想もできないようなきわめて多彩な動的挙動を生みだすのであ

る。特に生体系の多様な機能が形成される過程は開放系の観点からはじめて理解さ

れるであろう。非平衡系物理学は，開放条件の下に発現する多彩な動的性質や生体

系にみられる種々の自己組織化現象のモデル化・解明を目指す一方，非線形性に出

来する複雑な動的現象の方法論を開発しようとしている。

このように，物性論はモノに密着した物理でありながら，豊かな実体に裏打ちさ

れた基礎的な理論的課題を生みだしつづけてきたといえる。
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4.共同利用と国際交流

4-1 共同利用

共l;iJ利llJii)f究は，令[Ji.]のiiJf'先行が集まって{i)f究成果の発表とiiJd命をfJ二う研究会を

'1"心として.illiめられている， 1996年度は:22件の研究会が開催されたJ 通常の研究会

は数日間の会!切でIlIJIlli されるが，数週 tlH に波る i'::~: {I:'í~の研究会もれわれている。最

近では.近隣fil'il五|や欧米からのliJf究会参加l行も fJ烹つようになってきた什

また，lIJド先:行の交流のための制度がI泣けられ，多くのiiJf<先行ーがllJI究jijj-に滞在して

(iJf'先ili4ifJに市:IJしてし込る ο

アトム型研究員 特定のテーマについて伽|人間究，あるいは所長との共I;;J研究を

進めるため]-:2ヶIji;:日iーする ο1996年度は 18~うが保丹1 された。

Ji;:ii)fliJf究日 計千研究将が沿川iTU念 H~ 1・Hから粁済的長UJJを得て 1-2年滞在し，

fUf'先を.iffiめるひ

非常勤研究員 岩手研究.~ーが 1- :2年の H可，JI'常勤研究貝としてiiJf究所に所属し，

研究活動に従事するの

ビジター 1 .週間校皮H-¥i{'tーして研究を行う。

地域スクール・ゼミ派遣 各地域での研究交流の企I山iへの慢j)}J0 

研究会の参加l.(i'や本研究所にHW千1:する研究(i'のための1i'iii'J施設として，北白川学
会 (/ijj.{t)也 Ja;(区北白JlI小合j1n'，定員]8:(，)を数調解析研究所と共Ij;Jで運営して
し、るο

4-2 国際支流

本ilJl究所は.同際シンポジウムの開催.外国人研究者今の相へい，米訪者の受け入

れを積拘i的に行い， :f中J命物理学の

分野における国際交流の中心的役

割を果している。外国人研究者市

イ1:の制度としては， ]年間滞在の

客員教授 (l:(d， 3-4ヶ月の

Jfiへい外国人研究員(1996年度は

3 :(，人数日間の制期滞在外国人

研究員(1996年度は29名)がある。

また. 昭和53年 ( 1978)以来ー中

規模の国際研究集会を主催してき

た。初め，京都サマーインスティ

テュートとして出発したが，昭和 KYIS' 96 講演者



59年(1984)から渇川i記念H1'ltlからの財政(10民助を刊， :{， f{j、をi坊川liill;:会セミナー

(YK1S!に改めた l 参}JI卜行はfSiIJfl:.1 [11勾約100:{1，[r， 1 外約:~O:{I である 1 、 lêJえ;jil'-(1991) 

からは本:Ililカリフ十ルニア).;:'/:サンタ・パーハラ校洲市物川l'刊IJr究所と共催し;;(

nJiとサシタ・ハーパラで父11に!日IfH¥することになった、

YK[出ぴ〉テーマ

1985年 QuantumGravity allclじosmology

1987年 l¥le日U日目 anclQuarks in N udei 

198δ~:" Cooperative Dynamics in Complex Phy日icalSystems 

1990~=: Common Trencls in l¥!athematics ancl Quantllm Fielcl Theori凶

199Ur LO¥¥l Dimensiollal ドielclTheori凶 anclConclenscd I¥latler Phy詰ICS

1992年 Quantlllll Phasc Transition (サンタ・パーパラ)

1993年 Quantumand Chaos: Hυw Incompatibk! 

1994~: Quantllm l¥!any.Rody Computations in Concl l' nsed-~Iattcr Physics: [ssu出

ar】clProspects(サンタ・パーパラ)

1995年 Fromthe Standard Moclel to Grand Unifiecl Theories 

1996:r Dynamics of Glass Transition ancl Related Topics 

4-3 情報センタ一等の活動

本fiJf究所は，国内外の研究'111 幸I~の流通に

積拘i(l'Jに取りキIlみ，会l玉I:!七1，;1利!日に供して
きたο1リj'l人HこfiJf究↑IY干l(セシターをt没けてネ

ソトワークノード計算機をi軍用し， 世界の

研究機関と協}Jしてプレプリント情報:等の

研究情報の収集・整理を行うとともに，長

積した情報を凶内外の研究朽ーの利用に1Jtし

ている。また， BITNETノードを千年つこと

により情報の受・発信に閲する全国利用者

へのサービスも行っている。

また，湯川記念館史料本では，湯川博士

の中間子論の論文の手書き原稿をはじめ.

関連するわが国の研究名ーの業績・学問的活

動について歴史的資料を収集・整理・保存

する作業をhっている。

所内には，昭和21年(1946) に湯川博士

が創刊した理論物理学の欧文誌 Progress

)i~{j，是物 ~11!";:jiJl允I~í 545 
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。fThL'ort，tical Phv~ics リJ FIJ)の細集本があり， )~i-H を中心に刊行が続けられてい

るU



9 ウイルス研究所

A. ウイルス研究iWの概要

沿革

ウイルス研究所 547 

本研究所は rウイルスの研究並ぴ百二ウイルス病の予防及び治療に閲する学理及

びそのJ，[::，tfjの研究」を日的として 1没、i-_された。従って.ウイルス学を中心とし広

く分f-ll:物学，細胞生物学，免疫:1:.物学などに跨がる境保領域において，売基礎的か

っ先，~Ii的な研究を日指し，多くのJlt要な成果を挙げてきた。いっぽう成人T細胞白

血病ウイルスの発見と解析にみられるように，ウイルス感染症の某礎研究にも独自

の貢献を行った。最近のハイオサイエンスのi由i期的な発展に伴い，各種のウイルス

及びri'i+細胞の噌刑制御に閲する分子レベルの研究や，ウイルス感染における生体

防御の実体的なメカニズムの解明なとなの本礎的研究を本位としつつ，ウイルス病に

対するワクチン開発など学際的研究にも積物i的に取り組んでいる。

本研究所は. lI(j和31年(1956)の発足以来30年を経て. 9部門(1客員部門を合

む。)， 1研究施設.1実験施設より成る組織へと発反した。さらに.nrHn62年(1987)

を開始年度として，大部門制度への移行により将来の発反を阿ることとなった。

先ず. Hij和62年に従米の物J型，;J¥V1ウイルス両部門を拡大改まlLして，がんウイルス

(大)部門(がん遺f云千・細胞制御・生{本発カf人機構・ヒ卜がんウイルスの 4分野

をもって構成)が発足し，翌日年には，ウイルス診断研究施設を両編成して，免疫

不全ウイルス研究施設(病原ウイルス・エイズ免疫の 2領域)とした。さらに平成

元年には，化学，遺伝学阿部門を転換して 遺伝子動態調節(大)部門(情報高分

子化学・分子遺伝学・遺伝千情報解析の 3分野)が発足し，最後は平成 2年に血清

免疫・予防治療・神経ウイルス病の各部門を転換した生体応答学(大)部門(生体

防御・感染防御・応答調節(答員)の 3分野)及び病理 細胞ウイルス両部門を転

換した細胞生物学(大)部門(構造形成学，増殖制御学，信号伝達，情報制御(客

員) (平成4年度設置)の4分野)が発足して全ての移行計闘は完 fした。現tt:.
4大部門. 1 研究施設. 1 ，)ミ験施設の研究組織から成る研究所で、ある。

平成9年5月の人員構成は，教行48名(教J受10名.lt)J教ぽ10名，助手28名(休職

5名含む)) .技'fi9 1'1. 事務職員12iノ1. 大学院生67名，研修員・研究(L!5名である。

図書室

欧文学術雑誌127種類，定期刊行総説書36種類を中心とし，洋書・和書1O，300fHt

を蔵する。開架式閲覧室には，複写機，簡易製本機.スライド作成機などを備えて

いる。
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講演会・刊行物など

'子科:1，;~) ;¥ii会1えびコロキウムをそれぞれfド1[[[1.ウイルスfiJ[允刈セミナーをF白川(年

[I¥HS -SO[[[[) [HJ iiJ~ してし、る また此主司'斗 '~-(:\n Il llal RじjJ()rl()f lhl、IIIはlllllじ fけr¥'irllS 

lu:s('arch)をfr1 [[[IIIJわしてし、る

B. 州手Eの正tW~

がんウイルス研究部門

がん遺伝子研究分野(教托 fi本秋稔，助教j，;t iJI~ Jt: 1専'? WJ f- 仰川iLJI.-) 

キ1111胞のがん化に I~tj_ していると与えられる遺伝 fのι在が次々と IUJ らかになり，

事III1J包かん化機能が分r-レベルで，iSiHjjされるようになったれ ;li;¥[; 1"1の研究U(1サとして
は，各科のウイルス↑'1発がんの分{-レベルでの発がん機併の解析をfj隙としている J

lU半(1'1なliJI允テーマとしては，マウスのレ卜ロウイルスにI丸付、Jする.Jl瓜u抗/1ιた川tc日Lじ，↑性|
、¥'4の1'1竹'1:]川1Jt:機込f持の解相析「υ ハムスターの Friビndi'llfIレjl~ ウイルスに対する!必'1:'1''1:の研究，

ヒトエイズウイルス(IIIV)のJl'構造遺伝子の機能の解析けヒ卜パピローマウイル

ス(I! !'V) の I同刷機構及び発がん機構の ~Hli-リ IIPV の E2i室ü; fーによるヒト{-'~;f 1.良

カ三ん組IJI~の N:YI![ jiJl Ifflj iigを利閉したi宣U;f-iti4t:tit:のIJ/J発を， ヌードマウスや SCIDマ

ウスを干1]111してわいつつあるυ マウス乳がんウイルス問述がん I皇イムf-¥¥'nl-}をff

む¥¥日l八、ingll'ss，i宜μf-IrfのliJf'先， 4j=に¥¥ingle日sのシグナル(エ;J主主印持の解析とその

|羽j生物質の生化学(10十11'(.i'1・HIのliJ[究を行っている、

細臨制御研究分野(教民 i)1総点Ii)J.助教托 十]'1-_洋太，助手 'i'i' !J!-f仇')多)

カfんがどのようなメカニズムで発生するのかをつきつめていくことにより.

DNA に結合し.遺伝nt現の市l]i}llにIt¥1主|均わっている転写rlJlJi，制l凶 fが本本的にm
安な働きをしていることがわかってきたυ 申ll~写制 i~[ll}、[f- は. qiぷ主主の制御のみならず，

DNA複製の制移[1にも i白-TK悶わっている υI能性が強まりつつある。発生，分化，細
胞INげl等においても中心的役割は転写市1]i.1'lll川子が折lっており，その過程の呉常がが

ん化であるとも， Iえるけ我々は，近年転写制御l人|手を集中的に研究しており.fJUf 

;つのHでMI究を進めている υ 一つは. 1比今が[iiJ定し cDNAクローンをとった

PEBP2/CBFと呼ばれる転写l人1Jニの解析である。これは a pと呼ぶ二つの全く

呉なるたんぱくからなるヘテロニ量体である。 ロサブユニソトをコードする遺伝子

は3栂あるが，その A樟 AMLI遺{ムー子はヒト白IIll病で最も，肖頻度で染色体転J容の

襟的となっており，また成人型造lfilに必須であることがわかっている。もう一種は

骨芽細胞の成熟に必須であり骨細胞特異的遺伝子発現に重要なものであることが判

明している。 αサブユニットは.ショウジョウパエの分節遺伝子 runtのマウスホ
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モログであ 1) ，初期党~I: の研究にも.:fi:攻-な凶 fである υ もう-つは，転写 l母子の

DNA複製におけるWl'jーの解析であるιI この目的のために最も理想j的と考えられる

ポリオーマウイルス DNA惚製系をJljい， c-Fos， c-JUI1， PEBP2守;のオンコジン，フ。

ロトオンコジシでもある ~il;~'ザ凶 fーの複製に及ぼす影響を解析している υ 転、写凶 jこに

は複製を促進するための特別jなドメインを持つものもあることが判明しつつある。

生体発がん機構研究分野(教↓2 米1l;( NI，助手 村]:-_ lI!j. i内在手l山、)

生体の正常な発'1:・分化や事11i白1-1:の維持には細胞のt図形lや分化の厳密な制御が必

要であるが，中IUJ胞のー・つ・つの'1:死も正雄にコントロールされなければならなし、

生物が複雑な 11予や機能を(-j・すれば，細胞死(アポトーシスとl呼ばれる)の制御もよ

り重要となるο このアボトーシス誘導シグナルを細胞外から細胞内に1云j主するレセ

プタ一分子 Fas の 'I~地的機能とシグナル伝達の分(-機構の解明を H指して研究を

行っている H体的には，免疫・発がん・発'1:等におけるドasの機能僻析， Fasか

らの刺激によって細胞内に引き起こされアポトーシス，jp;:j草にいたる分子機構を研究

しているο また.以との課題と関連して，免疫系や造J[IL系で機能する未知lの細胞衣

I\~ 分子の探索や， 1附体発生時に4古典的な転写調節機憎の研究も行っている。
ヒ卜がんウイルス研究分野(教綬 f述野非1¥忠，助教it 土方 誠)

感染し，ヒトにがんを発生させるウイルスはこれまでの研究によりに 5税額明か

になっている、これらのウイルスの感染刊坊法が儲烹されれば.がんウイルス感染

によるがんの発生を予防することができる。さらに一歩進んで.ウイルスがどのよ

うにして細胞をがん化するかについてその分f-機構を明かにすることにより，その

成果をもとにして既に感染している場合にもがんの発症をくい止めることができる

ようになると則侍される。ヒトカfんウイルスの中でヒト T高回目包白JfiL~rl.j ウイルスおよ

びC型肝炎ウイルス!感染者は特にH本に多く，各々全人工!の約 1%にも達している。

これらのウイルスにit日し発がんの分子機構の解明に挑んでいるO ヒト T細胞白血

病ウイルスにおいてはTa xと呼ばれるウイルス'1全長白質が細胞の異常培納に関与

していることを明かにしてきた。また， c型肝炎ウイルスは!感染して翻訳反応の効
率を変化させることにより感染細胞の噌嫡制御をしている可能性を明らかにしてい

る。また， 上記以外のウイルスについても発がん機構との関連で研究を遂行してい

る。

遺伝子動態調節研究部門

分子遺伝学研究分野(助教授永田俊夫，助手 大森治夫・和田千J官、千)

ゲノムの複製による自己増殖，ゲノム損傷ストレス応答としての DNA修復と突

然変異，及びゲノムの機能発現等に関し，遺伝子によるこれらの分千制御メカニズ
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ムの解明をめざしているけ

1 )ゲノム白己明刑制御DNA複製起点における開始以/.0:，に閲ワーしてそれぞれの役

割を遂行する諸凶 fと，それらが村jI{に閃j主し合って{'r:JIjするメカニスムに闘し，

大腸 [~i細胞の中で復裂する大腸 l単l 染色体，各種ウイルス， ~えび各積プラスミドにつ

いて，これらに共通のものとそれぞれに特1-Jのものすべての全体像解明をめざし

ゲノム DNAの構造と機能を解析の刈象としている。

2 )ゲノム十町毎ストレス止、符制御放射料等がDNAをfH傷するようなストレスに対

しては，例えばSOS/.[::符によって1Mi毎が修復され. またそのときの誤り等によっ

て突然変異が引き起こされたりするが，これらは DNA複製によるゲノム自己増殖

とも街終に関連していて.剛肴のメカニズムを共に解明しなければ全体像に迫るこ

とはできない。これらはまた，遺伝子の転写などゲノム機能発税制御とも¥'N岐に関

連していて，そのネットワークを解析している。

情報高分子化学研究分野(教段梅同和彦.助教従長定勝哉， ll)J手橋本主税)

動物個体の判常性維持や初期発生における体制形成や神経誘導に清目して，未分

化な細胞が種々の外米シグナルにJ.0:，符して多様性を獲得する分子メカニズムとこれ

らを統1M]する遺一伝フ。ログラムを解析している。転写凶チ型レセプターによって受容

されるステロイドホルモンやレチノイン眼，また，膜レセプターを介して細胞内へ

シグナルを伝達する BMPなどの作用機序について，分子生物学的・発tJ:_ll'.物学的

な手法を組み合わせて，両生頒から日南乳類にだる生物種聞での比較解析を目指して

いる。

これらと並行して，遺伝子の発現そのものを制御している分子機構の解明を目指

し，真終生物と原核生物のI村正?を対象として，転写の開始及び終結に関わる蛋白凶

手について研究を進めている。現在，そのーっとしてマウスの転写活性化附子

PEBP2の分子遺伝学的解析に力をいれている。[liJ凶子は，既知の代表的な転写凶子

のいずれとも異なる新しいカテゴリーの制御蛋白であり，細胞分化・発痛に深く関

わっていることが判明し，その具体的役割の解明が今後の急務となっているO また

大腸菌の転写終結凶子 rho蛋白についても分子レベルで、の作用機構の解析を行って

いる。

遺伝子情報解析研究分野(助手竹本経緯子)

I生物種のゲノム全体像から生物の基本現象発生，形態形成，分化，進化をプロ

グラムしている機構を理解するために，ゲノム情報を解説することを目的として研

究を進めている。現在までに，ネットワークに繋がった高速のワークステーション

を用いて大腸菌DNAデータを収集，解析し遺伝子の位置情報.ホモロジー検索

結果等を含む大腸菌ゲノムのデータベースを構築している。蛋白質コード領域の予



ウイルスI1汗究}針 551 

itllJ.高次の発.fJL.t知~ûíH設備や機能 (I(] な構造のJ山山， また{也生物との比較を検.Hしてい

る。

生体応答学研究部門

生体防御研究分野(数段難波雄.郎，助教長市111 if1J一二助手 長作川崎 4 ・

竹出布Ilf.!:l!:ll[道)

免疫Jt121i細胞のうちで， 主として車創細l旧H刊1胞包f

免.佼!皮支に!関羽 l子j止-する T、リンパ球系のI将補凶 fに

よるシグナル伝達の機構を分f-レベルで解

析している。特に，細胞内蛍自のリン際化

の役割を中心にして，細胞膜上の受存体か

ら絞|付へのシグナル伝達の縦断を明らかに

することを日的にしている。その他，各種

抗1!)(に士、Iするモノクローナルt)tf;fの作成，

細胞 L学的手法を用いた細胞分化の研究を

行っている。

ウイルスと自主の相子Ij/l'ffJを慕礎生物学

的に研究することを主目的としている。

慢性中恢神経疾忠と麻疹ウイルス，プリ

オンとの関連，アデノウイルスにより説与

される細胞表lflI抗原の動態などを， 1同体，

細胞，分チのレベルで研究している。また，

細胞の運動がどのような機構で行われてい

さまざまなストレスは， ADF/TRXを誘導
し， ADF/TRX系は NF-K Bを活性化する
ことによって IL-2Rの転写を促進する。

るのかを，収縮タンパク質のアクチンを中心として解析している。

感染防御研究分野(教綬 i定井淳行J.助教花 佐進議孝，助手阿部陽子・香川

和子・噌谷弘・篠田哲朗)

ウイルス病の子防と治療に関する研究

ATL・免疫アレルギー疾患の発症機構

発掘と細胞活性化機構の分千細胞生物学

I普殖凶子とレセプターの情報{云達機構(IL-2レセプター， FcεR /CD23) 

j定井は昭和45年(1970)代初頭より，高月・ J;/;JllJらと共に成人T型白血病 (ATL)

を報脅，その疾患概念の確立を行った。淀井・増谷は，感染防御機構の中心である

免疫・アレルギ一反応の異常を，臨床疾患に結びつけて研究している。特にウイル

ス関連の免疫異常・発癌モデルとして，成人T型白血病におけるTリンパ球活性化，
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アレルギ一疾，忠に悶j述主した I版日トE:;制h初例lリH倒創卸l付t機;迩E肘十憎i比tとEF3ウイルスによる B1リ)シノf汁J上，主ね'Ru円斤川R斤，↑性|

t作俄i投H構島をI、J象とし. これらにJt;凶したili'lt1ヒl川rADド/TRXによる RecloxRcgulation 
によるi8'1''1= 1ヒ機If:を桝析しているに

1J，j去は利1I11包J主将とチロシンリン内変化とのW(tJi-から*HIII包Ns1'iIl¥H定;i"i:，HiU喜平?と細I1包
1<;') YJI[，分化及び市1lI!J包)，'，JJ!jJにおけるチェックポイントとの十11I-i.作用にiJfjし，現紅41

にインテグリンと車lIiJl包本質問J主新のシグナルル、j主及び細胞'，'J・椛憎j主による11集長自治、

ら除々なシグナル制御lをiiJf'1cしているけ

1970年に阿部は)1上手:豆 (.itlrnと共に，スモン忠行から新係のへルベスウイル

スを分離したが，その後米国でH科1ウイルスがうれ桁維必されたο 珍UI:Inoue-Mel 

nickウイルスとして，中牧神経系、if:びに消化tr.[投↑午疾!ととの問係を追求すると共

に，それに丸jする子|坊治療J、の開発をも目指しているけ

応答調節研究分野(客員) (教段 !l!HIJ村'1:.，助教托 ，I-:JI久雌)

C型肝炎ウイルス (HCV)のふJn;( ""1= ~~現機構を分{-，ウイルス.細胞レベルで追

求しようとする分野で.特にCJr;~肝炎ウイルスの発がん機構の解析を行うけ、月客員

分野にはC別肝炎ウイルスの地内向機構の解析やウイルスのj宣伝子構造の解析に業績

のあるスタソフの参加を19ることができた、

細胞生物学研究部門

構造形成学研究分野(教1':2 伊藤維1l{1.助教民 志lIJ志利，助手秋1[1芳民・森

↑守容)

遺伝情報の発現過程のうち，特に転写・翻訳後に遺伝("産物が機能的構造体を形

成して細胞燐造の 4民となる過程:を研究している。特に， タンパク質の細胞内での

折 1)何:み制御，細胞膜への組み込み， /"j {I:化，分泌等をとりあげて，このような機

構に関守する姿凶をタンパク質分子に11[われている情報，細胞に備えられているf[ 

組みの向凶iから，分子遺伝学や生物学の万法と技術をmいて解析している。タンパ
ク買の脱透過機構に関与する遺伝子産物のJiiJ定と作用機構の解明が焦点の一つであ

り，とりわけ膜内在性タンパク質 SecYの研究を行っている。またウイルス遺伝子

の発現機構のうち， mRNAのスプライシング・輸送等の調節機構に閑ワAする凶子

を研究すると同時に，ウイルスベクターを用いた医学的!お芹jへの慕礎研究を行って

いる。

増殖制御学研究分野(助手 石井一宏)

神経細胞の生存維持，分化・成熟，機能の分子機構を研究している。

神経細胞の細胞生物学的性質の特徴は三点ある般化ストレスに対する非常に高い

感受性，そのことが高頻度の神経細胞死をもたらすこと，神経細胞の増殖は胎児期
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にほぼ完 fしその後lム ーFトーのtI可申1111抱li'lVJf[を行わずに休11-.1切にfYiまること.flIl税

制11胞の'1:，(r:. J戊:iJt限能におけるキ1111)包十11I (， l/IJjJ の llí，:~'I't. 以卜の i乙j人f点1:，(

老化にともなう1州州向州i河以米:と-の発1百叫，1やlリ脳Ji悩i“司におけるI-;L己t陪伝のt機茂f情品なとどεも， このような州粁キllll胞

の特徴と大いにj!J，J係があることが1rt近明らかになってきた。似たちは神半世細胞のこ

のような，in'ltl'[について分i-'I物ザ:的問允をわっている、

情報制御研究分野(客員) (教託手lJ1:民川 進)

細胞問/えび細胞IJ'J分f-II¥Jの情報伝達機構に係わるi宣伝f-Ir干の変呉マウスを作成

し，それらのマウスを厚I~使して.免疫系/えびl 十1 牧神粁系の発 '1:，及びそれらが'討む尚

次の'1・命現象について，その分二f-機構を解明している 1

高次生体情報研究分野(助教托 糸Ii;l恥h 助手 i也fll敏男)

1宣伝子の機能をitlil体レベルで解析することを !I悼としているU マウスIJH'刊z持111胞

を llì l_，、たジーンターゲソテイングìJ;は，作虫、の4fj二う主.Ì!lf.!~ (-のみに↓'j(Jーな変異を;~主人

したマウスを作成するhi去である p この万i去で、は不判定の染色体I'rtMに不必裂かっ

予期しない変民を導入しないので.↑怖|与のi宣伝子の機能を解析する方法として優れ

ているυ このJ手段を用いて. T細胞レセプターのノ・ソクアウトマウスを作成し. T 

細胞の ~t'Uiび機能の解析を f'J ってきた υ 士JL千J'. は，この{iJf究を械がじするとともに令

中十K神粁系の治生分化機構に|立jわるi宣伝子mの1，;は;を行いつつ.その機能について
変異マウスを ì'I~' 1lJして角什Jrしているぺ

免疫不全ウイルス研究施設

病原ウイルス研究領域(教l:t速水tf.:;.m . ll}J手 JI:μ栄治.11十嵐樹i多)
エイズウイスルと成人T細胞f'llfll病ウイルスに似めて近縁なウイルスをサルが保

布している。また既知のこれらのウイルス以外に関連した従長矧レ卜ロウイルスが

存住していることが依然される、アフリカ等世界各地のヒトとサルよりウイルスを

分離し，そのi宣伝 f-~;Í'析を行って，これらのウイルスの起源・進化を明らかにして

I_， lるυ またこれらのウイルスの変異を細胞・伽|体レベルで解明している。

エイズの角平明にあたってはだ験的に11)(りぬえる動物モデルが必要である。その

ために，サルに!感染しエイズを発4.1じさせることのできるサルエイズウイルスを用し、

て，その感染様式・発症機!予の解明をウイルス研究所内外の研究宗と共jr;J-c-rrって
いる。それにあたっては.ヒトとサルのウイルスの遺伝子構造と機能の相違を変異

株，キメラウイルスの作成により明らかにし，サル感染実験を行っている。またエ

イズウイルスのワクチン開発を目的として，サルエイズウイルス及びH1 Vとのキ

メラウイルスを用いて試作されたワクチンの免疫付与能・感染防御効果をサルを用

いて調べている。
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エイズ免疫研究領域(教-ht内JJI 中~I 助教民 服部;俊夫，助手 薦問j晶子・射

干IJfj.)

ヒト・レトロウイルス感染により党位する;大侠忠である後天'1.1免佼不全症候討

し¥IDS)およびI!主人T細胞!'J[ilL :JiAj (AT L)を主斐なliJf究対象としている。

H[Vに閲しては，外脱税身長正I(gpI20) の主たる中干"エピトープである V3100p

を小心に研究を進め， [L-2依u竹細胞期制に付する抑制作用 V3100pを結合する

細胞側の_r.'f[']などについて解析するとともに， AIDSのi宣伝f-治療へのk;f討を視野

にいれて Env蛍E1を切断する ribozymeについても検日ナしている。また，最近.

II[V -1のcoreceptolーがある積の ch叩lOkine受存体に属する分fーであることが明かに

されたが， ;fえ々もf虫自に樹玄した抗ガン CXCR-4抗{本を用いて H[Vのgp120とC04

およびCXCR-4の分子間相花作用ならびに celltropislIIの機構に問して研究を進め

ている。

ATLに関しては， SCIDマウスを用いた ATL細胞の invivo f駒山モデルを作成し，

腕傷性増傾機構の解明と新しい治療法の開発を目指している。一方， ATL細胞の

臓器浸潤のメカニズムを調べる過程で.我々は HTLV-l感染T細胞株および正常活

性化T細胞がTNF-Rファミリーに属する脱_r.'{['j OX40とそのリガンド gp34を介し

てlilL管内皮細胞に抜活-することを見いだした。現在，この OX40/gp34系のシグナ

ル伝達機構および病体との関わりについて解析中である。

ウイルス感染動物実験施設 当施設はウイルス研究所の共I'i)利用施設として運営

されており，特殊感染動物実験不，ヌードマウスかi)ti宗やトランスジェニ yクマウ

ス用高度 SPF写ーなどカfある。マウス， ウサギ，モルモソト，ハムスター，ラット，

サルなどを利用したウイルスの感染動物尖験が行われている。

最近の施設利用におけるi主目される傾向として，ヌード‘マウスに代表される免疫

不全動物の飼育が多くなり，特殊な飼育装置の設置が必要となっている。これらの

装置を使い，最近開発され使用が可能になった SCIDマウスや，放射線照射動物の

かj育も増加しつつある。また， トランスジェニックマウスやノックアウトマウスの

創育も増加の傾向にある。
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本研究所は産業料消に関する総合研究を目的として，国立大学設置法により昭和1

37年 (1962) 4 月五(都大 I~f: に附 ìtî: された。

これより先，点都大学*宇治学音1¥で、は，産業経済の理論的.実証的研究の重要性に

か人がみ.Il{j干1130年(1955)任意同体として総合経済研究jijj-を設立し.Ui{;fn35年 (1960)

これを財同法人総合経済研究刈に改めた。この種の研究活動を発展させるため，大

学では大学附所研究所の設立を計i由iし，その実現に努JJした。

さいわい. II{j干rl37年(1962)第4Ulul同会において，これに要する予算カヲZめられ

るとともに問サー学校設商法の・部改正を見るに烹り. I，;J年4月 1日から発足したも

のである、開設当初は， まずjポ業構造，比較産業の2研究部門を以て発足し，日付手11

39年(1964)には地域特i九資源経済の2研究部門が増i没され，また， 1I(i和41年(1966)

には計i由i経済.所業統計の 2研究部門が地設されて 6研究部門となった。さらに日日

和52年(1977) 4月には環境経済研究部門，附利54年(1979)には比較経済体制研

究部門. II(行{利5日6可年: (けlω9郎81υ) 4月には士現J見l代粁I済斉分析研究部r'門'J (客員)がそれぞ
された。また. lI(j和58年 (1983) 4月には比較経済分析研究部門(外国人客員)が

増設され，千成 5:fr(1993) 4月に同|際政治経済研究部門(外国人客員)に改定aさ
れた。

HII和61年 (]986) 4月には.客員部門を除き，既設の8研究部門を，数量殺業分

析¥経済inj由j. 資源環境.比

較経済の 4大研究部11fJ. 12研

究領域に改組.平成 3年

(1991) 4月に研究領域が増

設され.13M究iirfM.<:となった。

その後平成6年(1994) 4月

に資産経済研究部門が増設さ

れ， 5大研究部門15研究館域

となり，現在に主っている。

平成9年(1997)4月現在，

5大研究部門に，教授11名，

助教授9名，講師 I名の常勤 経済研究所
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{iJI'先行をのし，持tl1:3:'(，)を)JIIえた2.:1:'(，が{iJI究スタソフの伐をN4'1J.X:しているυ そ

の他. -JI常1'OJ， ;III:i': lli や:t(iW，~外 r[1人']:f>;. J I:'，~\'y)J li}1 冗 f1. {r}[修ilなとの{iJI冗fI'が'出量i}Jス

夕、ソフとの共1¥lj{iJI'先1'1tにf，['jiしている，また.uJI先のi}i9iJJは， 事J命。li. 1:;(1計一本，
/えび~ìI .l1 機本からなるサボー卜 i\líl“!により主えられている υ

研究の特徴

本{i}1究JリrのjjJf}cfIはI泣←¥i:U~之ぶ 1"1 ~{i ぷ，学二2ELL汁jrJf究 ft~~ ， ~}:会での1'rJ1究発表を

{i}[完成*の5tf<'の小心に1A'}え，その大'1"をli)i外の{ij['先行との共1，村JI''Icという形で推
，i1主してきたο 本{i)f先Iiji (j: {i庁ヲcl9î' 自体の紀裂や ~It1"1 fti:ーをもたないことをJiJlとし， li;
く内外の制fLL:に{iJI究成於を1'1111'することにより，その!花見;をjll，'に問うてきた。本研

究刈はその縦十日こそiたして大きくはないものの. ii)f究fI'の !，V攻i;!(域は{ム統的な経済

学， i円分~fj-(j:， 、うまでもなく . Lij:やtl:j吉学との|羽j生Ii!'(.b主にまで及んでおり，その研

究ì，~匝b全体をは ;1主すことは千五幼ではないリ

しかしながら .1110:以米，数多くのk，~~的業績を発火してきた;ýJêld 学， rJl-"j送経済

学.Jえび数J'Hh庁学のi¥NM究に比られるような先lit/J'l"t，そして資iJ泉純情や比較経済
なとJの}~l界 (l%itJ或における研究の斬~kltが，本研究所のirJf究i}iW.bを~'，J 徴づけている U

fik先制J，'b'J'~ji めて 11;範|井|にわたっているにもかかわらず. liji'l付のスタッフ聞の研

究交流は側めてi両党であり. 20余:'(，という小人数のliJI>:先スタァフにもかかわらず，

年間を通じて50!午にものぼる研究会が開催されている J

本liJl':1'e19iは聞かれたli片究交流のj易を提供することにより.多くの"，，(¥:手1iJfヲc{i'を育
成し，他大I~f:. I及び'til(の研究機関に送 1)込んできた λ

本{iJf允刈の)li!fi)(I(Jで ~Ji，;::Jiな{リf'先日動の11)(:;扶は，内外の，}:界から高い，lf!illiを!日主ち得

ている。来日作子:!;ljj"lriLの中でも最も権威のあるもののーつであるアメリカ経済学会

，lHAllIl'rican Economic Revil'w)に倒載された[11:県の大学:のランキング(専門誌に発

衣された19y属研究者の論文の総ページ数)によると，本liJf究所は日本l手l内で第 l伎

であった。ちなみに第 2iJl:は東京大学経済学部である。

本研究所の活動の国際性もまた特策に f~iする。 U(i 干1158{F (1983)に設すーされて以

米，外国人客員研究部門には，既に11カ問21:'(，の外国人liJf究fI'を迎え，実りある共

同研究を行っている。その他にも招牌外国入学者ーあるいは研修員の資格で数多くの

外国人学者が伴済研究所に滞在し，所員と共lifJ研究をわーっている。また所員の多く

が， スタンフォード大学，ロチ L ス夕一大学，ウイ一ン大学，北》点;江〈大学，全米経i済斉

研究所(川NBER則)などへ足繁く出張.研f修多旅行しι，学会発表やJ共七引引|ド川1日叶iJli研iJ叶j庁f究をを，恒|

進している。

平成 9 (1997)年度以降 5ヵ年にわたり.本研究所の阿村和雄教疑を研究代表者

とするliJf究フ。ロジェクト「複雑系としての非線形経済システム」がCOE (拠点形



成プロタラム)として丈i'ilifl'

より支援を'乏けることとなっ

た。阿村教t.iを中心とする本

研究所の放.fI~Ui，1";:の分野で

のiiJf究成果の|山iWJ'["1が，iHllliさ

れてのことである。

大学院，学会活動

本研究所のスタッフは目立烹

以米，大学院料消学研究科に

参加してきたが. Ilij手1160年

(1985) 4月より，本研究19r

は経済学部の各議wとともに
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公開シンポジウム(平成9年1月京大会館)

経済'j!:li)f究干|の本 ~ií~講 lえれとなったu ギ成 9 年(1997) に紙消学古líの大学院長点化が

完成してから後は，本研究)iJfの令部門が協力講wとして経済学研究科に閑 fjーすると
ころとなった。 年・会，付ー会 i[~動においては. 1祉に述べたように，国内外の多くの紙

消学会長II織において中心的役割を来たしているほか，京都大学公開講悔や不定期の

経済研究所主催の講演会などの坊においても，本研究所のf~í'tiは多大の貢献をなし

てし、る。

B.研究の現状

数量産業分析研究部門

1 ) 地球環境問題!執l持守寺.に二内般空化炭素による地球j温昆H暖民化問題に関する託副計十~i￥4

及ぴぴ‘政i治台統i済汗学的分析をf行行rう (教J侵受 佐和ド降老光)九。

2 ) II十単:経済分析のための統計的方法。副長:分析のための各種統計手法を開発し，

分析の基礎となる諸一条ilを地諭的に吟味する。様々な手法の相克比較/えび司'il出lを行

う。最近は非定常時系列に関心をもっ(教授 森棟公夫)。

3 )ゲームの理論とその応用。ゲームの理論とミクロ経済理論とのかかわりを研

究する。ゲーム理論に関しては交渉解の研究も行うが，応用として寡占下の企業行

動分析を考える(教綬 今井晴雄)ω

4 )自己組織化の理論を経消システムに応、用し，貨幣諭などの理論的基礎付けを

行うとともに，その社会析学的合意について検討する。また環境問題との関連も考

える(助教授 j斐田彰)。

5 )より信頼できる計量経済分析の方法について研究。主にノンパラメトリック，

セミパラメトリ yクな統計手法の計一量経済学への応用(講師i 人見光太郎)。
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経清計画研究部門

本研究部門の主安課題は，政策的決定に閑する諸問題乞粁消則論，数量計刷rj，

怠::lt-:決定及び市IJI支論などの諸側1Mに関して研究することであり， JL体的には以下の

諸分野とテーマに重点を置いてliJf究川動が;Iuめられてきているけ

1 )扶気循環とカオス

経済の動きを)1"線型動学の観点、から，異時点聞にu:る紋適資iJJ;(配分問題として分
析するο これらは一般均衡理論，及ひ。最適成長理論のフレームワークのIj'-('jiJf究さ

れる。さらにまた，経済成長の特徴づけ，並びに景気循環カオスのメカニズムを明

らかにし，国際的な対気変動の連動性等に関する研究をも1Jう(教民 丙村和雄)。

2 )非線型動学と粁i月変動

[11:代首復モデル/えび内'L的成長モデルを用いて. Jf*)~~!動学の観}.~川、ら短期的及

び、kltJJn0料消変動のが1¥，向的研究を行う(助教1''2 新後同~ frD。

3 )地域粁i汽システムの自己組織化と発反

地域iiFi汚システムを複雑系として捉えることにより，その自己組織化・構造変化

・進化の長則的プロセスを説明するための本従時，;命を，規模の経済と集積の経済を

~む一般均衡用論と )1，線形動子:を融合することにより構築するとともに，実証研究

を行う(助教十三森主u也)" 
資源環境研究部門

本 {~:I)門の研究 li 的は，資il);(の干J効配分と分配問題，環境問題の，tH出i方法と最適環

境をイ'，:1) !I ¥す政策を分析することにある。ここでいう資源とは天然資il);(のみならず，

人的資iWの配分についてもiì:意が在、われる。したがって労働経済学 • pf.業組織論，

財政学等で使用される分析子1去をI.i::、用して，資源の最適配分の問題や企業組織の構

成， さらに最適組税政策等が研究される。日本企業における所有と支配，企業開の

関係. さらに非金融機関と~融機関の関係の問題も Iよい意味で剰l織論や資源論と関

係があり，本部門での研究対象になりうるものである。

環境の問題は.経済発民が経済システムに対し与える影響を自然的.社会的諸局

凶iにおいて分析し，その合理的な評価と制御方法の開発と適用を行うものである。

共体的な研究は，環境汚染の社会的費用.環境価値の評価法と環境符量の概念の確

tr等が主姿研究課題である。

現在の各人の主な研究課題は次の通り。労働市場と金融市場の研究(教授橘木

俊詔)。旧ソ連邦の環境問題と市場化(教授 塚谷恒雄)。マクロ経済分析(助教授

照山博叶)。労働市場，金融市場，マクロ経済の研究(助教授 小佐野広)。金融

市場，マクロ経済分析(助教授藤木裕)。
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比較経済研究部門

実証研究はJfJl，命術究と;lT.ぶ毛皮;な約済学 Lのアプローチであるけとりわけ経済が

激動している現代世界においてx託研究の役書IJは大きいと 11わなければならない。
本部門は，企1.1)[;業，粁出Will!Jという呉なった次;[;-cの比較研究，特に[至Jl:祭比較

研究を中心課題としている ω

第一に，約済活動の主役は企業であり.現代では11:大(i::業・多同絡余来:の行動と

その影響の品l奈川究が毛裂である。また企業問の競争と協調の機相が従米と呉なっ

てきているυ Ic'[;'業と同l己経済を分析するうえでの企業の校前も変科している。多国

籍企業が同|際経済・世界経i斤で演じる役割は今や決定的なものになってきている υ

そこで地域統合.発以段階を )+t~. にする各同への政策手段が研究対象となり. また発

反途上国企業の分析も独自の対象となる。さらに市場経済への移行が行われている

!日・現付会主義訪問でも経済活動の主体としての企業の行動.民営化が軍要な課題

となっているο

第二にTr業次足での分析では，新同|際分業，ハイテク産業とそこでの研究開発と
知的所有権の抜い，軍需l産業の民需転換，それらから政府のI辛業政策， さらには粁

済政策の間際協調等，が研究jJi[1として'1:.じる。

第三に経済体制悦fりである。ここではIH・現村会主義諸国の市場経済化，資本主

義化とそのプロセスに閲する研究が中校をなす。特に中国，ロシア.旧東[枚目者国の

実態把持が近視されているの

これら各次元で、の実託研究は， 13FAのことながら，現代をとらえる理論的枠組み

の構築という共通の課題を念出におきながら進められている。

現在の各人の主な研究課題は次の通り。日米;村|町依存関係の民間(教段 坂井U(l

夫)。計i由iから市場への移行期に関する研究(教授 上原-慶)。競争と協調のゲー

ム理論的分析(教J受 |首l田 章)0 I日社会主義国の転換過程(助教段 構lir'1J休笠!と)。
資産経済研究部門

本研究部門の主要な研究対象は，国富を形成するさまざまな資践の必街・配分・

利用・取引に関る諸問題の分析である。また，あわせて，ストックとしての資産及

び資産市場が，所得・投資といったフローの経済活動とどのように相瓦連関しあう

かも重要な研究課題である。

資産経済の分析は，大きく分けて 4つの研究課題群に分けることができる。

第ーは，資産市場における価格決定や，市場の効来性や市場形成の微視的構造の

分析を行うものである。

第二は資産の蓄積と配分のメカニズムを分析するもので，長期経済成長や呆気循

環といったマクロ現象を資産蓄積の立場から理論・実証両両での再構築をめざす
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(助教i'i( 柴HI iI't久)け

第三はHじ資斤ーの主主傾と配分のメカニズムをよりミクロ的に分析するもので，都

市集中と土地利Hl，企業システムと人的資本長績といった研究課題がこれに属する

(教J受藤旧=ti久，教民イJ-2守健)。
第四は.資産品僚と配分を公共政策のj:lU，(から研究するもので，社会的共通資本

に閲する実証的・ 1'1:ノ1:.粁済学的分析や， !!J:代問所得配分に悶る枚々 な政策ぷM!1，史

には，超長期続出成長との相fi連問といった研究li*J躍が考えられる(助教綬 '{}本

康志)。

現代経済分析研究部門(客員)

本在r¥1"1は，J:;:外から後れた研究J?を容員教J受としてJ11き.研究上の強}Jな協}Jを

得る目的のために$J七没された。主として LI本経済の現状諸問題を理1;命的反ぴx証的
に研究することを研究内科としている υ そのil介究課題は年次を追って変化するもの

であるが，、ドl戊91j:o)主は

11)アメリカの貿易構造と i並尚政策に閲する研究

l0料治発)R ;1命と労働 rtn'~寺分析

である。

国際政治経済研究部門(外国人客員)

今日，世界経消は十ti1(.依存の!立を高め， また政治的にも-凶の枠を超えた激動の

うちにある ο 本部門は，政治杭消学的分析に精通した外国人研究者を招き， tlt界経

済の構造変動を多角的に分析するとともに，京ましい料治政策の協調のあり }jを研

究する。



tVM解析M究IYr 561 

11 数理解析研究所

A.数瑚解析研究所の概要

目的

「数理解析」という手:問分野の(i)f'先を推進するためにrl.Q:.¥i:された全|玉1J~I ， iJ 利問研

究所であるむ本研究所では'，I/1f:の/yj'Hによってjiif~，先を 11 うとともに. )1;く全保lの数

理解析の研究fJ'に共 l ，iJ 1iJI究のための悦'1'(を従fib し，全凶的な研究のjι)~ を則してい

る。また住:JI際交流も.of..:.'.':(的に.jW逃しているο

「数理解析」について

自然科学・社会科学など綿々の学問分野で提起される諸問題中，数学モデルなと

の形で数学的に取扱われることが必裂なものが多し'.，れーに近年f!J':jj虫iIl'1):機の発以に

f'l'い.この績のliJド先}jiJ;がii(.}，えしてきた。しかしそのためには既成の数学のみでは

十分ではなく，析しい}jil.、や理lil命のl井l発を泌する場合が多し¥， 'jミtIJj'.の悦i去に厳衝

な数学的裏づけをリえることもその-:fJ;:iである。この椅の新しい}ii去や.fIllil命は.そ

れらを実現した計算機プログラムなどとともに，当|自lの問題以外にも，品川、がけな

~ I他の一万lIIIにitimされることカf多し~

この種の研究分野はは;義には数斑科学とよばれるが，近年では .~Jl 研究， yj の?"拘;と

の関連から「数哩解析」ともよばれているu

沿革

H日和3siF(1963) 4月日本学:術会議の勧行に主主づいて，i!l(tJ':され. lI{j 和-l~{f (1967) 

に発足当時の計i曲iによる 9部門が完成し.H{j利43年!主に現イ1:の鐙物 1:事が完 fしたο

HH和44年 (1969) 8月に.来礎物理学研究所と共|口!のri'iirllijr(通称北 I~l 川学舎)が

完成し.1111和46年度に附属数

理応用プログラミング施設が

設置された。昭和50年 (975)

4月に，京都大学大学院理学

研究科内に，本研究所を基幹

とした独女専攻である数理解

析専攻が設置された。その後

昭和53年(1978)に大域解析

学研究部門，昭和55年(1980)

に数理解析(外国人'各貝)研

究部門，附和59年(1984)に
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代数解析研究部1"J.平成厄年(1989) に数埋物埋うよ:{i)j究;¥1¥1“J.、r成4年 (1992)に
代数多僚体高研究;¥'I¥I"J，、v1或6年 (1994) に代数解析学研究部門がII.止1(，'された。な

お， これに光虫ち， II({手1159年 (1984) ，\立慌の代数解析MI 究部門はß~1以引Hとにより廃

止されたι そして、ド成 7年(1995)(::I.t:.;Jjj数.ftl!(外l!il人'符n)liJDt ;'i:l¥門がml泣きれ. 
.fJlU:15ii汁先制;門lえぴl附属施設からなる。

電子計鈴機はlIi{和42年度に TOSsAC-3400を，没情. H(j和54年(1979) 2月 1Rか

らDEC-SYSTEI¥12020に更新.附和59年 (1984) 4 Jlより ECLlPSEMV /10000に更

新，平IjX:"己f手(1989)3月より APPOLOワークステーションに史新，ヂ!JX:5年(1993)

3 Jjよ J)i:'tt hil!'H誕のシステム貞利Jを1)い，本:IEJコンベックスコンピュー夕刊製

C3420ES 1 台，うに I司サン・マイクロシステムス十 I:'}~ SPARC se刊行 l台， SPARC 

station 13Tiが稼働開始した。

HIi和49年 (1974) 3月に制収10周年， H{j和58年 (1983) 5月におIJな20Ji!，i年，平成

5年 (1993)10月に剣 i/.30同年の記念行事をわった。

組織

研究部門は下記の13部門と数理解析(外同人等民)研究部I"J. 1.[‘月j数理(外i司人

容民) l:えび 11;付属施設がある。 j!!>:'):1"J'.はれ柄、や部門日分に必ずしもこだわらず，随

11:¥'柔軟にliJI究グループを編成して活動している ω

本礎数学第」研究部門

法従数学第二研究部門

ft数多係体論liif究ol¥I"J

大主主解析学li庁究白F>I"J

代数解析学研究部門

作用素諭研究部門

応用解析第一 a研究部門

応用角平和「第:liJI究副¥I"J

数埋物県学研究部門

J~#液型問題研究部門

近似理論研究古日I"J

数値解析研究古1¥門

計算機構li耳究部門

!柑属数理応用プログラミング施設

事務部は庶務掛，共同利用掛，会計掛，図書控掛トの4掛及ぴぴ、研究部i事葬1務寿宗カか、らなる。
現f在I正)，専主T付で教1行E

運営

(1) 協議員会

学部の教J受会に相当し，所長，所内教授及ぴ所外教段者F名で構成され，京
都大学の部局としての管理機関である。

(2) 運営委員会

所長，所内教授及び京都大学内外からの推薦にもとづく研究者(京都大学内

外ほほ同数)で構成され，共同利用に関する基本事項を審議する。
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(3) 専門委H会

京都大学内外からiU騰された1rff究{;-と所長の委嘱した委員から憎!反され，共

/，;)利刷Mf究iili山|を審，J:する c，

共同利用

全国各地の研究おに機会とfぽr't:を提供するため，研究計酬を公募している。lI(j干11

59年度までには"'.:r:ごと年 2/11/の募集であったが， lI{j和60年度以降は年 1[Il]の通年

募集に改めた U

形態は，共/I;j{iJf究集会，~'，iJV) liJf先日 Ut'[IIJ)，短期fiJf究ti(例別)，長期研究員(例

人)の4種で.短期!と長期lのJえは 2迦問をめやすとしている。

この他，緊急の必安がある場合に巡営委員会の提案により l紅ちに実施できる特別

計両，毎年世j討を定めて.:rf(/.(的に尖施するプロジェクト副i削などがある。

現住，各形態の共/I;J平1)片Jが，年間合ιiI一約80件実施されている。

平成8年度のプロジェクトi]j-i由iとしては I高次)亡代数多傑体」についての研究

が行われ，外国から 15 r，を泣すi，:ii{l:将と約延5501ノIの国I人l参加者があった。
また平成9年度は「等質ツ民間 t:の解析と LieI洋の表現」を中心，;果i題としてプロジ

ェクト研究が行われる υ

国際交流については.客員部門教J愛知へいの他，約へい外国人学者ーの受人れ，外

国人儲学生の受人れ，米日外国人研究将の鋭期間百Jj問など各種の形態がある。

近年.米訪する外国人研究{;ーが地加し，平成8年度では 2001'，を越した。

国際研究集会も何度か実施されている。

大学院

本研究所は設立当初より大学院教育を活動の一環と考え，理学研究科のいくつか

の専攻に分かれて協力して来たが， H(j和50年(1975)に独立専攻として数理解析専

攻が設置された。これは研究

所を基幹とする全国でも珍し

い形態の大学院である。平成

6年度より京都大学理学部・

理学研究科の改組に伴い.数

理解析専攻は，数学専攻と合

わせて組織上は一つの専攻

(数学・数理解析専攻)にな

ったが，その中の「数理解析

系」として従来通りの独立性

を保って運営されている。現
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u:数理解析系のザソLiζHは修 1:，深紅~O:(" 博じ深f'Elυjうであ 1)，{i)f究朽主主成をI1的

とした教育を行っている。平成 9年(1997) 7 fj.fJ[ Uの士JLHは，修 1:，博i:i走WJlil，j

ii県杭介わせて43:(，・他に， {iJf'1':: '1ーと特りIJfiJfヲ'1:-'/:'1:.が 5才F1・ii)門事貝と?.JM判りIj{ijf'先日

が 6y，である。この，}，には科学'1:':宇外[工l人3~うがfT まれているい修 I:，i県松の志願行

は全国に及ぶ。 I専上{灸HJJ.j別tもすそlf.lからfl事hi県f'E{Ip;n'i' (修 f予定{iをffむ)を公
募している。

学術出版物

(11 京都大学数理解析研究所紀要 (Publicationsof thぜ RcsearchInstitult' for 

h仏thematicalSciencぜs)

研究所の機関:誌として刊行している|吹丈の専門学術雑 It~:、である。年 l 在I:M 月

FIJ 6分fllt，年間合計約1，100ページ， IHI仮しているοliJdlの研究党火だ‘けでなく，

:r:W:以からの投稿を受煙している υ
121 講究 f.;R

JtliiJ干IJ用事業の叫1として行われる{i)f究集会等の成果をFIJ1JするJI:公式，'1'，1版

物で， 日本文，lij;丈がiN.じっている。

年間約40IlIt， leE [-IJ *'~ 998 fIIt， 検2寸k;の 1並挺!をはカ、るため λ大~)明担 i計i刊汁t. 鈴算牛機セン夕一のテデ
o 

一夕ベ一ス KOKYUROKU (No. 785までで、1/は'x.f.品J式t引)のf刊作1乍，1成J)t， l:及えびザ:斗争刊外術|ト付、すf什J'パ，情|
一のデ一タ←ベ一ス ACSI民S一CAT(No 992までで、1/は正β$;止tω) を1'1刊作'1午l'成し， 公開している。

131 フ。レフ。リント

所長のiiJt究成果のj宝報として随JI，~発行し.内外の主安研究機関や問係機関に

送付しているο 年間約6011lt5&fiされているu

liJft1の研究成果は， 卜.iiU以外にl人j外の各様学術雑品、に発火される場介が多し¥、

その他の行事 原HlJとしておi週水叫日 4Il:yから理学部数学教烹と交代でz談話会を

行っている。また.ほほ毎年夏に数学人門公開講陪を開催している ζ}

B.研究の現状

最近数年間の所員(旧所員も含む)の研究活動の姿約を研究分野1+1佼で要約する〈

整数論 伊原康隆教授を中心に，数論とその関連分野の研究が進められている。

主要テーマの一つは代数多様体の基本群に関連したガロア表現論とその応用であ

る。この比較的新しい主題の研究は，代数幾何学的，群論的，数日命的， トポロジー

的，量子群論的等様々な側面から，海外の多くの研究者とも共同(ないし競争)で

進められ，伊原教授，松本 異助手， (現・慶大助教授)玉川|安騎男助教J~，望月

新一助教授らによる種々の貢献(例えばフィルター付表現と関連する体の塔の研究

や，組紐群作用の記述， Grothendieck予想関連の結果など)が得られている。特に
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最近の玉川，明JJによる(;ro(lwnd icc k 子~J.l の解決がおーしい.， l'iJ時に. Log scheme 

のJ.e，:用と p進コホモロジーの比較定洲(辻 雌助手). p .il1 HII線上の1，1;11flRや曲線

のモジュライスタソクの p;!s(I甘¥位、化(明}j新 a助教長)G関数の特殊lil¥の1i)f究(永

田 誠il))千)などの数，i命幾何|下)li)f'光も Ii.l、を刺激し介いつつiS発にわわれている L

代数幾何代数幾Mの最安な問題として代数多様体のTx.干iN.分飢(双有明写{象
の研究)と1肺1今の代数多係体の性質の研究がある、， tlii-l'i'は 1次jeの場合はリーマン
により 2;次?大'，;厄己のi場易合はイタリア，、:;t:，'派氏そしてノ小lトト、トυ.. 平、

森 弔屯:丈救t托2はハ一ツホ一ン子f忽l日1の解明後. 1叩98伺8tl作ドに:3:.次3欠〈疋のi場易介に惚素代数多

様f体本の双fゐJ牟iJ'IR型分t煩良をj荒itEい息志、|味l味木 dでεC-'，ι心己(;1成l戊j比Lしたυ l足に 3次疋の，i自問題の研究がi生められて
いる。';:'rIiliJi字教段はベクトルW:.特に抜札を用し、て代数多様f七の{立相的，幾何

学的構造を研究している}この'jjlIliの闘将な業績として山I(IIに関する日|品J.ヤオィ、

等式がある J 中111 ¥-i'-lIJJ :f-j(.j-・2は伶il'J多係11'の埋J命. Ifl!.J[のザリスキ分停?をはじめ

として.向次JC代数多様体の構造を精守の11J1主から探求しているυii*藤盛i多助教j'1
は混合ホソジIJn/ri"のHII.，命を止、用することにより特異，点や代数サイクルなとすのliJf究を

進めているのヘルムケ・ステファン助手は藤間予想を研究しているの

複素幾何 桜素幾何は多保体を}ーに惚素l止i数l論的んii);を用いながら幾何的に研究

する分野と， iえるけ zr*)箆掠jiJ教慌の導入したll;〔始形式とその)，¥JJWJ写像の理論は現u:
その/1¥発点であった特)'t..目，fi命をこえて.士見右:. Hodge理論， 衣#l論，保!日 If~A ，ìi命や

数理物理学における弦月論等とj宋く結びつきつつ発反している。

微分幾何 i守[fJ幹雄llMH1は 4 次 Jl:の多様体の構造についてある績のJI，*)~型偏微

分方程式(ゲーシJも命に山~とするもの)を利用して研究しているが，これは無 ru~次

元の幾何学を利用していると地解ーできるけそれらの方程式はJpーなる手法として現れ
たのではなく， 4次7亡の本質となじむものであろうというのが，台liJf究汗の立i希で

ある。

代数解析学 これは，代数的手il、を111心として解析学を研究する分野であり，佐

藤幹夫・河合|辛裕・柏原正樹3教段がその本礎を修古:した趨局所解析学及び核大過

剰決定系の理I論はその最も者しい成功例である。ど見イ1:初i大過剰決定系で統制lしきれ
ない重要な対象として，特呉摂動が河合教J受・竹井義次llJJ救H:を中心として，また，

統計物理学における可解僕111及び量 f群の研究が柏原教綬・丁 i本奈講nlli，ウグロ

フ・デニス助手を中心に理学部数学教宅神保道夫教J受と協力しつつ代数解析学のな

場から進められている。

トポロジー 永田雄嗣助手を中心にトポロジーの研究を行なっている。 一般イヒさ

れた手術理論における特性類の決定方法について，種々の成果が得られている。 近

年は群作用を持つ多様体の分類や， 1白l変 L理論の代数的基礎付けなど，変換群論
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とそれに関連する字削を中心lこ研究を進めている。

確率論 l向橋陽一郎教隠は，大師ノ千u見Ui!l，カオスなと¥特に統計})学と関連す
る縫rt(解析， }J学系の訪問題をiiJf究しているο

数理物理学 輸?[二教J乏は， W解格r十見出とそれに|品Jj主する無l以次元代数の表
土~l諭をMf究している。小II!鳥 泉助教括は場の量子論， ~~半衡系の統計})学等に関す

る泉f世的訪問題の研究を行っている。川合俊哉助教托は弦埋1;命，共形場の煙論等の

研究を行なっているけ 1半l 政次助手は，位機型 .，ifR格(-のiijfe先を行なっている。
|阿部光雄助手は重})理論・ゲーシ‘理論の場の量子論的ii)f'先をhなっている。

流体力学 大本ii耕nJ助教J受は， 3次元および2次元流体の動})学の研究を理論

的.長女偵解析的アプローチのI吋凶iから行なっている。主たる研究テーマは.?iL流の

i的構造の形成・遷移の理論，それら構造の乱流の統計'1''1:質との閲述，および非粘性

流に現われる特異性の渦)J学:による理翁的解明である。また.範例的な現象を見つ

けるために，簡単ーな 1次元モデル方程式などの解を調べることにも興味を持ってい

る。これらの研究には並列計算機などを朋いた I~~抜数値シミュレーションや剛像解

析が不可欠あるが，合わせて運動方程式に悲づく科諭解析によって安所をおさえる

ことを目標にしてし、る。

数値解析学 森正武教綬， I尚本 久教綬， I年鎮火介助手がこの分野で精})的に

活動している。微分方程式の維散化手法の開発・改良を始めとする数値計算アルゴ

リズムの研究は，並列計算機の出現によって現代科学の;急務となっている。ここで

重要となるのは地道な蒸礎原理の追求である。この認識に基づき，様々なアルゴリ

ズムや数値計算ソフトの開発を行なっている。森教J受の開発した DE公式は数値積

分j去における金字塔である。最近では古典的な意味の数値解析学のみならず，流体

))学を始めとする非線形問題への応用・数値計算を通じて，実用的な科学計算への

貢献をも目指している。従って，流体物理学のグループとも箔:抜な関係にある。

離散システム論室田一雄教綬を中心として.工学システムのもつ離散的・代数

的構造に着目した解析手法の研究に取り組んでいる。とくにマトロイド的な構造に

重点をおいており，混合行列による L学システムの構造解析法は，付値マトロイド

の双対定理を契機として，離散システムに対する凸解析の理論(離散凸解析)へと

発展している。工学の諸分野を横断する形で仁光学・数学的対象を認識することに

よって，工学と数学の双方向的な作用を目指す研究分野である。

計算機科学研究活動は，型理論，関数型プログラミング，様相理論，論理プロ

グラミング，式項書き換え理論，実時間計算と並列プログラミング，制約プログラ

ミング，属性文法など計算機科学の基礎をなす諸分野において，幅広く研究が行わ

れている。このような理論的研究と並行して，それを実際に応用するシステムを開
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発する研究もれわれているυ|別発的研究を行うことによって，浬論の111日↑'1ーが健か

められるとともに，析しい月七命1'J'0M究のアイデアも生み11¥される。これまでのl;t来

としては，ウインドウ・システム. u 本1117人}Jシステムなどがあり. .fJI {I:は分骨kオ
ペレーテイング・システム.マルチメディア・ユーザ・インターフェースなどを開

発中であるい

中島玲二教Jえ大助ii芋助教ほ，ウリドウスキー・イレネウシュ助教佼.rq.j 11¥清
彦助手，ガリグ・ジャック助手.内村 ;js助手がこの分野で研究を行っているい
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12 原子炉実験所

i¥. iJ;(. fーカ!万忠実!肝の概史;

沿革

));CHli'_l験liJi-は. lI (j 千J13~年 4 1]に1J;C(-Jriによる'jミ験反びこれに間連するけ究を11・

うことを H的として，令[:lil共I，;J干Ij朋iiif究所としてJ;(lili大学にHI~j:. ，¥1 ij-_されたこ H(j

利139年6JJ l;(首li大学liJf究ItJfJ;CH}i (l¥UR) の臨界リミ験lこ1&;功し. Hij: il)j l¥lff¥は

主Ii 初の定裕!I \))I ， OOOk\\ に到達し，本終的な ii}f究 ìl~wjJ を l)fJ~fì したけ Ii2Jf: 九初J は原

子'I:iilijf究 ~:I;I"J.原子'K/i，泣IlIiJiijf:光ui>I"]，ホソトラゴドri111首ii)f'先;;1;1"]， ahl!lJ'弘II"I:iiJl究;l'lil"J.

廃棄物処~l~iì止 jliii iiJf究出 I"J. 放射が!~1~~;1:宅研究部門の 6研究部門であったυ

その後. lI(j和42年:2J-JにqJ'I't(発生装i民(ライナック)が完成. lI(j.fJl43年2月に

コバルト60ガンマ線)1日射装附が完成(放射能370TBq). lI(j利43年7月にはl¥lfRの

定怖I[¥));がS.OOOk¥¥'に柑強され. 1I(1fr1491f 8 Jj にはよ;(都大I~?臨界集合体主験装 i民

(KllC~\) が臨界'丈島実に成功した什

また. iiJf究組織としてはJl{j和44if・4Jj より iiW定自111"]/えびI;H f.f~ 脳設の11;1 ，没，設 lrï: 守二

が行われ. lI(j干1152年4月には16iiJf究t，:rlIIEJ. 21;fj属胞設となった。

これらM'先自1I門等の整備は高中性子*J}i設罰，ili出iを住として進められたものであ
るが，諸般の事情により平成 3年 2月にこのμ'-j山iがJ散[u]されたため. KURの整備

充実を柱とし，研究部門等の改キItを計i由iしたところ，平成 7年4tJより原子力1安令

竹;地研究部門(研究勾i管理，似物質11:.1:型，放射性廃棄物管鹿，放射線管理， Il;jf立体

製造符瑚の5研究分野で構成人中性 f下|・学研究部門(中性子物'1''1:.1わt1'I;t，一(-fII[l>i:，

中tt.子市Ij御の3研究分野で構成人校エネルギ一本礎研究部門(校変換システム，

祢限熱輸送，材料照射効果，量rビームシステム(存t¥)の 4研究分野で構fj文l.
パックエンド L学研究部門(放射能環境動態.核プロセス化学の2研究分野で構成人

応用原子核科学研究部門(核放射線言hs.ll，原子核物性，粒子市ji物性の 3研究分野で

構成人放射線生命科学研究部門(粒子線生物学. ]¥;] f立体利用.放射線医学物理の

3研究分野で構成)の6研究部門 (20研究分野)と，原子炉応用センター(原子炉

応用研究分野).原子炉医療基礎研究施設(粒子線股場学研究分野)の 2];付属施設(2 

研究分野)に改組された。

現在の職員数は教官77名(教授19，助教筏14. 講師 3.助手41).教務職員 31'1.

技術室351ろ，事務部32名，合計147名である。

実験所の特色

当実験所には前述の KURを中心施設として. l¥UCA. ライナック，コパルト60
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ガンマ線照射装i凡 iiJf究'Y"i熱特'/''1:'丈験扶i('l:なと多くのli;1;旦実験設備がI没j(¥':されてお

り，これらを利HJ するために年!日目、 000 人以上のliJf冗行が全 lEI から:.K lilr し，物J'~.，

化学，生物，医学 .JVS'}:， I~/f~. 農学なとの向然科'下のほとんどの分肝において !11

1りJの平和平11mの制点からiill'先がれわれている、}

また海外との''/:判、J支討Lも[Ii]際共Hiil!'先， fH学IJ:.の'三-け人れなと佑似的に:hわれて

おり，王IUI:8).:.ヴ:のiiJf究機関jえびフランスil;(UJJj'と{i)f究川九日子'Y，liをJtJl ¥た研究の

J先進などにおいて'?Wrトーの|潟}Jと交流をH的とした協定があilばれているい

運営

原子炉実験}引はよ;(有líI:.学附 i1ì'liJI 究所であると HIIS に.全[.fI Jj~( UJ研究析のための

共JiiJ利用研究所でもある U 定験!リfのj1!'E~' は liji' Jl~教托でfIIil& される lhhぷ 11 会のぷを粁

て所長が行うが， l，ijllS(こ;1守米構11や人』ド. ft'1:を??む j亙 I:~'の大柿l については実験}河

内外からli;J~汝の fEIi によ 1) 利織された jili/j:\・委 H 会が所長の ;iWI問に1.[、じて志比を述

べ.全国M究J干の I~引を lぇ映する機能を来たしている υ

共 l.iJ利用については)主Il~':長H 会のド ('m 委 t1 会として J l:I，;J干IJHJ{j)f究委L士会，臨界

集合体主験尖[円(じAJJtI'iJ利HJiiJI究委i1会， il;( 子力iJ~~僚委 t.l 会が122けられ主l銃

所内外の委H によって共JriJ利片JM究iI県:tü，liJI究会等の)~施1i 1'illtjが寄議される ο また，

運営委員会のもとに実験所内外の委員によって構成された研究;i!'i由i委員会を問き，

将来計IUl1，それにJr'Jけたプロジェクト研究， COE事業等について'事議している。

他の一般的・共通的;事項の川滑な逆1::.¥"については別にri2:けたlili民会議に治って意見

を聞くことにしている。

当実験所の教十三，助教J乏，助手の人事は全て公募としており，助手以外は公募fリ:

に設けた実験所内外liiJ数の委員よりなる人事選考委fi2::， j世f~~~委員会の議を粁て協

議員会で議決される。

実験所は原子炉施設や放射性[iiJ位元素等取扱施設にj虚Jijされる原子炉等規制ijJ，

放射線障害防l十j去などにより規制をうけており，安全'1''1:にl羽して万全の体制をとる

必要がある。そのため保安・安全のための合議体として，実験所内外の学識経験者

を加えた原子力1安全委員会，保{建物煙委員会がl没けられ，J氏子炉施設の保安や放射

線障害防止に関する審議が頻繁に行われている。

共同利用

当実験所の諸施設を利用した共l'iJ利用研究には通常採択研究，プロジェクト採択

研究，即時採択研究，医療照射，単純H日射， CA共同利用研究，ワークショップ，

専門研究会があり，即時採択研究，単純HH射を!なく共liiJ利用研究については原川と

して年 l回の公募が行われている。この公募で平成9年度には 6プロジェクト34f'[二

の共同利用研究課題，医療照射5件を含む87件の共同利用研究課題， 9件の CA共
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1，，"]利JtJli介先I課題. 4 i'~ーのワークショソプ. 13件の l、引 "J研究会が1~ミ択されている。

共l'iJ利月jで行われた研究の成果は，実験所独自で、hわれた研究の成果とともにデ

ータベース化されており， また，当:)誠実11j'の学術l'梓演会.プログレスレボート.テ

クニカルレポートを通して広く公夫されている J

大学院教育

当併の教'(fは，点者1I大学:の大学院(理学研究科. L学研究科，エネルギー科学研

究科，農学研究科， lki学研究科)に所属して.講義や研究指導を交け持っている。

このため，各研究科の大学院生が特別研究のために長期間滞紅して尖験研究に従事

したり， 一定期間特別実験のために米所して研究指導を受けている。

さらに. KUCAを用いて全国10大学のl瓜千}JL学系大学院生のための特別完験

が，夏季ー定のプログラムに従って行われている什これは各大学院生が指導教'iiと

ともに来所して正規の教科として行われているもので，これまで1.300人以上が各

今iji.ji!:を取得している。

B.研究の現状

研究の概要

原子炉実験所では前述のよ

うに KlIRをはじめとする種

キの'た験設備があり，これら

を用いて.原子力の基礎研究

や放射線を利用した研究を系

統的，総合的に行っているo

J ~.体的には KUR 等から発生

する中性子や放射線を用いた

物理.物性，照射効果， RI 

製造，医療照射などの研究を

行っている。また，原子炉本

体の特性.開発などに関連す

る炉物理，炉工学の研究を行うとともに，原子力の平和利用にとって欠かせない原

子力安全管理研究.環境放射能研究も積駆的に行っている。

次に現在行っている研究活動の内容を述べる。

原子炉安全管理研究部門

原子核エネルギーや放射線・放射性物質の利用を期せば，それに伴う安全性の確

保は不可欠の課題であり，今後とも更なる研究に取り組む必要がある。本研究部門



J~cr.カ E実験所 571 

の目標は，その安全tlの確保に関する本礎的なiiYi研究探題に11¥(り来flむこと，及び

KURの逆転管理に必裂な日行業務，すなわち KURの逆転・保守.核物質の管理，放

射性廃棄物の管瑚，放射線の管理，同位元素の製造と干IJ用などにおける種々の安全

問題を学術的にとりあげ， KURのより安全でfJj滑なj主転を行うことである o KUR 

は発電用原子炉に比べれば小規筏だが.その逆転管賄業務にあたりながら，定|僚に

即した安全性の研究が可能である。

研究炉管理の分野では，①中性:f-l>r:の悲礎となる中性子反応，中性子輸送及び
線量ドジメトリに関する実験的研究(教J受藤田議顕，助教ぽ 小林捷平，助手

市原千博等が， KURの他にライナ y クや D-T中性子源を用いて)，⑦KURの耐震

問題に関する研究(助手 釜iT克宏が，敷地近傍で、微小地震の観測を続けながら，

その結果を用いて大地震のj:於の地震動スベクトルを予測する手法)に取り組んでい

る。

核物質管理の分野では(1)li庁究カi燃料の加t:，言|忌管理.核防議，保障11¥，j宵，使

用i斉み燃料の輸送等に必嬰な諸以術のII'jJ.に関する研究(教綬 神田持治，助教J受

中込良債，助手 小野光ー)， (2)臨界安令その他のか物理・炉J:~芋の研究(教J受

神田章宇治が核エネルギ慕{礎研究部門と述携して)，③中性千核分裂の研究(助教J受

中込良!高)，④中↑生子利用の-つであるラジオグラフイー技術の高度化に関する研

究(助手藤恨成勲)に取り組んでいる。

放射性廃棄物管関の分野では.①放射性廃液処理に関するJ:学的諸問題の研究(助

教授 西牧~i州上，助手 小山HH夫・小1I'，f行革主・今中村二が，原子炉実験所の処理プ
ラントに採用されている蒸発濃縮法，凝集沈殿法 イオン交換法に関して，また.

新しい方法として膜分離処理法や生物処理法等に関して)，②環境中における放射

性核種の移動に関する研究や放射性廃棄物管理に対する計算機支援に関する研究

(①の研究者が，移動現象に対する気象条件や地肘条件の影響について，カラム実

験やフィールド実験で)に取り組んでいる。

放射線管理の分野では，①原子力施設内外における被曝線量評価IIに関する研究(助

手 山崎敬三が，最近では，中'陀子照射による外部被曝評価及び空気中のラドンと

その娘核種の吸入による内部被曝評価を)，②トリチウムの生体内動態と生物影響

に関する研究(教綬 斉藤填弘が，マウスや培養生物細胞による実験を実施し，そ

の結果により動態・被曝評価の検討を)，③原子力大気環境気象学の研究(講師

水間満郎，助手 岩本智之が， K U Rの平常時及び事故時の周辺環境における線量

評価に必要な気象観測を続けるとともに，これらのデータを解析して，地上風系と

総観気象の関連の解析等の気象学)に取り組んでいる。

同位体製造管理の分野では， KUR付設の照射設備が広い研究分野で放射化分析



572 3 oi" j叶党l財とセンゲー

(NAA) に干IJAJ:さtLている

ことを断まえて. NAAの分

析精度己え持のiIJI先にll¥(f)剤iん

でいるリ 1.l::，IHiiH光として，十，l(
物然中の~!\Ii機 j亡者のう士イji や特

許:集f{[などの地球環境f'1学的

iiJI究も進められており.また，

N主Aの4十微を他の微量 JL:ぷ
う子柄引去との比較において明ら

かにすることも 1;来迎となって

いる。核!えk、の及lます化学的

効果や Hí\'I~体効果に|羽する勾|

ホットラボラトリ内ホ y 卜ケーブ室

凡はliiJf;/.体製造の豆裂な本礎であり :111'ゃlυBなどのけ，tl:.[-級以J.i::，の化学的効果.

水素 IIiJí、t体効;来の liJf究のほか.核反!心、により '1=0成した放射 tlcl i品工体のJ~lJ克中での分

イHなどに閲するjiJド先も進められている(教隠 柴旧誠助千 供向和久.fl:l中愛

チ・『自:jffJ tl' ~<<í )。
中性子科学研究部門

本Mf究N!il'LJ(i'["lo'!>J'.物'Io't 1-;; 中↑'u-~屯 1:学，中性子市Jj御の3分野からなる。

中性子物'1"1:分野では， 4刺l'盟と 3刺型中性 f-回折計を用いて，強誘電体，強弾性

ff.高分子結品など機能性材料について構造決定.相転移現象にilう吋f:J;竹の変化，

水素結合とそのHf立体効果などを調べ，材料の物性変化との関係を研究している。

また.希土煩合金や化合物の鰍低温，高ft.高磁場なと、、の悦端条件下での綴気相転

移の研究，三角格子スピンやイジングスピン系の厳気状態閃の研究など特色ある研

究を行っている(教ほ岩田 豊，助教授川野L完治，助手見符法史・川口昭夫人

冷中性一j三理1.学分野では，液体重水素冷中性子j原から得られる桜冷中↑牛‘子をス-

J{ーミラー中性子タービンにより波長が60ナノメートル以上の超冷中性子に変換

し.超冷中性子が任意の人射角度ーで人射しても物質表I(，jで全反射する性質を用いて
物質ボトルに貯蔵して， ド・ブロイ波としての中性子の量子的特↑4:の研究や中性千

崩壊に閲する基礎実験など基礎物理的研究を行っている。依場による中性子の閉じ

込め技術や超冷中'性子の偏板技術の開発，国体型超冷中性子検11'，器や重力スベクト

ロメーターなどの機器開発を通して超冷中性子の特性研究を行っている(教授宇

津呂雄彦，助教授 川端祐叶)。また，中性子一の物質による透過特性がX線とは基

本的に異なることを利用した中性子ラジオグラフィの発反としての冷中性子ラジオ

グラフィの開発研究も行っている(助手 米田憲剖)。
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中性子・制佐11分野では. k，川Jiのブラソグ切断波長より長波長のI}"I"I:rの波動光学的
i研究を行っている 特に多I~"i11児q"I"'I(-ミラーは"1"ltc.に刈する校散if;L;l'テンシャル
や磁気散 If;Lポテンシャルの IÞ11~ と I向さが自 IIJ に選べる特Iとを ~.f ち，これを Jll¥，、て特定

の波長似Hのrj"I't(-を j:t 11~IYJ に 11)( 1) 11'1したり 1件1ド卜刊1ド司咋'1"竹1"

2罷5開発や多!片桝f刊州4引什IJ脱l股英即I巾|ド1'1'刊tf三 1:;沙品歩、11刊1'. 1[1 1(( /I}.PJ)jスピンエコー狭間の|泊先を通して. '11件 (

i皮動の量子|沿ピj~.~肢のli汁先を行っている(助教民ー 秋11作(平n. irlJ {'i武. ll)J手 海老
i事徹・田山~JÞbiJ) υ また 2111 1 ブラソグ(枚目Lなどの中↑'1:(-散乱i去によ 1) .令属iji結

晶や実用材料の'Jiji.if'.l.l'l''J:変形.伐WiL~~)J などの力学物tl の MI 究を行っている(助手

小野正義)ο

核エネルギ一基礎研究部門

21世紀のエネルギーil!;¥として必波小IIJ欠な.十主エネルギーの11日発・訂効干IJJijにt1J

し，核・熱・材料の件分野のイJ機的な述傍のもとに実験的及び理諭的研究を行うと

ともに.次鰐J*泉 il~[開発に 11正 1) キ~lんでいる ο

( 1械変換システム分野(教J交代i'~1滅的，助教托二-:i'f; 毅，助手小林t二-
'-r=根崎博信)

より安全でI有効ネの校エネルギ一党IJ:.システムを開発するために. ?キ横十五データ

を評価・整備するとともに，中'1"1:(輸送と核変換反応に本づくシステムの絞特性に

関する基礎研究を行っている。 n体的には.CD中性子輸送と核企換!ぷI.l:'~こ尽づくシ
ステムの核特'Itに関する本礎研究(あ加速出・絞分裂ハイブリソドカIの1JfHeに関す

る基礎研究. (あ超ウラン Jl:家をffむ絞データの検証と校計算コード、の甘Hrtliに閲する

研究などを行っている。

12制限熱輸送分野(教民 向嘉 A郎，助千 H 01 俊)

将来の核エネルギ一発生システムです古生する高得度の熱流を安全かっ効ヰc的に利

用するために，起尚熱H11:j除熱に閲する本縫研究や，様々な制限条件ドにおける熱

流動現象の特性とその制御.新しい流体機能の利用に関する研究を行っている。 g

体的には，①1国高熱f! 1~Î除熱に閲する某礎研究. (争相~限条件下における流体現象の

研究，③次世代塑原子炉，核融合炉. }j文射線・粒子線の高度利用システム等の開発

に関連する新しい伝熱制御方式・流体機能利用方式に関する研究.④放射線・粒子

線による耐像情報の高度利用法に関する研究などを行っている。

131材料照射効果分野(教授義家敏正，助手 |判田守民・徐 虫し)

高エネルギー中性子の材料照射効果について，市IJ御照射場による諸材料.，iA料な

どの特性研究を行うことにより，材料物↑'J:の!照射による変化，材料特性の劣化の状

況，その発生機構並びに制御方法を研究し，材料の中性子照射効果基礎過程研究の

体系化を目指している。具体的には，①中性子制御照射場の開発と材料の照射効果
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のli)f'先，②材料の!抑制打i傷某{透過程とその物'1"1，に関する基礎研究，③諸材料の低温

中性子照射効果の州ずe. (1)M変化物，炭化物，宅化物等I~j~ 放射線材料の中性子~!!抗争I効

果の研究などをわーっている υ

141量子ビームシステム分野:客員分野

将~とにわたって水準の高い研究を推進していくためには，関連研究分野について

似|究動JilJを的維に把出し，関連研究機関とネットワークを形成することが重姿であ

る。多くの分野で製l清されている中'陀一日原，粒子淑!など，次)J:Jj線源開発を指向する

関連研究分野の第一線でÌi~'躍し，優れた業績を挙げている研究おを招牌し，最先端

の研究情報を交換しながら関連分野の研究動向を的確に把握し，総合的・計i由i的な

jijf究の10主をl刈ることを llliりとしている。

パックエンド工学研究部門

山放射能環境動態分野(教1え J:藤 主主，助手 悩nlE美.nl奈川|場一f-・楓田尚哉)

本li)f究分野はこれまでの学問分野にない新しい発想で.環境問題.特に微量有吉・

物質(放射性物質を合む)の自然界での挙動を研究している。地球規模汚染物質の

輸送現象解明としては，長崎原爆残tdプルトニウムの長崎市If11;illの同地汚染を実証

するとともに，北桜アイスコアの1945年の氷回から長崎プルトニウムを検出して，

新しい知見を世界に提案した。水俣水銀問題では，八代iil止のl氏士;Mg濃度を過去24

年間連続測定し，水銀の海水中での挙動を解明し，各国のモデルケースになってい

る。高レベル放射性!従来物の地下深凶への処分(地!再処分)については，環境I白iの

安全性を確保するため，種々の研究を進めている。さらにプルサーマル発電の環境

問題解決のため，令聞大学としてははじめての「環境プルトニウム分析宗」を開設

している。

(2)絞プロセス化学分野(教授森山裕丈，助教授 山名 元，助手間川佐太郎

.川本:主造)

本研究分野においては，核燃料サイクルのパックエンドにおける化学・技術，特

に被燃料のリサイクル及ぴ超ウラン元素の管理に関する技術の開発を主な目的とし

て，プロセス化学・溶液化学等の研究を行っている。①核燃料のリサイクルに関し

ては.新型燃料の利用に道を開くものとして，乾式プロセス等の先進的な化学分離

プロセスの研究を進めている。②超ウラン元素及ぴ他の微量元素について，分離プ

ロセスや環境中におけるこれらの元素の化学的な挙動を基礎的な観点から解明する

ため，溶液化学の研究を進めている。③その他，核融合炉の燃料・材料に関する化

学的な研究などを進めている。

応用原子核科学研究部門

(1)核放射線計測分野(教授川瀬洋一，助教授山田 繁，助手谷口秋洋)
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核分裂生成牧棋のオンラインHf立体質量分離や牧放射線uhftlJ法に関する研究及ぴ、

それらを用いた])j([核構造と伐データに関する研究を行っている。オンラインl日目立

体分離を行う装置(ISOL) の開発としては，特にガスジエソ卜i;!;やイオン化i去に

問し独創的なmJ発を進めているJmイ1:.研究均iに付買された ISOLを用しミて効率よ
く生成・分離される希土煩元素について，新liiJ佼元素の探索・発見を行うとともに，

全く未知の崩壊|支|式の縫:ι 核単位が命の測定. Q，J1i貨やF崩壊分岐比の測定.y 
線角度相関の測定など中性f過剰核核構造の解明上からも，また.崩峻絞データと

しても極めて重袋な探題について研究を進めている。

(21原子核物性分野(教J受前田 豊，助教J受大久保嘉高，助手瀬戸誠・上

師、進一)

放射性原:f-核をプローブとして， メスパウア一分光法やJ異動角相関法などにより

超微細相互作用を通じて物質中の同所的電~f-状態を観測して金属・半導体・超伝導

体などの特性を研究している。特に，原子炉を用いて生成される短寿命 RIの高度

利用を目指して放射性イオンit入i去の応用などを量点的に取り上げ，新しい民間に

向けて精力的に研究を行っている。また，放射光による核共鳴散乱などの斬新な研

究テーマにも取り組んでおり，干史的手段による物'1'1研究の分野で先端的な研究を推

進している。

131粒子線物↑'1分野(教長松山本史，助手 高橋{愛情)

中性子を合む粒子線や放射線， またはそれらにより生成される放射性原子核など

を用いて，導電性高分子や無機手j"機複合化合物などの機能性材料やメゾスコピソク

系新素材の物性研究を行っている。また.新しい高品位粒子線の生成と物性研究へ

の利用を目指して， ミリ波，サブミリ波領域における遷移放射などの種々のコヒー

レント放射の特性及び放射機構の研究，並びに，それを用いた物性)，2，用に関する研

究をライナック電子線を使用して行っている。

放射線生命科学研究部門

11粒子線生物学分野(教J受内海博iiJ.助教J受田野恵三，講師水間長代)

粒子線をはじめとする各種原子炉放射線の生物作用(致死，突然変異，発摘，遺

伝子的影響)を明らかにするため，放射線損傷の修復機構，形質転換の機構，微量

放射線に対する適応応答 シグナルトランスダクションなとなの分子機構の研究を進

めている。特に.DNA修復と細胞周期にかかわるキー遺伝子の単離を進めている。

また，放射線抵抗性掘の耐性機構とその増!惑など放射線治療の基礎的研究や，放射

線高抵抗性微生物の耐|空機構の放射線の役割などの研究も行っている。

(2)同位体利用分野(教授赤星光彦助手北岡祥伯・河合建一)

各種放射性または非放射性同位元素の生物・医学的利用に関する基礎的研究を行
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っているJ!l体的には， '))I!;Z H)iで!!閥、lして調製した'Ari.)i(，IIの';.ICU，111りPd，い}日川Pt

などを片j \，、た件怖の制H~i'lt化 fT物の十!?!識と，それらの rtìU ;Jil'if'OIJ の J円強ヤ{乍刷機構に

ついての11汁先.ω熱rf)'1"1， H，tiiJt1t計上を実施する Lで承裂な!1I!l-各傾化fr物の合成と.

その物}塑化学的'1''1:質ベJ生物n坪jの研究などをわっているυ
また l七dlTの起ih;l. ;主化の過程に及ぼす放射線や欣身、J'ltHf立厄主の役訓に関する

)ぷ正l'I(]liJf究を行い. !t ~{J現象の解 llJ.j に翁:りしている ο

さらに.411が hlÎ 1i1l:身、Jtl:l; ilf、~1"本の肖「主利用を日折して，欣射性イオシビームの発3

• niUjJ;11とその利!日にWlするiiJf究も行っている。
131放射線医学物細分野(教長 長谷博Ii.， 講mli 市林微，助手 前i甘利犬・説

干:1行男・持sH.良:を()

凝縮十I1における放射線作用の初期l過校とイくより・エネルギー付与過程の解明を日的

とし， これらの過程が回収化する彬端条件下 (f相鰍両耐\f.侃l氏王lil溢l昆t宜引~) で巴丸討川【

と守のb放文身砂射‘すI幸線!泉i仰初初Jμi矧U別J1企生二!成戊稀-のf生l七ミ成2芽素干長q反£μ此応l>，二次反応/えび前間分イtiに関する分光実験を行

っている ο また I十)'1"1チ捕捉療法に過した原子炉または加速器の中tl:f!!(¥射場・!照

射システムに閲する設計.中性子!!自身、I中の liiJ II'H)~ 出:測定・討Íl!ti なとaの研究， l! rJ')~ y 

線iWJ定法による 108， 1"ÎGd などの中性子地jd元素濃度の)~f三与さ的定量技術，車[1111包レ

ベルの吸Jlx.総長~:五 1'~1: ;t'1市li なと、の放射線医学物理の研究を行っている。

原子炉応用センタ一

実験所は， Klぼなどを肘いた共IliJ利mliJf'冗を進めるとともに，地Jj.JZfl:会とのj主
擦を|立1f)， また.学生， l~tlL 若手研究f'i-， さらには一般行会人に対しての以子力

科学に関する教育の一端を{It.t，うとしているο この述傍と教育に関して.これまで

にも種々の活動実績があるが，これらを引き継ぎ，一肘の発以を期jしている。

原子炉!必用分野の研究は多岐にわたるが.教授 丙原英晃は①原子力iの安全性に

問する研究，及び(、争原f-}J・放射献の社会教育に関する研究を，助教段 松JJ;{ fr: 

は①放射tl校積のIJ.:体濃縮及ぴ食物述鎖に関する研究を KURに関する環境放射能

iWI定に合わせて，助手林正俊は④原子炉の核特性に関する研究を KUCAや電

子計算機を利用して中性子エネルギースベクトルや動特性問題について，助手武

内孝之は⑤放射化分析の応用を半導体材料や毛髪などの人体組織内の微量元素分析

の目的で.それぞれ行っている。

原子炉医療基礎研究施設

本研究施設の主たる研究課題は，原子炉から取り出される中性子を用いた脱場治

療法の開発である。熱中性チは核反応断面積が大きい棚素に捕獲され，生物効果が

非常に大きくす~程が10マイクロメートル以下の α 粒子とLi原子核を放出する。服

蕩細胞が棚素を選択的に取り込めば腫蕩細胞を選択的に破壊できる。この原理を放
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射線抵抗f問.fr:lji5であるJJi洲市場及び戊!肖:11::-1''1=..'.1，¥色脈なとのifi棟にk，IIJする{同党であ

る。教授 小肝公;は側主熱rI''1"1一(，tltii)lIXI必(BNCT)によるがilhi-・1卯弱Fif;:~ihl 確守、

の関係.正常組織('¥1-， JJ [:， Ij市など)に)，J する J;~';科'を Ij{j:射線 '1 物..tl'i'~Ti);で仰|究し

ている。また，学外のIsヘ7・{iJf'J'e 1'iとのJHiJによって凶;1:.jdUHを七施している 助教
綬増永偵 -fmは[，1，[)f~'Hj栃に{(u:するHよiI-.!りj半111胞の政射線!必'1:'1'1を険法fする独自の

手法を確j'(し， これを111l ¥て放射線ilWL'ltの休11-_*1I11l包集[，tlの市Ij制lにおける BNCT
の効果を研究している。 U)J了ー 高.ln:政b:ffiのiτ3iJf究"果!迎は新規制主化fT物のIJf.J>Jtと脳
!屋場の BNCTの臨床研究である。 ωJ下 水梨友 fは町n乳細胞への sNCTによるうどー
然変異誘発なとごの(1)1'充を進めているラ
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A. 霊長重点研究所の概要

沿革と目的

13 霊長類研究所

議長頒とは動物分類学における室長日(サル目)を指し.動物界の円J+にあるも
のとし寸意味て、ある。原猿類，新世界ザル，旧世界ザル，頒人娘，ヒトを合む，約

200種よりなる。謀長類研究所はこの霊長類に関する総合的研究を行う目的で¥全

国共IIIJ干IJ用研究所として，日目和42年(1967) 6月1日に京都大学に附慣，設立され

た。本研究所が志山するところは，霊長煩に閲する学際的M究により:~~長煩I~f: をよ

り発民させ，霊長頒の進化とヒト化の過程を明らかにすることである。

日{{和43年に1愛知県犬[111有I!'-C林の敷地に研究所本棟第 1t引J:事カちと fし，以後第2

矧 L事，共liiJ利用研究員術iJ'J棟，職員lH舎，山崎県中間市の中:良野外観察施設研究
械などの竣 rを比た。lI(j和46年度には，本棟第3WJT事が竣r.， 47ifl主には敷地内
JWJに用地を購入してここにサル類保健飼育管浬施設本棟，検疫棟，放制実験場など

が建設された。 IIlj手1150年度には形態;基礎，神経生理，心理，変異，社会 'Ij前史，

生理，生化学及び系統の 9研究部門の設i置が当初計悼j通りに完 fし， lI{j和52年j主に

は本棟第4WlL事が竣J:して，全研究部門が本棟に収存された。またHfi和55年度に
は実験用サルの繁納コロニー，育成舎が竣 rしてサル類の自家繁納体制が整備され
た。IlH和58年度には宰島野外観察施設がニホンザル野外観察施設へと拡充転換し，
幸烏の他に下北半島，上信越，木曽及びl:i~久島に観察ステーションを機するニホン

ザルの野外研究基地として機能することとなった。

さらに平成5年(1993) 4月には，従米の伝統的な研究の枠組みから政け出し，

新しい方法論と複合的な研究視点をもった研究体制に整備するべく大部門制へと改

組を行い，思考i斤語分野が新設された。続いて平成 6年度には，新しいチンパンジ

ーの飼育・研究施設であり，野外観察施設と資料標本宗を兼ね備えた類人猿行動実

験研究棟が新築された。

組織と職員

本研究所は，後述する 4研究部門(10分野)と 2附属施設，及び事務部から構成

され，教官37名，外国人研究員 1:名，非常勤研究員 3:fl， リサーチアシスタント 7

名，事務官・技官計24名，非常勤職員34名，研究支援推進員 8名の職員に加えて，

京都大学大学院理学研究科霊長類学専攻及び生物科学専攻霊長類学系に属する大学

院生27名，日本学術振興会特別研究員(PD)4名，特別研究学生2名，受託研究員

2名，研修員 2名及び研究生 1名，招へい外国人学者等の外国人研究者4名が在籍
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している。本研究所は，野外研究をÌ'.とする分野から，行動や~U型や分子レベルの

実験的解析をわう分野にうfる{i)1"先JiU、kの多係'1''1:と，研究の学院H'I:が特色である。
そして.このことこそが， ヒトに七る芯 L~ ~Jl;lli 化の軌跡、を l明らかにし，この重i}]~~初lj g:下

を万物の茎長たらしめている{体本制とf行f重動力の牛本;ど，性|

とを可能にするのである O

組織

-「市円 & 

イ吋 '先 自li 門

附以施設

目F 務 NI~

共同利用研究

昭和44年(1969)の本研究所問所と/，;J叫に共同利用Mr究員制度が4没けられ，謀長

頬の研究に従事する，多分野にわたる研究折にlよく利用されている ω 共/，;)利.IfIliJf究

員は毎年 1l日U(11月一12Jj )令国に公募される d 募集は.研究所より提ぶされる計

阿課題，自由，;果!ffi，資料提W，7)えび所外供給(実験nJサルの供給)に沿って行われ
る。計I制課題は;)-5年i汁|山|で¥形態学 J宣伝γ 系統学，生態学， tl会学，心県

学，神経生理学， 'U哩ザ: '1:化学等の多分野にわたる約 10，課題である。共/，;トflJffJ 

研究員の資絡は， 1手l公私市:の研究機関l刑判の研究行又はそれに相当する行(0-，大

学院生)であるο 共/i;J利用研究員には旅費と研究費が支;給され，術il'1h"tli，没も提供さ

れる。年間80ー100件(130-170名)の研究が運営委員会の議を絞てほ択される。

共同利用研究の一環として，1rJ一年5-7件の研究会が開催され，そのテーマは，計

[I!司E果題の推進に必l安なものやn.f'!，':にあったトピックス等である。このうち，研究所
の最重要課題の一つであるヒト化の解明を目指すホミニゼーション研究会は 26[rlJ 

を重ねている。

犬学院教育

当研究所における大学院制度は，昭和47年 (1972)に理学研究科動物学専攻のー--

分科として設置された。その後の研究所の施設の拡充や日本霊長類学会の誕生など

にともない，学問分野としての霊長類学倒、1:の機運も熟したので， H{{和61年(1986)

には，理学研究科霊長類学専攻として独立した。平成7年(1995)には，理学部の

大学院重点化改組にともない，理学研究科生物科学専攻霊長類学系となった。当研

究所における大学院教育の目標は，霊長類の研究を有機的，総合的に推進する若い

研究者の養成にある。霊長類学という新しい科学には独自の研究方法と理論体系が
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必!裂である.1]:く"計分野にま

たがる棋i礎的教ff，野外'jdi

-c i与る新しし、 l'~?:泉佐ll，'X蹴・

'y刊で生11る精¥'1'，:な科学的分析

iJ;， ì Îlf外 dJ~J.'合?でn%~(するよ泊l

のlIt'N.[Ii!の内外からのJtH

IIJ!'先行との交iAtなどが学|際的

な悦野と柔軟な!ι考}JをfIて
るのには、kつ、正)l'u:. 大学院

{J:総 X'ql には外l王|人 ~rl ， H 

本学術振興会特別1iJI:.完封

([)じ) 9~うがfT まれる υ これまでに博l:，深紅を修 f または退学した X-64?" (外国人

間学生5?'，をかむ)のうち学位以î~i'cX-は511ノ1 (外lliJ人間'子:生4?'t!であり，それらの

お・の就J[i1t7t:は太子:・研究!凡高等学校教諭. ~日1 本学{術柑J振辰興会柄特=別 f研u冴f究f貝1. (P 0)等

である O いずれも各学会の告専削i付lドい1札凡l

t担判11つてiμ凶E詞.][;努去灼l的1杓守lにこコi/i日』記しているο

B.研'先の現状

進化系統研究部門

形態学. ，Jj生物 ~7': ・光!と学・遺伝学・生物地理学なとεの研究方法を用いて. ヒト

を合む室長矧各it下それぞれの特徴ならびに起源・進化の係fを明らかにするととも

にそれら諸群問の系統関係を復冠することによってぷ長官ii主化の過程を総合的に

理解するο

形態進化分野(教ほ 11'111--道，助教N: i貧困後.助手毛利俊雄・ l刈怯豊)

ヒトを合む謀長 ~fiの進化と多様性に関わる諸問題について.肉眼形態学:の方法を

主体としたliJ門目前動を進めている。従長頒全般にわたるj1主化と適応、の現象，ホミニ

ゼーションのプロセスなとを解明すること，ヒトの特異'1"1と多様'1"1:の本質を柑める

こと.化石骨や古人骨から過去の生活活動を復えする方法を開発することなどが研

究の主要な戦略であるο 同時に共同利用研究員との共同研究をも合めて.より広範

な研究テーマにも績根的に取り組んでいる。

具体的には，現生および化石霊長類の比較形態学的研究(片IlJ.i貧困，毛利.I剖

松).生体や骨格の発育加齢現象についての形態学的研究(i貧困，片山).頭骨の形

態小変異形質による個体差，性差，地域差の研究(毛利，片山).中新世の大型類

人猿の適応放散と種分化の研究(岡松)，ヒトなどの骨格を対象とした古病理学的
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研究()十111)なとが， .fJUt: i並行中のM 冗Ìi~'!f}Jである ο これらの研究の万法は多岐に

わたっている， '1:.体と竹絡の|勾11以観察とJlil!リ，そしてX総娠影， さらに向牙の形態

記載と 3次j己，ilil!JJなと、がM';tの中心となるが，共li村IjHJ研究民との共l"iJ{i}f究では，
キネシオロシーやノ、イオメカニクスの)ji)、ri命も取り入れて，各種霊長t1iの安勢やロ

コモーションに附するiiJf先も!住めている 'J

フィールドワークもl}i'Jtに行われており， [ftl内各地の二ホンサ、ルの野外調査 (i貧

困，毛利)， *IHアジアやアフリカでのILI[11:界ザルの斗.休学的訪l査 (i貧困，毛利)，

アフリカやヰ!民|での化ú主 ktt!の先制的l資(J~~I 松)， I~j 本;ギ洋でのポリネシア人の

生物入額学的調査()'1・1[1)，トルコでの発掘人'けの調査(!¥，II)などが進行中である。

集団遺伝分野(教li II・止¥{":一義，助教綬 川本 見¥助手 ヂJt.併久)

この分野は遺伝学的観点から五ldt!の各分類lji.f，/:内， Jji. f夜間の変宍ーを分析するこ

とにより. '~:j~ t~ 矧!集|寸|の繁ゲlf[情造住びにその変呉の維持機構の解明.さらには系統，

進化の問題にもアブローチしているのこれまで行われてきたJH本的な研究としては.

第lに室長矧のIULIi記長自民の遺伝的支呉とミトコンドリア DNAの変異などを悼識

としてニホンザルをはじめとする各悌マカクやヒヒmを主体とした集問i宣伝学的研
究や系統進化の{I}J究がある (JI:止に，川本)"こうした研究には自然鮮のu点料が必須

であり，アジア.アフリカのサル自然F上，白、地において，観察と試料収集に多くの時

間を費やしている。収集した IfILi(~ ，ijt料は -80'C 一 -135'C でì*結保合ーされ共 liiJ 利用研

究にも利用されている。これまでに集められた試料の数は 5科141"当52積， 13，500例

体を越えている。もう つの主製iiJf究ぷ足立は，主長矧の染色体進化および細胞IL物

学的解析である。染色体の主要憐成袋素である，セントロメア.テロメア，サテラ

イト DNAなどの以復配タIjをもちいて系統聞の染色体袋、異のメカニズムを遡る分析

や.染色体からl自:掠 DNAを凶収する方法を用いて独自のプローブを開発し.ゲノ

ム解析ならびに細胞レベルの種l持異性等を解明することを rHfí している(平~j:)。

系統発生分野(教綬茂JJ;{1It生，助教綬相見 j繭，助手尚'.I!:正成)

当分野は，ヒ卜を含めたfJUl=.室長頒および化石霊長頒の系統関係を形態学的な観
点から解明することを中心凍題としている。各分類群の形態学的な特徴はもちろん，

社会・生態・行動などの研究で明らかにされた成果を考雄、に人れながら種の実態を

明らかにしていこうとするものである。具体的には， j!/<Jの形態に基づく新世界ザル

の系統関係の憎築，動物地理学的観点からの東南アジアの真猿類の種分化の研究，

歯を含めた岨場システムの機能解析などを進めている。このような研究をふまえて，

さらにヒトを合めた霊長類全体の進化のメカニズムを解明することを究極の目的と

する。

霊長類の起源や真猿類の起源の解明にはミッシングリンクがまだ多く残されてお
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1)，新たな化イlの発見が不可欠であるけ各研究(i-はそれそ寸Lのフィールドで霊長類

;1s化のポイン卜となるべき化石の発比につとめているο 茂原はアジアおよび南米，

付|見は東南アジア， Iflj)~は í4J:米および東アジアをおもなフィールドとしている。こ

のほかに，古代遺跡から/!'，:Lした人骨やニホンザルを合む獣骨の研究を通して，日

本人の起ìJ~lや時代的な変化の研究， さらにはニホンザルの時代的な変化などの研究

にも取り組んでいる ο

社会生態研究部門

自然環境に生息する各極霊I占領を主な研究対象とする。実験室での資料分析や飼

育集!司の観祭・'k!験を合めながら野外研究を中心とする。このため，日本国内では

下北半島から阿久島までのニホンザル生息地で， またアフリカやアジアの霊長類生

息地に拠点調査地を設け， 10年以上の個体識別lに恭づく長WJ縦~:::CliJf~先を進めている、

生態機構分野(教托杉山幸九，助教段森明雄，助手 山依存ー・必村秀一)

各種の議長類が，環境から食物としてより多くのエネルギーを効率的に取り人れ，

敵や病気から遮れて生き延び，他{同体と競争しながらより多くのチ係を残そうとす

る機構を，供If本と集[す|のI両方のレベルから探求している。囲内では，大分県高崎IIJ

(杉111)，川崎県宇品(森)，鹿児向県以久ぬ(111側)のlllCi ，Jけ又は野'[:_ニホンザル群，

J河内の放宣itl鮮を対象に，採it.繁Y[白戦111符.1同体群動態等ーを調べている。問外では，
内アフリカのギニアのチンパンジーの集l羽構造やJ洋間関係を長HJJ継続迫跡する一

方，道具使用行動の学科，発達，fz;矯，干IJき手の先生を調べている(杉111)。中央

アフリカのルアンダ，ガボン，ザイールではコリラとチンパンジーの環境利用とほ

食戦略の機構，大型煩人猿の種間関係の分析から，ヒト化の解明に迫っている (Il!

械)。北アフリカのエチオビア高地では，ゲラダ¥マント，アヌピスというヒヒ 3

種を汁象に，重「計千l会における繁硝戦略と自然種I!tJ雑種の形成機構の解明を進めて

いる(森)。東南アジアでは，インドネシア・スラウェシ島に生息するムーアモン

キーを対象とした社会行動の進化に影響する斐凶の解明に取り組んでいる(恰村れ

また DNAや血液蛋白の多型分析，実験心理学的分析，森林構造解析を取り込んで

他分野との共同研究も進めている。

社会構造分野(教J受加納降五，助教J受大津秀行，助手鈴木昆)

霊長類の社会の進化の過程とその機構を明らかにするため，さまざまな積の霊長

類を対象に，主として野外調査による研究を行っている。個体識別に本づく社会関

係，社会の構造の調査，及びそれらの種問比較研究， DNA多型に基づく父子判定

による配偶行動の研究など，方法は多岐にわたる。現在，ザィールにおけるボノボ

(ピグミーチンパンジー)の長期にわたる科会研究. タンザニア，ウガンダにおけ

るチンパンジーの分布・生態調査(加納) カメルーンにおけるパタスモンキーの
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配偶1'il動とtI公定動の{i}!';1: (大i軍人インドネシアのカリマンタンにおける!lfFI'.オ

ランウ-)1ンのノli九社会行動，i)i¥J1t(鈴木)などが海外調資の中心である。 f!ll付で

は，民久j;ふ公平111. I'，';j 山i~i11/，志賀i白GI!?:などの'L白、地で，ほ.l.til，'!li1J ， i肺H本伴動態，
他生環境. (-ともの1J:動なとマ〉調査がhわれているu また， /vj'l付の放削砕を対象に.

分イ'，'L:)型liJf究[;1;1 "1と共I，;Jて¥繁げ1性別と行動の悶係のii庁究も行っている。

行動神経研究部門

当 liJf究 {!il~ 門は， ヒトや大則子1!人伎をffむ謀長煩における基礎的な!感覚・知覚機能

や巡動機能， jι45ーや 11li!? といった高次の認知l機能，道H-使間や模f~~など額人猿やヒ

トで特徴的にみられるさまさまな|問題を， 11動の実験的分析と1M・神経系の構造・
機能の研究によって総合的に埋解することを目指している。

思考言語分野(教段松川村口1;，助教佼 友永雅己)

主として大型納入彼を対象に，生11覚やii::色等の主主本的情報処理から，概念や忠考

や言耐 j主!日史月lや社会的知能にでる生n的行動とその発j室を， ;}H，是襲的な実車食と野
外観祭により Iじ，~土d、主11科学:の観点から fi)f究している。チンパンジーを対象とした知

覚・認知機能の附究では， I洋飼育された集Iサlから 11同体ずつテストブースに呼び入

れて，コンピェータ制御による実験的分析を1'1っているο 士ナlilI場i白iでのj研究や，放

制場に設けられた実験;共慌による社会的場luiでの実験・観察も行 qている。また感

覚・知覚や学科/にかかわる広範な研究を，チンパンジー以外の室長類も対象として

行っている。最近の研究テーマとしては，数の認識や色の認識とそれらの丈字によ

る表現(怯iJ{).悦覚探索ii果lil1などをもちいた視覚情報処理過程の分析(友永)な

どがある。また大学院生らと共川して，議長類の表情認知人自己認識，事象の時系

列の認識，選択行動ないし:意志決定機構，共liiJ作業，対象操作の発達と道具使用，

利き手の発速などの研究を進めている。なお阿アフリカの野生チンパンジーを対象

に，道H.1受Hlや丈化に関する研究も行っているυ

認知学習分野(教綬小嶋師三，助教授正高信男，助手 中村克樹)

当分野は，旧心理研究部門を継承し，実験心理学や音声・言語学.発達心理学や

比較行動学，神経心理学や神経生理学など，様々な研究領域の方法や知見，理論を

参照して，ヒトや大型類人猿を含む各種霊長類の倒体の行動を分析し，その獲得，

発達，進化の過程を，かれらの神経系や社会などと関連させながら，統合的に理解

することを目指している。現在進行中の研究は 1 )チンパンジーの聴覚と音声の

研究(小嶋)。聴覚刺激と視覚刺激の統合や聴覚刺激の記憶など複雑な聴覚認知過

程の分析を行うとともに.チンパンジーの音声知覚の特性，かれらの音声発達の特

性を明らかにしている。 2)老齢ニホンザjレの認知機能の研究(小嶋，中村)。老

齢ザルの認知機能の老化を，様々な脳領域の機能と関連づけながら，検討している。
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3 )ヒトをffむ主長官!のコミ 1 ニケーションのすEj主のli}f究(IE ，~j) ぃヒト幼児と i手

続の fT111 交換の Ir.~間的分十Jí- t {í-'1.~.~ 分十'Ij' ， ;¥r¥iとその他のj主動，白if-r-i-Mt的コミュニケ

ーション行動の|羽j主などを検J干している、 また，ニホンザルの{i-')~.f f'民fljiやiTJHのur
則↑'1もfifiiiJしている 4)前日;fi民 fHlJyf[柴及びl噴出来の悦覚.ツド問ム己主11機能の研究

ftj'十JJけ Ilhj機能の皮質述介野内での処瑚過F11を倹討しているοS) PETによるヒ
トの副次認知機能のiIJI究(小村，小Ù!bj) 、他の iiJI 先機 I~J と共川で.友情ロ!.!，tn ， ftj~児

認知などに閲述する H所管!域を l中川町~j(ll流出の ìl!iJ';J:から川定している。

行動発現分野(教段 三上主主允，助教段 恨JI・j>h:fr.)
当分野の目的は，行動の発現とその背誌にある尚次の精神j邑t'1!のIJi'i内機構を，神

粁細胞Ht..びそのネットワークの働きとしてJ里解することであるい、円分野の前身とな

った舛l終'Uq!研究部川では，Iiff究所発起以*，大脳皮質述fT野の働きと行動の関係

を Jji， 伸粁細胞レベルで研究してきたの 4 方，最近 20年の神粁系の研究の発以

はH覚ましく， 'L埋学的手法に加えて，解訓学，心、J明学，精神医学，生化学，薬理

学などの手法や， PET， MRI.止ii己針i};なとすJi'i機能のjlhj像化の比外Jの導入が進んで

いる ο ，~~分野でもそうした新しい手法を積柿in0 に将人しつつ{日卜先を進めている。

i生fT野のIれでも. ヒトでとくに発達した前蝋述合野の研究は，、Ii分野が[11:界に先

駆けて始めたものであり.その後もこの分野の研究に先験的な役割を続けてきた。

現イ1:は.サル前日民連合野のii:意，干IJ附r，記憶.行動発現におけるIJ以内情報処煙機構

のli)f究.ヒトの前日民主き機能1)，止符の診断とリハビリテーションの研究をねっている(三

上)υ またfWω良連合野の研究では，悦覚認知し干n覚'1ゾ1:記憶のIJi'i1)'] t気併を解析してい
る(宍 1:)。さらに，悦知覚の脳内機構のイijf究(_::fJ，複数の神粁細胞がダイナミ

ックに関与する動的神経回路の研究(概JI:，三上)， n.~' t:~↑市報の主n覚と保持の脳内

機構の研究(枇~11'，三上)を行っている。

分子生理研究部門

泣(z;:f変異のダイナミズム， タンパク質・酵ぷー及ぴ機能凶jこの構造と機能，脳内

生理活性物質の個体発達， lt嫡現象のヰ1tr，z市IJ御機構.細胞!肢の電気現象等，昨(fレ
ベルから分子レベルに及ぶ広範な生命現象を，分ド1:，物学，生化学，制11包生物学.

TE気生理学の手法を用いて解明する。

器官調節分野(教托 林恭治，助教授 日nー丈夫，助手 J-:.i此聡・清水鹿子・)
謀長類の生理現象を，分子から組織，器下fのレベルにオてるまで尖験的に明らかに

することを目的としている。研究テーマは以下の通りである。

1 )箆長類脳内生理活性物質の分布特性と個体発達の研究一各種神経ペプチド煩(p

物質. ソマトスタチン等)や神経栄養凶子類 (NGF，BDNF等)が， IJ所内の各機能

部位でいかに分布し，いつどのように発生・発達・老化していくのかを，放射免疫
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iftlJ5i:iJ;やf立たす:[1織1ヒ'ht・i1i:i:!;f-L'?rl(J fi去をJHし3て解析している(休)， 
2) '，:~:kl'(!の lill1'\; 、ド ;'~rijIj ~III胞ゆえのi心γU4l/r:的研究ーノ f ソチクランフリ;による子

i骨筋1I英細胞のiii. イオシチャンネル屯idtの熱})学的解析(~j J 'r )け

3) 'X:ktt!の '[:_YII'! を制御する IJì，jl 人'Jt友情の {i汁先ー JJì~ を中村UJl象を ~:kfìする出~I'cとし

てとらえ， JJi'lによる'Hl!!の調Ni機1f; とそれらに ;;i汁~t を及ぼす稀々のJ~utll A:1 f (外;¥:r;

環境条f'I:，内分泌学的安[A:[， ストレス等)の作)14機)j';について伸粁内う分j'-i泌ε必必、"~.う、1下i

卒粍王円サ生|主二化よ宇学J戸:的' 免、l長組織学(I(J下iJ;をJijし、て解析している (大政)，、

4)主長官!の'[:.YII'!リズムjC.fJl機怖の{r)F究-'，1，::);、官!のノ1.9iI!1)ズムは.いつどのよう

に発現するのか， またM を mf'~ として繰り返すのかを， 1同体の'1:.から死まで "1:.を

通して，内分泌'下的，組織学的に解析しているけさらに.これらを;尽礎にして，野

生動物保直に lílJ けての人 1 ，繁 YII'L 繁 YI!! -tíIJ;~IJìLの 1 Jf.I 'Íc を行っている (i占点)什

遺伝子情報分野(教托竹q1 修.助教托 ;式111 節.助手 中十j NI. i主[i{;J-

雄)

当分野では， ONAやタシパクFIなど'1:.体分子の備]1.'l"t'tT，機能を桶々の'よI毛
如、について j 仁 l院して， 'JJ 長官lの系統I~J係や j1f:化，積としての特徴を明らかにする事

を日的としているい x際の{i)f'先テーマとして， 1) 十IfJriJ遺{ムfの構造比較から，ア
ジアの'fJ長官!特にマカカ凶のサルやチンパンジ一等ヒト上利彼長煩の系統や進化及

び DNA 多}f;~J 角刊行による'ぷ長官{の lill紘関係の解明(竹中)" 2) タンパクET分角1{昨

素であるペプシン，カテプシン D，カテプシン Eの精製， ~f去としての品性ET. タ

ンパク質構造及びJtlLr構造の比'1攻による主ld到の進化(去11，)け:3)組織1J.:l二f-の
発現と機能 jえび IgE 抗体の I~it;二 '1 とその;j;JJf，fJJ に関する分子制IIJI包 '1:. 物'~?、i主ぴ.に ;Ií~j態 '1:.化

学的研究をi凶じて'ぷ長績の1['.IIll免疫系の解析(~十l 村) u 4 )解奇形素系の分子的解析，

とくに '11江主惣!でのね-Y4な 7吉正II を f~1境'泣|川から分析し'ぶ I毛紅iの附 11三 1&.. Jl:，i1f: iヒをJ架究

(i差|吋)ぃ

ニホンザル野外観察施設(施l立長(A配)助教民 大;'f秀11'，助教J受 * ;U， llJJ r 
i皮法王1;た)

本施設は， llfj-'Iニホシザルの研究をKHlJIH1継続してねうために投iftされたもので
あり，山崎県のや印刷tffYjとド北・ t..信組・本1;マ.I"，t久山の 4liJf'允林をffんでいる。
半島はニホンザル研究発十(の地として生11られ.すでに40年以上のim祭;llJ.止をイfし，

独自の研究を進めている(波法)υ['上界最北限のサルがf下一むド北では， 自然条i'1:の

もとでの制祭が続けられており.他地域とは非常に宍ーなった'1:態がflfJらかにされて

いる(束，h_!_;事(教務縮休日))ο またt-.{~\越研究林では多汗寒冷J也への適正、が(十 l

会構造分野・鈴木J，'*白研究林ではみ;州中部jfL';;;-林で、の，t態が研究されている(iJit 

謹)。屋久島には照葉樹林市から岨尚ー11，;:;¥:までの幅広いfi古川二が認められ， 岨q電ヤク
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シマザルが住んでいる J ここでも. 自然条件トーでの伯l体ぷりIjをもとに，生態から社

会h勤まで :)fら，(こ ijJMl1~ ~ 、jiJf允がiJ・われている(J;U)りこのように，それぞれの地域

はニホンザルの1111叫入、生).:1、I或を代女するように選ばれており，ヲ:/付学外の多くの研

究一行と待目安に協 JJしながら研究が進められている ο また

かつている U その1他也， Wj-}iアジア地域に生息する室長官!の野外研究も活発に行って

おり，ニホンザルをffめた総合的な悦l.(を模ネ・している(東， iliti主)ο

サル類保健飼育管理施設(脆設長(萩)助教段 以111 節，助教民 松林清明，

助手 後藤俊¥・鈴木樹浬)

当施設は ~~'l~: 長官[iíJf究所での実験研究に必裂なサル煩の維持，供給を主目的として

1969年に 1没lfI:された。坑{I:総数約800以:2幻2種の制育管埋.繁+納'11'山f肉L及反ぴ1(1血(1飢l札Ll液f従U.細出的jの

検査等をf行行rつている

z投没業f務芳と1閑羽j述皇する幾つかのテ一マカがf江l取以り l上:げられている η 松林は臨床繁Mとサル類

の動物l'M-tllを11!:liし，人 L繁納技術lの11日発を通じて削ff卜で、の仔J少主長官tiの繁硝・

保泌を目指している ο また，採食n.~Hlj の延長や適正なケージサイズの検討のほか，

j皮削場の遊gの開発について'x説的に研究しているο 後!僚はニホンザルの寄生虫学
反ぴ花粉アレルギー症に関する研究を行い，疾JJ.1，、の態様と術主の反応を亦lべている。

野'(:-ニホンザルに於けるスギ花粉叫の調査研究では， ヒト花粉紘のモテール動物開発

につながる興味深い成績を得つつある。鈴木はサル頒の成長を取り巻く諸現象のう

ち，形態的な姿素とそれを裏打ちする内分泌*1刈とを桐圧に関連させながら追求し
ているο また様々な場iHiでサルが受けるストレスを定設的に評価するための生理学

的研究を行っている。また，~験動物の1'11的|に閲する社会的関心の増大を受け，飼

育サル頒の環境を豊かにするための築礎研究に施設全体で取り組んでいる。
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14 東南アジア研究センター

A. 東南アジア研究センターの概虫:

東南アジア研究センターは， lI{j和40年 (1965)4月，京市アジアとその周辺諸問

を総合的に研究することをけ的として設すされた。;11:1礎のアジア諸国とわが悶との

交流が深まるにつれて， 2ljセンターが地J-&研究の中心として果たすべき役割が人二き

くなっている。このため，当センターは，東南アジアiln国の研究:r;.のみならず，東

南アジア研究に関心をもっ世界の研究朽-との不断の交流に務めると共に，東南アジ

アに関する文献資料の収集と研究情報の交換を行い， 1人j外の研究:r;.の利用に供して

きたc

東南アジアは，白然，fff ~と， ，;'，f-X. 1亡侠，政治体市1]，純i庁発1民なと¥いずれをと

っても多燥であるコこのような多様'I"'T.を背はにして，当センターのfi庁究スタッフも，

研究対象とする地域や専門とする学問分野は多岐にわたっている。当センターの研

究活動の大きな特徴のーつは，これらの多彩な研究者・と多様な研究飢域を布機的に

結び付けた学際的Jl+J州究と千百似的に取り組む点にあるつ

機矯

東南アジアliJI究センターは. 5 liJI究部門及ひ、客員i'iJf究部門からなる研究部.同告ー

烹，編集?正↑12j干M.処用不からなる資料部，及び事務庁[¥によって構成されている。

このほか， タイのバンコク， インドネシアのジャカルタにそれぞれ海外j主半島:ギ.f#所

を設費L.東南アジア地域における臨地調資活動のILJ滑化を阿っている。

所長---，一/i!f:i'e;"i!;I"J

(川;I"J) (j)'3lJ-l 

'1態l京境-Llr:ぷfllfi1:， '1:物構造

fI会 '1:_tL~一人 11 構造， 1'1会動態，文化構造

統合環境一息忽環境，政治J~m:，地域統介

地域経U(一地域防]'I苦，発民，iI"i白i，経済倍以

人1111環境-'1ーIすr環境，熱併環J."t人間'J:.態

地域研究第ー(外国人科H)

地J!!i(研究第て(国[Jf:存w
東南アジア諸説文献(外国人作.(1)

資料部 [';(1書本，編集室，情報処埋空

事務部 庶務.jiト，会計掛，学術交流言{

バンコク連絡事務所

ジャカルタ辿絡事務所
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沿革

.liセシターが令[1'1で初めて

の '-{i}[ 究セシター」として J~( 

船大，}:に『立jfiされf二のは1I{HII

-lOfl: (1965)のことであるが.

それJ-:ltiifヵ、ら，球[INアジアの

文;化と社会に問心を持つ多数

の'''1:内iiJf究{j-によって研究会

が組織されていた。これらの

ii~-動が l主体となって末時jアジ

アM究のためのiiJI究機関の1没 メコン・テルタでの土壌調査

古が県明され，その粘*， II({

fl131)iド¥19(3) I月にザ:1人l-jf¥-ii'i':として「京市アジアliJf''I'eセシター」が，;止けられ， U{{ 

和4U年に正式発足(山市iJ1t)を迎えた。発){の当初は 1M!究自[i門でn¥発したセンタ
ーもその後次々と叶究i~:[ít"J の明設を認められた。とくに，、ド成J己年度からは )..:ú[WJ

;IiIJJ主への移行にともなって，前述。)5li)f究部門となり，教段14，助教綬lU，助手6

のJi.:Hをもっ!iJI究機関へと成長した。

容Llli)f究自lil"Jのうち， 2分皆凶町野iは京I伴出4封]アジアカか、らの{仰併u叶f究{ぷAf(をJ折{行fへいするもので， こ
のよ うなI同毛司副"出際z駁?火}流d定iのfたニめの古部口川川|ドい!川叩I
1事出J務奇!げ所0好fは. バンコク述絡事務所(1I{j利38年 (1963) 10月間l刈)がII!{和44年に， ジャ

カルタj主総事務所(I，;J45fjミ (1970) 5月IJfJI肝)が[ri]48年にそれぞれ正式に口市IJ化さ

れ， *1釘アジアにおける li別査{i)f究の)~胞や東 l十j アシアの{叶先 fí- ・研究機|立!との交流

に大きな役'却を来たしている ο

大学院教育

人lHl ・」辺地~，/jjjf究干|丈化・地域環境学専攻において協 }J説H~ として京市アジア地

域liJf究l満州が発足したのにflい，平成 5年から学生を交け人れて大学院教育を11t当

するようになっている。

B.研究の現状

共同研究

東I:}.jアジアli)f究センターの調査研究活動は共同研究と例目Ij俳究に大別される ο 共

同研究では，センターの日制化以前から着手されていたタイ地域研究 (II({和38-49

年)，マレーシア地域研究 (Hil和39-47年)に始まり，その後，大小多数の共1，;同iJf

究が実施されてきた。最近では i東南アジア世界の形成過程に関する総合的研究」
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( Ull平日55-59{.判定)， '!如何アシア1":卯の1&，/と民間に関する文明，;命的総介ji}f'先J (U(l 

干1160一平成Jじ年度J，'*1主jアシアUl:Wの凶作H命珂と発民構造に|羽する総合的fiJf'先」
(平成 2-6 q'.1(U， '*Ifj アジアパラダイムの学l;fJ~(I/J地域 11\j比較liJUr. J (、ド成 7-]

1年度)なと {i)卜Jr.;.J象を*I'Hアジア全体，さらにはその|姥桜地域にまで11;げ，丈

献調査と附¥J出品j任をJ凶じて*1トjアジアIII:Wのjえりす:ちに辿ろうとする肝心的な{iJf究

が試みられている。

個別研究

共同研究のほか， 11占|々のスタソフはそれぞれのの門i;u1或において白山な発fL1のも

とに個別liJf'jr.をわっている。以卜は，符HfiJf究部tl1]を除く， 5 iifl'究古1III1Jのスタソフ

の研究内谷のがi介であるο

生態環境部門

古111久雄教任・*件lアジアの'I・:;tと'1二I!f，'の文;化をJ巴出し，その上に，ユーラシア

岡地域における文;化ü;婦と変存の様相 l を{i)1 究している υ この探題は~L態環境と，人

間と，地域十|会の十Ilh述 WJ作川の動態把出であるので，考~f対象は Il_業， ~tì{í文化

のほかに，生態研:坑とその生化，自然d、，li;Xの構造，地域防!の十11立~，阪!と的変化の起

動)Jを含む。

LlI田 勇教綬・東山jアジアの熱';i;ー多j:l:j林の'l_態学:的研究を法礎に，ひろく地球環

境のヰlでの京市アジアJ也ほのいJ品目づけを明確にする万lilJで研究を進めている。とり

わけ熱'市多j:l:j林生態系のWtj立とその安谷過程について忌点的に調査を続け，他地域

とのよヒ較仰向EをlJっている。

安藤和雄助教民・ペシガルデルタおよびイラワジデルタの農村を主なフィールド

として，熱'};;稲作デルタの農業技術と村法相会の発反にみられる在地性について研

究している。制に，バングラデシュのil!.i¥klJ;(にな地している付で.継続的に小路L股

農村開発の実践的動に参加し，地域に.Jj.::踏み込んだ当事名が行うフィールド・ワ

ークを模索してきた。地域の人々との1111i仰の交流ができる地域研究としての熱情稲

作デルタ生態研究を目指している。

宇士会生態部門

坪内良博教，)-1:・米時lアジア人口の研究。東南アジア諸国においては人L1t~JJflがれ

会問題となったのは20世紀後-'1'ー以後であって，それまではむしろ移民を合む人u矧

加が切望されていた。このような変化の過程とそこに合まれる諸問題を，エスニシ

ティの問題をいl時に考慮しつつ，総合的に把怪することを試みている。

立本成丈教授・マレーシアの先住民社会とマレー農民社会，インドネシアのブギ

ス社会において主なフィールド・ワークを行った。枠組みとしてのマクロな社会シ

ステムと日常的にあたりまえだと思っている生活世界との相正浸潤作用を王盟論的導
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きとして，マレー 111:界の成:)¥1.ちとその変存過松を十|会丈化生態})"f:の制点から追

跡、するけまた，地域M究の恭繋としてのエコ・アイデンティティの問題に取り組ん

でし、る o

)JII)藤 l~ijlJ教h' .過去の謝1l'Tffとしては.インドネシアのミナンカパウ十1会の研究，

ジャカルタの11'， fまさ人のM究，そして進行中のスマトラ及びマレーシアでの通n~:的

村治調査がある。前[11:紀ぶから本十件化する京市アジア十l会への柄民地支配.資本主

~i抗日庁の ;lj;，' I'，が. 1山?との'j:_i，~にどのような影斜:をうえたかに関心を持っている。村

の生活史.都Hiの生活!とを綴ることを通して i男」と「火山「倒」と「共jiiJ体J.

i'Uf?J と「消費」などの動態的関係を解き明かそうとしている。

:h十!l，U!.'，t:助教花・専攻分野は人知生態学，特にW:riiアジアにおける小集|剖の人

11"/: を 'NI"J とする υ 士J~{I:行っている J ~体的な jijf'先|人fがは， 人11学的論特徴が対照的

なインドネシア向ジャワ品 lこ J，';'fìーするスンダ人1'1:会とパリ μ/ 、リ入社会の農村 ì~:I) を

主たるフィールドとして定務前iJftを進めながら，近年における人IJ学的和変化ある

いは非変化に汁してどのような説明が可能で、あるのかを. 'j二態及び丈化との関わり

あいにおいて探ることである。

林 h )JJ)j教材・人びとの[]常生活で~k:践される L杓:if教や U<V仏教の動態を中

心に， タイ，ラオスのラオ入社会の'Lh)tと変待遇科をーつの11会!ととして担保しよ

うとしている J さらに， 上I'H11、教がドミナントな東南アジア大陪i'il¥にあって，現ず1:

の同家・村部・諸民族社会の分節過程と実践宗教が.どのような構造とメカニズム

をもって制成されているのかを問いつつ. q，阿i凡it)I，I版納をも;守めた L時仏教丈化|倒

における宗教とtl会変化に111]するより 什定的な比較liJf究をめざしている。

石川 な助手・米i4iアジア白旗印の農民社会研究。村務形成.労働移動.エスニ

シティと同家， トラシス・ナショナリズムなどの問題を丈化'IJ虫学及び聡史的な視

点から考察。現在は，サラワクナトI(東マレーシア)紋[均出， インドネシア(丙カリ

マンタシ)[11J境部に位置するマレー農村での臨地調査に慕づき，スルタン王l割支配，

十l自民地化， ネーショシ・ステー卜成立という朕史的動態のなかでのボルネオ問結社

会の変科を分析しているu

速水(二::WfJ洋子助手・京市アジア大1;'主計1¥の少数民放について特に宗教とジェン

ダーへの関心を中心に，研究している ο 北タイ山地のカレン社会で調査をhってき

た。タイ国家の周縁で急速に変化を遊げる少数民族社会にあって，宗教的実践を特

にエスニシティとの関わりでとらえると同時に，民族問の関係，同家を合む大きな

求心力による支配，宗教のいずれをとっても，ジェンダーと深く切り結んでおり，

その相互規定のダイナミクスを明らかにしたい。より広く，東南アジアの宗教と女

性について，比較研究をめざしたい。
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統合環境部門

際地利明教民・i!t.j アジア・ I~j アジア・時~iM アジア・同アフリカでの訪j売をもと

に，生活 [ft 界と u也利月!の二つを総本安井;とする比，~士I，，;.fj= l!: 態論を構想している。

生活世界については，情i主契機・機能・|巻|械などを宍にするその単一回的民聞を整理

して国家と村都とのrtJ~I\j にあるツ0:lI¥j組織の保求に努め， また土地利用については主
として農業的 1-:地利用を;，j象に良緋システムを俄想してそのi長)1;'1n'-J把侭に努めてい
るω 凶作生態における相川iのIT('lt'/"I:.に鑑み，アジアを対象に前近代アジア都市史論

を構想しつつある、、

白石 降教t2 ・向 l旗印東 i~j アジア(フィリピン，マレーシア，シンガポール，イ

ンドネシア)を'1 1心に京 I~j アシアの地域システム，同家，政治の構造とその動態に

ついて研究している。 JJ~{I: は， 1950年K 60年代の?に['li]のへゲPモニーのドでの地域

システムの内向J，そこにおける京市アシア同家の岡家主主112，同氏統合，経済社会開

発の動態について研究をまとめている

王国芳史助教托・タイの政治がJが!とや丈化にどのように規定されているのかを研

究している。土j日正取り組んでいる作業は，近年における都市中間明主導の民主化と

いうイメージのi:lUミ検証， 1890年代から1950年代にかけての政府高行のデータベー
ス作成. 20tll:紀前主/'.・の農務行人事記録データの撃即ーと分析，そしてナショナリズム

と国民形成の考祭である J

丙村亘;犬助教托・インドネシア，マレーシアの同l(形成と同民統合に関する研究

に取り組んでいる J これまでは.比較教行学の伝場から， インドネシアに凶有のfrtli

f庭教育であるパンチャシラ迫徳教育の本質を解明しようとしてきた。現住は，カリ

マンタン(ボルネオ)をフィールドとし.学校教育及ひ、社会教育を通して「インド

ネシア人」あるいは「マレーシア人」がし、かに形成されていくかのダイナミズム究

明に努めているο

永井史男助手・ 19jft紀から20iJH1!.にかけて大陸部東南アジアが欧米を中心とする
国際関係に包照される過程で，大/:宇部東 I~j アジアの伝統国家がどのように近代国家

に転換していくのかを，特にタイ問を中心に考祭を進めている。現在は. 19世紀ぶ

の仏領インドシナ成?ーがタイ近代国家形成にいかなる影響を及ぼしているかの究明

に取り組んでいる。

地域発展部門

i毎日能宏教授・人口の大半が民性し，生業を営む農村地域の開発は，東南アジア

の地域発展の要である。農村開発研究の方法論を求めて，学際的な研究グループを

編制して.バングラデシュの農村の総合的調査を行っている。従来の構造認識を目

的とした農村研究と細分化された農業生態・技術研究の方法を総合し.農村開発の
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ためのキー・クエソションをl'iJうとする方法を捉/Jょするのが吋liliのl深題であるο

，Ii lJ;l久1:k.rxt差.*ItiアシアにアセアシとH千i;fれるj也h主が;あるカにそれは資本E.
義を針市体制lとする[:EIによって構成されており.その1)'でタイ Liijが比t絞的にJII((d同な

帝王消成長をH己批しているd しかしt;机filのテシボよ 1)緩慢で，経済発!民をj丞げる IIJ能

'1''1.があるにしてもだいぶ先のことになろう。このような*1釘アシア地域での先進十1:
と発以の催等'1である続出などと比べての後j1!JtをLlij際比較の悦野から粁泊の人的

.キI I. ~i故的側 rill を ff(tn しなが、らIiJf究する J

iili 本十'~: I七助教民・アセアンの[司今は1980年代後三"，以降，急j宝な粁i庁発i1!};をj生けて

きたれこの過位で!京市アジア域内での料消 líiJ キ1111~依存関係が深ま 1) .従米のー国Jji，

i立の発以段階論や二l玉l問比較のようなアプローチではとらえられない俊雄な発反ノf

ターンを /J~すようになっている。このようなdJ訟のもとに東 Iti アジアの!肝l~分間ι

技術移転， Jl[，'業発Mについて進化粁治学的に分析することが.fJi.fIーのl課題である。
J.K!Fffti'{ {-1i助教j-;i:.これまで l珂ジャワにおける詳細な農村尖態調jftifを主たるfji}、

として，農村 1:染問題を:Lたる素材とし，士地・資本・労働および組織の分析をi凶
:てインドネシア農村経済を研究してきた。それは，特定ιl粁iffの特ftは，その十!

?の抱える諸問題を解決するプロセスに現れるが.問題は服史的市1])主的深境的観定

どうけ.そのプロセスは政治的社会的規定をうけるという考えが背洪にある。 今後，

労働調査や r場調査を通じて，者1$市や1)坊に，t.J象を，tJ1、げ. I叶11与に，経済思想等にj'i
Hすることにより， インドネシア粁i/rn命を地上攻~Jf'先として構築してゆく。

人間環境部門

品川:捷朗教民・ヒトと自然との十11瓦作肘のインターフェースのひとつとして農業

を考える。この怠味での農業が，東南アジア世界の成立，変化.発)_j{にいかに関わ

ってきたかを夫証的に研究するο 現在.東北タイ，コラート肖Il;lを対象に，生態

条件と人間活動との相正作用に恭づく地域区分を行おうとしている。また，京市ア

ジア全域を対象に，人口・農業的核心域の相対的乾;惚ーから相，t.J的iUI悶への遷移を刺|

に，東南アジア世界の理解する試みをしている。

JT日!揃太郎教長・東南アジアにおける健康・疾病と原境j聖域。急激に変貌しつつ

ある東南アジアで自然・社会環境の変化が健康や疾病特性に及ぼす影響を総合的に

把慢することを究械の目的とする。現イt:はタイ国の血液病，感染症，免疫疾忠の動

I(IJを中心として研究中である。

同iXU光Htl教授・東南アジア地域の環境中の病原微生物がヒ卜および自然環境とい

かにかかわりあっているかを明らかにし，この地域で頻繁に発生する感染症の地域

特異J性を追求したし 3。現在水棲環境中に存在し，ヒトに下痢症を起こす細長j(コレ

ラ菌，腸炎ビブリオ蘭など)による感染症を調べている。インドネシア，マレーシ
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ア， タイ， イシド，ノ〈ングラデソシュなと、のii)f'先行とネットワークを作 1)，自rJ:;:fJ;i
Jti:中のl箱の/1:)，占および感染:)a'のiAe11のダイナミズムにWJする比較研究をわってい

る。

出中耕liJ助教J三・tR/}jアジアのl1llJ)，~ J41 ~:干のためには，脱却ミにおける伝統的な 11< 1il'l

の体系を煙併するのがイ、IJJ欠であるとの与えのもとに，この地J或の水IHや'J:IHの{午付

体系・作業体系の訓ftをわっている>1IドのIJtJ心は，京市アジア向峨自1¥の農業.と

りわけ移住民による民地|井Hfi と!日l桁地への農業適L~‘にあり，その他に，アジア稲作

闘の伝統的な稲i'Hk:WJ'え;化に関しても技術史的な観点川、ら調査を進めている。

河野泰之助手.tf[ドトjアジアi;YiI'EIが泊りつつあるt:l化を伎とする粁済発!民は.そ

の過程で切りJ待てたものを怖うすt)1(;主LlJiIを持たない，という忠、味において先進国

の発以過担とは ~ll~ なるけ農業・農村においては，都市農村 N可の較九'のJ仏大や環境劣

化が先鋭化しつつあり ，J.良立業ノぺ生l主:.1.斤旅q示u力Jのi低氏卜ド-は地J球J求tレベルでの食桁縦i問!題泣にもt影診マ科粋I.Wを与
えつつある、"山然と!民史1業E'コミュニティレベルと地球レベルでのパランスのとれた

農業・農村発)氏の.J"zWr(/(J・制!主的方策を検Mするのが刻千1:の課題である。
以上の..!u"j研究jえび{肺I¥JJj iiJl"先の他，内センターがt/[う主要な機能として，国際交

流の推進.ii斤先集会の開催. 1:;(1舎資本|の収集. 7.比ぴ:'fiJf究成果の11¥1阪がある。

国際交流

附平1150年度に容抗{ijf究部門が5没[目され，東南アジア諸国を中心として常時 61うの

研究者を相へいすることによって共同研究が'五施されている ο また.東南アジア研

究を志す研究~.の虫色成と[五I1際交流を目的として，東南アジア諸国の学生や新手研究

者を研修員として受け入れ，その指導にあたっている。さらに，日本学術振興会の

拠点大学事業ーんー式による発以途 L同との学術交流事業の一環として， タイ国タマサ

ート大学とともに. H・タイjjJf究並ひ、に*/t.jアジア研究の分野で、研究交流を行って
し、る。

研究集会・セミナー

内外の研究者-とひろく j忠弘を交換するとともに 当センターの研究成果を発表す

る場として数多くのシンポジウム，セミナー，その他の研究集会が開催されてきた υ

そうしたものの Iつに，半成3年に始まり，現在は年 3[81ずつ開催される「東山ア

ジア学フォーラム」がある。これは地域研究に関わる情報の交換を目的としているリ

また，毎年夏に一般公開セミナー「東南アジアセミナー」を開催している。これは，

東南アジアの自然，文化，干1:会，経済等について概説するとともに，専門的研究に

必婆な基礎知識をワーえるためにIl{j和51年からl羽かれているもので. {IJ:~11 数十名の受

講生を募り，集中講義及びj寅刊を行っている。これらのほかに.!iji'j人jで行われる「特

別セミナーJ i研究討論」や，他の研究機関との共催で行われる比較的小規棋の各
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続研究会 (1京市アジアの自然、と農業ii}f先会」など)でもi由党な研究交流がれわれ

ている。

図書資料

東南アジア研究センター似1:;号本は.センタ -I~j棟 (1日山者11織物株式会村本館=点

都大学時史的建造物)にあ 1)， lIi1和40年のセンター'，'~.市 IJ化と Ilil l1.~に開設された 3 以

米.東南アジアMI究に閃する|立li守資料の精力的な収集が11われ.そのI故芹は、ド成9

年3月上JU!:，82， 262HI}にlえんでいる。その他，京市アジア地J;&:のii請で青かれたl文l

iT;:も多数所蔵している。東南アジア諸請による特殊コレクションとして.フォロン

ダ・コレクション(フィリピンについて)，チャラソト・コレクショシ(タイにつ

いて)，ベトナム・コレクションがある 1 また，京市アジア地域をN象とする雑誌.

東南アジアの大学， Mf究機関が発行する雑誌，さらには東・東南アジア諸国の統計

資料，政Jf]=刊行物も継続的に収集されており，学術情報センターには)0/-次刊行物と

して， 1，454件のデータが人}Jされている。

東南アジア研究センター図書室

危な研究資料であるο

このほか.マイクロフィル

ム，マイクロフイヴシュのJf;

で多数の資料が収集されてお

り，その中には.東Itiアジア

li有国統計資料， インドシナ三

同近現代資料，第二次I!f:界大

戦ドの東rtjアジア問係資料.

コーネル大ヴ:及びオランダ王

伝ri語民政丈化研究所州政の

インドネシア関係資料などが

合まれている。また，地l苅及

びランドサソトi街114写真も貴

地閃は，東南アジアを中心に， rtiアジアから東アジア全域をカバーしており.現

在，約2Jj 7千枚に及んでいる。この中には旧陣地測量部によるI判・東南.*アシ

アの 27j5千分の 1， 5 万分の l 地形同などの貴重なコレクションがf~ まれている。

ランドサット衛担写真は昭和52年から収集を始め，現在約3，200シーンの写真が所

蔵されている。中国については50万分の lファールスカラープリント一指川、を備え

ている。以上は MSS写真だが，平成3年度にはTMによる25万分の lファールス

カラープリントも60シーン備えた。
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研究成果刊行と広報活動

昭和38年に FIJ行を IJflMì した宇|ーIJ 品 w京市アジア liJf究」は，わカq五|の ~ilti アジア

研究をリードするliJf'先 IL~、としては在 4 りーを数え(、|仁成 9 IIミ3)J土JUU，内外の研究

者ーからの投稿が絶えなし~r!収l.fiアジア研究』は，交換ベースで内外の大学・研究

f幾関で利用できるほか， !げ卜tl法人アシア川究協会をiillじて a般の品L;光も υJ能で、ある。

同誌のほか.当センターはFIí)l:_.失文;の『東 I釘アジア研究設~.n， また' シンボ

ジウム報告書. 干干利科:1千lト十ρ-干判;:オIrJf'允?先E費1等-によるJ}a謝;1占淵M周占可H命1モ相fサ{州d叶叶「ド，究?先E討鰍』(汁守T舎守等の 「宅羽報l位it-i行;
刊行している O 『片東-t l伴巾4判有j アジア i州i}川1丹|究 i議長 l苫書号守~~ は， II(j干1155年以降， 主liJ主を自IJ丈付に， 英えー

をハワイ大学11¥版剖;に委託しており，王ILイ01;立:24fHJ-， lJi:.丈19111トがFlJhされている。

これらに加えて， J41 センターが中心となって三ド成 2 年から 4 年にかけて『講H~京市

アジア学~ (全11在)，杓え5年， 6 年に W ，4~H~ .現代の地域研究~ (全4巻)を FIJ

行した。平成 7年から京大学科J/1¥版会による地J点研究殺害の11¥版を始め，正tL{l:3を
7うf刊行されているU また，当センターにすf'f引イをおいた長:点iltU或総合的地域紛「究プ

ロジェクトが平成 8年には終結し.そのlrJf究成果が多数刊行されたο

当センターの活動状況は，もっとも簡便には『京市アジア研究センタ -I~í'幸~.!，

さらに詳しくは r東南アジアlr}f究センタ一袋ー覧』によって知|られる。また. 11付和1

54年から『東南アジ‘アiitf究センターニューズレター』を年 2同党行し，当センター

の最新の活動状況を相介している。
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15 大型計算機センター

概要

大担，il昨機センターは，全国の大学.高等叩I"J学校なと‘のiiW先行が，宇司、jji)f'先に

1'1'う剖:Wや'h'i報の処地を行うための令同jtH利!日施設であるλII({利44年(1969)1月

から:iillJtJを開始し， 'M'・に[11:界最高速のlil鈴機システムを t没[汗して. kJ礼偵の干|学伐

仲jÜt--~1: およひ、『却主な"'1報処用の '~;}dこ l必えてきた υ

本センターの王II{t:のl:なシステムは，スーノfーコンビュータが:FujitslI VP2600E 

とVPP500. ilUfJ機が Fujitsu~1l 800E と S 4/2000 EであるωVP2600Eはベケトル

卑lスーパーコンピュータで，最大性能は5.5GFLOPS(CFLOPSとは l秒間に10位同

の市動小数点uIf鈴を行う能}J)であるの VPP500は，ベクトル引スーパーコンピュー

タを、佐タIJに配慨したもので，最大'1''1:能1.6GFLOPSのコンピュータを15fl'有する}

利用~.の科学技術計算m FORTRAN プログラムなと、が尚速に処.fl~. され， idl体 JJ学，

f品)圭}J学，分子動}J学などの最先端の研究に大いに利用されている。

汎用機では，計算処理の他に，統計処理.丈献検索，え:子?処瑚， iEγーメールなと:

情報処理技術のi住民にwう新しい利用を取入れてきた。さらなる多様な利用に対1，[::.
するために，利用目的に過ったシステムを導入したり，学|λl の ii)f究~.の協 }J を作て

きた。その例として，附像処理，データ

ベース(情報検索).コンピュータとネッ

トワークの融合利用などが挙げられる。

両像処理は設な当初からの種々の専用

システムカり草入されてきた。 現tt:，

lvll800Eと連鳴して利用する F1vrs(Il!{ 

手1162年 3月逆用開始)に加えて，ワーク

ステーション (¥¥'S)で世界的に!ムく使用

されているがL用可視化アプリケーション

AVSを導入している。ハードウェアと

しては，計算結果などの11ft見化システム

として ONYXRE~ を，利用者が研究主の

WSから高速ネットワークを介して

AVSを利用するシステム (AVSサーノq

として SGrPower Challenge 10000XLを

設置している。

データベースは，昭和54年4月からがL wwwによる本センターの紹介のページ
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用コンピュータで，立;献険会のためのシステム (F:¥IRS)とリレーショナルデータベ

ース (RDB)を逆則しているい INSI'Eじのようにセンターが紙作しているものもある

が.学内外のliJl"先行によって構築され純子与されているデータペース (qJI司問係. H 

本の古い丈献，干IJ例など)に判色があるけさらに，多株なデータベースを提供でき

るようアプリケーションサーバに.広く使JiJ;されている SYBASEというデータベ

ースシステムをj主人し，テストIjlである t また，センタ一発行の干IJJIIの了ーづ|やl溝'1';1

会資料をオンラインで検安し刈~i ~へ }<'J、するための令文データベース件!のシステ

ムを導入し，文台・O)i立(-化を -1';"1-11(しj住めている 1

本センター I)~ には''/・術的知ネットワーク機構 (j凶粉、 KllIN見機情. 735p参!!日)がii'l'

かれ.京都大宇:のネソトワークのj豆Jt-J.桁持. ;ì'1，)~!' ck t与をiJーっている k さらに.

;j(滋地区の大宇やM冗Jリiなどを結ぶ地域ネソトワークを備さたするとともに，令1_1 Jt 

I，IJ利用として，第 5 地 I~: ( J;(者lil{.f. iiH't.日111，{I川. iWin. XW)/_. ，1:，]快の各県)を

主としたグループ Nじ:¥5を構成し，ネソトワークに問する4JWd'l'i却なとを1MfJtした
:) .メンバ fl~での'情報交換を主眼している u

ネソトワークに?制主した利用としてit1f-メールとニュースがある J イシターネヴ

トメールとニュースの他に般十l会でサービスされているパソコンj副t-Iシステム

と同等のものもサービスをしている。 7江口市 [nl~設に-IN:士されたパソコンや屯 f- 手艇の

ようなものから，千，，~王に，いつでも，利用でき"江子会議守ぞといった機能も Nii えて

いる。

さらに，今.話題になっている ¥¥"¥¥'¥r(¥rorld ¥¥icJr ¥¥・eb)を本的rl(Jに川別でき

るよう情報発信及び受ti- の I~，j機能をサポートしている" KllINSの L¥NまたはliLAit

回~~jUこ.jif:続されたパソコンから Net日 cape なとの\\，\\'れフラウザにより， 11卜WI{Jの

情報を読んだり.観た，). IJfJ ¥，、たりできる。 ー万，干IJ用{i-のホームページをセンタ

ーのシステムの中に作成して情報発f[:が IIJ能なようにしている。

wsとUNIXの岱及とともに， liJf究名¥ソフトウェアメーカーなどの作成したプ
ログラムを使用することが多くなってきた。今までも， SPSS， SAS， Nastran. 

Gaussianなど多くのアプリケーションプログラムを導入してきた。より光'ださせ

るために.iJ'L用コンビュータの他にアプリケーションサ一川を導入し，より多様で.

より使い勝手のよいシステムを提供している。数式処理プログラム MapleV.数

値言「算プログラム MATLAB，新しい Gaussian94，Illii像処理関係のプログラムなど

治宝利用できる。さらに，高速アプリケーションサーパは， VPP500 とj，iJ~;の演 :n:処

理能力をもったマシンで，商法~'t~$1を必裂とするアプリケーションプログラムの開

発，運用に供している。

以上のように，本センターはJfiなる計算のためのセンターではなくて， 1.よく↑古報
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処月ー般の利 IU に~.J I，~、できるように多傾，多係なシステム(ノ、ードウェア，ソフト

ウェアJtに)をl没Lrj'し，最新， J'r.z 1ミの状態で利用i'iーによ足iitLMeけたいと努}Jしているu

本センターを干IjIIJするには，利月J!fl請が必安である， IFj岐本センターにrp，ii~する

他に，他人;学の人~ 1f，~;ìIわー機センター(北大，東北大，京大.才/1 大，阪大， }l.大)の

利問者-はオンラインで巾請がI可能である。利用申請書士lJ:II): 11'-50001午を超えている。

利用法については，利用の手引きを発行したり，躍すl会をIJ刑法したりするほか.

，¥1 f-メールによる相談や問し、合わせに応じている υ また， I逗|脅資料主には，情報科

学問係の丈献や会議録を多く備えている。

大型計算機センターシステムの構成概要

センターの人員構成は，センター長(兼任)，研究開発部(教授 1，助教綬 3，

助手 2，計 6名)と事務部(事務長し事務長補佐 1，掛長 7，事務官12，技官17，

その他 1，計39名)である。また，センターには，全国共同利用の突を挙げるため，

通営委員会，開発計画委員会など各種の委員会が設けられている。

研究開発部(教長 金浮正憲，助教J受 |尚部寿男・安岡孝一・沢田篤史，助手

石橋勇人・川原稔)

研究開発部では，センターの計算機システムに対して，新しい技術や利用方式の

研究や開発を行い，利用者にその成果を還元することを目指している。研究開発に

は，各教官による研究のほか，技官の協力を得てセンター運用業務に関連した研究

開発が行われている。

研究開発部には，三つの研究室がある。それらの研究テーマの概要は次のとおり

である。
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1 )情報システム研究室

計算機システム.*5にオベレーテイングシステム及び'-'1，';報通七システム(コンビ

ェータネットワーク)に関する情成・機能・ )j式についてiiJf究しているυ 研究結果

を本センターで巡fII 'IJ の ii"j.fi:t:えに 'U~7 に~主 !fl して.実刑判ーやイ011'1" 1ーを X ，1， Iーした1).

既存の，あるいは開発した測定ツールを片J，"(. ;ì lt~ 機システムの動作状川を計;l!IJ

することにより，判 íì~ ，;ffJi li を行ってイ{効'1''1:を儲かめると共に)当用システムの最i虚

構成を決定するという，実用化研究も行っている(令i苓lE窓・行情的人)

2 )ソフトウェア研究室

言十算f幾システムにおけるげiHtll!!:f!甲システムとソフトウェア 1:-';:及び計算アルコリ

ズムに関するiijf:先をfJっているい g体的には，スーパーコンビュータにおけるベク

トル化ライフラリや投手IJ化ライブラリの開発，組み合わせ問題の高速な解法アルゴ

リズムの研究を進めている J また. ;~刑しているアプリケーションの比較百十fJili. 統

計パッケージの比較研究も11'っている。(阿部方男・安|尚孝-)

3 )応用情報処理研究室

図形及びi同像処理などの，;1鈴機処煙比例'J.データベースの憎築と利用に関する研
究を行っている。言|鈴機による各積解析結果や数値三1"算結果を|由i像処理により ni観

的把握が可能な形での衣瓜方法や実R.¥'(1円仰を伴うマルチメディア・データに対する

ネ・ソトワークを介した処JIH手法の研究開発があるο また，マルチメディア・データ

ベース及び分散データベースに関する研究並びに開発を行っている。(ì}~回篤史・

川原稔)

本センターでは，令年:共通科[lの「コンビュータ概論J. 'スーパーコンピューテ

インク。入門」を開講している。尖際に講義内科を確JZするためにコンピュータの利

用も可能にしている。本センターの教uは. • J:学研究科応用システム科学専攻の協

力講序ーとして. ').芯用情報学講)'l~J をfl[当し.大学院生の研究指導を行っている。

現在，修士課詑4t'1. liW先IJ:.1名が在籍している。さらに，研究開発部では，最新

のテーマを選ぴ.センター外の研究おーと1七l，iJiiJf究を行うために研究委員会を設けて

いる。現在は，多:す諦情報，ベクトル計算機ソフトウェア技術，知識情報処理，計

算機方式の各委員会がある。

大型計算機センターのホームページ(URL)http://www.kudpc.kyotou.ac.jp 
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16 放射線生物研究センター

λ.欣身、I級生物研'先センタ -の概't::

沿革

午iセンターは1Ii{干IISI年(1976)日本学術会議の勧it;に本づき f'，i己の目的をもって

令[-1!t;.川干IJJiJ胞設として設ii'i:され，以後5部門が)11自;y.心没[目されたυ

11日和51tド(1976): }j'J:.射線'Lt制iJf究センターがi-ri!Z 

Ij'J:.身、j線システム11:物学1iif究;';'s1"]，没lfi

lI íjfI15~{ド (19í7) :伎階修復容Fl研究部門設問

lIil利53年(1978):突然変呉機構研究部門設間

lIil和58年(1983):晩発効果研究部I"J設耐

lIíHll (i~年 11987) 放母付泉頒似{ノト用客員研究部川 11.文民

目的

Ik守は，iliでも. 一 F生主の I1間i向~， XJ然然もしくは人 l仁.の申泉i潟目1カか、ら方文身息、J線をi?行主びび、ている O /外午|ド: 

物と欣射t線忠の関わりあいはF生'Lミ命の誕r住}主tとそのi進並化にまでで、さカか、のは

;μjι;?科科~i カが'[叩11問!悶日也にされだだ、したのは， 19世紀木の X線やラジウムの発見からである。最

初は|民''}!・への氏 IW~の rx:IflI.医療従事計への放射線障害として問也となり，近年のIl;r:

UJの開発以降はエネルギーとしての百献の反rili，1J;r:水爆|待客及び公古としてrliJ目立

になってきたυ いわは‘放射線は，!命にとって・・f，I，j})の従IJ"である。そして我守は放

射総を利託とリスクのパランスの卜.に了/.って利用してきた。

利低とリスクのバランスの評価は.政今の最も閲心のあるところだが， ー方， fl 

，}:の役割は，その背後にある呉尖を明らかにするところにある。そして，本研究セ

ンターのー大目的iJ:，“放射線は生命にどうはたらくか"という問題を，生命科学

の恨本附組として解明するにある。

特徴

放射線生物学はきわめて学際的な研究分野であり，そのためいろいろな分野の研

究布ーの相1[.交流が不可欠である。本研究センタ←・が令国共同利用研究施設として設

trされた最大の理由もそこにあり，国際的交流も采視している。それには，本研究

センタ一自体の研究水準が高いことが大切であり，幸いこれまでi治的、国際的，Wu世|を

f与ている。それは発表研究論文の質の高さと豊富さ，国際的な研究集会への桁待，

すぐれた外国人研究者の米訪などに反映している。

会問共Ii1J利用活動には，本研究センターの施設，設備を利用する来iiJi共同研究に

加えて，毎年開かれる研究集会(国際シンポジウム，圏内シンポジウム，ワークシ
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ヨップなど)によって/IJf花火iAU二大主な!ぷ*をやけ、ている J これらのiS!F.bli，宇「リ

の放生研ニュ スと年搬によっては、く似1"先行に伝えられ，また研究lii命丈リストなど

も放生研ニュー A スに記紋されているけ

構成

li~lj ，J 中j~'I:.物 jiif'J');セシタ

!氏自J市ilノステム '1~却 :;::{Ijf 党制;I"j

W. 機構 M '1'e自IiI"j 突然公

I"j '先liJf 川
市士1)

N. 

iE: lIie 

十支 l校修{主将 [1liIf究 NfiI"j 

}J~身、J M~ fI!似ii:川作 [1liJfヲ'1:('di I"j 

実験施 112州:，
~:;λ 欣身、l !( 

... 
".L" ". ['xf 

jl~ 縦:..1: 1~ 1日j1.氏射線!!{{身、I施目立

[，'，1:よiiJfプ1:;'¥'[il"j

%以研究;~iI;["j 

tVI; I"j J七J出施"定

川川」出 [í ト斗 J~務

f、
.!-、

イi宣伝安 t1~ 
日義

大学院教育

特定の学部に所属しないので/7:部教育は行っていない。大学院はセンタ・の 3[，1;1

定部門が医学系研究利生浬学系に属し大学院教育を行っている。また，放射線シス

テム生物学研究部門は平成3年 4月に発足した，人f，¥j.環境学研究利(独打iJf究科)

にも協力講座として参加している。

l.特徴

放射線生物学，放射線某礎医学 遺伝学，細胞生物学，免疫学， ';.)-ドL物学，老

化学などが主な研究範聞となる。特に放射線に関する幕礎知識や取扱い方法につい

ては重点的な教育がなされる。
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，)、〉下1

大，〆、i主斗|応院b叱:の，♂7、γ芋i:f伏立りl収|民児V.f行仰!早U'行3tTi;-は，fJl {iーまでのところ， 全1[1の大'下のJ/x:.身、j料1'.¥1)!主の講I'IそのωJ

千.放射'1"1.1，iJ fli:)~ :，{-; ll~ mし叶包i没の似j子， 1(1111のjjJfプ白川のjijf'-i'eHなどに月故を{!Jている l

:L 1行3阜l人rf千

11/ I欠学ilJfヲ''e1'1 

紋射線fえび放射線対tf以{'I'Ill物質によるw:七、 ffilj¥，)'j1えとその修iUの分
"昨 R n設備について述べる{

I/{射線Ij
i、tl.f~J'~I 放射線の 'j 休への ~f;特に r\lj するえ;出):，;丸山IL:. 的に修íU に !R/，(を i附く l

物l片?1 

'j~ 患者 I九，:lH'!11lj包， i扱 'k物をItll 、た放射株主-îflJ とその修復の機備に I~J する'K験

'だ i'/I ，)ミTPiu

ヒトの*Hllj~ 遺伝?Iiび放射線科1I 1j包泣七、，}:に|到する i込 i止の知見につし、て
叫距J} .J足記; 

。持述し，突然変異'1'.1えの機!ドについて述べるけ

Ij~JlH)~'1 染色体突?!~1全県， .ill fム f突然変)'，~. 1t;J¥i;i ~と変)'，~jll fム ~'f: ， 二 I~J するよ IIiJ、
t、tIf>tf 

物['反小H 議説、ii;.ひ1こんL議をuう!
'k験 細胞遺ÍJ;'/の Jr~ 析のMiJ;の修得と染色体突然変 IJII~. 体制 1)包突然'生~'，~O)

'X iJl'f li)f究の'JJ者1tl 

ば昨義 老化及び放射線によるl免党効果のメカニスムについて述べる《

1i'~qHIìl '1 

物l反小m
;11ιil .hljebl j 11[1ほし動物に付する欣射線の{'r!IJt幾Ij-;にl刻する日計111'1Mriをl伐1)j'げるι

実験

実，Jl{
動物及び日前字L動物制111胞を Jtl\' 、た放射線lぬ発効果の'支験'k~Jj{".

12i 人間・環境学研究科

講義
人1J[の将来の活動の場としての↑'di?iellfJにおける放射線の線長，遺fム

. j-:'di放射
iiti ;'(1/ 

(ーへの{1)!Jと DNA 修復機構，放射線防 ~lfM対策ち?を解明するじ
実験

まlìl'l:，物 ~~t
特殊 職問…(-DNA 0)1'11川を遺伝j制の変…l

講義 らかにする。特に，発婦に導く分r構造について解明するわ
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B.研究の現状

放射線システム生物学研究部門(教民 池永満生，助教詑藤常|制)

当研究部門は1il!:身、出νL物jjjf究セシターの最初Jの古1¥門として. Il{j手1151年にはi目され

た。主要な研究課題は.放射線照射で際的分 fである DNAに傷が生じてしまった

場合に，それをなおすメカニズム WNA修仮機憐)をゆ]らかにすることである。

物質を構成する本ヰ~.qí.位が表粒子Jヤクオークであるのと l'iJ じように，パクテリアか

らヒトに:-tる令ての生物の'L6'1現象の耳、本は DNAが，;Jっている。放射手jiの影響，

すなわち死，発端，突然変異なとは，放射線が~1:.6，庁の恨 imt物質である DNA を傷つ

けることが原凶だと与えられる。-力. 'J:.物は永い進化の過程を通じて.DNAの

傷を修復する能力を殺f号してきた。たったーイ同の傷の修復にも多くの種世~iの併素が

共同して働くと考えられているυ 側々の修復防素は，それぞれ対JL、する遺f工、 fの産

物であることは，-1・うまでもなし、ο そこで J宣伝子 l学的子j去を用いて，ヒトやマウ

スの細胞からさまざまな DNA修復遺伝 fーをqt雌(クローニング)し，その4':'i'i''l=を
調べることによって. DNA修復のメカニズムの全体像をIgjらかにしようとしてい

る。最近，紫外献でυ先発される6-4光旅物を特異的に修復する光回復静素の遺伝 f

クローニングに成功し，分 f進化の観点からこれを解析中である。

日本の宇宙研究の叫:であるスペースシャトルを平IJ則した~VHi生物学研究への参

加も本部門の最安なf支持IJであり，容抗日1¥門と共同でショウジョウハエを利用したiiJI

究を行なった。

突然変異機構研究部門(教J乏 似々木 IU~. 助教托江向洋介，助手 な花足立)

この研究部門はfl{j利53年度に1;笠間され，教i'1:1 .助教綬 l及び助手 lから構成さ

れている。研究は，ヒトを介む附乳動物細胞に放射線が作用した場合に起こる突然

変異を，遺伝子.染色体.ゲノム及び細胞のレベルから分析して，その生成の'j:_物

学的基礎過程や放射械に対する生物学的IfiiH'J:の研究が量点的に進められている。紋

近の主な研究|人l谷は次のようなものである。

(1) X線及び中性子のエネルギーを変えることによって原子から進出する2次屯

子や陽子の細胞内における飛程を変えるなど，電離の微悦構造との関係から染色体

異常や突然変異の変動を調べ，放射線の遺伝物質に対する傷害作用の主主礎過程を明

らかにしようとする。

(2)ヒトの網膜芽細胞腫や，その他の遺伝的脹場をモデルとし，発掘に関係する

突然変異が何か，又その発現の機構は何かとし寸問題をj且求する。そして，それと

並行して，マウスやヒトの培養細胞で，放射線による帰化の過程と，その11¥発点と

なる突然変異の実体は何かということについて実験的に調べる。最近土Jai-長細胞系で，
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iW~: ， ::ll(J)Hl~による I/，( Jl.j;í:l~ j也I.i:.・I.i::.符に制11包1)']シグナル(L;j主系が|対 'jーするという知比を
i ~ J .突然変 I!I.~. ゃ 7tがんとの!刻わりを島Hlj.q，である J

じいヒトのliiq.J料!被雌の'jJ尽については.ヒトの被曝集同で染色体異常や突然変

Ilt~ を，V~Jべ，政射線のヒト i 二 t・j するイï.'i-1'Ofl を定!三的 lこ， iffilliするための息礎的データ
を集めると共に.ヒトの欣q・J~H~!ぷ吃性を立;配する i宣伝的 ~P.;I とその作Jfj機構の解明

を 111行して~ ¥る、

晩発効果研究部門 1教托 I'J;J;J }.，n.助予 勅使河原計介)
'ljjiJI 党自1;門は "íHII5~tfl主に，~!l íti: され. Htt-J教J受の内旧ifiil.+教段のもとでこれま
で脈叫免疫とそれに付する放射線の影響を解析してきた。内問教J受の死去に伴い，

1;:fiJj究ぷ砲は勅使河原助手 lこ ~I き継がれている u

ヂ!戊9t1'l主よ :J新任の)'j-:J;J教N':のもとでは.放射線による遺伝的不安定性誘導の

機構内.!(IUJが新たな ;:q~組として設定された。放射線は，それによる DNA損傷がlt'f接

突然食拠を局発するのみならず.*1U11包に遺伝的不安定例.を溺導してこれが二次的に

突然食民をも土らすという機構の作イ1:が新たに明らかになりつつある。遺伝的不安
定・1.'は，細胞がもっゲノム安定性保持機構が放射線により破綻を米した結米ー生じる
もので.その機構の解lifJはf}細胞突然変異や'[:，納細胞突然変異を考える上で弔，.j裂な

立/1ょをねつ. .U~~. 放射線，îれを[olil/f~脈J括では放射線により WH宇される欠夫や恥;附は

まとんどみられず，自然t活発突然変異が多く鋭祭されるJ これは，遺{ぷ的不安定十1:

がもたらしたものと考えられるけ本liJf究では， ミニサテライト配列なと二多くのJ行

燃について放射線が"長，1，'主する，ìllí!~的不安定↑tの'主体を明らかにし，ついでその分 f

レベルの機構を附l列する、、

核酸修復研究部門(客員)

放射線による遺伝的な|結:iiーを明般に定法化できる実験系を用い，放射線によって

起こった遺伝 rl~，の初期出傷から突然変異.蝋などの生物学的影~~tが}J~*l るまでの

i位f'，'.'C. DN:¥修復機備がどのように閲わっているかを理解すべく研究が進められ
ζL、ゐ

放射線類似作用研究部門(客員)

この在日I"J は lIi1 干116~ 年度より新設された。 Jえ老の環境中には様々な環境変異JJ;l物質

(化'γ:物質)がtf:{f:し，それらは放射線に煩似した ';;i~斜i を生体にワ・えることが半IJ っ

てきているο そこでこれら化学物質の作用を明らかにすると共に放射線作用との額

似点及び州連点を明らかにし，向.者の理解を深めようとするものである。
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噌守βge

Th232体内沈着によるヒト骨髄におけるα線の飛跡(A)と

リンパ球に生じた染色体異常(8)

日
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17 超高層電波研究センター

A. 起111j凶電波研究センターの概要

4( -t:シターは脳出114及びrtll:凶大気に関する電波観iJllJJ:えびこれに関するfiJj究を1iう

令llil共1，村lJiljM究センターである υ 本センター専任教行， タト同人存員数'1'¥/えび大学

|児学'J:.によりプラズマ大気及ぴ・中岡大気に閲するfiJI究， レーダ-，1:学，寸:'iIji'[1波!

， (:のii)f究が行われている。

組織は，センター長のドに宇治地区に 5研究部門と事務拡ト，信楽地区にj，j楽 fvlll

制il!リ所以びレーダー情報処理~i'くがある ο センターの重要事項はセンタ一長，センタ

-li)i'I，.r~の教民及びセンター長委嘱の京都大学教綬により構成される協議封会で決定

される。センタ一巡'[:_~' に閲して，センター長の諸問に!必ず、るため，全国各大学， fi丹

究機関に委嘱する構成員よりなるi主営委員会か1没i宵されてし、るυ

センターの判l~裁は功〈のとおりである。

組織図(機構|立1)

II 会

/iJf 究 {;:I; P'J 

j. i' '-1!5 Mll{ulil!IJ lifi 

t民i皮利子t計 ~j 機
:){験装前
(KDK) 

事務掛

i也刈!科物 JII'， '/:内1;I"J 

必 r~':j 1ft:屯 j皮 1:''t t;l;門

レーダ一大気物J'I¥'子 j';{;I"J 

数料屯 i皮干:1 ヴ: ;¥:1; 門

レーダ一大気球tli:.fl''t;'ij; 1"] 
(外国人'各Li古1;IJlJ

レーダ - Ni W. 処 ~II' 本

MUレーダーJtlt'iJ干IJJtj j専門委民会
i主'討委員会

電波科学計算機実耳貴専門委民会
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センターはHfi和36年(19(1) にi出所された 1:宇部If(j属屯縦例研究施設の 2研究

(超高層物理学及び超尚肘屯波 L学)をi主体としてU{{手1156年(1981)改組され

のである。新たにレーダ一大気物別学.数理電波宇|学研究部1"1. レーダ一大気

科学(外国人客員自1¥l"1) . レーダ-'11件IH!1煙本及びセンターのr}J心設備lである

レーダー並びに字市プラズマ， tEi皮科学を対象とする電波科学計算機実験投i汗

MUレーダー(超高層電波研究センタ一信楽 MU観測所):中層大気・超
高層大気観測用大型レーダーで，滋賀県甲賀郡信楽町の国有林内に設置
され全国共同利用に供されている

京都大学電波科学計算機実験装置(左):全国共同利用として電波科学の
分野の大規模計算機実験が実行されている。超高層電波科学データアー
カイブ装置(右):MUレーダー・衛星観測および計算機実験による大量
デー夕方刈呆存されている。



608 :3 q，: li!fラE刈とセン Pー

(KDK)カfIi2択された。子"文 7年(1995)年には立;自1;符COE(Ct'lller Of Excclkn仁川に

折むされ，マイクロj皮エネルギー伝送x験弘前が設i附されたほか. :)れのど()E~I 
常勤jj)竹Ettゃ外I割人倒究れなどが研究に参加lしている i

大学院教育

本センターの趨尚JV4物用学，超高J¥沖電波J:学， レーダ一大気物開学数JlP，Ttti皮科
学の 4研究部門およびレーダ-'1宵干li処理京が大学院J:学研究科に， レーダ一大気物

上虫学研究部門の一部が大学院理学研究科に属しており大学院教育に当たっている M

111当専攻はそれぞれ電子通信工学専攻及び、地球惑星科学専攻である。また，大学院

教育とw，:.ji主に関係している工学部電気系教室の学部学生の卒業研究指導にも刀たっ
てし、る。

B.研究の現状

超高層物理学研究部門(教授添田敏|忠助手 中村卓叶)

レーダ一大気物理学研究部門及びレーダー情報処理室と相補的協}J関係のもとに

地 jJ.Ji丘から高度1.OOOkmに及ぶ地球大気の物理学に関する研究を推進している

特に f¥IUレーダーによる中層大気の波動や乱流の観測的研究をスペクトル解析そ

の他の新しい手法を駆使して盛んに行っている他，流Itj- レーダーによる F目前 J';I~i 人気

ドi¥liMtの大気潮汐波や平均胤等の大規模)!]i，l系に閲する研究も浬論的研究と、iP.行して

長年継続して進められている ο 史に ß"'?皮と電波技術を併用した大気のilJjU~分布の研

究.ライダー並びに分jldlなどのJ'i:/?観il!lJ.及び、i1fj以観iJ!IJとの共川研究を実施して

し、るο またグローパルな地球環境変化を理解する上で重要な亦j甚大気の研究をjfb住

インドネシアレーダー観測所:グローバルな地球環境変化を知る上
で重要な赤道大気の観測のためジャワ島に建設された
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している。特にインドネシアにおいて現地のM究機関と JtI"Jで， iALltIレーダー・ q，

i皮帯(MF)レーダーの制il!IJI討を佳I止し，海外在Ilil!lJをゾミ胞している('I;u1会)I(¥)， 

超高層電波工学研究部門(教J受 松本 k:L UJ;-f 小11l!~}it'j刷・ r1)1失之・ 1草川〔fL
毅)

(1)超高層大気の大部分を Iliめるスペース・プラズマに閲する物f'l!."tの.fIH，:命・計

算機実験， (2)スペース・プラズペノ't'の実験と人 1:í~i 111. í'illi !!lJ. 、ìf~ びに 13) 脳出 h/，iíι波

工学の応用としての字'riiエネルギー卸、帝京七、.i2:;1 う!:・ 'j:'rii.iuKi'1，';::のfi!I'先がれわれて

いる。(1)は，主としてスーパーコンビ 1 ータを ~IJ l、た屯政粒 fコード，i"l"t"l附j;:験

による手陣五Ut三プラズマ物ffll. ~I: k:攻 11三屯j皮利子，j:'rii':"'ll¥jのモデリングなとを'1'心に

行われている。 (2)としては. 'j': 'ri i干I-"/MI究所との協}Jのもとにロケット・人 l件J

星によるプラズ、マ波のIf(-1"長飢il!IJと'j-・'rii十九克服がiJわれているい (3)としては.村米

の宇宙地上聞並びに~-r:'ri í 者1\市 ~\j の無線(マイクロ i皮} )('，邑}J伝送JJiWrとプラズマ大

気との相互作用の研究を小心にれわれており. またマイクロilJi.を屯}Jに生換するレ

クテナの開発・研究にも 11)(1)走11んでいる ο 、!三h)t7{f)主には文部省 COE(じ叩ter()f 

Excellence)プログラムのうu阜的M"先I泣jl日lとして.マイクロilJi.エネルギー伝送'j;:験
装置 (METLAB;MicrowaveEner幻 Transmis日ionLABoratoryiがJ卑人された (11松参

照)。当研究部門は数理電波科学{ijf究i'if)門と術J去にiあ}Jして研究i，ri動を11'っている ρ

国際太陽地球系国際共同観測(ISTP):本研究センターは，
GEOTAIL衛星にプラス・マ波動観測機を搭載し，宇宙空間での電
磁波動現象を観測している

レーダ一大気物理学研究部門(教授 探Jû~一郎，助教民・ 111中大学. JlJJ'f- 橋

口i告之)

超高層物理学研究部門及びレーダー情報処理主と相補的協}J悶係のもとに. I¥1ll 
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レーゲーを1\'心H'J:とし ~Ji IlWJtの IIJ 摘lt 明 L および S ，:;~;境界肘レーダー， uJ搬型電

:iJli1針L--)1ー 111米共I，;J}，気象レーダーその他の大気|在|・ 7E雌|倒制;)lIJ設申請を併用

して， 大気物JIII';:: とレーダ← 1:芋の I~，j1(liにわたる研究を.同内外のJtl'iJ利用研究者

とともに.Jfi，i!Lしている ! ~体的な líJJ 冗 ng~ としては， ド!?j大気1]'の低気)1:・台風-

Ijij一級・ F午'k}，:・ 4E'i↓[機構・境界11;//現象，味JJ~f7 大気1\'の波動・札ìiTE，超高!説大気中の

フl うスマの砕け支や ~tdLJ弘 i(T雌)Ji:)~イリWl iJ tl ・熱|巻IJ瓜j主などである ωJ刻中I的には， 各

州レーダ -0) ，淀川の他，多紋ビーム i1、・ I~WllhL ロケットおよび航?と機ド;J日寺観iMiJ

やrl;_1_ーフL-，"ト・フラクタル解析等の新しい手j去の開発にも }Jを入れている。ま

た i止 fド l土.九怖の制;!!IWi~日ーと珂，;命・モデル計算:との比較・結合により.経年変動(気

ll:i/{:1や大汎|をIl-_H，r'i合， 水 1'Ïf:1 ・'j:_物 l到を合めたJ也JJf~{境システムについても石汗究

iJ4Zを/iu;，'，しつつあるしこれらの発民として，地球大気環境の心!除古1¥であるインド

ネシア.，JJ、iιjI可太子i下械での制iJ!iJのために将米の赤道レーダ-;111由|をrr案してい
る}

数理電波科学研究部門(教托 橋本弘成，助教J元 大村博治)

'l'-'必LiII'I主に'IUt!.L. 7 ~I'- J主に教J2. 助教股が者f干した新部門で，計算機を利用

した牧Jlri'1リ子i};による'，tLi皮科学の研究をt深題として，趨i高岡電波J:学研究部門と密

般に I';~}JしてIIW先日動をhっている，> ，互依}J学・計算電磁気学・電波T学・信号処
月(を j，t~1，世とし 'j-:'di";同tIJを Yl{:Fl'とする屯政i皮・ブラズ、マj皮動現象や波動ー粒子相互

1't11l等のJI縦形'，l1lilUJ"?の研究を1J:っている。 (1)地球の磁気|巷|の探査を行ってい

るC;EOT;¥IL尚早Fの「プラズ、マ波動観測装計」を主とし，他の観測装置や衛星を含

むデトタ解析.スーパーコンピュータによる大規模計算機シミュレーション，電磁

作の紋烈解析. レイトレイシング等を用いた解析。 (2)1998年打ち上げ予定の火星

はffミ，ション， PLANET-s計闘に，松本教J受を代表者とする「プラズマ波動観

;I!IJ 民 jì"I':..Jを {I! 当し，装-Wi~の設計開発や火土佐の電磁環境のシミュレーション，さらに

は]'，)~二を日指した，インテリジ、ェントな波動観測装置の研究。 (3) 衛星回線を用い

亡幼中、九くインターネソトによる通信を行うための研究。 (4)超並列計算機を有効

刊IIJしと， f正米のスーパーコンピュータでは実行不可能な超大規模計算機実験に関

するWf淀川究。 (5)マイクロ波電}J伝送のための送電技術に関する研究。

レーダー情報処理室(助教授山本衛)

レーダーを活用した大気環境計測のリモートセンシング技術の研究開発，並びに

観測されるデータの情報処理を行っており， MUレーダーによる全国共同利用研究

の11'伎となっている。とりわけ，風速や大気温温度の微細構造の観測をもとに，波

動による }J学及ぴ熱エネルギー輸送を介在した大気層間の結合過程を研究対象とし

ている。
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レーダー大気環境科学研究部門(外国人容l:iliJf究員)

q ， lvi!えび1国高 J\tl~ 大主Uh~Jえならびに'j勺 Îï~;':問プラスマに関する徐々な，;果題をレーダ

ー jえび1江波利"J:の，t場から解明するため，外国の-lt:('，な科学者をHれ、て研究してい
る l

なお，本センターのホームページは以下の通りである

http: / /www. kurasc. kyoto.u. ac. jp 
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18 生態学研究センター

/¥. 'L!L~"?jiff'先センターの概'~

目的

'Í(センターは JI:.!L~/(:のがdiJt(l 0ii!1 党を ifb佐するうで[.EUH村IJ刷機関として， 1991年4

)jにl泣Jーされた， '1:.態''{・は， '1 物[I\J の十11/ i.j'1十月l 系を峨J;~条件と l主Jjili させながら.多

除な'1:.物のJur:機構の月IMJをめざしている、 'I:Aめは i脱皮.i!u!J主・ :円安化炭素濃度

やそのほかの成法咲いl による制約を吃けながらノl--.il~ するが， 1";111.¥にその活動を通し

て， '1. ;M~1Jt~ を改変する 1 限表を~ 0 %も作む王lt{I:の大気は.たI!]今の光合成バクテ

リアのitriiP!Jの1iJi来つくられたものであるい陪 L'[物，とくに十II(物の'I--.Jiの幕盤であ

るL肢も， '1 物が>>/tf に f~~ きかけて1'1: 1) Ufた傑作であるけこのように.生物と環

地との十Illl í'1 :111 系としての '1 一物I'I'~l"然のなかで¥ヒトを合めた'[物が'J:.iliーしている亡

地上klーには 15 ()ん千中を越える'1'.物が生I1られているυ これらのつ物問のHlTi.作用は

きわめて惚維であるけなぜ，[:物はこんなに多係なのかつ多燥な生物の共存を可能に

する仕組みはやIか?このような[lf1:.wに'1:.態'下はまだト分に符えていないじ

特徴

'L!L~~J: は子:[:公的な liJf究分野であ 1) ，他分野のli汁先行との交流が不日I欠であるο 本

センターが:令問共[.iJ利 mf~~問として;{20 されたI甲山もそこにあるけまた，近年，深

刻化しつつある地球別院でのI~iJ;'~間足立に ÚI旬、するために，同際交iA[ を中:視している

のはもれろんであるが，地球l在|一生物|岳1[EII祭共11i1研究計jlhj:地球変化の研究

(IC;BP)JのIIMrなiff'illiにう子めるとともに，新たに「生物多様'I"I:.J[Ïill;?'~研究を推進

している υ

本センターの共川利用， Jtll;j/研究， ~主"祭交 iiiEは，以下のようにれわれているc

1 )共川研究 Jt川利用共11;1M究を指illiするために協}J研究民を委嘱する制度を

112け，上JUC200:rtを越えるli庁'先(i'の協力をf!iてJU"1研究が実施されている。国際共
HfiJf究を推進する機構として.「i川太平洋アジ、ア地域生物多様性国際ネソトワーク

(D[¥¥"PA) Jがあるいまた.国際協}Jによる海外学術研究調査も. タンガニーカ湖，

パイカル湖，非共有;ニ林(マレーシア， インドネシア， タイなど)， ヒマラヤなどで行

っている ο 同内では，琵琶湖集氷域 ([GBP)，深i!e池(IGBP)，ffl.山などのプロシ

ェクトが行われている。

2 )国際シンポジウム・ワークショップ:地球環境問題や生物多様性に関する問題

で間際的な協力を必裂とするテーマについて行っている。 IntenationalSynposium 

on“Divl'rsity and Flexibility of Biotic Communities in Fluctuating Environments 
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( 1 99 111'-1 ~ fJ， ~; (大:i~fij'n lntenational Workshop on・'SymBiosphere:Ecological Com-

plexity for Promoting Riodiversity" (1992年12月.京大会館) Intenational Sympoー

メiumO!l "Ecoloogieal Perspective of Biodiversity"' (1993年12月，園女京都国際会議

JJfi )本iloII 1Jにはシンガポールで， DIWPA Workshopが予定されている。

3) 1_11人1M究会:ノ1:-態学反びその関連分野での重姿な研究課題について，現状分析

をf-Jうとともに， ;j".)-米のH体的研究計[llJjをiit議 L，共同研究プロジェクトを立案す

るための研究会を公募によって毎年数件実施している。

4) Ifill耳切y.外'1:物i;:')ミW (lntenational Field Biology Course)・1992年から1994年ま

で生態学教行の同151交流と人;学院学生の国際交流を促進するために行ってきた。国

151反則セミナー「地球環境と生態学」をやめ，今年から国際野外生物学実習を行う

ことになったけ [fiJ内外の学部学生と修士課程の学生を対象に， DlWPA，サラワク

林昨日， 1 吋 J;~{生態学センタ一等の後提をうけて.サラワクやシベリア等で行ってい

るけ

5 )共J'iJ利JtJ施設:調査時代2般 (rはすJ 8トン rにほJ 5トン)は1965年に旧大

山臨淵実験iiji-が開始した琵琶湖のプランクトンなどに閲する定期j調査，共同研究者

のぷJ 1t研究や学生実~J"I などに iifj・用されている。

生物 li，t料処瑚システムも完備した安定 IHJu!: {本比精密測定用質量分析百十
(GC/C IIRI¥IS: Gas Chromatograph/Combustion/lsotope Ratio Mass Spectrometer， 

がl{{は主に;yl:lC， ;y I"NのiHU定府)が稼働している。 DNAシークエンスシステム

(DNAシークエンサー， PCR，プライマ一合成機)も稼働している。小型機器とし

ては， TCDガスクロマトグラフ， FIDガスクロマトグラフ (CH4分析用人イオン

クロマトグラフ， itij主液体クロマトグラフ.物質循環情報解析システム(アミノ陵

アナライザー.脳連心分離~~，自記分'Jé高度計，蛍光分光高度計，蛋白分析装置)

などカfあるじ

6 )刊行物:シンポジウムや研究会などセンターの活動に関する情報，生態学に閲

する情報や話題を全国の研究者に提供するため r京都大学生態学研究センター・

ニュースJ を年 6同(ド雨月)に発行している。現在発行部数は1000部を越えている。

構成

センター長

協議員

運営委員

和田英太郎

学内の他部局からの7れセンター長，センターの教伝ーから構成さ

れる。

学内から10名，学外から12名およびセンターの教授，助教授で構成

される。
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戸万 員

'~:j'íl; J#i~ 教托 ('l:JL~ ，ì主化li)卜先 [í:l;I"J) Jl-.I二 lC: 教托(熱帯生態研究部門

遊!i? 11:秀助教1'1 湯本 員干[1 助教J受

千11 川 !J~J.d1li 教托 ('LJL~構 ì1dî庁ヲ'Ei'iI;IJfJJ 山十J l!IJ IfJ 教托(栄市生態研究部門

dfJI( リ) 助教綬 杉本敦子1lJJ教長

1111'4' ，F己 4!Xj'l ( /Jddi:' tご態研究;'i:lil"J) 年Ji雫存八郎 教段('cL態複合研究部門
I'i j'il;h点h..:t1li llMX1'1: i長野1中静Ij主 教f受

!瓦川 frI也助手

* ，Fí多教綬 Ufi~':i~;lt:.態jiJf究部 I"J)

HI!I;IJ 英雄助教民

l淀川 ヤ1. 助手

'1:態i色化研究部門

II ，~態構造研究部門

水域住態研究部門

i14情'1態研究部門

熱'lii-什・態研究部門

)Jf:. 'H~; 斗r態研究部門

生態複合研究部門

~('~~ {# m 

研究協力掛

B.研究の現状

本センターには，生態進化研究部門， !j:_態構造研究部門，水域生態研究部門，温

衛生態研究部門，熱帯;生態研究部門，寒帝生態研究部門 生態複合研究部門の7部

門があるが，研究は部門の枠を超えて推進されている。

多様な生物の共存機構に関する研究， とくにシロアリー微生物共生系に関する研
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;t : f J動'U主"'{:-cは， イ1'1"1:.'1:.~I'( を「市IWJJ ととらえて，生物の1i !ff}Jのj主いを.自然

ì~û;lによる JI主 1，0.・ i位れと 'LÌI~ .l易 Jijí'のj主いによって説明する ， 'l:_物の制約として，じ/N

パラシスをJJIlえて，多十;sな'IJ初のJtイ(f;Jtr¥:とその機構を解明する J シロアリは，微

'1'.物と Jt-'1ーして，宅ぷの乏しい木村の食物化に成功し，大繁栄している。その

じ/NI、ランス転け誌をWflijjし， シロアリを rjl心とするノfイオリサイクルやシロアリ

が I)j(c，土色、やメタン生成を介して生物 l洋集に j伎はす ;j[;~M}! を調べる v (安古11琢故)

#f本の動!i~ と砂川、の傾多係'1ヅl に閲する研究:森林の樹木群集の動態について，主

として自然fil ，~L ， 'U~JII\J 付 1 1(， {'I・Hlなどを介{I:した樹木のテーモグラフイー解析によっ

て|リjらかするけこれまで， [け1 イ本tの j沿品，川;日肝i行~;i'決会:紫葉広1柴5樹林，熱，街;目肝i仕7子季E節林などを対象として，

白M然t汁寸J'i仏i

る']飢L二物問十州tU任I川イ竹作1乍，J肘Hなとどεを角解平析しし' それらを総合する1形杉で群集の極多株性維持メカニ
ズムにj迎且つてきたU ノ今"j'行、寸{後灸は熱併i耐:1半判j:jミ:j林でのl研l冴対究も発h民4させたし、、。(i戊主野(中占静予) j透差)

frIi.物lr下集の機構と俄能:十，Ii物lr手集の情造は， frIi:物の環境への適!止、と環境形成作用，

f11(物11¥j十111(.{'OIJ などから機能的にとらえられる〉ミズゴケ温収とブナ林などを研究

丸j象として.梢物l伴集のtl4造を機能と関連つ‘けて研究するο ミズゴケの成長と水位

・水質環境， ブナ休構成樹績の成長と光環境など， fl4物群集の康上克との付1花作用お

よび併集1)'./の十IIIr:作用を解明し，相物群集の構造や多機性，動態を機能的に理解す

るo lii] II ，~'に，十lh-物 iI手集の多依tl:が摘物ギルドによって高まっていることを，個別の

附物1ir1t:を位えて明らかにする。(藤出 料)
数県生態学および、r望論生態学の研究:生態系のネ yトワーク理論，生態システム

における間抜効果， 'CNバランス」モデルによる共生系および生態系組織化の理論，

!j:_態系への進化的アプローチ， IflL縁側体聞の進化的コンフリクト解消の理論，社会

'1"1:進化の理命等に閲する研究を行ってきた。現tf，主に，生物問相互作用の進化生
態学:(共進化の埋論)，共生系の生態学およびj生化学，生態系とそれを権成する多

係な生物の進化(発達) ・維持機構，さらにはこれらと地球環境変動との関係につ

いての埋論的問題に関心があり研究を進めている。(東 正彦)

熱'jiY地域における動刷物相i庁作用系の研究，とくに送粉共生系に関して:梢物の

繁嫡過程における植物と動物の相冗作用系を，花と送粉:{j'ーの相Ti.1't=用系に注目して

て研究している。両者の共進化を，マルハナパチとそれが送粉する花で，形質[軒換

とランナウェイの理論に基づき，定量的に検討している。多様な動植物の相 1(.作丹l

系が存在する熱荷林の林冠部での「林冠生物学」を経了ょしたし、。ハナパチに関して

は，その社会や行動に関する研究も行っている。熱帯林に関しては生物多様性の問

題など，楠物の繁嫡以外の観点にも興味を持っています。(井上民二)

植物の繁殖に関する研究・樹木の季節的挙動に関する研究:植物は開花数に比べ



616 :l ";'; fij↑究li)iとセン '1. 

て粘 'j~ t~が少ない l また，句作イヒを|咲かせる f\1{物や数年に -1主しか!日l花しない値物

がある '1"llfj'¥も[11，]↑'1俳l体，雌k1t~ttS株'1"1ーなどさまさまである、 これらのri果題に適応進

化の制点からアブローチする、また，樹木の間集係式には一 ，fT )í'~ ， 111((次型などがあ

¥)， ~のん lh も k}'.}: さまざまである"樹本の JJfJ然保式を削然記抹し，イ1・機物獲得上

のM:il主iri'.11¥誌という制点からモデル化し， )¥::UI必のパラメーターによってな術的iパラ

メ-'1ーをXi!!lJすることによってf'll，論を級品上;する、(~~i 'r ，'O¥.fm) 
十I!i，物プランクトンの'1:，ll(，'，i邑引の{i}J'先:)¥::， !j(;品1および栄位J瓦'fJ(といった物理化学

1'1サ J~1境安化に j.J し， どう '1: J'1l fl( J .l1~J iiiiしながら刷物フランクトンが'1日しているか。

また'I:，pj'，ーされたの機物のノド 11' での)'>ß命も I~J らかにしたい巴 このliif'先には情物プラン

クトシYt動物による県fE，日己1呼吸・分Wi，キ1111出外州11'" ;tl浄および流出といった

li~'.ì曲引をゆj らかにし，その，;行i品位のJj'で，微生物 (\(J ルーフ@や伝統的な食物連鎖・食

物制を泊してのil'iHH過科をM卜先している また， ;MJi;し infJ11の人 L化がj問沼・河I11

の生態系に 'j，える;日特にも大きな問心を持つていますν("， 1叫 lf~己)

淡水1!lfifi"十H:動物の'1:，態学:多くの動物の例'Uめである;Mdlの動物プランクトンや

l氏'1:，'1:.物の， 111i ÝC-!';' に，n 宇る 'UI~' '.l..: ii!i'. IU行と積分化を fiJげE している υ ユスリカ幼虫と

ともに市JJi{{のIl¥'!:.動物/tf集のうちで例外;数， '1:.1:本与;ーともに1岳山している!j(生ミミズ
の{i)f究をわっている また動物ブラシクトンのmft'lj~，~のliJf究では，とくに甲殻領、

ブランクトンのJ呉氏による附物ブランクトン群集のいろいろなサイス分間に対する

iHfWの{i)f允をf1ーった υ また， Sい ;MI での純分化ペ，~主!.~;欣If~に興11未を持っているの

で， タンガニーカポillでコエピ‘郊のfiH'先も始めている (I&HJ村山)

動物における)\::'1:態 'L}I~..fJ~ 象の liJI";c :生物が広'i lt~ に適応し， '1:存に過したl必答や

行動をとるのに，光は催れた'I'i'j一械を提供する ο 動物の光'U里'1.:，態的思l象を，その適

応的機構と'1:照的機構からliJf'1c を進めている"十l~物質長E'1 'f1tをコードしている i宣伝

子のfíJiHlí'，ト見物質の発色|寸|の f~~J立や発ff による変動の適応1'1仏首、味とその仕組みを研

究している， JJH¥:， :lt世iMJのJ(1.t[iの悦物質のj宣伝子ークローニングとシークエンスの
解析をしているけJ.~!Jt をJj J ~、てこれらの刷象の'LìS'，とにおける適応的意義と，光情

報の受'作， ιIj'jfli.;t!2'1立や発現の'LJ'IWH位についても研究を進めている。(i青，1( 勇)

生物|掛から大気rj1へのメタンと水深気の欣IIHこ閲する生態学的研究:生態系とそ

れをとりまく地球環境の相付ー作用を附'先している"i胡i{{. 水田，シロアリにおける

メタン生成と放/['1を通して， '1:.物闘におけるメタンの生成と大気への枚出のメカニ

スムの解明に取り組んでいる。また，水の安定riiJf主体比を使って，植物の水利用と
蒸散に閲する研究を進めている。(杉本敦子~) 

虫山研究:Jt!，IJIは非常に身近な自然であるが，その生態的特性が解明されていな

いままに，今集中的に彼壌をうけている。現状では，この状出に生態学が対応する
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ことができないので. '1:.態学とそのj!l:拡利学との共li;1研究で'.'IUIIの特刊にnl;Jするli)f

允をはじめた ヒマラヤfiif究:ヒマラヤの十11(物十11と十11('1:分布に閲する砂1>先を行って

いる i ヒマラヤのi在山j:1i動と聞係するので，花粉分析をはじめとする市生態，地質

学とのJt川liJf究も進めているリこのほかに，地質・土決とfili.'[:.に閲する研究，マン

グローフ子1ft物の '1:.1中t'l~li.~的liJf究などを行っている。([日端英雄)

it也;MJで動刷物プランクトン，細 '*i. 魚矧等の栄養・成長・繁9iti4~;性が植物網を

j岨じていかに物'[1術t誌を駆動・制御しているかを解明しているu 生物の成長・繁舶

にはエネルギーやN. P苛:のiE元素を必嬰とするが，その必要設とバランスは分m
l伴により民な 1). '1:態系に投入されるエネルギーと'J:'.元素供給量のバランスが変化

すると，十If(物網憎j古又は物質i前環様式もしくはその両.{1ーが変質する G このような化

学 111・ lil貨の十1U.'~から . I~~ j-tl変化に j.J する生物俳集のI，i:;・符の定式化を目指している。さ

らに '1:.物の栄 iむ波~*と'J:.i円~特性の問係なども研究している。( ~'.i部城太郎)

安定I，;Jf.i:休のn然{rイ(比による'U注系の構造とゆらぎの研究:生物体の主要構成
l己主の後t定l'iJP:体の{iイ1:1じが. '1:.物保でどんな分配川に支配され，その変動からど

んな'h'IWが解必できるか.'&.，:'，.江川位体比のゆらぎは， ・分子内から生態系'にいた

る|府!刊を通じた ìl~:jiill 的な"ラメーターであり，遺(.t.市'1 '~I~ や記憶'，"，'バ*1.と並んで. '1:.物

がJ5つフ fンガープリントである J 「ft也湖，パイカルj胡の'1:態系の構造と環境変
動に刈する J，~;符 J ';!IlWI，熱，;i;ニ林におけるC.Nサイクルとガス代胡じ 'M物の安定I，;J

j，'d1，:比のゆら 5とその'U直子:(I(_J)丘北」などがliJf'先テーマであるし(fll[]l9t太郎)

動物のJ始。f利ItJとIr下1tm.i告一水界を中心に : ，j(Wの動物を付象に，動物i作集の
I戊ο.吹・|札ならびに人為的i，rj動による動物l作集の変化について，各被?子炉If本の)t.体

的なJ劾i~r手IJ 月Hこ ì ì:t l しながら研究を進めている J 繍|向・似体 II\J の十~Itï.作用の・つに

16~ ;)JIJ(J'-J (Jt '1 :.的)関係がある y タシガニーカ i胡の J(I.~î!で，作 11剤 f*の場i~r利用と li材需

・他稀f防l体との相7け:j歩をぷlべ，近隣の他1[，同体の作{I:が純数や11市|体数をJ的やす:!t'L

的関係を解析する !36也前i/Jとタンガニーカ湖の動物静集の対比をhうυ ゲンジボタ

ルの研究をベースに，人l.~fHfJと '1:.物との関係も研究する (j蛙 Ji1 正秀)

十11利 Jt'l=.関係の進化を li)f<先している l 微 '1:.物の ìt'í 化恰・ I)~および細胞内 Jt'I:.(二つい

て i直 ifj できる数J'~モデルを開発し. $Jlからf-への ifliii(感染と rr.いのイ~IH物の十11 1(. 干IJ

Itlが共生の進化のほ'itな梨附であることを明らかにしたり十11利関係の-般的総説と

合わせて「市:'1:.から共生へ一昨日の敵は今日の友(‘円、UUJにまとめた、

十l古物は，市Cft動物に食われまいとして物理的・化学的l坊位IJをするなど，動物と刷

物の複雑な検問相Id'l:用の解明をめざしている。)t.体的には.t，f(物の防御と成長へ
の投資の最適配分の理論，防御}ji去の多様性などであるυ(1111'H!IJりJ1 

熱借地域における動植物相任作用系の研究.とくに様子分散を中心に:十1ft物の7
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工ノロジーは刷物の繁向，'j戦111おであるが， I，;J 11.¥'にMf走行にとっては官l~資源の変動でも

ある!そこで刷物の7.1.}ロジーを，ノI:A旬間相 J(.1'I:HJが複fT的，町村的に働く「作

11 J!f'心」の11.¥Il¥j的なi円以として昨!t:"命の'1'に{町民づけて，熱イn'・地域において動植物

十1111. 1'1 ftJ i(~を 7.[_ ノロシー， H (-分散をq'心にliJf先を行ういまた，生物多様性も経

".¥ 1'1なに'変動するnf!iミ構造の中に{({J:するという制点から，季節変動，長期的環境変

動 lこれ乞う十111(.1'I:IIJ の安化を追及して到~(I(J;なl洋集{i}1冗を行うい(渇木賞干11)
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19 放射性同位元素総合センター

概要

放身、J'I''I=. I ， i日 \~r:)じ主総fTセンタ

ーはセシタ -1とのもとまzY'"7 
:(， (教托 1，助教J乏し助手

5 )からな 1)，それぞれ専門

分Y!j-のM究および教打、訓練に

J鰐わっているuまた教'1''''1 ~ノ"

教務Jri絞れ 1γ1・Jrff21うから
なる政身、J*米安令1tj'H本と， "J:t 
NiY.，. l才ノ!と数千/，のrlnf!r:Hから
なるすi務ネカfある υ センター

の施，i立は総合人間J~?j}lj .医学

自liキャンパス内に地卜'21;持地上3附建のfijf究棟(本館)と教育訓練棟および地上 1

1;片のf(Iイd則元i仮処月l施112があり， また北{iljキャンパス|付には地下 1階地卜_21;}fの

りIJのfiJf究棟(分自白)がある η これらの施設は学内共liiJ利1+1に供されている。とくに

本館と分自白の{i)f'先械には欣射fl:J;iJ似Jl:素lll(り抜いのための実験不，研究設備，最新

の政射市)~ì則定機出を数多く備えており，センター教'(\をはじめとして多くの共同利

川.{i'， J ~ 1 "JjiJI'先fr'が放射門川i:f.j己主を必要とするいろいろな分野で1丹発に研究を行

っている i このような共I，;J利刑事業の他に，センターのもう一つの主要な仕事は全

学の放射門I，;Ji次元占禁の安令取扱，安全管理，教育訓練等について指導的役割を果た

すことであり，安必に}，í:~じて様々な実務をこなしている。たとえば全学の放射性有

機廃液の処瑚をわうことになっており 平成8年度末までに各部局から依頼のあっ

た総/jI35，000eの液体シンチレーション廃液(平成9年3月現在)を放射線障害防
l卜jj;にもとづ句、て焼却l処f型している。

沿革

lI(j和 27年 (]952) に「放Mtl:1引)J元素総合研究~~J として病院構内に木造の建物で

スタートし，化学研t先i~iのー施設として全学共同利用されていたが，放射性 liíJ依元

素の利用が目覚ましく拡大，発反して米たため，これにこたえて北部キャンパス内

に附和35年(1960)，建物ができた。これが現在の分館の前身である。その後，特

に生命科学における放射性同位元素の利用が爆発的に拡大しその分野の研究者も非

常に地加したこともあり r総合センター」として独抗すると共に新しい研究棟が

昭和48年(1973)に建てられた。これが現在の総合人間学部・医学部キャンパス内に
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ある4-(U白である うど|付の欣身、l

'l'tl，'J1Ii: }亡ぶ利)IJ~.の数はその

後も年々INえあい久子JJ)(:~可
!主には%Ji-}:J~ 5J J:J {'i'は500?"を

J也える松になった。このよう

な状川に対処して，放射t'HiJ

iιI己主の安全ljx.1及いのための

教育実刊を令学的に整備して

1J二うために教育訓練棟が干成

9年(997)3月に本館に隣般

して建てられた。

共同利用施設および設備・機器

本館は総合人間学部・医学部キャンパス|人]にあるためi=.に医学自1;，薬学部，総

介入I/IJ'子自1;のliW先行， AJ7・|bγlに千IJJljされている)動物，刷物， IJ投'1:物およびそれ

ぞれの制W&レベル， .t"，，~ 1針~IJJ包レベルあるいは分 (-'1 物学レベルの!ijj 究が I'f能な施設

になっているので， '1=. (，{i干，!-"f:分野のUJI究が雌んに1i'われている ω これらの研究に必
波ーなil1'.Wシンチレーショシカウンター，オートガンマカウンター，ノ〈ス2000，トッ

プカウント， HPLC， Pじ R のf也生化学'j~験刷版出を多数備えている U

分館で、は !~tl ゲルマニウム・|り主体険 11\保守:のガンマ線スベクトロメータ， メスパ

ウアースベクトロメータ，それに11~パックグランド‘の l'jU Wシンチレーションカウン

ターなと可奇術}j'J.:身、Jk~~il!lJ定機2;ょをや耐え， ，以 r-物JlIL J~{ f核物別， }jl{身、I化学，分析化学

の他， JJii境放射能 il!lJ定等への J，~;JH も雌んに 1J っているυ290傾以上の放射性 Ir1J位元

素を使!日できるこのような施l没は全|到的に凡ても珍しく，こじんまりとしてはいる

が， )ド'伴j:ltの放射性l.iJ1、I元案を物用，化学， 'lJ初の各分野で，!~I~使する研究が共|百l利

用研究やセンター 1与f.f:のjiW先{i'の手で行われている。 最近は，農学部，埋学部から

の生fヒザ:実験を希FPする共H利JlJ{'í'の mJJn に対J，~;して. この分野の研究に必裂な設

備機誌の整備を行っている、〉

本館.分館のI向j研究棟では管埋l反域立人おーの人退館管瑚，放身、JtH，j位元素の出納

管理はすべてコシピェータ化しており，研究{i'が各自手持ちの放射tT.I'i]I立元素の情

報をコンピュータを通してj({ちにH乎び11'，せる。センターの準備したインターネ y卜

のホームページ(http目//www.barium.rirc.kyoto.u.ac.jp)によりセンターに関する

さらに詳しい情報の閲覧が可能である。

教育訓練

放射性同位元素を安全にまた有効に使うための実刊を含めた講習会を定期的に行
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っており. :;::1人!のiiJI'先行および)('判記'['_がこれjL多数参加しているり

1-j，人イヰ1'Y:作 J1;I~r~IJlt :; .. ~は -)1:'.'f，: J.J放身什'II'iJ1な y己主の11~Vzの本泌を i1J1l寺中するもので，誠Jt.

ピデ寸. 'j~'1刊と frわせて 1 11コースであるけ 11jW. ~ liJl 11' l、1IIIJに100-130名までの

'l';lw r;を'乏け人れている υ''1，~W f'l・ 4k は、ド!戊 9 年迄で3.153 1'1 を越えた。「動物」講'fr{

会は欣身、l'I''1IJijf，i:J己主を動物に.j!.tりしたのちその腕時分イ↑Jを品lべると共に.廃棄物の

~fì ~-::をするまでの|人j 千千を 1-2 !f聞で '1 i う尖刊で 1 'rj三21此 1 Ir!J 12人迄。「液体シ

ンチレーション」品刊会はサンプルオキシダイザー処I干のサンプルやフィルタ-1-.

にNi箆ーしたサンプルのil!IJむを尖押させるもので. 1年 1-2 ~JJ 各 12 人迄の受講者を

~~集し.尖施しているのまた，民IÚ機11~ii主焼却lのためのゐ機!短波講例会も尖施し

てし hる〉

'1'"1ぷ(¥fl:.)立の教ff訓練械の新'ri(に"['い，令年:の$Jim放射性l，iJ枕元素取扱笠H1'i'の

ためのi晶子7会および、作NI;qで11'っている独白の実11ザを効不良く教育訓練株で行うた

めのプログラム1'lof)を始めている。

'下外の敦子f，tJlI制下業としては， 他大f竿学子芋:とのJ共tl，川I吋4で「放身易射.J卜，性l

l職1倣紘Hl叫I}叶}f1i修|侮基」 を令l陪同耳司削|υI脱見科悦Lで11山し、f旬リ:年4却O人の受;講非名を全国の大学等カか、ら受け人れ， 当帯

)( ''/= [IIJ 1) J与ちで尖施しているけlIii干1161年(1986).平成 2{t (1990)および平成7年

(1995)には本";:セシターで11し、a{'，Wであった。

研究

，.Ij. i f: :f;(i' 1"はそれぞれ'，I，(I"J分野が追うため各自大学院生を指導するなどしつつ次の

ような分野の研究を.Hi';且している。 1. 新しい放射線検出 6~の開発と応、月j (五十懐

袋入)， :2.心・ lill行業Jlll?1えび神経策関学(台橋和義)0 3. 原子物理学的にみた

屯(-状態選移， '1i:イオンと IJ;({-との衝突 x線と電子*泉の測定，位置!t.li;I.[::，型検出慌
のIlfJ発(fJ11係 長)0 4. -)1二水浴h集中の金属種の分離と化学平衡，人を合む環境中

の微民放射能ìJ!lJ~主(/1'二本 j主)0 5.内分泌学，とくに1j1状腺ホルモンのぶ梢代謝(問

中 清)0 6.放射線JhJ!lJilifの開発，加速粒子を用いた原子過程及ぴf!;{~f核反応(戸

崎光男)0 7.高等動物の抗附|全タンパク質遺伝チの発.:fJI機構の解析(北th¥{t紀人)。

このf也，出散しやすい放射'1''1:ヨー素の捕捉法 ;1記シン廃液の処理iL動物性出家物
の乾fd処理i:t;，微量放射能汚染測定i去，コンピュータによる放射性l，iJ依元素の管理
法;伐シンによる粉ぶl両日本シンチレータ測定i去の解析，標識化合物の放射線自己分

解の解析と生成物のIjiJ定，空気ダストや水中の紘一低レベルの放射能を調べる環境放

射能測定，放射性liiJf.v:元素による体内汚染の制御などのテーマを，センター教'~\・

技日数人ず、つで、あるいは他大学との共同研究として進めている。
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20 環境保全センター

概要

J~Ui'，日米令センターは， I ~;( m;人予における教育fUI究等の(，可動に1'1'い治生する廃棄
物のi也Ii:処}II'.':~，こよ 1) f~{境保令をはかるとともに，廃棄物処J'I!等に閲する研究を行

い. 本'/におけるJ民地{法令にW1するJ，t，:{世教ftに協力する」という目的で.昭和52年

( 1~)77) ←ItJに112Jfされた'γ:1勺共川利川施l立であ 1)，J1iii'伐の集'11処別装置を共IpJ利

JI1 にf!~ L，かっ必't::，二J.i::，じて本うえにおける州 11'，水・出来物の管地等に聞する指導助

， iをわっている、すなわt)，f~U~j~~~子セシターは，牛，_芋で発 !J する廃棄物を処理す

るとともに，大';::のJ~1}/~II1J :，\Uをリ;く lr~ 1) tJえっている，'j:I;1日jであり，いわば本学におけ

る.fJ;~J克けでもあり f~Ui'ditln) でもあるというキ".~法であるい

f~1N;.:公'j江'l;J 係の法fItの卜では，本"-'j はーつの臥)i ';f~坊にすぎず. しかも大学は研究

l多くのイJ1.な化学物町をll¥(i) Nうので， J也 J，'xJ~lJi';.:の似令の Illiでは肢も ìt意を裂す

る 'J~t.iJaといえる!そこで， {(，，[:では rJ~1.t~~保全センター」を i出汗することにより.

勺H‘jからnu'!t.uとなっていた'だ験不から発F十ーする色々な出来物を適正に処理すると|司
11.\に.出来物処fl!! に限lする研究やJ~1境保令についての教úの允%を|立|ることとなっ
jト，
S、_.、

JJUI:，‘1iセシ宇ーの組織は，センタ -1毛(I>? liJl ，先科教十:.iiiHf:lのドにliJI究部(専

任教十'~l 1" 助教托 1/，・助手 1:(，)， J逆転l目¥j;(HYC:2名) iえぴ生j~務不(掛長 1 名，

掛Hlγ1・;)1常勤職ti1 :(，)があり，少人数で多岐にわたる業務を精力的に行って

いるυ

事業

環境保令七ンターには，千i機J1iiì{記処周波 iÎ~' と無機J1íi;1~処珂JKE院が設l買され.本学

|人jで発生する微々のx験脳波のほとんとはこの耐装計により処理されている。有機
J1íi;i~の処別については，アセトン，エタノール.クロロホルムなどの有機J1~溶媒が，

ロータリーパーナーを備えたかで.年間約60.000f焼却処理されているο無機廃液

の処理については，カドミウムやクロムなどの重金属系!短波がフェライト化法，水

~J{ は l汲治法， シアンは分解i去にて各々適正処煙され， .tf間処理は約10，000fに及ん

でいる。

環境保令センターでは，これら実験廃液の処理業務以外に，本学の環境保全に係

わる種々の計l曲iについて，技術的に指導ll)J討を行うとし寸管理業務も重要な任務に

なっていることから.例えば，現在本学の排水系整備計i曲iや大気汚染防lf-.計画など

における対外交渉を合めた法規市IJや技術i(Ijについての指導も行っている。
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研究

J~1Jl~ 1~~ ~、セシターでは. fJLue.以ドにぷす研究を行っている 3

I )イdf:~1イIf ùkの処JII' I こ r !J，J する似|允(出)J 秒、，真山敏行)

引に. lr.(j@燃.[;'t:IJ、佐を制作するための自動制御辺恥;技術の開発frJf究。

~) .1.lIqf:~11lfiW の処1'11'に r !J，J する iiJI 究(尚 Jj 紘. ;j>: IJllll i台)

フ r ライト化処lli!における取会以イオン及び処地妨害物't![æ.~1立と生成フェライ

ト粒 j亡の飽和的化とのWJ係についての研究及び'1:成フェライトの有効利用J主体Jの

I::J jtliJI宛 1

:-l )イl計l従来物のj自IEl1・JII!と処瑚システムに閲する研究(高月 紘. if~jHtil ー)

イ('h'l"l:をイJするために判明J~l~j' J'~ を要する I経楽物に関して，その定義，試験1i

iL，処JlHilvl:rを杉Z，:JL. '1:ぷ・!従来過f!t¥の体系化を考える。

4) I花女物の'it'l.・リサイクルとライフスタイルに関する研究(高月 紘 i阿Jt二伸

，水 1~ 1陀)

Ifri女物の山米分析千iJ、や環境へのft1::f，エネルギー，資源などの多次元詳細軸

を念l!Ilにおいたライフサイクル解析手法を検討する。

教育

J~1 j-え j~~令セシゲーでは，教育 1Mで特に，廃棄物処理を通じての環与日:十学教育を債

似I'/(Jに打っている υ すなわち.

1 ) 11t!夜処}~[のx務を j凶じての環境科学教育

「実験l従来物の処珂!は，あくまでも排t['，-K'訂作のもとで行われるべきである」

という I!;U!JJから， 本?では!従来物の排t['，-K自らが廃棄物処J:1j!ーを行っている。この

'Jl!.b聞過干'E-C.教行も合めた数多くの処理施設利用汗に環境科学に関する体験的な

4IHi'を行っている<.'

~ )学生ゾミアlをj虚じての環I克科学教育

ilj'，'r= !tJJの学'L実験等がtJf;J講する段階で¥各学部教2RIれj;f:で学生たちに各キャン

パスの)ミ験抑l'1.1<.系施設と環境保全センターのl発液処理施設を見学)['P{;させ.本学

の環境保令休市iJを朋¥Wf;させるυ

3 ) .fJUt=.環境保令センターの教'(fがカリキュラムの上で初当している1"1業科目は，
総合人間中部での「環境科学J. 人間・環境学研究科で、の「資淑サイクル論J. J: 

学部系を中心とした「環境保全概論J. ['環境安全化学J. ['廃棄物T学J. ['都市代

謝r:学特命J. ['有害!発楽物管理工学特論J. ['地球環境J:学」などがある。
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21 遺伝子実験施設

人 1立七、 r:j~忠実施 l没の概自主

今11，いかなる fj:_物''?の分野についてもj宣伝 f今のレペルからの解析を抜きにして

lIll ることは小 uJlì~ であるけ遣い(-キII換え実験(キIl1興え DNA 尖験)は今やどの生物

学分tl1f"におし、てもィ、IlJ 欠な 'j~験 )f iL となっており，これが中心となっている分野も

少なくないu 主|抗 生物の1c'j二・分化， あるいは十判神l申ド同キ料f系や免4投長系の機能解析なとど会，
J.'μ川〈ゴdi;珪t針F利朴|ト，.、1干j

てはあ lりH作!リiなカか、 JつJたといえよう心また，新ifi疾，ti、の診断 .i台機，医薬品の生産など

の|片下・ .. j¥V[:I'I(j L~. JjJはまさにめざましいものがあ 1)，エイズなどの感染症，自己免

花氏忠， :lt'l't腕1あなとの1ik)[J，j解析診断 ifi'}弘さらにはその刊坊を目指した研究

へのu献には似めて![，裂な付加.を，'iめている。さらに，遺伝fの導入・改変・破壊

1iWJを片JI..、て泣{工、[-}杉質中d奥動物(トランスジ工ニツク動物や遺伝子ノックアウト

動物)を1'1・製することにより，全く新たな月三賀を持つモデル動物を作ることが可能

になった。これらを利則した J宣伝州のJii(凶や雌治決忠の発症機Ij';の解明ひいては

それらのifi械を[1t!j，~としたiiJI究も成果をあげてきつつある。

本ザ:は，このような生物学:の本命的始以において常にl止洲をリードする業績をあ

げてきた。その1]1には，たとえは'tJ'c体遺伝子や神経伝達物質受谷体遺伝子の解析の
ように組換え DNA実験をI]l心としたj宣伝 [-1一学的技術を}，i:.;用したものも少なくな

かったが，それらは各々の研究主にある小規模な設備を利月lして行われたものであ

った。そのため，この械の研究の1?!:'}c的J広大にNI，ιし，光災した設備を備えた，研
究行;故びにすソ|ーに対する技術の持及と実験・教二育f行了の去安:全確{保泉に責任をJ持寺ちうる部局

をgιi己没;止t、ι工すべきであるとのゴ令T学的袋袋;手摂F並びlにこ，よ:芋i
た袋百請古.需袋にL此t、えるべく， II(:{利63年 (1988) 4月に本施設の組織が発起した。そ
の後，ヒトを始めとする代表的生物の全遺伝子構造を明らかにし，これに基づいた

新たなる生物学の発反とそのL[::.)fJによる入額への貢献を目指した壮大なプロジェク

トが世界レベルでの共|叶研究として開始され 我が固もこれに中核的参加国のーっ

として積彬的に参加し，研究を折(~進していくことが決定された。本学においてもこ

の研究を抗進し，我が国におけるセンター的役割を果たすべく，平成4年 (1992) 

4月本施設にヒト・ゲノム解析分野が新設された。これにともなって既存の部門は

遺伝病解析分野と改称され，本施設の研究部門は二分野体制となった。平成8年10

月本j京 佑初代施設長が医学研究科長・医学部長に就任したため任期途中ではある

が辞任する意向を示したことをうけ，平成9年3月清水 章教綬が第2代施設長に
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机1T:した d

JJU，: (、|え!え~) fl' () ) j )の惜l戊は，施1没長(iJf:打:) 1 (清水 増，ヒト・ゲノム解

析))， ~~f. _j!~L~ l，外11'1人'告は救十三 1， ヒ卜・ゲノム解析分野教段 1(i育水 車)， ltij)t 

~!f"助 r 1 (!佐保{I二)，遺伝:iJi.JffJ!1十ij'分野助手 1(間代惇)，事務'1'((振詳) 1であ

る しかしながら， 1M分野とも独ケーした研究単f立として活動するには依めて人民が

小起した状態にあると， Iわざるをえず，さらに本施設の特色の一つである，遺伝子

}I:~t'[kl奥動物の作製. *m持・紫捕には専門職員が不可欠であり，これらの必要を満
たし{i}J党・業務を逆行するための人員指を要求している。

本地l'立1120:の 11的を果た / 

し.光 4丈したキ11換え DNA'主

験のためのH2似j'胞l没を提供

していくためにも， また施1i2

rた!'fのfi;lf')'eを-tlb正し，あるい?
はヒ卜・ゲノム桝析を進めて F

いくためにも，位新設備を1浦 F
えた fiJf究械のおÎ.'l;~. がイ、 liJ 欠で

あることは明白である。そこ

で本施設では， l')~.芋部 (k学

/ 

~ 

院分 (-1川:独，i:1.'，(J文)，ウイ畠;..l..~. 一一 l 
分子生物科学実験研究棟(本施設は主に一階を占める)

ルス{i}f究 l川と J~I ， iJで分 f'l=.物

fl.:;::')~J峨liJf究械(約6 ， 30001') を祈築し，平成 5 年 (1993) 6 FJ令目立が竣Tしたけ

この')ミ験ii)J'先械の1''.1，約1.70001'を本施設がtll-めている。

.fJt{'‘本俗的笠備を1Jーっているところであるが，この建物には P3実験宗， P2細胞

I庁長不なとキlL換え DNA')ミ験の安全催保に必要な諸尖験設備はもちろんのこと.細

胞自動解析装[釘，生物州{象解析装置(パイオイメージアナライザー)， DNA塩基配

列決定解十ij'システム，遺伝子形質転換動物作製システム 共焦点レーザー顕微鏡な

ど JR新鋭の実験装i院が11主置されている。この分野の発民・拡大はまさに爆発的と
いうのに相I.i::.しいものがあり 全国の大学に類似の施設が次々と設寵されているの

も必然であろう。本施設は これらの類似施設にはほぼ例のない遺伝子形質転換動

物専用の制1'1'. 繁航設備を有しているなど，先進的~;'J'微を持っている。しかしなが

ら.建築が開始された当初に比べ分野の新設などがあり， また需姿は増大しつつあ

って.完成と同時にすでに手狭となっている。これに対応した嶋築などの設備充実

を検討中である。

教育に関しては現在ヒト・ゲノム解析分野の教J受がI夫学研究科に所属し，大学院
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--ーττ 司、.司、 一一

技術講習会(手妓，原理についての解説
本施設セミナ一室にて)

j
sオバ

fk1i 0) ・2出を.jl[ってし、るが，

今後ともよりー!醤充実させて

し、く子"じである。平成4年度

までは~~学、並びに近隣の諸

ii)f究施設の研究者・学生を対

象として，学術情報の普及を

けH'iした公開学術講演会を毎
年開催し，毎回100名内外の

参JJII{';.を得てafii'ドであった。

学術講演会に対する需要はや

や減少してはいるものの依然

として供 ~gì ~、ものがあるの

で.平成6年以降は規慨を縮小して開催している〉、|勺戊 5年度からは本施設の設備

を利用した技術講ずf会を年 1[ljI開催しているが. 11):jIIJ きわめて盛会・好評である。

最近は定員の3倍近いJ，i::，募:{i'があり，抽選などで受lil時計をしばらざるを得ないので

開催回数のl('iJJII ~'i;の光'jミを考えている。施l没長の交wと本施設の活動が10年目を迎

えるのを!リjに， 、ド成 9年3月にこれまでの研究成果ならひーに研究支援などの諸活動

を自己点検するとともに，外部からの客観的~Wfilli を受けることを目的とした研究成

果公開議決会を「ドI己点検から21111:紀の生命科学へ」と出して開催した。

B.研究のよJl:j犬

分f-'f:.物朴~}-:実験 l1)f究仰は，三1; 成 2 年(1990) 3 JJにそのー部が先行して完成し.

l.iJ年7JJ にはウイルス研究所の~r:色、によって，本施設がその←・部へ入院することが

できた。これによって，専任教下(の研究のためのスペースなど械めて限られてはい

るがj市動の坊を作てIiJf究の逆行が作易になり， ヒト抗体遺伝~f-lllの構造解明，遺伝

子導入マウスを用いた白己免疫疾!とや抗体クラススイッチ機構の解析などに大きな

成果をあげることができた。これらの成果は300ページを超える研究報告書にまと

められ平成 8年 3月刊行されるとともに 平成 9年3月の成果発表公開講演会で発

表され学内外の評価委員(理学部・胸部疾忠研究所・国立遺伝学研究所・東北大学

・大阪大学・熊本大学の教J受に依頼)から高い評価を受けたο 主たる研究目標は，

両分野ともおl換え DNA実験に代表される遺伝子 L学的手法を用い，免疫系などを

対象として高次の生命現象・機能を分子レベルで解明することであるが，遺伝病解

析分野では，遺伝子の組換え機構や突然変異・遺伝病，あるいは未知遺伝子の検索

を中心とした研究に，ヒト・ゲノム解析分野ではゲノム構造から生物(高次)機能
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、|ιIJX~ tl:.li (1990)から外

1.1 人符 H救t~ の.jWI守が認めら

れた、こオしによって， これま

でに米同. ~Ifl. スウェーデ

ンE![1. ドイツ述J:ii共和l固な

どから，介両l'9 trの研究汗(免

役il:tft/?の専門家など)を招

き，セミナーなどによる技術

仙桜の交-t~. JtIJlJ1ilf究なと羽4

遺伝子導入マウスの飼育(個体ごとに番号をつけて
管理している。)

めての立義な凶際交流がなされているυ

+~施:世において.fJ!u:遂行されている主なiiJf究のH体的テーマは.

1 .免疫系多機性発現機構の分f生物学的解析

~.抗体クラススイッチと多量アイソタイプl;iJ時発現の分子機構解明

3. 染色体地!I(I作製による突然変異原凶i宣伝チの単向ffi・解明

4.抗体H鎖i宣伝子l洋の全構造解明，免疫異常症，自己免疫疾忠発症機構などの解

5. 分泌蛍tlt1遺伝子の系統的・機能的迅速検宗による未知細胞問情報伝達凶子の
党tt!.

6. サイトカイン・ケモカインによる免疫不全治療法の開発

心:どである。 研究棟の完成と施設の充実により，新たな世紀にlilJけさらに一層の成

果をあげるものと均H与されている。
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22 生体医療工学研究センター

A. 生体[え療T'手研究センターの概安

沿革と構成及び特徴

lI{j干fl55年 (1980) 4月に創 1没された医片J[当分f-jjjfヲEセンターはす勺ぷ 211'(1990) 

に10年時限を;aえたのに付'って.平成2年6月新たに'1:休医療 1:芋iiJ!允センターが
設置された。これを機に医学部と 1:-'/:古[;からそれぞれ l教本が新たに参加|し人 1:

臓器学を合むより広い分野の研究を対象とするにや:ったけそのがi~ ， -<大自[i門が教

かオL，次の研究組織構focとなった。

，[:.休材料学研究部門一一一作イド材料t芯¥1ーザ:日([.t.九 If}住外干"1材料"?飢h1(， '1二体材料物

'1ダ1，'下i;j'[J&([巨[Ii、l芥ul

'1:. i休本1.'下i附1)叶1丹↑究出|ドl阿Iト一/佐J.:.f体本*}J力J'♂引、

l民凶主剥l人答f民i)

人t:n，;.~ r.:十'判iJI 究 '~):I~ 門一一一f~ I~-t >Y:人 1:1l蔵出学宵!域， 'Ijl~系人 1:1l縦綜学 íW')'x.運動時

系人 u以6:;0'芋W.tylG， I火用システム 1>[:r((hli: 

これらは1ア戸系と医学系がほほ 1 1の比不で構成さオL， ')jでは'1:.休のH品IIみ

をt:学的に餅明するとともに， f也力では各干中の人 I:Ht'lや|災 L学的手法を肝lし、て、

自然!脱出をi交ぐ人t:lT最誌を[lfheすることを j三FJ(l~ とするいただしここでいう人 l 腕

時とは内臓のみならずj')'i牙， tai--軟'i'Lr'11 UIJ. lfll Wなどの日fi;¥:ll織の憐能を代行す
る人 l材料J!t..ぴ、千件JFIJ材料をかむものである さらに， f'l7MIIIIJ包と人 1.材料との粘

fT体(I 、イブリソド I~I 人 u臓器)も包かする》これは附加する災'Li_~:.在化， !lttt腕

場に伴う人体臓器の航傷・劣化の修復という現代打会の~!Ít1，、ニーズでもある。その

ほか弐センターでは検今の分野において医療の質及び先1)'やを上げて治療巾とその後

の，山、(;.の'f:.i司のT{を尚めるために

可能な|民 1:-'[:(1な手法のJdfJを開布

している。[，;と干:系と 1:学系が .j:x
l司給してこのような"r:1際的研究に

取りおlむ体制は， lll:界でも煩のな

いものである。ヂ成 6.1f-(1994) 

秋には研究槻のI斡築も3己fし，総

J[ff債4， 544 m' 5 I;t~建ての研究棟が

完成した。
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大学院教育

以 1"のような大'下院与えfIとlijf究桁導を行っている。

1. I : ''?liJIヲt1"l

'[!}~I村 I公Ij)上 fJ ・ 1'1.f本レオロジーJ. I-'Uf機械r:学J. Iトライボロジー」という

:ffi 1 jのμ佐北を 4教'1' ~.が I '}:iiJI党干|の大学院生に対して行っている。また，それらの

たヅ:r~;~'1:.の'γ:f \I，~ ii命え・のためのMf究指導も行っている。

~. 1昨'?Ii)j"光干|

4 ~ノ1 の教行が， l j正動 12系人 u~~ (，;):q:J ， I生理系人一u臓器学J. I氏周材料学J.
"1:体データW!桁」にj9，jする講義を行うとともに i寅宵と実験*刊を指導している。

! ~.休的には. 人 1:脳出による機能補助法，人一 1:材料を用いた外科n~治療法，再建外

fl材料，内科材料， 'J:.ff) Jヴ:における数怖解析.バイオメカニクス，細胞!N主主il、な

とに閲する'五千?であるけ

B.研'fEのJ}L:!J¥

生体材料設計学領域(教托 f主義人.助教J受岩田博夫)

本ii((域で(，;1:.人 IJlli~ (，~.人 l ふI1織，手術用材料などの中心部を構成する生体材料

の分(，泣iilを行う".fJUI:.これらの生体材料に最も強く姿;)とされている課題は!1:f本

J也{¥''I"'Iと'U判定能↑Tの付与である。そのために， t主義人教ぼらは，グラフト反応

による両分 f材料のJ<IIII己主'ft1主術を ，~Ii便して生体遺t\''I''I:と生体機自~tl:材料の設;;1' を

i住めているしそのIf'でも， 41-に)J.l.'，'、をおいているのは，Jド呉物性材料と組織絞fT↑t

付干|・の分 f，11JIーである。 総本的には， )J学[的l内庁川甘ケ叶'1性|

しい. それらの衣11州11川'riをを， 1](的内lにこ斗L比七L‘じて己改文質するω

生体機能性材料のi-;1inーのために，山IH↑導犬助教段らは肺臓や肝臓などの代謝系組l

11包と人 L材料とのハイブリソド化したバイオ人 LJ民主持の開発も，:Aみている。人 1:材

料のみで'Lf本のもつ尚次生物学的機能を !I~ み 11'，すのはあまりにも困難なためであ

るU

自己修復 11J能な欠陥組織に.l"Jしては，生体l吸収'J'!I:材料をその生体修復のJE場ある

し、はえ;持材として使川する研究を行っている。そのために，主として，ボリ乳般や

ポリペプチドなどの合成及び，t:_f本尚分子を用いている。これらの材料は医薬の体内

への送達にも有効であるため，田畑泰彦助教授らの協)Jを得て，医薬の徐放化や襟

的指li'J1ヒのような DDS似究も進めている。

再建外科材料学領域(教ほ符嘉明，助教授田畑泰彦)

本研究領域では，尚ー!主の機能性と審美性が姿ボされるl省科材料とくにllJii牙欠損部;

を再建修復するためのコンポジァトレジンの開発研究，物性評価並びに臨床応用研
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'7Eを進めている、位i止は， kf.i: 11:フイラーを允j六したコンボジゾ卜レジンの物性に

閲するli}f:先を丈;i:l;11' H liJf費を乏けて精}J的に進めているυ

また，コシボジ!ソ卜レシンの依祈liij処川!のt'Jiしい/J1J、として， レーザー!!(U.J-Iによ

る象牙t'[liliのスメア11;，1，:I~公 J:ーの liJf究を i住める -)j ， 従米 1ーとして怖がJIJ し h られてき

た象牙質lf1iの処洲や.械をttJ1，、ない処Jlt!itの倣， ，'(に11正1)組んでおりi':.k!髄及び生体

に安全で. ボ刷刺IJi-~J紋般削:~'削，性|

さらに， 1'-反則金収;村半、|としてもっとも/七体$JHlI'I''!:にすぐれているチタンの前科医

療への応用にも取り幸Ilんでおり，最近進めているチタンのレーザー溶拡のli)1究は，

チタンの臨床応用をさらに促進させるものと期待されている。

出土!日泰彦助教授らは，生体|人l分解l吸収↑tの尚分 f材料で包合あるいは化学修飾す
ることにより，街々の薬物の生体内安令↑~!:，並ぴにその1]I~(，if，及び免疫細胞へのター

ゲティング↑Tを尚ーめることを試みている υ このJ.!:WJにより， ，Jt~z，Jの l，i iJfí:ItJのf氏i成も

uJtJgとなり，そのLιJ:tj， nfJ発liJf究をj住めている。

生体力学領域(教托堤定見助教限立 I)SJ点)

本領域の主な研究日的は，材料力i.'f:及び!主体材料物件学などの手法と知見を某俊

にして， !t体材料と生体組織の})学的挙動に関する解析，十tPT_の)J学的調和をイjーす

る人1:臓器の設計を行うためのシミュレーション法なとーについて某従的、並びにj，i:;，用
的研究を行うことである。まず，生体組織の)J 4:的特性の解明を某本として，竹の

モデリング並びにリモデリング現象など生体組織の)J学的合理性と適応変形過程な

どについて有限裟素j去を恭にした数値シミュレーションを行っている。

スポーツ f~~~~: ゃ;事8えなどによる人{本の耳{大なfH傷を防 11:し，また人t:関節や人 1:

的棋などの支持組織に加わるシヨソクを緩衝する機憐を開発することを目的とし

て，生体組織及び生体材料の衝撃吸収特性を尖験的に計測し.衝撃解析を行ってい

る。

開発機による生体形態計測データと各種医療情報を組み合わせて，三次元同構築

したコンピュータ内の患者モデルを使用して 手術シミュレーションや人1:臓器の
設計用の CADlcAMシステムなどを試みるための医用人工現実感(VR)システムの

開発を進めている。

医療の目的で使用されている人工材料，特にl宍用高分チを中心とする医用材料の

力学物性に関する研究も，人工臓器の設言|に不可欠であり，この研究を元に医療用

人工材料として望ましい材料構造設計の基礎を確立しようとしている。

生体機構学領域(教授池内健，助手都賀谷紀宏)

本領域では，生体の巧妙なはたらきを調べるとともに，生体と協調して機能を発

揮する人工臓器，人工補綴，医用機器 体内ロボットの研究開発を行っている。
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池i人J i'i!!救ほらは'U十:IUli'iiJの1'1'動機構を))'予(1句に解析し. 1;11日目軟竹11¥1ザ¥!lfIiのi伴:]i骨
機構がI:'子における申111''J:と列なった1l;(J'I~_にぷづいていることを解明しつつあるけま

た可制化などのl'iLをfll¥， .て人 1: 問自iIの作動機付与を ~J~J べ. l学粍の少ない人1:関節の

材質・投Sh去を追求するとともに. '1:.体問節に;i[¥，咋1:能とii¥制作を{Jする人 L関節

として'i'h'lJ式人 Lr"，liiIJ. だらかい材料をff!1"、る人 1:軟'i'J"t均節，セラミソクを組み合

わせた肖|耐久人 l 関節など件慌のÞíl~~1 人1:問節の開発をすすめている υ また人1:材

料とや体制|織の対lilIを低限jt{化して内悦鋭，カテーテルをjl1;侵袋で動かし，新しい

原理による|民!日ロボソトのf本 I)~ での抑進を，:，\みているにi

者11賀fF紀'!.t;肋干ーらは.軒くてj也、月な強度と靴I''j:があり，耐'r9l'111に催れ， しかも '1:.

休とのll!.fll'I"1を{Jしている公隔である純チタン及びチタシ合会の的科iitf域への応用

研究を11っており，なかでも精滑なl¥li干lii}.f.I立t主体lの|耳l'Jcに成功しており. .fJLu:その
1.[:'.川範|井|の険，i.j'Jえび|切迫技術の!日J1ciiJf究をすすめているけ
基礎生体工学領域(外l主!人等tU!z托 C;on Khang教托)

本Iifi峨では. IIJI会 íiCU或における制法動 1;ll';.~:の原 1/.;1解明と祈しい治療 /j$1 の提案を

目的として.様々な，也(iの111[1将i主動を14}.fJLする院合モデルのli)f'先を行っている)

Gon Kha日記数托は. Ilhj卜肢!弘胤辺、rrーの桝:Wした筋肉あるいは神経に屯気中IJiil~ をワー
えて，運動機能の III IfU を tli行すリハビリテーション1:学研究に~H員がある υ 辺動'手，

))学，自動;阿倍11':;: を J!~ij~ として.パラレルメカニズムを組み込み . 1f[i主動のtl}.fHの

みならず111Ll瞬))をも IE憾に11}.fJIするロボゾトの製作に試みているう

代謝系人工臓器学領域

tJFI臓や牌l臓なと代謝を liJ る I)~t駄のj\l!)J きを人 u臓 ftifで代行するためには/，.なお解

決しなければならないIHI 担は多いいその・つは':1:.体の各締計i!!lJf~l. 例えばIÍIL精仰や

血流量などを明ましいレベルに制御することであるい特に'[:.f本のl人1Mi環境の市IHwllは

臨床的にも盃.，裂であり， 吐'iIiME1，(研究の UI長である、、現在 1:学fi)f'先干|の協))を得て，

動物実験を行っているけ FI ド制御対象として IÍllH~ を選んでいる。その理由は討中ntl:

のあるセンサーが利用可能であることと. IIlU+制iwlJは手術中のlI'd(llの|均11..や愉I(ILの

節約など臨床l必JIJ刊が尚いためである。既に77ジー論理も組み込み緊急11常発'[:

11.¥・にも).]i，与できるシステムができ.近い;時米臨床応用の]三定であるd これと平行し

て生体の|耐え i~} る限界はどこまでか，また段通ift( (必ずしも正常似て、はなしけはど

れだけか(限界{ï{(分析ヤ決定分析)を臨床データの統計学的解析の -Jk~ として研究

している。 J血慨に対するセンサーができ次第上記の知見を利用してl自l糖の制御シス

テムを作成する予定である十

生理系人工臓器学領域(教段清水慶彦，助教綬 中村達機)

本研究部門では. 1実用材料，人一1:内臓の開発とそれらを用いた新しい外科治療法
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のIlfJ')去を行っている、[!へ11J十1*'1としては'Ll1'1付でH化され機{jBを'ltH!する材料を目

iYiしている 人 1: 1'1 fl と生体の分化内 F七機能や'Ít J:\ii'I"1 なとに刈する ~j;.;' ~tt，~! について検

，iJし.別立{的な組織純利，[t.tた能'It材料を持冗している〈そのため'H本市分 f材料，
'L iね白i分(-と0-!J.X:尚分 c.の惚fT材料， 'Lfド|人Jq及 J[~↑t:'ì J&I'~j 分 r材料 IトJ甲!i ，rj'I"1 物質

'&1/i材料. ;~li物 f，J;欣Hf'Iなどの r:f]'5t{i)f究をねっている、これらの新しい材料により，

縫合材. 11: lill1'i・. :j!釘治防止材などのT引'f材料，軟組織1'1建材， /i'1!却|織i1f建材，胸部

変形矯jl":村，人 L気管，人 Utili.気符軟化i;j'diiMH.制11何人 1:Iflll'f.人 L神経.

食道静脈州のIfll管|羽'!X材，各禄f/Cli守11会Jlx.市IJなどが/l日発され";，;'r，臨床にJfh、られて

いる。人 1:内臓としてはl呼吸循環不全補助のためのセンサ-fナ位以人 1"呼吸出，少

流量で炭階ガス|除去のilJ能な液.i夜明人 Ulrti.1毛ltJ1使別可能な人 l川市.出頻度人 1: 

呼吸i};.nhjjl!l1の独、'l.換気法， 7tyH機能の[rJ]i反を11折した人 1:~(J~yj'i なとなの研究開発を

行っており. ・古lí は臨床!，~;芹l にでっている d

運動器系人工臓器学領域(教J受凶 lE礼助教托 ，j[1 Hldi也)
'_l:"l判羽目iiのf!1¥江.i問滑機構の'l.}J学的filf究に入lとづき， 人 L'r'J'・4次竹惚合材料をnfl

'Ít し，この新材料により関節の病変 i~:ljのみを l背換する新しい人 L材料を 1:日発してい

るL この材料の潤滑特'1''1:.IPH摩耗性なと、‘の}J学的iiJI究に))11えて，家兎， )ふ扶にイ

ンプラントして析しい問節の機能、反ぴに 'L体~{'ìt'lーをiiJf究している心また円・軟骨

移1'14ないしは):，'¥::i'と軟'rj'細11包による関節の部分修復の研究を行っているい軟't1'*[l!胞の

H汗iを維持するよ庁長条件・を係今の化学的. })学的条件化にJ:;"i主をすることにより追求

し， さらに問節軟骨制1/11包と1&1-::'1次'丹市11/11包の骨化する能}Jの去を明らかにしようとし

ている J ー方，生i1'i司'1"1:ガラスセラミソクスの人 L竹としての臨床応JfJをはかると

:!tに.骨と結合するメカニズムを追求している U よりアクティブな骨形成をf足進す

る人 1:円-材料を開発するため. BMPをrt'心とする種々の'門'形成lJ，;lfと結合させハ

イブリソド型人J:骨の研究をもわーっているοi射性問tiiJ1)ウマチや人1.閑iliifiJ:j後の関

節i伐の変化を生化学的に追求するとともにi骨11英細胞暗主主を行ってそのがj態生理を研

究するο スタソフは共に整形外科医であ 1). Jili動器系人J.材料・ l臓器を開発すると

ともに，それらの臨床応用を日指して研究を遂行している。

医用システム工学領域(助教授 72;田[f-(秀)

本研究領域の目的は，医学臨床における諸問題を L~手的手法によって解決するた

めに，医学と工学が融合した研究開発システムを構築することであるu したがって，

本研究領域では医師とエンジニアが対となって研究活動を行い，臨床を慎倣した医

療材料の只ー体的な評価手i去を構築，尖践している。

研究題目を列挙すると「表i而町潤滑化1勝労1脱光鏡の開発及ぴ

擦に関する研究J r}l人L工膝関節の力学的最適化設言計rJ r人 l仁;関節用ポリエチレンの疲
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労fえび劣化l二|りするiJJ/プeJiじ1I日hioncclI'lall'のIJfJ)(!;J:えびヤHJid，';!>!iに及ぼす}J学的環

J~l の;;:.; '~g:.~ に IUJ する liJI 先 J 1竹1，'oj'，UIJノ、シド，絞介糸のIJni(!; !えひiJれ、hlyすさの定与l化

にWJする/IJI'J'eJ1 * f I記11'M(-/えびそのLωIJに11I，Jする/lJf~花 J 1 /lu気のノH十に及lます影響に
PkJする/111党J r竹村(;-'I"I人卜似'lii-のIJfJ1bその他である 1 多|岐にわたるため側々の

説明はれ同行するが， jJ í6!.が人 Ij'，jであり外科了二術が職人 ~I(JなTイ1一楽にえ;えられている

.1，\を考!在して，デバイスの抜い坊さや作柿イ~~す定安点字を Cp.:m しているい l隊人的な

IlfJ í(!; アブローチと M:~(の利 'I i'l~ な riJ;とのコンビネーショシによっていミ械.fJU易にお

けるよ 1)，，:，'j 1.、1.;中(('1"1を似ることを[JIY)としている 1 また，本i;([J!'¥(ではJl.体的なI)f.J')(!;

tl 隙を Î~'" いてぷlì!ti/えびI.i:.;NJliJI'j1:をわっているが，それぞれの t1f'%が忠i行の QOL

(qllalily ()f likJを!111MにI('JLさせるかに関しても常に検，汗を1Jい，興味本位のfi}f究

とならないように心がけている点も特徴の・つである ο
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23 留学生センター

A. 日'l~t'I:.センターの概安

「官fiうり1:.センター」は，京都大学の学MiJ:えぴ大学院にtl:絡するすべての似学生を

対象に，日本論やu本文化・日本事情についての教ffをわうとともに， fd学生の修
'~r:-'\>'U百に|到する指砕を行うための学 l人j研究教育施設として平成 2 年 (1990) 6月

に説。:されたυ

ょ;(昨日大学のl可際交流には長いl伝Iどがあり，ぽγ:'[:_の受け人れや教育・ 'UL~HI ，j主に

ついても学生自|;fH7ソL.JJトを事務組織のtfl心として，教j1tMi(現総合人間学部)ある

いはfγt ì'í:l~ などが{同別 lこ t~わる /1手で行われてきたが， fii'予't:教育 jll 巧の咋門郎同と

}主任教'['fが内Li'{I:されることはなかったυ

しかしl司際交流の機巡が尚まるにつれ， 日本へのfti71を希ιどする外[.1人'}ソlーの数

はtfを追ってT;'j}JIIしてきたむ II{{利61年 (1986)から10{r/ltJの持移を-摂するだけで、

も J;(者I¥k''f:のfJff干:'1:.数l土，120余れから920，余手/1と2fri!:.U'.のlir:}JIIがあったことが主[1

られる U これはl毛!の地策として21HI:紀初日氏にt古学ソl二受け人れの胤悦をlOJj人にする
という，いわゆる「関学生受け人れlO)j人d-J-iU'IJ(lIi{f1l59年)がうちiI'，されたのと

(孟とんどII.~'!t)jをI"Jじくしてし、るο

この，n'j山iでは研究fti学1]:.をtfl心とした凶費及び彩、費{'U':rソLのlNtlがーつのHJ~Hで

あ 1)，]iI]¥i:大学をiド心としてIEJ't空間学生のための114よ品学'ti!や佐川指導の援助体市Ij
の必裂性が必かれた。また *1、資 WI 'I'!:.の ll;~JJII'キtは凶賛fii'lfソ]:_をはるかにしのぐもの

があ 1)，各大ヴ:ともにこれらの{'t{/--/ソJ:.にI、fするさらに十分なI、Ht::.がぶめられること

になった υ

}Jl 行1\ 大学ではこのような状況のもとでli)f究行の交流も ffめた rlli，，;~~うど ifié センター」

が構fllされ，日止にHfi和63年 (1988)12Jjに学|付抗院として'IeJtしていたが，その理

念を交け継ぎ\特に留学生の教育・指導に*~/-Iを fÎt.'{" )た施l没として平成 2年 (1990)

「f古学生センター」が発足したのである。

このような経過をへて京都大学における弘)，芋'1:の教育・指導体制は徐今にではあ

るが光完してきた。日本の大学:にイ1:学するWl"jt'l=_の中で披も多いのは大学院レベル
の研究留学生であるが，京都大学でも IJijじ傾向がさらに顕去に見られる。すなわち

本学の研究留学生の特徴としては，専門性が高く，大学院に人ることや学伎を取る

ことを目的として旬学する学生が非常に多いことがあげられる。本センターではこ

れらの留学生の傾向を十分考慮しつつ， またそれ以外の多様な官学生の目的にも沿

うような教育・指導を行う体制を次第に整えてきたといえる。平成8年(1996)4 
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月には新たにセンター数日として教伝 11ノ，.助教段21うを迎え，「f??ザ:~Lセンター」

のさらなる光%がl立lられたd

.fJLU: 'fth'ソ1:センター」は:古1;["1から構成され，センタ一長(農♂?古li教民 川崎

HIi 学'Ie;'i'[¥ L毛..tflff:) 1*ノ1. 教.t-:J::3:(，.助教.j'."t41'，の実貝が配間されている。各自l;fllJ

tlt当の教'1':・と件 f~ の咋門分針は，以 1" の通りである。

1 ) Ll 本，i(¥. 11本文;化 .114ミポιh'H11吋NsI"J

教N: {沙付賢粁i汗学 助教綬森箕~EjI_ f 国文学:

教Ji 悩l川長良li 熱イì~;-U梨学 助教-t~ 存志麻孝子 閏|祭政治学

助教綬 l縞恒三 社会学

助教段家本太郎 作]アジア諸語学

'2 ) WIう':11:.1和草(1:1¥1"1

事文J愛大東t'(孝精神|宍γ:

「開会tソ1センター」の教育・折導等に閲する .'R裂な事項は全学古1¥及びその他の部

局からj埜11'，された教Jfから構成される協議員会で検討され決議される。またセンタ

一長の諸tlllにL[、じて必要な事項について討議するために逆常委員会がおかれてい

る。

教H数が.WIJJIIするにしたがって，「ff芋生センター」の活動も学内外にItlJけて少

しずつ広がりをはせ始めている σ 学|付の国際交流委員会に委員をil¥すことはかねて

よりの懸案であったが，平成 6年に実現のi主びとなり，大学全体の動きをとらえつ

つ「留学生センター」が制学生に立任をもっ部同として発討し，国際交流に果たす

役割を内外に明確にしていくことが可能になった。平成8年には京都大学国際教育

プログラム (KUINEP)の本備委員会が発足し，「留学生センター」も実施部局と

して委員を送り 11'，し実質的な役割を判うことになった。現在平成9年10月の開講に

向けて，英語による専門講義や日本誌教育に関してのi判精協力体制を整えている υ

この 2 年間の動 I('J をはる m~ f)全国的な儲学生数は横這い傾向にあるが，京都大学で

は KUINEPなどのプロジェクトの導入で，大学問協定をもとにした多様な官学生

受け入れと質的なli'J上を目指して，留学生教育の新たな試みに乗り出している。

上に述べたようにこの 2年間の官学生数は償這い傾向J(平成 8年度全国税学生数

約 5)j3干名)ではあるが， fd学生数が数年前に比べて大幅に培加したことに変わ

りなく，それにつれて教京数の不足施設の不備は次第に深刻な問題になってきた。

平成 4年(1992)度の予備教育開講時は旧理学部階段教主を改造した L.L教宗が

l室あるのみであった。その後も増加してしぺ留学生のために，学生部内の 4室を

漸次教室用に改造することなどにより，現在は日本語日本文化研修以外のすべての

コースの授業がセンター内の教室で常時行われるようになっている。しかしながら，
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4':'下のf/i'{'1ーは /i、f去さらにj';{/IJIIする見通しであ仏教え=をはじめ教山iiJI允三七学生
JlJドI'N守、. ， ~Yi: r: llii~ '_，;ごすの世十1，(I~J イリιはこれ 7からも、li うj-~:，/~ くとし、わさるをえな l ¥ • 

R.教育， Jr(i，q. . i叶光のm状

11本，i{¥. 11 1': tit . 11 {トヴHi'j~_えず{jll_ 斗古1\1") 

1 ) 1I札出子jlI日ki'{

、1-:I反Iif 4 )jに1)1)，;持したfI本a-tt，]三jl指教育は.J太片」ご'''j刊:1払院む山:レベルI同E司H校T引tf1lYt/rJ

たl川11本"II治f行fコ一スでで、 i主:として初級11-t本ミd品f訂fを集'1'/'的|内甘に教f打fする 定tlは30?"名/う1， ___1-)たWJは

18遡からな().;ì\t1'毛主主主540 1l .\lltl を J1i てる F 人 I~/: は 4 )jと[())Jのq:_.: ~γ:Jりl 市Ijで、あるが.

4 )'j !UJの11ifyソL:.の)jが多く 10Jl WJの学ソ1:.は税分少ないという似lilJ7う\'~，!.られる、 この

ような1似似見凶刷:ilド川lけ吋lリjにI汁-]"1.此L.'、"すtるためにj伴lリ正J:匂，_λ学1
4 いる、.' またl以，;(告伺都|日iυA大」ご，♂7‘";下f戸Jど:は1以;九(i滋よt必1筏t地1<正ベ-のl同E司l公、，，')λ('、Jリえぴび、 ‘J什J白刈刈iリ市|口;の干右J、、" 人大;ンλ学.戸おj逆住学 }子三勺1定主工者r行ATfのl日11本

』片i!行f子備f救文ffも行うことになっているため， ‘|三成 5:lfl主(1993)以|札 J;(有liJ:芸繊出ti

大ヴ:. ，;¥ lfIi教育大'予・ょ，;(首|叶i立芸術大学・ょ，;(行liI}fi :北大学..!.;(者1¥梢革大'芋・滋釘大学

与の人二'下院;1tザ:予定-K-も乏け人れてきた。これらの利子子ソ|ーの受け入れ， カリキュラ

ム ~illll戊なと完施に|刻する，i l'í'Ji- J!{ は 1I 本 iHf f'" 備教育'丈施安L1会で，iJ ，k~ される:、子成 8

ft'-I主からはれほ地1/の教民iiJf11事，t_の日本尚子iliii教育も-j"J1、11しているο

このレベルの仰|究官学:'1:.は 1:学部・農学部・期ザ::~I\など白 Y!~ 1" 1-学，f~の I}ソ|二がIf倒

的に多く，専門分野の{l)f究は!lfr~ffによるところが大きい j したがって米上1i.去の 6カ

月1mで，外出に出lらない程度のu本両能}Jを身につけることがーつのIIf~，~となって

きた。しかし絞近の出rtおな傾向として丈系，正明系とも 1:j:1王|でIl4，:~討を数カ )j ないし

ー年程度学科してくるt古学!Lが1¥目1えている。これらの学'1:.のlJ本訪のレペルを的iiu;
に把持して適切な日本"討を救犯するー)j，当}自iの目標である大学院でのiiJI究に必裂

な県門分野での語学iiE)Jを開発していくことカfこのコースの今後の諜也であるとい

えよう。

この 1，2年の全国別模の子備教育{本市1)の安化についていえば，問。:大学に税ザ:

'Lセシターがi斬次設l賀される中，日本語予備教育受講:1:の各センターへの分散化傾
向が比られるが，少なくとも京都大学においては受講生数は急激な減少化傾向には

なしL

2 )日本両・日本丈化研修コース

日本語・日本文化研修コースには平成 9年 5月現京大使館推薦，大学推薦あわせ

て 12名の研修生が在籍している。このコースは，母国で日本論又は日本学を専攻

する学部3-4年生に相当する留学生のための研修コースである。京都大学におけ

る日本語・日本文化研修制度は13年の歴史を持っているが，この制度発Ji:!.当初から
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n 4-(品ftM11普よりfI本文;化MI修に，[(，点をおいたプログラムを組んできた、そのためI日l 
本A桁i計t能j刈Jの比l較~絞1攻支灯f山印的lド内〈甘J ，尚，山，匂ωhいい6心れ1.いぜ，¥ド〆，ρう、7芋i

年問日イ本元1出リ{千刊jのf他也， 令'?の ~!Z l\ を ')1心とした約30?'，の講P.lli陣による日本丈{ヒ・日

本事情のI講義を受I満するにこのコースのうち 11+':文化・日本事'1"1';の"伴設はす子学の似

学生に 1I日放されていて，〈ff止をすれば~~t;;待できるシステムになっている。このコー

スに悶する諸島liJl'lはIi一本MT¥-'LI本文化jiJI修安打会で討議される υ さらに委n会では
研修の光'KをI'XIるため.lfF{V I折導計l由l存」を発fJーしているο .fJLtJ:. 1 J本訪日本文
化コースの ιl'から数利 Ij を，オ~/tJtj並科 Hに提供することについて検討中である。

3) EI {(耐締j ，l~

「切手yソj:. 七ンター」の日本idt~~]it停は.fJUI:.初言及HIiHJJ i重点コース令6クラス，初手汝

前期J4クラス，初級後J!)J8クラス， 1)'級前期J4クラス，中級後期J8クラス， 上級 4

クラスの全;)4 クラスを Im，~~している心このコースは全"f:のも757:生カf刈象であるた

め「似マソ1:，センター」位。、lif1，¥ーから制学生の日本語'芋刊に丸jするさまさまな裂;}とを

汲み上げ，かつ j!~ も効果的な形態を校法{しながら，次第にノトfIのような;j';ffii lえをとる

ようになった】 11 札dhM;~W を Xij包する llfのコースデ→fごインの法本は次のとおりであ

る。

初j級別!日J. 初級後!日l レベルの 114":ìih クラスは淡~;.: 1を|・ J[:i実~j-: 1を111¥身.x-のグループ

に分け， .{rないしぺ1''1''，の11本lilfjJ:刊で・3とのH椋レベルにj主するようなクラス
を構成する さらにレベル別にJ及うテキス卜を統ーして.7・1吋のスムースな，ift)t~ ・

移行を1'.:(1るけ

tt.J純前期!クラスIlWt¥M. 1 1 出火.fJl・，;~~，t光・作え;に分け 11古1¥)IJのJ主能を長う υ このク

ラスは特にJI'波'子|倒からの，ι溝'1を'-1I心に初級学刊を定京iさせる意11未で平成9年度
から新たにI没けたクラスであるυql級後期jにおいてはI，;Jじくヒ記凹技能のレベルを

あけ‘て1.¥くために i:にテキス卜によるFl4-'.:Mh学科を行う ο引き続き 1'-級で、は人文系

• ~I[I:系等専川別クラスに分け. llJ 1"]';光角;~，討論への参IJ /I，ゼミでの治一九 レポー

トを告:くす:の'jミ政fド:JIi-(f学}JをWI''j:!1ーが白}Jで身につけるよう U4，，:，ih教育の ii")易から

支隠する。

会学lilJけH:!j.(，ih補溝は 4J J とlO JJ に学生の希望にI.ì::‘じて受~l/í:\J:J:Jを行い，半年lS

i坦をー学則として継続的なIJ本i治ザ:刊ができるように構成されている υ

留学生指導部門

指j集部門は，学IJ:.古|:iYi学 '1二"果との滑な連J第のもとに必要業1~が行われている。 ~'11

談業務としては教育学部のもi学生相談窓口において日時を定めてk-JI必している。し

かし留学生は全学にひろく花籍しているので，年:内における十11fT.連絡体制の整備が

是非とも必要であると考えられたため，各学部，研究所.センターと，何学!l:セン
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ターとの述~:;tiK.w，;がスムースに機能するよう， ネソトワークの整備を1"J'~ I (コンビ

ュータネソトワークによる情報提供，情報交換をぷみつつある)，また，各学部の

I}f 1" J教育教'J'fとの{j-I司会i議を定問JI'10に1JfHUiしている。 -)j"í r!.~のことであるが.tii

年ソlーの動きはよ，~(者1\ 大学のみで rl~j じて」いるわけではなく，間学生の教育指導を考

えるにあたっては大学lIij の横の述機も締めてJ.T(~:ーである υ 従って，全|玉!の凶す大学

にぷ i~ï: されつつある~ <f: '.-t.~ センターキtlfjーにおける iZl学'HI1導のネットワークを充実

させるため， JJLtI:さまさまなl試みを行いつつある ρ
jl1 i存自[， I"J は，伽|々の事例にきめこまかく刈 J，~~してゆくことを必県とするが， l'iJ時

に，ひろく.fk[fjの儲学IJ:.の多綜な実態J巴院につとめ， ffi学生教育のあり }jを蒸本的

に問うてゆくこともそのj!t務のーっとする。 liijr;-については「fr手'1二の医療問題」
に焦点をあてて訪l査研究を11'って報告をまとめ， i走行については r11本選択の動機」

について山政調査を行うとともに， r'}-，J[五l後における日本fd学の怠義」について目

卜他人;学とともにプロジェクト研究をすすめつつあるu
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24 高等教育教授システム開発センター

A. 発起の粁枠.

京都大学l均等教育教段システム開発センターは，大学教育の1:1:りんーを般本から研
究し，大学教育を内側から実質的に改革してゆくための実践的拠点として，平成6

年 (1994) 6月24Ei.学l人JJHiJ教育ii)f究施設として開設された。センターが設置さ

れるi紅按のきっかけは，平成3年(1991)の大学J出町慕準改正にともなって，今後

の本学での教育改革:の来本的/jli'Jづけを検討した「京都大学教育課程等特別委員会」

( Ir1]年 7Jj)でのカリキュラム改革をめぐる審議であった。大学レベルでの教綬i去

の研究開発はまだほとんど米|持!Hiの飢域であったため，同委員会では，十分に突込

んだ議論はなされないままに終わった。この課題を引き継いだ教育学部の研究グル

ープの活動:兆棋をJJ.!.掛かりにして制度化されたのが，本センターであるυ

平成 7年度 (1995)までに「大学教詑法研究部門J(教ほ 11'，.助教ほ 1名)と「大

学教育評価システム研究部I"JJ(教綬 11'，.助手 1r，)の2音1$1-"]が設耐され. 1首Hfl
i渥美初代センタ一長(当時教育学部教授jのもと，京都大学楽友会館において活動

をはじめたο 平成 9年度 (1997)現在では，作i:)1:有公センター:長(医学部教段)の

もと，新たに助手 1r，を加えた総勢n"，のスタッフが，さまざまな業務に掠わって
L、る。

B. 目的及び機能

これまで「良き研究者」が「良き教育符」とされ，教育・教J受の方法は教授者各

人の創意1:夫に委ねられてきたが，これをあらためて組織的・制度的に検討しなお
すことを通じて. (1)大学教育レベルの教授i去の開発. (2)大学カリキュラムの改

持と教育内科・教材の精選. (3)これらと表裏一体をなすべき大学教育評価システ

ムの開発，という三つの領域からなる一連の教授システムを開発することが，セン

ターの目的である。こうした試みは，現代における知の複雑化，細分化に!必じて，

総体としての知の把握を大学生に求めるものであり，大学を新しい知の拠点として

再構築する端緒となるはずである。

(1)大学教授法研究部門の機能と目的

大学教授i去の研究部門においては，①実験授業，調査，国内外の丈i献分析などに

より，各学問分野の知識を体系的に教授する有効な教え方，教材の選ぴ方，シラパ

ス，授業モデルなど，大学教授法に関する理論モデルを作成する。②実験綬業，意

識調査などにより，学生の創造的・個性的な思考をひきだす課題発見や学科意欲開
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5tなどのプログラムを作成し，析だな教民-'}:rJ1tシステムのjiJI究IllJ'Ii';をわう 1 こ

のfi)f究IJ日拾を通じて，たとえばたんなる， i 然や概念を '1:，きて働く !j~ の生1I，\;1 として学

'1 に y'>11~:' させ. さらにそれを恥米の「人tr! 1"十 l のために '1 かすことのできる主I I.'~'、に

まで出める }jiJ、を. X ，lIUJ/~ に保究する i

正lL1Jーの大学カリキュラムについては.~:;':干'1 . i!: ii'l; II¥jで、の調整が不十分であった J)• 

'{:'1:.のニーズが!ぇlりとされないなど，その編成のあ 1)}jが問題とされている、そのた

め. (1)'下部内外におけるカリキュラム編成と調整のあり }jを実態調1i'や文|紋iIJ卜光な

どにより JlJj らかにし，カリキュラム制成に閲する組織モデルを作成するい(~?)実験綬

t.息.，識調査などによりカリキュラム編成にけする学'1:，のニーズを把握し，内科や
紅l主なと\このニーズに nl，~'，できるカリキュラム制!えの }i;去を検，:>1する J 次いで，

\~'，細分化され"'/・ tltl 体系令f1，:との悶述が配慮されていない教育 I)~刊については，各

学I}円 í;ru~抵の本ii~的系統的な教育l付谷をどのようにして選びザソj:_に教えるか，そのた

めに適切な教材は何かなどについて，尖態調交，丈iW、なとで検，;.tし tf，(終的にはとf:

Il1j横断的な教育|人l谷崎の構築をtI 折す"
121大，、?f!cfjヘ['1ιfilliシステムjiJf'J'Ei'iF，門の機能と 14/I(J

以卜ーのような大J~?教民 ;1、やカ 1) キュラムの開発という，;県起を迫'先してゆく過程に

おいても， またそこでは11¥だされたモデルをゾミ.fJL化してゆく過fYにおいても j歯止ー

なた学教'({~fÚlfi システムの{{{Jーが必安一小川ー欠となる υ 大，γ'l:教f行了 Li'刊、1刊l'マfrt出1，システ￡ム、とは，

r教えJ托2一，、-;:山l'
フのキ組l札l織' 救ι托:i川Ifl動主主J陪丘{休本与勢Fの制組l織化， さらにはfャγ:自liベJ大";'・でtJJi1されるべき教
育のtj t::{ないし.f4l念にう:るまで， ーj!liの教Tfシステム全体を，;fUlfiするための}j法的

原型を研究し，それにもとづいての効でしかも客観的に妥当な教育，;'H，lfiの本糸を1::1

発することである。

そのために(.1)大学の托業において養成されるべき知の他造iili悶を別命的に分析

し知識・理解・総合・表現なとの各iiri域におけるザソLの能力を適切に;jfulfiするこ

とによって問題点を抽11'.し，それらを社会成境も合めた総合的な悦野に心:って統??

， :f fI lfiするシステムを開発する。また②大学教TJ' ~fldji システムに閲する|付外の情報を

1:1.:く収集し，あわせてI1iJ時に本学凶有の背ーはや環境的要素の影響について分析する心

さらに，3~' IlfJ 党さ j した ;j'!'Úlfi システムを尖践へ移すために，実験反来;ゃ教材開発などの

! 日本J'i(jな主援とJJ}J，i'.問地点や改持案などを検討するブレイン・ス卜ーミングの場

を提供することを目指す。

C.研究活動の現状

以上のような目的を実現するとともに，その成果を社会へ還元するために，本セ
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ンターでは件iijJヲピL 1の11可々のli)J'先11行動とともに，;J~のような機政J i/i動をわっている}

すなわち.:f).、/?教 ff の士見:1たと 1深山を itJ)'，~するための件 H\dMJl干の')~胞と*，Ij 県の公}.;_

F大学教1'1iL や，ifúlli システムの)~地M究の均であり大学教はの州 1(.iiJf iltの場でもあ

る定時公 IJ日記験托業の)~施 :，])セシターの il~ 動|人y与を全学:的. fl会l刊に共1fしさら

に発民させるための比較的 H~g~の大きなシンポジウムの IlfJfH¥リ lιJセンヲーでのM究
成果を公夫しだ践的な，U'，浜・'1'11;隙交換をfi -iJ:坊としてほほJJ例で開催する，公開
研究会の，)ミ施 SセンターのiiJI允L1ゃl仏)J .r;.の iíJI"先成~を I}; 純|井|に制介する lí)I>::ít~-c.

史{[j"ρJ等教f{lijJ允』のFiJh，Jj，七ンターの主催する:!l:IliJjiJ[-'先などの成果を部行する

「高等教i'ili1f究設芹』のFiJh 7ノセンヲーの研'先飢域への関心を共有する内外の告:

員研究員や研修Hの受け人れと共111JiiJf究の'XJiI1i，.⑧内外f!，l，J;生施設や機関の悦祭・ liJf

修・相五交ifto⑨大学教u+lfI庁ーの教育卜ーの十日l淡・提ri・情報交換のための「恕話不」

の運営(予定)υ ⑩尚等教育改革・教.hW、I!!，J述の丈|猷・作H:メデ fア資料の収集と

整理分析(閃書本のj逆'討を合む)なとがあげられる，

現在進行中の共1"，]プロジェクトとしては II)総合ブロジ仁ク卜『大'下紋tW、の総

合的研究.!l(平成 7・8fj=:)主科学研究費補助金，総'i'i-liW先八 代夫符 侃111斜子制受)

の研究成果の刊行，②定時公開尖!』対立業/険M会(ノ伴t共通科 IJ["ライフサイクル
と教育」田中 'nU~教段JI\当)の実施とこれに閲する資料や共川研究の成果の|リ千r.

③卒業生や 4回:[=.に刈する教育意識調査なとなの調査活動とその報子?など，がある υ
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25 総合情報メディアセンター

総介↑r'ii'Rメデ fアセンターは，21[11:紀のi高度情報化十|会にlilJけたl玉I1際人の主主成と，

大学教育の発民に7fj.7・することを fl的とし， II{付1153(1978)年に ri立問ーされた情報処埋

教育センターと II{{干1163(1988)年にl世間された 1:学部|約属高度情報開発実験施設の両
一行を J5~11.'転換し半成 9年4)~ 1日に設耐された。

センター設立趣旨

(1) 情報化時代における国際人の養成

マルチメディアを生かした情報処理教

育(情報リテラシ教育)と発fifJU語学教育

を有機的に結合する教育環境を提供し，

将米の情報社会， [司lzt十i会を:kえる人材

養成にf立す巴てる。また.オープンスペー

スラボを通じて学科，色欲lこLιえる最新の
情報環境を提供し，学生の自発的積鰍的

手:刊に役立てる。

(2) 幅広い専門知識を有する創造性

豊かな人材の養成

地球規伎のグローバルネットワークで

提供される「大量データ J，iリアルタイム↑生」と「双方lilJ'l"'l:Jを生かした教育，さらに

は I高度なプログラミングやコンビュータグラフイソクスによる新しい教育の実践

や似忠的なイ本験などによって，マルチメディアを ìr~'用できる専門家，指導的産業人，

独創的研究者・教育者，国際的・学際的研究者なと二創造性豊かな人材の育成を支

援する。

(3) 大学教育改革拠点の形成

速一隔教育.scsの中核のひとつとなり，積械的に教育データベースの構築や公
開などを行うことにより，本学のみならず他大学をも合めた大学教育の質のriiJ上に

貢献する。また，遠隔講義・遠隔研究会を活用することによって教行・研究者の研

究活動の一層の活性化を支緩する。

事業内容

(1 ) 情処理教育環境の提供

多妻女のパーソナルコンピュータ・ワークステーション (pc . WS)を配置し，情
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報リテラシ教官の主;慌をfj-う"

(2) 発信型外国語教育環境の提供

対話相前学教育システムを導入し. f;jι. 

す」ム， 「詐く」の発l.il，1止別1早凹!!教f背fへの文援を千行tうο

(3) 教養教育・専門教育の支援

マルチメディアJ主神jによってIlhjf象・ 1';(1形・日'.)~ f ・文 ~-f:などの多元的な・11í報を融合

した教育媒体を提供することにより，教育内科の多様化・高速化を主援するに

(4) オープンスペースラボによる学習環境の提供

学生が自I!rに利111できる PC・ws等を用車:し.自党的学科を支援する。

(5) 遠隔講義の支援

スペース・コラボレーション・システム (SC S)利月!などによる法嗣~!(ff の主

援を行う。

(6) 教材作成・教育データベースの構築支援

教材作成支援を行い，教育データベースの構築を進める心

(7) 研究開発成果による最新情報環境の提供

開発支援部門をi眠き.骸新の研究成果を教育にフィードパックする。

国際的割以の曹成 備強メディ?を活用する

「一~. .ィL.也 専門震の育成

除1~R1…
密閉笹田勝 目.減a2413rm 
a岨圃鴎・陶・圃-.

国際的、独創的人材の育成

指稲崎鑑隣人・縫嘗人@宵成

JT4舵 Ltzt‘
".......Ptl・・・帽2・.. '・.11

国情崎学際崎町覧者の.4
町民・・竃.

奇書留
〆守，.，，-hJ
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組織

本セシターのN#J&(ム紋ff 主 .Þ2 i'íl;I"J として，叩 fl<~f~!教Tdll'~ 牧民 rl'村川fl

日VJ数十三政Jl' J;k T.ff，ωIJ r ;上 Jた削除 ，;JJt ，il¥-'J: {!!z Ti -11 ! ‘li 教托 tlif辻正剛、
UJJ T- 111越dJ、(-また. IHJ~tlf長川;門として，マルチメディア ]1!、月 教托 iょ濃j主j多，

助教托 1(11 ijj 号、 WJ子 人il司会利. ネゾトリーク・ ~I同講義-1 11 ・ lí iilWf:lli 佐木枚

弘， ll)J千 八木J，キ介からなる 'Nilのス夕、ゾフのほか.多数の ~klT:ス夕、ソフで逆説'さ

れる l さらに. 大 I~!~in'~l機センター， 1;付I，fi，1スIjtjfi.'fiなどの''[:1付のf手続紺織の他，メデ

ィア教T{r:fl1tセンター.他大学なと宇:外来IL織との.i1.H与を I'xl って J~'t;~'する

システム構成

総合的報メディアセシターは， 七センターおよび各ザ:自I;n明!の建物I}'.Irこ設けられ

ている，サテライト孝文京.ii点何本からなる。 tセンターにはマルチメディアj資刊写;
・講義本，オープシスペースラボ， ιif字決何本があり. 主として情報処問教育と語

学教育に使F/Jされる。また，サテライトは'主として各学自1¥の専門教育に利用されるο

なお，、v:成lO{F1 Jlまでは， 1[1情報処県教育センターの↑1';tll機6ifを継続利用し，平

成101/，-:2月には PC・¥¥'Sのレンタル機32を中心に新システムに移行するυ 平成12

年度にセンターの鐙物が完成し，本俗的サービスを開始する予定である。

勝義じよ.滋盟邸-沿海諸耀撃議鋒艶.七三三三ぷ双山由

(PC!WS/CALL(60)台数は平成10年2月導入数)



年次計画

平!反 9if 4 JJ 

占i志よf介T汁，↑附|

総 (i'l'N'M!メディアセシタ- 645 

川↑情百判鍬.{'>処込J!I別!jI救f訂Iセン 夕一 t舵赴f刊供!共h の↑仙lf円F可円I 字I{機出の1中制似f日俳1μR川州iあhザe日リ}外川十~j (げpじ . ¥¥・メ : 417台)

半"えlOil:2 Jj 

$Jiシステムによる'11';N{処JIH!z'({ J~1境の提供 (pじ・ 'YS : 1，200台)

令竿ソ1:_1.1マリttJIIJ能なオーブシスペースラボのIlf.J，泣

iIi77:教ff- 法 I;M ，;，Yt~主のための，}::験システムの|井J1tllfj/Hi 

tセンターは述物完成まで 1/j!:i'iJ;1一日目白などに分lix，泣i;''j
平成12年4)j (J三定)

建物完成 f-iE ti.s ~~ #1i'討を平成lり年度概鈴袋l;Jz予定)

情報処理教育・語学教育・遠隔講義・オープシスペースラボのNiW環境を本俗

的に提供

http・/iwww.media.kyoto-u.ac.jp/ 

オープンスペースラボの試行

(TAによる利用者のための講習会)
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26 体育指導センター

沿革

体育指導センターは， II{{利147(1972)年5月， [玉|了王子jf:校 j1~ ìl'ti~法施行規則の改正によ

1) ，体ff館の*1i:r~; . 1'1: flt学'Lの体育u¥動のJH呼一・助-，"i，及びその匂門的業務を行
う他』泣としてl没置され， II{{手1148(1973) 年4月， tJhjj-fi阿・ ，!J;レンガ佳物の 2[併に

IlrJ )i}i，現千1:に云っている。
人員

所長 u削壬)，助教長 2Yl， 4:f務補佐!':jqノl(J~:常勤)

概要

i主動をfiう日 的はさまざま

で， 日的が健康のため，競技の

ため，レクリエーションのため，

あるいは治僚のためと異なれば

実施)j法もそれぞれ呉なる。当

センターではこれまでさまざま

な相談を受け， 目的に応じた各

種指導・助討を行ってきた。 昨

今の.不健康要凶の増大，学生

のIJ危弱化，学生スポーツの多機

化，競技スポーツの高度化は，
体育指導センター(2階)

さらに多様かっ適切な指導・助言を求めている。現在センターは，業務に燐わる主主

任数日が2y，で，単独の事務機構を持たない(総長裁定により学生部が代行)小規
f見な独立部局である。なおセン

ターの重要事項は，学内の教J受，

助教綬11名で構成された管理運

官委員会において決定される。

近年，大学設置基準の改正(平

成3年7月)により「保健体育」

の単位を必須にする必要がなく

なり，また本学に総合人間学部

が新設(平成4年10月)された

ことから旧教養部の保健体育教

主が解消された。このような本 事務室兼相談室
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学をとりまく :1J;;日の安化に十1'.い，托lH11としての l保健体行Iの見il'jし， "'fソj'.の

健康のあり }j，スポーツirTJ動，えびそのH'、川l吋行持をとう i住めるかがIlljわれており，

当14'Tn行存セシターも j'ljたな;.J)，~、を j自られている

指導・助言

jfii草・肋， iは， 1本1inIi0)科H.¥'. 'i';; JIIIに}JIIえて本センターの)C札、月初からの ;t.{o年内

科で 11体的l二(ム ー般'下 '1 に ;.J する世t lJ.f のキfíJ.'r m.ì庄のための 11 常的身体i ，~j]iJJにつ

いての助Ii，付、:)JII'j1'.， レクリエーションスポーツの'j~施などにPりする十1I 談 jμ1是

f本)JのiJ!lJ定と運動処}jのf'1:J，Ji:. j'1!動のII(岐指導. }えび j主動 i\I~~7ソト.に J.j-する続J主力

lúj 上のための干|学的トレーニングの指導とトレーニング，\liI ItL>'(案に I;r，~しての助 ;-f ，

幕礎体力及び卜レーニシグ効果のiJ!1J定，tHIlli，参考資料.関連丈|献のが|介なとをわっ

ている。

教育

平成4年度から，総介入111]学部がj;'['1T:i'ilil"lとして/lIJ謙されている全学共通科liに，

全学学生を対象にした「スポーツ医・利ザ:1及び日」を提供し健康と逆動に関わ

る身体のしくみ，健康の来日付・地i邑及び競H)JII'jr.のためのトレーニングに必要な
基礎的知識とトレーニング}jiJ;， 栄主主・食事，スポーツ陣宍:とその応急処罰などに

ついて講述しているο

研究

連続的U士測定住慌の1)日発とJL‘

用(井街悠助教段);運動'1'

の血圧倒の変動を知ることはス

ポーツ医学の1iJf'先 1・一大変有意義

なことであるが， H;¥々刻々変化

する血圧を正縫に把捉すること

は極めて困難であった。 :)1:街は

元センター長の万J悼文J受と共l，jJ
で，独自に開発した最高IflU+迷

続測定装置を用いてlI{j和51

(1976)年以来巡動中の1111陀の変
激運動中の血圧連続測定風景

化に関して多くの研究を行ってきたが，平成 4(1992) -6 (1994)年，文部省科学研

究費を得て医学部笹山助手(当時)と共同で運動中に高精度で計測が可能な動脈匝

波形連続iNIJ定装置を作成した。この装置により，これまで測定困難であった運動や

作業中の瞬間的な血圧変動の動態を把握することが可能となり，スポーツ医学，運

動生理学，人間工学の分野で多くの新しい知見を得ている。
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附(出な全身持久))iWI'.ι)iiJ;の/lfJ'IC ¥ !l11) 悠助教L2) ;全身持久))は持久'1"1・運動
を行う {iのみならず 般人にとっても似めて大切な体力安おであり.通常最大限素

11，1;11正能})を川、てそのJf!十fとする しかし 110i大限.，{>W11";(能))の測定にiIiたっては，

41 妹な災前をiIJ ~γCf皮験行を i$lrJlii f'!仙{'Io:;rにより政河川ぱいにまで.iDい込まねは、な
らず， 1制1がナf!Wであるは力、1)~ρ場 f?によっては危険がつきまとう。そこで，特f'!

{，:J1'I: t 卜で安令かっ島Hf恒に I技大門主主J共 ll~ íi~)) を測定する Jj i}、の IJfJ}告が切摂されてお

り， JHんらは、ド!えSWJ931年liJ!cI{{i}f究'tl人j特りIj粁tttを1!Jて.中UUJJr}，の動脈!士j皮
II~の変化を向!(析することにより最大賊ぷ収11x. íj~))を h!!リする}ji1:のfJfJ'5cに希手，平
成 G(1994) jr- I主にはデサントスポーツ!!~トtlliJf究粁費を f!; て li)1'先に進以をみている。

ライフスタイルや上草地が人の形態や体))に及ぼす影響にl渇する{i)i究けH:h 悠助

手z.j':J:) :人の I1グL~や休))は i立七;(10'民ぷの他にライフスタイルベ.)J~~J}'lの影響を'受:けや

すいと与えられるが，ヂIJX:6 (1994) 年度には丈 i\1日当、 ~.s・ 3主 liJf究粁費を作て外国で生ま

れffった111三人である 11系ブラジル人を士、j象に形態や体力の訓iL1fを行い， 日本育ち

の H 本人のがl とどのように}\~.なるかを比 l佼十会，i十した.' 1ヒ，~交的少人数(約.1 70人)の

~.lj1fそからも興味ある結果が1 ~J られたが，データを部鯖してさらなる検;itを加えるた

めにこれ以降もこのlif先は縦杭lドであるο

跳陀!能))IIIJ 1ーのためのトレーニング装慌の開発()j:jiJ 悠助教民) ;先に，陸上

続J主の主将を水‘ドliIIIJ'ニ'キづ|し，自))によるうで))狭心を k阿る速度で'1'-強市IJ的に高

速1たノとさせると定}Jがおしく lilJ1.することが判明し， これをトウ・トレーニングと

名付けた。これにヒントを何て，脳同握宇;ーのH要ベルトに11足りHけたゴムチューブを介
して跳躍名ーを l二方 lílJ に浮:引し，日前を粍il，えさせて跳~I\[ トレーニングを行わせると，

跳躍能力が効果的に向上する様子-が窺え.これをサスペンション・トレーニングと

名付けた。この方法に某づいた跳躍能力lilJ上のためのトレーニング弘前ーのrJfJ'5c研究
が、F成 7(1995)， 8 (1996)年度丈部省科学研究費を何てj並行中である。
大学のスポーツ施設に閲する調査，研究(井街 悠助教綬)平成 6(1994)， 7 

( 1995)年度教育研究学内特別経費を持て，欧米先進国における主事長150大学:を対象

に体育・スポーツ施設の規模や運営システムに関する調査を行った(結果は体育指

導センターのホームページ， http://www.rcss.kyoto-u.ac.jp/p-relation/で公開

r!')ο さらに平成8年度には，やはり教育研究学内特別経費により京大会教職員お

よびラシ夕、ム.Jl}III¥による学1J:.2，000人を対象に大学のスポーツ施z没の荻り方に対す

るアンケー卜調査を行い，京大体育施1没の将来計i両iのための参考資料を得た(結果

はセンターホームページで公問中)。この研究は今後も縦続予定である。

hWJ性姿勢制佐11に関する研究(llJ下謙智助教授) ;立位で急速な運動を行えば，

通勤開始に先立って意!苅した逆動を行う|際に生じるであろう動揺を最小限に抑える
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ための hl!lJ↑'1ニ去勢HiMUiiが1iわれる ι そのための'1'似↑'!:jA!l!}Jプログラムの{fイ1:.11事rE

要凶.4i~~糾との問係/えぴ ;'!E動 l比米にリえる影響などについて検;iJ している，

相瓦抑制m象に閲するiUI究 1111 f ，Uft i"'，'助教托) ;快l七あるいはキソク動作に最安
な働きをわう:l¥tj Jiíí 筋の機能的役'，JiIJ に閲する{iJf究でつの t~l節において相指抗す

る二関節筋は，問問動1'1ーのキIlみ介わせによっては凶j筋共什II{に出動を存jJえ合うこと

(相hJfjJailJJJ↓象)を.夫IIri筋屯附/えぴI減免筋it1I:x1をHll，、てIVqらかにしようとしている。

人体の動抗にPJjするM究 11111、品作助教托) ;我今が←;本JL-1ぐ，d;I:7J'*!i持でき淫
動が遂行で‘きるのは， ι ち I~{ f) Jぇ身、l や'1'似何l粁系の問 'j によって平l~r機能が作用す

ることによる J その際'1'.じる微少な動折を記録し，成人の動抗特tt.子供の発達，

l述書名の，iJlI糾効果などについて検，tJしているけ

多関!iii)豆動における})の発仰に附するiiJj'先 1111 F ，Uft '1¥'助教1'1:) ;外部へ発揮され

る力の発生及び、伝達に問するliJI究で，多|肝心;'f動において最大筋力を発附した場fT，

ある関節の t動筋は散大以|、の川動しかれこわず(!，¥lJ• . i:動的J). /Jリ・ ì~.動筋は退I~動

の種額悦び発tif[する})の}Jli'Jによって異なることをiりjらかにし ri二・主動筋，

副・主動筋の{iイ1:J を提案している。さらに， UJ主あるいはド)j支の述1.¥1.;;;品で)Jが発

掛された時の介 (I牧lî1~における }J の発 '1'. ・伝達の機構，および問係するー関節， ー

関節筋群の機能i'!(J1'2:'，刊について怜，t.Jしているけ

筋)JトレーニングにrVJするliJI究 1111ド品切助教H:) ;各傾ilIi}Jトレーニングにお

ける「筋のfH1I1主」の本市三化に問する研究で，これまで筋}Jトレーニングの説明ノf

ネルには解剖'芋川良JJJjからみたトレーニングに効果のある筋カザrjifさされているカ，-

k述の筋屯[え11'!'01';去による例々 のIiIji，~' !l1)Jの分析的liJf究成果に本づいて，各樟筋)Jト

レーニングにおける関係筋俳それぞれの筋のfHll.l主を算11¥する作業を続けている。

運動方法マニュアルの竹，，&と辺動処方に必裂な

データベースの開発(J 1・ih 悠助教Jえ 111 ド I Uft t~J

助教托) ; -f，J 'i:~下 '1'. の{小 }J相談や運動{'il~乍'1'.の競

技力fi'J上のためのJ干草・助 ii' rこ速やかHつ適切に

対応するために. 111下が日的IJlj;当動万i);マニュア

ル作成のためのliJf究を. JI: iよJが辺助処方に必要な

コンピュータネソ卜ワークを利用したデータベー

スの開発のための研究を行っている。千始めに「肥

満防止・角ヰ消のための運動処}JJ を医療匁WJ大学

部笹111助教捻と共liiJ開発し.体育m;草センターの
ホームページで公開中である (URL:http://www. 

.-css. kyoto-u. ac. jp/ exercise/)。

、、、

筋電図記録のための電極貼付
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27 保健管理センター及び保健診療所

沿革

保健Ti;f~~. センターは， 1μ"1い、¥'fγf.'tt校之"没2引i例F円，'iυH施白fわo胤、1主犯1，礼L山l
h納fi へ持ヰ!悩J血包!泣として全h凶q に光E期I~ けて 11附1I附fパ{利 41 (1966) {句!ド'.4I月J， ~U心 iξ山r~: )(. ，!，'，)限大とJt

1"::，出(1':された 14H'住Ti:J!~センターは.学'1:.の心身の健wの 1~H.\' .t';'1 j並と疾病の ì~l;おを

μ|ることを11il'0としたものであるが，本学における保健作用への問心はiilV/:以米側

めて尚く，学二'Lの健康保持に果たしてきた'だ績は90年近くになり.教J[i能付において
も50年に達する保健管理の歩みは他大学に士1'jをみないものであり，本'字。〕芯りとす

るところであるリ本学:にあって特殊な施，i立である保健必棟iilj.とともにその沿革を制

介する υ

本ヴ'におけるチソLーの保健F~療施日立として， 明ifi41 09(8)年我がI1<Jにおける最初

の大学生に対する健康保持のための健康相談と z診療業務を日的とした以H宅と病宗

が開設され，大正13(1924)年現在の保健診療所の前身であるザソu主成相談所が開
設された。当時の規模は内科 4名，皮膚科，外手I.?千11" 薬斉IJnili，石ー"主婦， 事務員
各 l 名にて業務を~It当し， HR科.耳鼻科， x線1lN};f;は本学医学部附同病院に委嘱し
争"
i、ー、

lIii和 5 (1930)年l均科をi百九i11!日午n8 (1933)年に整形外科を川附属病院に委嘱
し， l;i1年にはJ{くもx*)~lf(t去J最影装 [1可を購入した。 Hf{手[110(1935) ifに耳~"I~. lI r河川時|

を， l'il12 (1937) 年精神神経科を， lii]じく附柄拘Aj院に委嘱し，さらにはIlH科もlI{i利1
13 (1938)年に地設され，全国にその比をみない、7.iJRな陣谷が整えられ，入学生.

(1:校生の診療，保健管理に成果をあげることになった。

終戦後，相会一般の健康状態が悲化し学:内教職員のための保健医療施設の設問

が姿摂され，昭和21 (1946)年教職員厚生会医療部を本所内に設け， "j!:1付教職員並

ぴにその家族の健康相談及び診療を行うことになった。

昭和24(1949)年，従来の学生健康相談所を京都大学保健診療所と改称し，学生

・職員全員の健康管理と診療を行う施設とし，所属も学生部から事務局に変更され

た。

1I[1~025 (1950)年， 40歳以上の血圧測定を必須項目とする会教職員に対する定期l

健康診断を，他大学に先駆けて開始した。同年宇治分校設置に14旬、宇治分所を開設
した。

昭和33(1958)年学校保健法が制定されたことをうけて，同年度から学生・職員

の定期健康診断の検査項目に検尿，検便を加えた。このように早期より，当時とし

てはかなり光・突した保健管理業務を熱心に実施してきたことは，現在の全国大学保
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健管f型発wのために大切なJ;!"伶資料をJ削!lすることとなったυg診療のための臨床牧
資のtiq加!と政身、1'1'1=.1 I1J f，:i ) じ.，.nr~i}Æ 行なとの定則的 IIIlìW険 fE に}，Jï，~'，して， 11(1干1136(1961) 

今'.fこ衛生倹責主をmI12し， I"J:39 11%4) tfに梢仲・神粁干|を， また|トl日gμ6(け1971) 年

に整1形|杉3沙宇外ト同干利|を!川リ川jげ1)人、l川lに』ユ..:1';

F付伴|ド4い'組織的には保健竹J4!業務は保健1'{'J~! センターに分雌されたが，健!Jt ;i会 l析の 'Ji

f表情lr(は勿摘のこと.りI"J医による 11常の 4診療業務から保健管}Ij!(こ必要なれ刊Ii.を保

健管塑!センターに拠供している 本'干における保健l~;J聖業務は+iJ1í.jì台 jた疾病 FI~)j ，

健康保持.健成T;'iiffiなど多岐にわたり， しかも充実したものになっているが，これ

は仁述のように7・内"日光;./，'1・の努力のたまものであり， また，保健診療所の令Ifti(I(Jな
協力によって .ì'~' ，;;\P されているからである 1

近年，国際化とともにJUii.jfI1t.iむの変化が』出められるとともに.全体的にfli学生・
外国人研究fIの受，;舎が.t';I~JJnしてきている J このような変化，すなわち疾病の国際化

への対応をi自られているのが現状である!またその特色としてLi，般医療施l没に

見られるようなi，'Jち11.¥問の無!駄がないよう配慮がれわれ，その結果，学生の勉学:や

職員の業務・ li)f'先に-.kI{ß'が!1:じないよう}，Jï，~:している。

なお，保健l診療所で刈処|事|燥な場合は，専門医療機関へ紹介するなとなの使，({を|ヌ|

っている。

現在，ほとんどの国:>1:大学に保健管開センターがri究開され.多数の公私合:大学に

もliiJ被の施l没が，それぞれの刷悦で機能を来している。この聡史的背京ーには， U!i利1

33 (1958)年4nにザ:校保健il;が制定されたことによるが，従前からの実績， 1，怜3
年 8 月第 H口a~ljiJ[五!な太子:保健管J'f..l私議会を本学主催のもとに開催したことなど，
本学の果したf古川は，多大なものがある i

また，公開講ii.If会(ノfネルdJiii命会・講演会)の最近の題目を紺介すると，

「・・BODYIlvIAGE"をめぐってJ (11(1利62.11.16)r夢，性，記号J (平成元.11.18)

「異文化交流とメンタルヘルスJ (平成 3.11.2) rエイズ講演会・ “手足が聞におけ

るエイズの現状と問題点"・J(平成 5.3.19)r高度情報化1'1会・社会と精神病理学」

(平成5.11.12)r同際化と輸入感染杭についてJ (平成 6.11.25)r利学すること，

精神を病む、こと，伯作11すること J (子成 7.11.6)等を開{正している。

保健管理センター業務 (1川 N: ・ 4手下.l~~児)

1 )学生，教職員の定期l健康診断

2 )人事院規則等に規定された特別定WJ健康診断(化学薬品，放射性liiJ似え素， x 

線，深夜作業，病原体，タイプ fr許制t-， )虫記，調理配朕，超白i皮，自動ヰ(J逆転，

重量物，騒音環境，振動，粉じん， HB抗原抗体，組換え DNA尖験. VDT， 

腎症候性出血熱 (HFRS).大腸癌(便潜I但反応検査による)，肺痛 (1硲疲検査
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による))， n象は学生と教職L-!
3 )本学採!lill.)健成訪問r，断1;11;)健康;診断

4)保健十I1設反ひ、カウンセリング(学IJ悲，;8+)

5 )健康必lfIrのポ後Hn資比びi達成保持嶋jιに!却するJH'S
6 )身体隙'~~?'f_:' J:. に対する I欠l'f:的修学指導

7) 'f~ ， FI:(などの集|ナ|検識と人間卜‘ソク倹査

8 )環境衛生Ht...び伝染病 i三[iJ.I，ことにエイズに問する教育

9 )学内保健nli由jの立案

10)受験生健康診断(吉:仇診査)， ;iむびに梢術検査

11 )保健衿;J~\i í'J 1ーのための誠j資， {lJf究

12)心身のl片手:I)(J，心埋学的保健教行を 11的としたパネルパ.j"，i命会，講演会の開催

13)医学部.教行"'{:白1;における教育， liJf''1'ëの分 JI[ 及び令子:jiJ 通山1~1+へ「健康科学概

諭」の提供 l保健診療所|宍8，!iの協}J)

保健診療所業務(所長・内野光)

1 )健jぷ相談、並びに疾病， 1易;t:守:の1診療

2 )保健管理センター業務への協}J

3 )学外への就職健成診断

4 )電気生理学的， IIIL液生化学検査などの種々の臨床医学的検資

5 )医学部附属病院，胸部決fL1、研究liji-附属病院における精術検交の依頼，--M:病院，

n針長所へのが{介や入院斡旋など

6 )各種診断書の発h(奨学金.スポーツクラブ泊動 ij~外ìJtt~J\:，食 '1'/与など)

7 )健康診断の事後捕置と粁過副長ぞや診療など保健管煙業務に必要な1・!?縦の提供

8 )入試n;~ 救急業務並びに;j:z急!J!I， í~1:， ;J没急薬品などの貸1'1'，し

〈診療科(平成9年5月現在>}

l付利，外字H休診中)， n長科， I支l荷科上r~~i'I. 1I凶日侠干1-，整形外科， Ni科，神経宇|

診療時間 (月一金) 9 : 00-11: 30 13: 00-16: 00 

《検査科〉

X線検査，臨I末医学的検査

〈薬局> {看護部〉

〈事務部〉

庶務掛，会計掛

〈診療料金〉

学生は学生特別料金による。ただし学生の正課中における傷害についての初診時

料金は無料(学生健康保険制度については学生部厚生課厚生企繭掛に間合わせるこ
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と)。職員は 1~/' j:_ 1J' 竹ぷ[(ん干['，i会 lM :f[.:州点数火/えひ:'(*1 干 1.，;会棟割」酬点数去の本 i\f<:による ο

健康な心身をfHj;.Jt;1准することは，"'1ソj:_にとっては就学J.最も本本的な!li:'呉'H
』貞である ο ~Xt，.t上~ì .li'~ の't;~fJilì とともにf達成行J4I .m噂はおろそかにできない大切な事
業，努めであるい主桁化した}JIli，l:tがH;(L刈でいろいろな問題がおこりつつあり.今後

早急に解決されるべき|阿佐立である J

保健診療所の医学部附凶病院への統fTが決議された(子成9年3IJ ) (現fI:，学，[:"

教職員への沙療や健保Tn~lなど保健に対するサービスが{氏ドしないような』診療形態

を作成するべく険討中である J

昭和62年度学生定期健康診断の健診風景
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28 アフリ力地域研究資料センター

A. アフリカ地域研究資料センターの概'~.

本学では. Jli1干1133'rド (1958)から今l均i J.lil ， iJr，~子教托らが q'心となって，アフリカ

におけるう，::術品iJ1t がj)fJ l;.fì されたυ~lí 初は，アフリカ大)~'!tt!人伎の，[:.態7・・村会学的

，iJ，¥Jl正. f.)=jiìl収集l(の生態人紅!学的日iJfiJ 1tに )ì!~づく人影irl 会の進化 lどの Wf明が [.J僚であ

ったが.iiJ)党分野は fþ とともにJ仏大の'!主を辿り，ノi~Jjでは，WjJiiji:， i j'uit学，生

態学， 山人知学，地質~}:， Iう~:;:，築学/;史'}:といった j.t ll'f' の調 1t も i両党にれわれる

ようになったけまたJ也h長n~ にもiR・初は*アフリカに I;jじι されていたカ日 Ih <';I~ アフ

リカのボツワナ，ザンピア，中部アフリカのザイール，コンコ，ガホ‘シ，内部アフ

リカのカメルーン，ギニア，マリ，そしてエチオピア，スー夕、ン， さらにマダガス

カルへというlよがりを比せるに主ったυ Jl日午1162年 (1987) までに，延べ500人以上

の京都大学関係の研究折が 1:.，lCの各地域での調査に従事しており， '.~'ndti とくに大

型煩人猿の生態学・社会学的問究や，狩jjfl採集民・牧畜l(.焼却l農耕民の生態人類

学的研究，化石人知の研究，淡水魚、の生態学的研究， u:米農業の研究等においては，

すでに多くの新しい発比を合む輝かしい業績をあげてきたiコ

このような研究の発民にともなって，アフリカ地域研究の.jWjffiの拠点となり，よ

り (~~j次の学際的研究体制を組織しうる地.tyHiJr<先センターの I没、kが強く!ゑ??だされてい

たが，附和61年 (1986) 4月5E3に，念願のアフリカ地J点{I}f究センターが独)/:の部

TnJとして開設される逆びとなった。初代のセンタ一長には， fJI'~純ー」郎名誉教民が

任命され，センターは，わが国最初のアフリカ地地{i)):'先の機j!J，Jとして，国I;/;J国外の

アフリカ関係研究者ーから大きな期待が寄せられた。

アフリカ地域研究センタ一発足時の構成は，乾燥，;作生態系研究部門(教綬1，助

教授 1，助手 1)，湿潤，;日:生態系研究部門(教授 1，助教托 1)の 2慕礎部門と，

暦史・先史客員研究部門(教校 1，助教托 1)，及び情報資料宗(助教授 1)から

なっていたが，昭和63年度 (1988)にはJ.i::.用部門としてアフリカの伝統的生業の研

究を行う生業構造研究部門(教N:1，助教段 1)が，また予成4年!支(1992)には，

外国人'各良部門としてアフリカザ:íiJf究M~I'~がI国，í立された。

センターでは開設当初jから大学院教育に協}Jしてアフリカ地域研究にあたる人材

の育成にあたってきた。平成4年度からは，人間 .f%i境学研究科の丈化・地域環境

論専攻においてアフリカ地域研究講隔を相当し，民政文化論，十l 会'1'.態論，生i}H~

i斉論，自然環境論，生来一構造論，生業環境論，及び生態人類学の 7科目を開講した。

このほか理学研究科と農学研究科における兼担教日として生態人類学，人類社会進
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化論， ':1，;:1、矧 r[:~.~J，/:， ~;~~，:;~;アフリカ fi!l '!f~・，;命， 1丸γ'f.:J，.~~， にI'IJする ，;/ItRJえび人;γ'院 '1'. の

fiIf究指導を11リてきた

アフリカj也JJ'xliJI允センターは.、li')J比7{jo伎の ]()fj二川 I;H をもって )t!H~ i'I(J に fiJ!íoij'í し，

半成8'rド!主からは大'f:1記人II¥j. J~uttJ:liJb1: ll のアフリカ地J点{I)I'先'.!I攻として jf} lI\発

をしたゴアフリカJ也M/IJi允'.1/1文には. J也域'1.1，ι命， 1己政j七'1:.，命. Ij'. ;feUL~"命の 3l溝

H~ (救.j-:J:6.助教J三()) 7)¥，[3かれているυl，iIU.¥に，これまで七シターがれlってきた

業務を継続するために. );( ffli大/tアフリカj也I点{i]j冗資料センターが学内tiliFfとして
設121:されたu センターのfI.いえいはすべて，大学院人Ii¥j• J.筑波''/:1iJI究宇|アフリカ地域

研究専攻にI~ i I，~到しているとに・1'.)反 IOiド l主からは，アフリカ地J戎li)f究咋iえは新 l没さ

れる大/f・院アジア・アワリカj也.hxliJl ':i1: liJI允干|に移行する]勺じである μ

!日アフリカ Jtl!. MliJf冗センターの'1i'i ;HH~t f' 1 引は， アフリカj也h主のl:jr.~. 1(1;九.主化

にWIするI'xl;I~ ・';::仲J~I~;I;.，1;， j!)J M:物 t~l{ 1~ J，Sーをrjr，c.、に広範lこll>i.集をおこない子:j付学

外のli.庁究{i'に公1)[.1してきた i ヂ此 7W!主 (lD95) までの iji_f(4~ の lli集点数は約

14，000点である)また. IIí1 利6 :21j'.!主からは，非!~':I'i・アフリカにおける動十1ft物 fIJ J.tJ に閲

するデータベース作製の1'1:~ミが械がじ tjJ であるいまた，センターでは，月 f\iU の「アフ

リカ地域liJf究会」をIJ/Iき， またij二2[111 のシンポジウムを I)~J催してきたリ出版物は，

アフリカ地.ty)di)1 究セン~ -/)fj，没前のliij身 lアフリカ地域liJf究，jJfi]資本J II:)代に王子FIJで

6岳までHJhした ":¥frican日lUclyI¥lonographs"を紋If.(L. IIi1干1102年!主からはこれ

を季 flJ として|‘IJねしてきた}このほか~'.\'3たりを l:j.!iIl YFIJねしている。またIlJ年 3)jに

その年度のitoy:jlを1・iJflしている これらの業務はすべて，アフリカ地域研究資料セ

ンターが'乏け紋いでいる心

これまでアフリカ地域開究センターと，それを'乏け織し、だアフリカ地域IiJf'光資料

センターカl'.jll ってきた↑!?干I~資料のセシターとしてのft~能なと:アフリカ地h刻1)ド先の

Wfとしての役割は，新liJI>光利への改組後も縦続拡光していく子定である ο

なお，旬月 IJfJかれるアフリカ地域研究会の案内なと¥センターのl済活動をが{介す

るためのホームペーシを l没けているが，アドレスは htlp:/代、..ww.africa. kyolo.u 

ac. jpである I

B.研究の現状

本センターでは，本学のアフリカ研究の伝統である!よ義の生態学:的}Ji去を蒸憶に

Lながら，自然、・人・文化の研究を 3本の柱とした学際的研究を進めている。アフ

リカの自然は乾燥'冷と温潤 I~I~; とし寸異質な生態系に大別することができるが， まず

それぞれの特性を十分に把躍し それに恭づきながら人類社会の進化とその多様な

民間を追い，さらに多民族からなる地域社会の調和と統合についての理解を深める。
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これらの/1附IJ叶!丹↑t'先とJ岐主hして 11品T市目川FサJ:.;f業;のi適l盛主釦J，比d心とLωυ、Jイ1'1札I
|“凶山{自削11している l1己I_.I，魁t也iμ〈や'1砂i'沙，世釘レ;L児!化なと什?然1主iJd災よど'It;'入t;'パ:(こi汁JするJ瓜l氏u抗JιLυj力Jの{“州iJ叶!庁f'究7先E，日ザIJ:動fl{i物資源の開

7E利ij]と1民廷に|均する{iJf'i'tなど， ''f:I:t1的に長裂であるだけで、なく，アフリカの人々

の払け11にもつなが:)，長WJI'I(Jな対処を必要とする品iJl't1iJl究の.jfU止をも f11'1'-)としてい

る

土Jiu:， 本センターに!町民する教~I'fが行っているliJf究はド記のとおりである。

非共，;17アフリカにおける F企業構造Nt.び乾燥・'1'-乾燥地の作H一体系に関する農業生

1虫学!'I(JiiJf究(教托 I~h 村苦手 b:lt.) 

ウッドランドにおける焼'r.11In'~ fn T t j)の生態人知学:的liJf究及び、アフリカ社会の内発

(I'J公民に関するliff'先ぃ(教1'1: 掛行 JI&: ) 

アフリカt)求と農業の!iJf'先， .J:}'t州11農耕のMf究， とくに f~U立に対する焼州l農耕のイ

ンパクトについて (助教托 荒木茂)

*アフリカ能付における'1'.業構造の多株性とその変千手袋l刈に問する十l会・粁i汗学

作JM党、、(助教十三 i也野 台)) 

l町ア 7 リカにおける一.)こ多kH会の文化人1;fド子:的liJI究υ'j:_業形態，物質文化，身
体此;1;の附のWIわりについての研究υ(助手 保坂実千代)

アフ 'Jカ乾燥，;17における比較'le態入額学，とくにボツワナのj"，):iiitl来集l(サン，及び

ナミピアの牧市民ナマ，ヘレロ，ヒンハの{す|究。これらの伝統的社会のl(t;~~t.とそ

の丈化変%に問するliJf允 (牧民 111中川li)

アフリカ小I:~tf:~のボリテイカル・エコロジ-とくにナイジヱリア中部および

ザシビア '1' 1，(けH の農村1' 1 会における耕作形態の変存と 11危 !J~î;l.t!~.fJ大に関する研究。

(数十三 I;，~ 111刷、ド)

乾燥地引の牧畜十l会に閲する人JJi学的研究， とくに東アフリカおよび市部アフリ

カ牧市村会のl(lj~Jt記述，埼境利用と干1:会変谷に閲する研究。(助教民太田 奈)

アフリカ大限におけるヒトー捕物関係，;命・民族梢物学，アフリカイ1:米農業の内発

的発反に閲する研究(助教綬 j近旧民義)

アフリカ大体及びマダガスカルの動物地理。マダフゲスカルのJJ;i、抜鎖の生態学・社

会学的研究。(教綬小Illi~(樹)

熱帯雨林の持続的利用に関する研究リ中央アフリカのj".):iiil将集l亡の民放誌とその

f:1会変谷に関する生態人類学的研究(教綬 市川光雄)

アフリカ高山の植生と環境(地形，地質，気候，土壌等)に関する傾f[:_地理学的

研究，および植生の改変と環境変化との関係についての研究。(助教綬 水野一晴)

熱帝雨林帯における植物利用，土地利用に関する研究。横物利用データベースの

作成。(助教綬木村大治)
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29 埋蔵文化財研究センター

概要

京都大学構内には，'{flJキャンパス北部構|人jの縄文IIN{tの北1'1川泊分urrj遺跡や大

阪1仔i高槻市の農学部附属農場I)'Jにある尚、'1:.11.¥代の安渦遺跡、など，全I正|的にみても古

くから著名な遺跡がある。このほか山IHキャンパスのほほ令域や.和歌山県(1i)~11汀

の理学部附属瀬戸臨海実験所構内をはじめとする各地の|仰 J，~i 施 l没|人l にも.先史n.~'{に

から近世にjft: る長い!が l点を刻んだJ泉純丈化l!~が多数存イ1: している υ こうした丈イヒlは

すべてを破壊から"'1・るということは不可能に近く，そのための万策のーっとして十

分な調査・ liJf先を'X泊することが先決となる。

J里，coc丈イヒl付iiJf究センターは， こうした学内に与える月J民主化l!iのかl奇を，佳物や悩

設の建設のさいに丈化[lj保法法のì:円にt!1jって 'j~施し，その iJ，\J 1t成果の桜 itf とこれ

らを蒸礎においたliJI究をすすめることを日的として， 11日和52(1'- (1977) 7)jに千:内

tif置としてfI_支出された。人日はLγずれも Jkff:で.センタ一長 (111~I' .111;総fT博物館

教J乏)のもとに丈学liJf';\Cf・ I・(~. ~tl"n 4?"，と 1:学liJI究ヂI(建築史) l?"，の教'，'.，.と)1

常勤職員 4名で情成されている..ι!f.)Itの第 lの[]的は，住物i]，没のiili由jにしたがっ

て，建築 F定地の発射;iJfiJ1l'をできるだけ速やかに実施し，大学の教育研究が川滑に

すすめられる条fl二を瞥えることであり，センタ一日笠間以後，延べ45.000rn'を越える

発.ff:il調査を行っているいまたこうした'Jf.業に1'1'-って，大/'f:の組織として丈化財の調

査を継続的におこなうことは，この地域の光史II.~;代から近 lll: にいたる l民史の復厄に

関する資料のお積のみならず，文化111にI1(Jする救ffあるいは品HtJ主術の1m党をすす

めていくための.臨床的なliJl':icの場としても'[ーかされているり

調査，研究

従米の調査で明らかになった主攻ーな遺跡の内科をあげると次のようなものがあ

る。北部構内には，縄丈11.1 代のft.lr.}跡~~， J町立林など、J~ lI .fの集浴の構造を ;j~す多

数の資料のほか，鎌合時代の火葬以とよばれる遺構も伐されているο この火持ぼは

大ノj、 2 量のá'IÇで[ぎ i由i され，中央に方}彩子f状の.l~をもっ構造で，当 lI'.iの L級 1;骨J44 の人

の手ド送儀式を行った場所であるい令国的にみても発比例が少なく学内の協力を得て

現地に復元保存しており，また京都市の~UJ'と跡に指定されている(写真)υ 本自I~

構内では，京と近江坂本をがiぶ街道として多くの文献に記された中[!I:.近l止の道路

跡が残っており， iiT迫の歴史的ijt観の変遷が明らかになりつつある。総合人間学部

構内では，弥生時代の水田跡，占墳などとともに，市代の金属加 Lの技術をノJ~す iW

解炉や鋳型の遺構が多数確認されている。また和歌山県白浜町の埋学部附Jr5P.;瀬戸臨

海実験所構内の調査では，砂洲上でおこなわれた古墳時代から、子制咋代の，塩1'1:1) 
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に|羽係する I宣怖とともに多数のJE物を収集した、ノこれら J¥:;'.と 11.) 代から i止 111: に~る間

の遺構と IE物は.それぞれの11.¥代の人キのI1常ノ1j' ，~やノ LOJii'j，~動を知る lーで貴重な資

料となっている t

文化財調査は.JJLu:に伐された物質資本|をぬうという性質 1--.そこからIJJtitな限
りの過去の情報を I!主き11'，すことが要求される、}こうした点については.京都大学は

P;j述分野の協 }J を i~ やすい環境にあり.資事、|処用の Itの lílJ トーをつねに，:Aみている。

!日本的には考8学の}jiJ:によって 1宜構やilU:遺物のjj'-rt!・，lIiWJをもとに整理をすす

めるとともに，同!と学.地J型学のような人丈村会科，}:だけでなく物埋学，地質学，

動M物学なと自然科学の諸分野j'からのlif1J}Jも得て. L出，金属片足，本出などの材質

や遺跡;のj也形環境なとさまさまな情報の収集を院宗しているο

また構内での過去におこなった多数のぷiLí':ìうえ咲から，先!とII，~一代では北 [LJ111ー併の

集法と!川辺の環.tt~を，古代では山 iIJJíJj[，><の形成j曲作を， またqlj'卜の'I'fl!ft地域の開発

の;1犬川jえひ、i4・世古lIJ十!の構造などを、それぞれJl 体的にJ山11¥できる資料を多く得て

おり i追うJとの京都大学を中心とする北 "1111 の地域!との ~;X_;~ に. $Jiたな解釈を付加し

つつ通!とがJな研究を深めている0Iu]fl.)にこれらの資料にもとづく↑附ulJのiiJf究として，

年代法準となる上出の制年，士:1!f. li旬時五えぴ{t;:)，;チ;製品の製作技術の復JC. コンピュ

ータを丹j~、た発掘識l査訟の rlfJ ~e~r もすすめている.'

調査の判iFJや研究の公夫は，調査 tl~fJ:i' と紀要とからなるIí';;~都大学構内遺跡調査

研究年報』としてlI(j和52年 (1977)から、ドr&9 fl二(1997) まで待作 1111ト刊行し， ま

たほ安:な遺跡、についてはさらに詳細な分析を加えてIrょ;(者1I 大7・Jllll~ 立;化lt~- ßJN査報

;上ï~ として計 4 111)- を刊行している。そのほか側々の~e-JJHl調査の終 fll.\'には，マ:1付の

教職tl及び』般市民を対象に現地での説明会をl没けて，遺跡の内科と，i1!J.fEから明ら

かになった点を速報の形で公去しているにI 当センタ-，j立ウ 以前をも介めて，過去約

20年間にわたって尖施した構内遺跡の謝査による/1¥+資料は.各地の機関やliJf究お

から調査研究の目的や比学の希fFが多く，つねに情報の提供ができるよう配慮して

いる。さらに本部構内の尊接堂を埋蔵文:1ヒl!1-{iJf究センター資料主としてiliJtjして民

示し.解説と関連資料の写真などを 1.J して，与 I"J分野の{iJf'光~-だけでなく f手生や教

職員など多くの人にも理解できるよう情意している ο
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北部構内の火葬塚

調査時の遺構(左)と現在の復元状況(右)
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30 ベンチャ-・ビジネス・ラボラトリー

設立の背景と経緯

最近，知的創造・発信の場としての大学，特に高度専門職業人の養成の場として

の大学院には.将米の利学技術創造立国を先導する独1'il]'l中段かな人材の育成の場と

して，また昨今の日本経済の問議!盛を1"1ち破るものとして，これまでにない大きな

期待が寄せられている。本施設は，政府の平成 7if三度第 l次補正予勢「科学技術・

情報通信振興特別対策費」の中の新規産業創11¥につながる研究推進策としての「大

学院を中心とした独自IJ的研究開発推進経費J (VsL設す.構想)により設すされたも

のであるu

その極円は

1 )将米の所業を支えるJt位ilWrである

研究開発フ。ログラムの.jlf~進

~ )ベンチャー精神に日んだ臼IJ;主的人材

のff成

3) !，I/ffJの教育研究施社設備を整備

というものであり.ょ，;(者15:k''(:としては，復数

の提案の111から全/j!:的な杉triJを粁て I光;1主

也 f材料/lfBとのためのJJ;((.分 rアプロー
チ」を教fTM究テーマとして事業の.jlb並をわ
入、レレヲ介、_.;-. 
) '-(... ，:_ '-6.つ，_。

京都大学'I':''f:の教育・研究施此としての

I ¥; lfilU.: :'f:ベンチャー・ビジネス・ラボラト

リー (KLT-VBL)槻J は司 'y.fJ比9年3}j1511 

に波1:・創設記念式典を挙行し，本格的な川
VBL棟の玄関側面

動のj坊をJ是供している。本施設は，学内ばかりでなく，外にも 11目かれた施設であ 1)，

学内外から種々注目を集め， }~学 tí-等も非常に多し、。

運営・管理組織

VBLの管理)退官組織は，全学の)U'iJ教育・研究施設としてのj，i:itl'づけから，

総長を議長とする[協議会]には学内各研究科長苛ーの他.悶附を1I1心として，学外

の学識経験者，経済坪，ベンチャー企業.18:気系企業のトソプの方々に人ってjnき，

京大 VBL の教育研究目的，管理jÆ/Ë~' に関して審議するとともに，外部;;，'ιIIIIÎ および

検々のご提案・ご協力を頂いている。 VBLにおける教育研究の川滑な運営を言|る

組織として，施設長(松長和美 L学研究科教授，兼任)を委員長とする[;運営委員
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会]を置き，管理)逗営・企IUljの実務は*1":教uを主)Jメンパーとする [j正常小委

員会] (ワーキンググループ)がfl[当し，さらに，院'1:. PDのみからなる自主企

画・行動委員会も形成されているυ

特徴

-・・E苅言E白悩語il車ヨE副・・部閉蒔m司i1F.田・:{;罰帝国司四・・・・・・・・・
J;:'，(l'.j，'，-， :';'.}: r_~. Vl3tブ仁1ヴ '1
学内 ，師外 J~:n:J*の半唱型的交流

;~，耽怠白山凶による Bl8in.Stonning
やる気掃先制i'l<1i!艇教育

先端・基邸、シーズーニーズ刻応研究

図争回 淘例研究縄問・{似宇VB
E面目 L. SV目L.企峨・冒研究
厳司 府間究膏山、

新1m菜、ベンチャー・ビジネスの創出
起業家マインドを持った若手研究者の育成
大学・学問の社会 e人煩への貢献

VBLにおける教育研究推進体制

教育研究推進体制を同に示すが，京大 VBLでは，これまで、の研究利・専攻のれし

を超えて. ..1・学研究科の電気系・化学系を主体に，理学初|究利，化学研究所等の教

官・研究者(約100名)および院生・学生(約150名)を合む横断的で柔軟な教育・

研究組織を形成し，独自1)的研究の.fff進，創造性教育の実施，共l，j)Mf究を民間し，将
来の産業を支える基盤技術の開発，企業家マインドを持った若手研究者の育成を過

して，大学の社会貢献に寄与したいと妻子}Jしている。また，海外からの船料外国入

所究員.非常革jゆi)f究員 (PD).他大学から共同研究者を受け入れ，国際性・多機な

雰開気の中で融合・先端研究を推進している。
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建物・設備

本ì"I:]j悦 1 1_j .1ヒ収日 I~ に沈 l した

¥' BL 1*は地卜 1I府・地 l-3

I;j:y hEべliliWt~噌 OOOrd のI! igh­

Tt'ch!ぷを!必じさせる佳物で

あり， [lt[ ，，-_)，:''j:.のjiJf究槻とし

ては最初の免振構造を採用し

ており，建築学のluiからもi+_

Hを集めているο(棟内外に

よ反動li-Iーが多数設iti:されてお

り.地提発生11'与の免振効果の

~kJIE .観ifilJも行っている。)

VBL棟 1階のラウンジ

また陣内には，これまでの国立大学の建物には余り無かったようなリフレッシュコ

ーナーやラウンジも設置しており.相互交流・ J皆、いの場を従供している。

実験装iti:としては，先進電子材料開発研究を目的とした，各種大型特別設備を設

計しているο主な装世は有機1¥1B E装置 in-situプラズ、マ・表面診断装置，ナノ構

造試料作製装置(露光関係)，ナノ構造夫IHi評価装置(複合表I而解析 XPS，in-situ 

SPM英置 (UHV&LT-STM/ AFfv1) ，原子レベル構造観祭(高分解能分析 SEM)，

iiF股ナノ構造解析装煎(薄膜用X線装i賢人ナノ橋造光物性二千fdfi装置，ナノf構耳造電

f-三物1性千宅hιおt';j;芯市j!計;1川l

ステム(但E¥¥'S引)でで、ある。その使用に|際しては「利用者の手引き」が用意されている。

推進研究プロシ、ェクト・事業

京大 VBLで‘の教育研究テーマは「先進電子材料開発のための原子・分子アプロ

ーチ」であり.工学研究科の研究去を中心として，これまでに存在しないような革

新的屯 f素材の開発や.現在の Siや化合物半導体の性能を飛躍的にlir].tさせるよ

うな素手の開発を目指し現在次のような 7つのテーマが点っている。「分子ナノ

エレクトロニクスデバイスに関する研究J rナノ構造における励起子光物性の探索.

f;iIJ出，応用Jr次世代フォトニクス/デバイスの研究Jr原子レベル制御による新半

導体材料の自IJ製Jrイオンビームを用いたナノ構造制御先進材料の開発Jrプラズ、マ

表面相互作用の in-situ分光計測と制御J r集積化機能メモリデパイスの開発」であ

る。全学の多様な研究者が集まれる施設という特徴から，例えば，有機分子をナノ

レベルで構造制御した「分子電子素子」の開発には，電子:r学，分子化学，機能科

学などの多方面の研究領域・研究者が協同・融合して研究を推進できる利点を有し

ている。さらに， VBL 棟内での院生を主体とした素手研究者の自由な交わり，自
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111なJ't.tl.l.の均 lブレイシストーミング)から， 子il!lJを1也えたアイデア・成果・人材

が'1まれる下が!りJi.~されている

Jj 'Ji ~':，:として:.:1， '，ti[L'，L: (j・1判11日発に|訂するブロシ 1ーク卜liJIプEの:11直ijsの他，大

''?I:'，~ '1をIj'心とする{'，:Tlill'ic日rJ)"1山な免，+J.'，やiilj，i主'1"1ーを1いえする教育プログラム
I ，，!，IJR， !I.'f，;'(一品'(1S，;， ¥ B七 iナー， {'，:TliJI允J引iJI究助成iljlj)主)や.他j.，::'{:，学外(企

~~も ff む) (1)1'先行との共川/111'花 .1[11際交流fログラム(I旬外liW先行の受け入れ，一昨

flill'fe行のjllti立lをだ施してL、る l また， llJ:j盟定flUの，[，¥¥'九If会/えぴミキサーの開催の

他. JI~ilj:1I、川を ilj!~ めた持{iI Í'i': I ¥'Bl. )'1斗IU を11)年治行している。さらに. VBLの

ì' ，~ 1')) . (1) (Ilij に~，J して仙)'I{党 j，t ihltp: / hn¥¥¥'.、bl.kyoto.u. ac. jp/lを街恢的に行っ
一一，、い心

産官学連携

¥' Hl.はこれまでになくオープンなliJf光寺11織であり';:・I)'Jはもとより.海外1iJf究

快I'M.他人予:¥'I3l.とのdHlt. 企業・ 1¥/iJI允，1j'(ji)f'1t.(i')との共l，iJli)1究を:Ilh往する

とともに，れ色あるl山'UHiを11'うことによ:)}包 1一家マインドをt.~ったれ手/iJf究者

のす!えを 111'1りとしている /iJf究1(ljで、も， 1~!日Ij的 iiJI 究を民附する rjJ で，羽j );f.業.ベン

チ>，一・ヒιネスの日IJiI ¥ ，こ~:~がるシーズを j}t fJ~してし、る J44- に， 1己K¥J企業とのJ!.H，;

I'I~ な liJ f究協 JJ は. オープシ↑'1にも10.して， 共l'ij{iJI究.''1， i L/i庁究・ ~t~ ~ ~ jf: ~;.もー附金などの

産業界との研究協力出・M!M悶世間(日内-
KU・VBL

共通の課題
二一ズ探求

委詑課題

共同研究

~託研究/研究員

研究指導 日|引が {;!f究IA

研究協力

VBL運営資金 緩溢幽み溢¥、

院生経済援助 a網棚察販機瀬被

先進研究の推進料勺詩情問

産学連携の取り組み
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un;IlJJI!Iをi心してれってし・ゐ

ただJlifl のとこん，こうし /~Iえれを'k l訟にベシチャー・ビジネス L 扶げるには，

)，:11 (1ワ1I1J;j'・1fl・vftj?11ぺ:0)10i，l.] ， fiJ!ii‘たすべきUl1:llli{) ~く，ノdえ J，: 'II 人jおよびjJJ: と公

共1.]1f十、.企:;{i"， I~'; (j) j~上 Jlt を iJi7t にそして t'liJ、に.j(i i!t . ;~土川がわえるような祈たる:シス

テムの十倍染か必法と 14l、われゐ i

展 望

: 応部には!が'ki'l(Jに政多くの「点目1;ベンチャーJ /j( A~~ が行った 1'.肢があり， 1-'本4よ.:;戸

VSLに1，刈、，Jして(はま，う、l下i

していることカか、らも， !l叱1にi均M夕外ト.首企::.;r主、を戸介7めた，}:ヤ外トカか、ら， JU"HiJ!'究， i5，iLliJI究， ま
たは!史学市・1;付金のIflし!I¥ . 1111 ¥，、fTわせが多く米始めている . }j，本'/:)，:''/1出には

ポテンシャルカi'"，fl::jく， f~l 心:心・チャレンジ fl引(~Iìfu卜 h る j、 'γ:1山ノt:.・{'，:l iiJj'")'t fi，うえf十{J:

的に数多くイ({Iーすることから，その柔軟な発，+J.I，を')C;j'ii¥できるjJ，}- lliglI Tl'ch 111 

cltbaturーが身近なうた|人1tこ誕'1した立北は似めて大き L、と，;flll1iさjしてし、る f;eって，

京大 Vsしでは， Xl'[(1リに f~líiIJ(1旬な liJげE を述行するとともに.オーブシで光'たした

初f究J~~J必の 11 1 で.多tJiな分ll'f'の I;)'~/I:. や他大，}:・'i"，ïiJf'J'ë lijf .命l，そしてiiIJ外をffむ

タト白1;のliJIずEJすとの十11'(.交iM. JI~ 川 iiJI 冗 ;1;'1 1 えるような w~n.~ を，止、 lílJするとともに， 、

ü まで無かった '1併が!な命 plli ・ ;I~~JJ を行っていく訂 l山iである。




